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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
235 

四
、
む
す
び―

博
士
家
と
五
山
と
足
利
学
校 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
237 
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
252 
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序
章 

  

本
論
文
の
要
旨
と
目
的 

本
論
文
は
、
主
に
古
代
・
中
世
の
日
本
に
お
け
る
儒
教
経
典
（
経
書
）
受
容
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
に
中
国
大
陸
か
ら
漢
籍

が
将
来
さ
れ
た
時
期
は
、
遅
く
と
も
、
六
世
紀
初
頭
の
継
体
天
皇
七
年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
そ
の
際
、
最
初
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
五
経
、
す
な
わ
ち

儒
教
経
典
で
あ
っ
た
（
１
）
。
八
世
紀
に
整
備
さ
れ
た
律
令
制
度
の
下
で
も
、
大
学
（
大
学
寮
）
・
国
学
に
お
け
る
第
一
の
学
科
と
定
め
ら
れ
た
の
は
、
経
書

を
学
ぶ
明
経
道
で
あ
る
（
２
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
藤
原
道
長
（
九
六
六―

一
〇
二
七
）
・
藤
原
頼
通
（
九
九
二―

一
〇
七
四
）
が
政
権
を
掌
握
し
て
摂
関
政

治
が
最
盛
期
を
迎
え
、
社
会
情
勢
の
比
較
的
安
定
し
た
平
安
時
代
中
期
に
は
、
学
界
の
顕
職
は
中
国
史
学
・
中
国
文
学
を
修
め
る
学
科
で
あ
る
紀
伝
道
の

出
身
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
明
経
道
は
そ
の
下
位
に
甘
ん
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
当
時
の
貴
族
が
立
身
栄
達
す
る
た
め
に
実
用

的
で
あ
っ
た
漢
詩
文
の
作
成
に
は
、
紀
伝
道
で
学
ぶ
書
物
に
載
せ
ら
れ
る
表
現
や
中
国
故
事
を
よ
く
学
び
取
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
い
う
事

情
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
、
同
時
期
に
経
書
の
学
習
（
経
学
）
を
家
学
と
す
る
博
士
家
と
し
て
、
中
原
家
と
と
も
に
、
清
原
家
が
現
れ
、
経
書
の
内
容
に
関

す
る
秘
説
を
一
家
に
伝
承
す
る
体
制
が
成
立
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
経
書
に
は
、
時
勢
に
よ
っ
て
重
ん
じ
ら
れ
る
時
期
も
重
ん
じ
ら
れ
な
い
時
期
も
あ
っ

た
が
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
と
い
う
時
代
の
変
革
期
、
よ
う
や
く
、
為
政
者
階
級
の
貴
族
に
も
、
経
学
に
関
心
を
寄
せ
始
め
る
者
が
現
れ
る
。

従
来
、
藤
原
頼
長
（
一
一
二
〇―

一
一
五
六
）
、
藤
原
通
憲
（
一
一
〇
六―

一
一
五
九
）
、
藤
原
兼
実
（
一
一
四
九―

一
二
〇
七
）
と
い
っ
た
人
物
が
、
こ
の

頃
に
経
学
を
重
視
し
た
為
政
者
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。 

本
論
文
は
、
二
部
、
計
八
章
か
ら
な
る
。
第
一
部
「
日
本
『
春
秋
』
学
の
研
究
」
で
は
、
日
本
に
お
け
る
『
春
秋
』
学
習
が
有
し
た
特
長
に
つ
い
て
述
べ

る
。
こ
こ
に
述
べ
る
『
春
秋
』
は
、
孔
子
の
祖
国
・
魯
の
歴
史
書
で
あ
り
、
五
経
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
書
物
で
あ
る
。
日
本
で
は
『
春
秋
』
経
は
専
ら
、

史
実
を
豊
富
に
注
す
る
『
左
氏
伝
』
と
と
も
に
読
ま
れ
た
。
奈
良
時
代
、「
学
令
」
に
、『
春
秋
左
氏
伝
』
は
「
服
虔
・
杜
預
注
」
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
学
ぶ
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こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（
３
）

が
、
現
実
に
は
晋
の
杜
預
（
二
二
二―

二
八
四
）
が
経
・
伝
を
年
ご
と
に
集
成
し
た
上
で
自
ら
の
注
解
を
附
加
し
た
『
春
秋
経
伝

集
解
』
が
流
布
し
た
（
４
）
。
院
政
期
、
藤
原
頼
長
は
、
こ
の
『
春
秋
』
を
特
に
愛
好
し
た
。
日
本
に
伝
存
す
る
『
春
秋
経
伝
集
解
』
写
本
の
中
で
も
、
鎌
倉
中

期
写
の
金
澤
文
庫
本
（
三
十
巻
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
は
、
金
沢
北
条
氏
が
清
原
家
の
学
者
か
ら
学
説
の
伝
授
を
受
け
た
際
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

平
安
中
期
以
来
、
経
学
を
専
門
と
し
て
き
た
清
原
家
に
お
け
る
『
春
秋
』
学
の
全
貌
を
留
め
伝
え
、
古
代
・
中
世
日
本
に
お
け
る
『
春
秋
』
学
習
の
あ
り
様

を
検
討
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。
第
一
部
で
は
、
こ
の
金
澤
文
庫
本
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
中

で
如
何
な
る
学
説
が
確
立
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
学
説
に
は
ど
の
よ
う
な
特
長
が
あ
る
か
と
い
っ
た
点
に
関
し
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
古
代
・
中
世
日
本
に

お
け
る
清
原
家
の
学
問
と
、
清
代
か
ら
現
代
に
至
る
中
国
で
の
学
問
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
論
ず
る
。 

第
一
章
「
日
本
『
春
秋
』
学
の
特
性―

金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
形
成
・
受
容
史
提
要
」
は
、
第
一
部
全
体
の
総
論
に
当
た
り
、
金
澤
文
庫
本

『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
成
立
に
至
る
状
況
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
本
文
や
書
き
入
れ
お
よ
び
訓
点
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
述
べ
た
。 

第
二
章
「
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
奥
書
と
伝
来
」
で
は
、
そ
の
成
立
お
よ
び
享
受
や
伝
来
に
関
し
て
再
検
討
し
た
。
院
政
期
の
清
原
家
当
主

で
藤
原
頼
長
や
藤
原
兼
実
の
知
遇
を
得
た
清
原
頼
業
（
一
一
二
二―

一
一
八
九
）
の
孫
に
当
た
る
清
原
教
隆
（
一
一
九
九―

一
二
六
五
）
は
、
傍
流
で
あ
っ

た
た
め
京
か
ら
鎌
倉
に
下
向
し
て
北
条
実
時
（
一
二
二
四―

一
二
七
六
）
の
師
と
な
り
、
御
成
敗
式
目
の
制
定
者
に
擬
せ
ら
れ
る
ほ
ど
、
鎌
倉
の
文
教
政

策
の
発
展
に
功
績
を
残
し
た
。
本
章
で
は
、
教
隆
の
子
で
あ
る
直
隆
（
一
二
三
四―

一
二
九
九
）
・
俊
隆
（
一
二
四
一―

一
二
九
〇
）
兄
弟
が
金
澤
文
庫
本

の
形
成
に
際
し
て
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
奥
書
の
記
載
の
再
検
討
を
通
し
、
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
、
金
沢
北
条
氏
が
教
隆
所
持
本
を
使
用
し

て
実
施
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
書
写
や
校
合
は
、
実
際
は
直
隆
や
俊
隆
の
所
持
本
を
用
い
て
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
北
条
実
時
に

対
す
る
伝
授
者
で
あ
る
清
原
教
隆
が
、
殊
更
に
子
息
の
所
持
本
を
実
時
の
も
と
に
持
参
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
清
原
頼
業
は
、
そ
の
父

祐
隆
（
一
〇
八
〇―

一
一
四
三
）
か
ら
伝
授
を
受
け
る
に
際
し
て
、
同
族
の
清
原
重
憲
か
ら
本
文
テ
ク
ス
ト
を
譲
り
受
け
て
使
用
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
先

蹤
を
襲
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
清
原
家
に
お
い
て
は
、
伝
授
に
際
し
、
近
親
間
で
も
生
じ
て
い
た
異
文
を
、
広
範
に
参
照
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
清
原
家
に
関
連
す
る
他
の
数
多
く
の
典
籍
の
本
文
を
研
究
す
る
際
に
も
有
用
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 
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第
三
章
「
日
本
に
伝
存
す
る
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
本
文
」
で
は
、
第
一
に
、
巻
十
に
つ
い
て
、
金
澤
文
庫
本
と
、
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
蔵
本
（
清

原
頼
業
手
沢
、
国
宝
）
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。
両
者
の
間
に
見
ら
れ
る
主
な
本
文
異
同
を
取
り
上
げ
、
金
澤
文
庫
本
は
東
洋
文
庫
蔵
本
を
親
本

と
し
て
書
写
さ
れ
た
と
す
る
従
来
説
に
対
し
て
疑
義
を
呈
し
た
。
一
方
で
、
本
文
以
外
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
は
殆
ど
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
澤

文
庫
本
巻
十
の
奥
書
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
本
文
が
、
清
原
頼
業
の
弟
の
祐
安
所
用
本
に
由
来
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
が
中
原
家
由

来
の
本
文
で
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
し
た
。
第
二
に
、
金
澤
文
庫
本
と
東
洋
文
庫
蔵
本
と
の
本
文
の
比
較
や
、
書
き
入
れ
の
様
相
か
ら
、
中
国
で
は
清
代

に
な
っ
て
王
引
之
（
一
七
六
六―

一
八
三
四
）
や
李
富
孫
（
一
七
六
四―

一
八
四
三
）
が
諸
説
を
唱
え
た
本
文
異
同
に
つ
い
て
、
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
五
百
年

前
に
、
日
本
の
清
原
家
で
は
す
で
に
考
究
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
見
出
し
た
。
第
三
に
、
金
澤
文
庫
本
が
現
代
中
国
に
お
け
る
『
春
秋
左
氏
伝
』
学
習
に

果
た
し
て
い
る
役
割
に
つ
い
て
述
べ
た
。
写
本
で
あ
る
金
澤
文
庫
本
は
、
清
原
家
に
お
け
る
学
問
的
検
討
の
結
果
と
し
て
、
書
き
入
れ
や
符
号
の
形
で
本

文
の
一
字
の
不
要
な
る
こ
と
を
示
す
場
合
が
あ
る
。
竹
添
井
々
（
一
八
四
二―

一
九
一
七
）
著
『
左
氏
会
箋
』（
明
治
講
学
会
、
一
九
〇
四
年
）
は
、
そ
の

符
号
類
を
受
け
て
金
澤
文
庫
本
の
本
文
を
活
字
化
し
て
い
る
。
現
代
中
国
に
お
い
て
権
威
あ
る
注
釈
書
と
さ
れ
る
楊
伯
峻
（
一
九
〇
九―

一
九
九
二
）
編

著
『
春
秋
左
伝
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
は
、『
左
氏
会
箋
』
の
整
え
た
金
澤
文
庫
本
の
本
文
の
み
を
知
っ
て
、
そ
れ
を
金
澤
文
庫
本
と
し
て
自
編

著
に
引
用
し
自
説
の
立
脚
点
の
一
つ
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
清
原
家
に
よ
る
学
問
の
成
果
が
、
現
代
中
国
に
お
け
る
『
春
秋
左
氏
伝
』
学
習
に
ま

で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
一
例
で
あ
る
。 

第
二
部
「
博
士
家
を
中
心
と
し
た
経
書
等
の
受
容
に
関
す
る
研
究
」
で
は
、
平
安
時
代
前
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
日
本
で
、
経
書
を
は
じ
め
と

す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
が
、
各
年
代
に
お
い
て
如
何
な
る
人
物
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
、
時
代
の
順
を
追
っ
て
個
別
具
体
的
に
検
討
す
る
。 

第
四
章
「
三
善
清
行
「
意
見
十
二
箇
条
」
に
み
る
平
安
期
『
孟
子
』
受
容
の
位
相
」
で
は
、
平
安
前
期
の
文
人
官
吏
・
三
善
清
行
（
八
四
七―

九
一
八
）

が
、
延
喜
十
四
年
（
九
一
四
）
に
醍
醐
天
皇
に
奉
呈
し
た
「
意
見
十
二
箇
条
」（
『
本
朝
文
粋
』
巻
二
所
収
）
を
主
題
と
し
て
、
平
安
前
期
か
ら
院
政
期
に
か

け
て
の
日
本
と
、
中
唐
か
ら
北
宋
に
か
け
て
の
中
国
と
に
お
け
る
『
孟
子
』
の
取
り
扱
わ
れ
方
の
関
連
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。「
意
見
十
二
箇
条
」
の
中
に

は
『
孟
子
』
に
基
づ
く
表
現
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
安
前
期
に
お
い
て
は
、
上
層
廷
臣
の
間
に
『
孟
子
』
本
文
に
対
す
る
充
分
な
理
解
が
あ
っ
た
こ
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と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
、
「
意
見
十
二
箇
条
」
に
は
、
中
唐
の
韓
愈
（
七
六
八―

八
二
四
）
の
影
響
を
受
け
た
表
現
も
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
韓
愈
は

孟
子
を
顕
彰
し
た
人
物
で
あ
り
、
三
善
清
行
は
、
彼
ら
の
民
本
思
想
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
。
以
後
、
平
安
中
後
期
の
約
二
百
年
間
に
日
本
で
『
孟
子
』
が

重
視
さ
れ
た
痕
跡
は
認
め
ら
れ
ず
、
北
宋
に
お
い
て
『
孟
子
』
を
経
書
に
格
上
げ
す
る
運
動
の
影
響
を
、
院
政
期
に
藤
原
頼
長
が
受
け
る
例
ま
で
待
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
章
で
は
、
中
唐
の
『
孟
子
』
評
価
が
平
安
前
期
の
日
本
に
影
響
を
与
え
、
北
宋
に
お
け
る
『
孟
子
』
の
経
書
へ
の
昇
格
が
院
政
期
以

降
の
日
本
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
古
代
・
中
世
の
日
本
に
お
け
る
各
漢
籍
の
位
置
付
け
が
、
中
国
で
の
思
潮
と
、
一
世
紀
ほ
ど
の
時
差
を

も
っ
て
連
動
し
、
決
定
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
一
例
と
し
た
。 

第
五
章
「
大
江
匡
衡
の
釈
奠
詩
」
で
は
、
藤
原
道
長
に
近
侍
し
た
平
安
中
期
の
儒
者
・
大
江
匡
衡
（
九
五
二―

一
〇
一
二
）
が
詠
進
し
た
釈
奠
詩
に
つ
い

て
論
じ
た
。
釈
奠
は
、
大
学
寮
で
孔
子
や
顔
回
を
祀
る
国
家
行
事
で
あ
り
、
釈
奠
詩
は
、
経
書
の
一
節
を
題
と
し
て
、
そ
の
儀
式
後
の
宴
会
で
披
露
さ
れ
る

漢
詩
で
あ
る
。
従
来
、
釈
奠
詩
は
、
文
学
的
に
は
取
る
に
足
ら
な
い
観
念
的
な
内
容
の
宮
廷
詩
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
き
た
（
５
）
。
平
安
時
代
に
作
成
さ
れ
た

釈
奠
詩
は
残
存
数
が
少
な
く
、
当
時
の
漢
詩
人
の
中
で
、
ま
と
ま
っ
た
数
の
釈
奠
詩
が
現
在
に
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
島
田
忠
臣
（
八
二
八―

八
九
二
）
、

菅
原
道
真
（
八
四
五―

九
〇
三
）
、
大
江
匡
衡
の
三
人
に
過
ぎ
な
い
。
島
田
忠
臣
、
菅
原
道
真
の
釈
奠
詩
に
つ
い
て
は
波
戸
岡
旭
氏
の
専
論
（
６
）

が
あ
る
も

の
の
、
大
江
匡
衡
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
未
だ
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
名
目
上
は
儒
教
社
会
で
あ
る
律
令
国
家
に
お
い
て
釈
奠
は
高
い
格
式
を
有

し
、
大
江
匡
衡
自
身
も
そ
の
旨
を
自
作
の
文
章
に
記
し
た
こ
と
が
あ
る
（
７
）
。
一
方
で
、
大
江
匡
衡
は
、
自
ら
の
願
望
を
露
骨
に
述
べ
る
詩
風
で
知
ら
れ
て

い
る
（
８
）
。
現
存
す
る
八
首
の
大
江
匡
衡
作
の
釈
奠
詩
を
読
む
と
、
詩
の
内
容
か
ら
、
三
つ
の
時
期
の
作
に
分
類
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
第
一
に
前
半

生
の
作
で
不
遇
を
訴
え
る
釈
奠
詩
、
第
二
に
受
領
の
地
位
を
熱
望
す
る
釈
奠
詩
、
第
三
に
晩
年
の
寛
弘
七
・
八
年
（
一
〇
〇
九
・
一
〇
）
に
公
卿
へ
の
昇
任

を
切
望
し
た
内
容
の
釈
奠
詩
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
第
五
章
の
検
討
に
よ
り
、
大
江
匡
衡
は
、
格
式
の
高
さ
を
認
識
し
て
い
た
釈
奠
詩
の
作
成
に
当
た
っ

て
も
、
他
の
詩
で
そ
う
で
あ
っ
た
の
と
同
様
、
伝
記
と
対
照
さ
せ
て
詠
作
年
時
の
推
定
に
用
い
る
こ
と
が
出
来
る
ほ
ど
に
、
各
詩
に
お
い
て
累
代
の
儒
者

で
あ
る
自
ら
の
そ
の
時
期
の
不
遇
を
露
骨
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。 

第
六
章
「
近
衛
家
実
詩
壇
に
於
け
る
経
書
の
受
容
」
で
は
、
鎌
倉
前
期
の
公
卿
・
近
衛
家
実
（
一
一
七
九―

一
二
四
二
）
の
若
年
期
の
経
書
学
習
に
つ
い



- 11 - 

て
論
じ
た
。
鎌
倉
前
期
は
時
代
の
転
換
期
で
あ
り
、
経
書
が
俄
か
に
注
目
を
浴
び
た
時
期
で
も
あ
る
。
従
来
、
京
の
最
上
層
貴
族
（
摂
家
）
に
関
し
て
は
、

兼
実
を
祖
と
す
る
九
条
家
に
お
け
る
経
書
受
容
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
近
衛
家
に
お
け
る
経
書
受
容
に
関
す
る
論
考
は
な
い
。
し
か
し
、
若

年
の
近
衛
家
実
が
主
催
し
た
詩
会
に
お
い
て
家
司
が
作
成
し
た
経
書
の
書
名
を
題
と
す
る
七
言
律
詩
が
三
首
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
読
む
と
、
ま
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
『
論
語
』『
左
伝
』『
毛
詩
』
を
題
と
す
る
三
首
い
ず
れ
も
、
首
聯
に
題
と
さ
れ
る
書
名
の
文
字
を
取
り
入
れ
、
頷
聯
・
頸
聯
で
多
角
的
に
当
該
書

の
内
容
を
言
い
表
し
、
主
に
尾
聯
で
自
己
の
思
い
を
述
べ
る
と
い
う
当
時
盛
行
し
て
い
た
句
題
詩
の
構
成
方
法
に
準
ず
る
手
法
で
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
判
明
す
る
。
さ
ら
に
、
頷
聯
・
頸
聯
で
当
該
書
の
内
容
を
多
角
的
に
言
い
表
す
に
は
、
そ
の
書
物
に
対
す
る
中
国
人
撰
述
の
注
釈
書
の
序
文
に
見
ら
れ

る
語
彙
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
こ
れ
は
、
最
初
に
序
文
の
読
解
に
よ
っ
て
、
そ
の
書
物
の
概
要
を
知
っ
た
上
で
、
以
後
の
学
習
を

進
め
よ
う
と
す
る
当
時
の
学
問
姿
勢
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
近
衛
家
で
も
、
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
に
は
、
清
原
・
中
原
両
家
の
当
主
を
家
司

と
し
た
事
実
を
指
摘
し
、
九
条
家
に
限
ら
ず
、
鎌
倉
前
期
の
最
上
層
貴
族
は
経
学
に
関
心
を
寄
せ
始
め
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。 

第
七
章
「
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
論
語
疏
』
巻
六
の
文
献
価
値―

日
本
漢
学
研
究
資
料
と
し
て
の
特
色
」
で
は
、
二
〇
一
七
年
に
慶
應
義
塾
図
書
館
が

新
た
に
収
蔵
し
、
二
〇
二
〇
年
に
公
開
さ
れ
た
『
論
語
疏
』
巻
六
、〔
中
国
・
南
北
朝
末
隋
〕
写
本
に
つ
き
、
そ
れ
を
日
本
漢
学
研
究
資
料
と
し
て
位
置
付

け
た
際
の
特
色
に
つ
い
て
論
じ
た
。
当
該
本
は
、
平
安
前
期
に
は
日
本
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
降
、
江
戸
時
代
ま
で
の
流
伝
に
つ
い

て
は
不
明
確
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
世
に
お
け
る
間
隙
を
埋
め
る
に
は
、
日
本
に
伝
存
す
る
『
論
語
義
疏
』
諸
本
と
の
書
き
入
れ
を
含
め
た
校
勘
が
有
用

と
な
る
。
日
本
に
伝
存
す
る
『
論
語
義
疏
』
旧
鈔
本
の
中
で
も
特
に
書
写
年
代
の
古
い
の
が
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
本
で
、
清
原
良
兼
（
一
三

〇
七―

一
三
六
一
）
の
も
の
か
と
も
い
わ
れ
る
花
押
の
据
え
ら
れ
た
〔
南
北
朝
〕
写
本
で
あ
る
。
第
七
章
で
は
、
両
者
の
校
勘
を
も
と
に
、
そ
の
接
触
の
可

能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
清
家
文
庫
蔵
本
に
は
、
他
本
と
の
校
合
の
際
に
見
出
さ
れ
た
異
同
に
関
す
る
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
、
慶
應
義

塾
図
書
館
蔵
『
論
語
疏
』
巻
六
と
の
間
に
の
み
一
致
す
る
記
載
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
南
北
朝
時
代
頃
の
日
本
で
は
、
大
学
寮
周
辺
に
典
籍
が
集

散
し
た
と
考
え
ら
れ
、
第
七
章
に
指
摘
し
た
事
例
も
、
そ
う
し
た
接
触
の
中
で
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
附
節
と
し
て
「
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
〔
南
北
朝

末
隋
〕
写
本
『
論
語
疏
』
巻
六 

清
家
文
庫
本
校
記
」
を
載
せ
た
。
こ
れ
は
、
第
七
章
の
論
述
の
基
盤
と
な
る
校
勘
の
記
録
で
あ
る
。 
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第
八
章
「
『
百
二
十
詠
詩
注
』
題
下
注
と
文
明
本
節
用
集
」
で
は
、
平
安
初
期
以
来
、
幼
学
書
と
し
て
広
く
読
ま
れ
た
『
百
二
十
詠
』
の
注
釈
（
『
百
二
十

詠
詩
注
』
）
の
う
ち
、
そ
の
題
下
注
（
各
詩
題
下
に
増
補
さ
れ
て
い
る
注
釈
）
が
、
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
の
年
記
を
有
す
る
室
町
中
期
写
の
国
語
辞
書

で
あ
り
日
本
語
史
研
究
上
に
重
大
な
価
値
を
有
す
る
「
文
明
本
節
用
集
」
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
文
明
本
節
用
集
の
作
成
に
当
た
っ

て
参
照
さ
れ
た
書
物
と
し
て
は
、
従
来
、『
下
学
集
』
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
書
物
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、『
百
二
十
詠
詩
注
』
に
つ
い
て
は
指
摘
が
な
か
っ

た
。
現
在
、
慶
應
義
塾
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
本
の
系
統
に
属
す
る
『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
写
本
に
載
る
百
二
十
の
事
物
の
題
下
注
の
う
ち
、
文
明
本
節
用
集

の
当
該
事
物
の
項
に
同
様
の
記
載
が
見
ら
れ
る
例
は
、
九
十
七
に
及
ぶ
。
こ
う
し
た
引
用
・
被
引
用
の
背
景
に
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
百
二
十
詠
詩

注
』
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
足
利
学
校
周
辺
、
文
明
本
節
用
集
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
京
の
五
山
寺
院
、
さ
ら
に
は
清
原
・
菅
原
と
い
っ

た
京
の
博
士
家
の
間
の
全
国
的
な
学
問
の
交
流
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
室
町
中
期
の
学
問
史
的
特
徴
を
反
映
し
て
い
る
。 

本
論
文
は
、
以
上
の
各
章
を
通
し
て
、
古
代
・
中
世
の
日
本
の
各
時
代
に
お
け
る
経
書
の
受
容
相
の
違
い
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
お
け

る
学
問
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。 

    注 （
１
）『
日
本
書
紀
』
巻
十
七
、
継
体
天
皇
七
年
（
五
一
三
）
六
月
条
に
「
百
済
遣
二

姐
弥
文
貴
将
軍
・
州
利
即
爾
将
軍
一

、
副
二

穂
積
臣
押
山
一

、
貢
二

五
経
博
士
段

楊
爾
一

」
と
あ
る
の
に
よ
る
。 

（
２
）
「
学
令
」
1
博
士
助
教
条
に
「
凡
博
士
助
教
、
皆
取
二

明
経
堪
レ

為
レ

師
者
」
と
規
定
さ
れ
る
。 

（
３
）
「
学
令
」
6
教
授
正
業
条
。 
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（
４
）
平
安
中
期
以
前
か
ら
日
本
に
伝
存
し
た
『
春
秋
経
伝
集
解
』
写
本
と
し
て
、
小
助
川
貞
次
「
訓
点
資
料
の
展
開
史
に
お
け
る
有
鄰
館
蔵
『
春
秋
経
伝
集
解

巻
第
二
』
の
位
置
」
（
「
日
本
語
の
研
究
」
四―

一
、
二
〇
〇
八
年
一
月
）
に
よ
れ
ば
平
安
中
期
以
前
に
加
点
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
唐
鈔
本
（
巻
二

残
巻
、
公
益
財
団
法
人
藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
蔵
国
宝
）
、
お
よ
び
、
平
安
初
期
鈔
本
（
巻
二
十
六
残
巻
・
二
十
九
残
巻
、
石
山
寺
蔵
国
宝
）
が
知
ら
れ
る
。 

（
５
）
川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』
上
（
三
訂
版
、
明
治
書
院
、
一
九
七
五
年
、
初
版
一
九
五
九
年
）
第
五
章
第
四
節
「
釈
奠
の
作
文
」
、
一
三
三

頁
。 

（
６
）「
島
田
忠
臣
の
釈
奠
詩
」（
『
奈
良
・
平
安
朝
漢
詩
文
と
中
国
文
学
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
。
初
出
は
二
〇
一
四
年
六
月
）
、「
釈
奠
詩
考
」（
『
宮
廷
詩
人 

菅
原
道
真
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
、
第
一
編
第
四
章
。
初
出
は
二
〇
〇
一
年
三
月
・
六
月
）
。 

（
７
）
『
江
吏
部
集
』
巻
中
90
「
仲
春
釈
奠
聴
講
古
文
孝
経
同
賦
孝
徳
本
」
詩
序
の
冒
頭
に
、
「
夫
釈
奠
者
、
国
家
之
洪
規
、
闕
里
之
栄
観
也
」
と
あ
る
。 

（
８
）
後
藤
昭
雄
『
大
江
匡
衡
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
二
〇
四
頁
。 
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第
一
部 

日
本
『
春
秋
』
学
の
研
究 

   

第
一
章 

日
本
『
春
秋
』
学
の
特
性―

金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
形
成
・
受
容
史
提
要 

  

一
、
日
本
伝
存
漢
籍
古
鈔
本
の
意
義 

金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
三
十
巻
（
以
下
、
「
本
書
」
と
呼
ぶ
）
は
、
十
三
世
紀
後
半
の
日
本
に
於
い
て
書
写
さ
れ
、
当
時
の
為
政
者
、
延
い
て

は
後
の
為
政
者
た
ち
の
勉
学
に
も
用
い
ら
れ
た
筆
写
本
で
あ
る
。
現
在
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
蔵
さ
れ
る
（
函
架
番
号
：5

5
0
-
1

）
。
本
章
で
は
、
日
本
に
於
け

る
経
書
受
容
の
歴
史
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
書
の
有
す
る
特
徴
と
、
そ
の
価
値
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

日
本
は
、
古
来
、
絶
え
ず
中
国
文
化
の
移
入
に
努
め
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
本
書
の
よ
う
な
、
日
本
国
内
で
長
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
漢
籍
古
鈔
本
（
古
写

本
）
に
は
、
幾
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
二
点
に
分
け
て
略
述
す
る
。 

一
点
目
に
、
そ
の
本
文
自
体
が
有
す
る
特
徴
が
あ
る
。
日
本
で
は
、
時
代
が
進
ん
で
刊
本
が
出
現
し
て
以
降
も
、
人
間
の
手
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
鈔

本
こ
そ
を
書
物
本
来
の
姿
と
し
て
尊
ぶ
文
化
が
長
ら
く
残
存
し
た
。
ま
た
、
王
朝
交
替
に
伴
う
大
規
模
な
戦
乱
が
殆
ど
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
現
在

に
ま
で
伝
え
ら
れ
た
古
鈔
本
が
数
多
い
。
こ
う
し
た
点
は
、
中
国
と
日
本
と
の
間
で
事
情
を
異
に
す
る
と
言
え
よ
う
。
現
在
、
一
般
的
に
見
ら
れ
る
中
国

古
典
の
通
行
本
文
と
は
、
通
常
、
刊
本
が
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
宋
代
以
降
に
於
け
る
校
訂
を
経
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
で
、
唐
代

以
前
に
は
流
布
し
て
い
た
本
文
が
改
変
さ
れ
た
り
失
わ
れ
た
り
し
た
場
合
も
あ
っ
た
。
一
方
、
日
本
で
保
存
さ
れ
て
き
た
漢
籍
の
古
鈔
本
と
い
う
の
は
、
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唐
鈔
本
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
或
い
は
唐
鈔
本
を
基
に
転
写
が
な
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
り
も
す
る
か
ら
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
本
文
は
、
唐

代
よ
り
前
の
古
態
を
留
め
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
中
国
で
は
も
は
や
見
る
こ
と
の
出
来
な
く
な
っ
て
い
た
本
文
の
か
た
ち
を
、
日
本
に

古
く
か
ら
伝
存
し
た
漢
籍
古
鈔
本
で
は
有
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
第
一
に
、
日
本
伝
存
の
漢
籍
古
鈔
本
が
有
す
る
意
義
の
一
つ
と
言

う
こ
と
が
出
来
る
。 

次
に
、
意
義
の
第
二
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
日
本
に
伝
存
す
る
漢
籍
古
鈔
本
に
は
、
多
く
の
場
合
、
訓
点
や
書
き
入
れ
と
い
っ
た
形
で
、
日
本
人
が

そ
れ
を
学
習
し
た
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
人
は
、
訓
点
を
附
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
中
国
語
で
書
か
れ
た
漢
籍
を
、
自
国

語
（
当
時
の
日
本
語
）
に
変
換
（
翻
訳
）
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
ま
た
、
様
々
な
書
き
入
れ
に
よ
っ
て
、
本
文
の
意
味
を
把
握
し
た
り
、
他

本
と
の
異
同
を
知
っ
た
り
す
る
こ
と
も
出
来
た
。
往
昔
の
日
本
人
が
、
如
何
に
漢
籍
を
学
習
し
受
容
し
て
き
た
の
か
、
彼
ら
の
営
為
を
つ
ぶ
さ
に
知
り
得

る
と
い
っ
た
点
か
ら
も
、
日
本
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
漢
籍
古
鈔
本
に
は
、
そ
の
文
化
財
的
価
値
が
認
め
ら
れ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

二
、
古
代
日
本
に
於
け
る
経
書
受
容―

『
春
秋
』
を
中
心
に 

日
本
に
、
中
国
由
来
の
漢
籍
が
伝
来
し
た
時
期
は
、
遅
く
と
も
、
継
体
天
皇
七
年
（
五
一
三
）
六
月
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
最
も
古

い
正
史
で
あ
る
『
日
本
書
紀
』
巻
十
七
の
同
月
条
に
「
百
済
、
遣
二

姐
弥
文
貴
将
軍
一

・
州
利
即
爾
将
軍
、
副
二

穂
積
臣
押
山
一

、
貢
二

五
経
博
士
段
楊
爾
一

」

と
あ
り
、
こ
れ
が
日
本
へ
の
漢
籍
の
移
入
を
確
実
に
示
す
文
献
の
初
出
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
五
経
博
士
」
と
言
う
か
ら
に
は
、『
春
秋
』
経
の
日
本
へ
の
伝

来
も
、
六
世
紀
初
頭
よ
り
前
の
出
来
事
に
違
い
な
い
。 

そ
の
後
、
八
世
紀
に
至
っ
て
、
日
本
で
も
、
中
国
に
倣
っ
て
本
格
的
な
律
令
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
「
学
令
」
6
教
授
正
業
条
に

は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
る
。 
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凡
教
二

授
正
業
一

、
周
易
、
鄭
玄
・
王
弼
注
。
尚
書
、
孔
安
国
・
鄭
玄
注
。
三
礼
、
毛
詩
、
鄭
玄
注
。
左
伝
、
服
虔
・
杜
預
注
。
孝
経
、
孔
安
国
・
鄭

玄
注
。
論
語
、
鄭
玄
・
何
晏
注
。 

 

こ
れ
は
唐
令
の
条
文
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
唐
令
と
比
較
し
て
み
る
と
、「
公
羊
、
何
休
注
」「
穀
梁
、
范
寗
注
」「
老
子
、
河
上
公
注
」
が
な
い
。

『
春
秋
』
三
伝
の
う
ち
で
、
日
本
令
の
規
定
に
残
さ
れ
た
も
の
が
「
左
伝
」
の
み
で
あ
る
点
は
、
八
世
紀
中
頃
（
奈
良
時
代
）
の
日
本
に
於
い
て
、
左
氏
伝

だ
け
が
権
威
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
そ
の
左
氏
伝
を
学
習
す
る
の
に
用
い
る
べ
き
注
釈
書
と
し
て
は
「
服
虔
・
杜
預

注
」
の
二
家
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
一
注
を
学
べ
ば
よ
か
っ
た
（
１
）
。
平
安
中
期
以
前
に
加
点
が
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
（
２
）
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
唐

鈔
本
（
巻
二
残
巻
、
公
益
財
団
法
人
藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
蔵
）
や
、
平
安
初
期
鈔
本
（
巻
二
十
六
残
巻
・
二
十
九
残
巻
、
石
山
寺
蔵
）
な
ど
が
伝
わ
っ
て
い

る
点
か
ら
見
て
、
奈
良
平
安
期
の
当
時
、
実
際
、
学
習
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
は
杜
預
注
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

な
お
、
こ
こ
で
公
羊
・
穀
梁
の
両
伝
の
受
容
に
つ
い
て
附
言
す
る
。
こ
れ
ら
が
左
伝
よ
り
遅
れ
、
日
本
に
於
い
て
よ
う
や
く
公
的
に
採
用
さ
れ
始
め
た

の
は
、
八
世
紀
末
の
延
暦
年
間
（
七
八
二―

八
〇
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。
桓
武
天
皇
（
在
位 

七
八
一―

八
〇
六
）
に
よ
る
伊
与
部
家
守
（
？―

八
〇
〇
）

の
学
官
へ
の
登
用
が
契
機
と
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。
伊
与
部
家
守
は
、
宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
出
発
の
遣
唐
使
に
随
っ
て
入
唐
し
、
公
羊
・
穀
梁
を
学
び
帰
国

し
た
と
い
う
人
物
で
あ
る
（
『
令
集
解
』「
学
令
」
5
経
周
易
尚
書
条
所
引
延
暦
十
七
年
三
月
十
六
日
官
符
）
。
但
し
、
こ
う
し
た
受
容
熱
の
高
ま
り
も
、
こ

の
時
の
一
時
的
な
施
策
に
過
ぎ
ず
、
日
本
に
於
け
る
春
秋
学
と
は
、
ど
の
時
代
に
あ
っ
て
も
常
に
、
左
氏
伝
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
変
わ
ら
な
い
。 

本
節
の
最
後
に
、
本
書
と
の
関
連
性
の
中
で
触
れ
て
お
き
た
い
平
安
初
期
の
人
物
と
し
て
、
苅
田
種
継
が
い
る
。
苅
田
種
継
は
、
淳
和
天
皇
（
在
位 

八
二
三

―

八
三
三
）・
仁
明
天
皇
（
在
位 

八
三
三―

八
五
〇
）
の
時
代
に
経
学
、
わ
け
て
も
『
春
秋
』
を
得
意
と
し
た
学
者
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
書
の
奥
書
に
移

し
取
ら
れ
て
い
る
年
記
の
う
ち
で
最
古
の
も
の
は
、
苅
田
種
継
が
、
天
長
九
年
（
八
三
二
）
に
『
春
秋
経
伝
集
解
』
を
講
義
し
た
と
す
る
記
録
で
あ
る
。
本

書
が
有
す
る
由
緒
の
古
さ
・
確
か
さ
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
（
４
）
。 
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こ
こ
ま
で
、
日
本
に
漢
籍
が
伝
わ
り
始
め
た
と
思
わ
れ
る
六
世
紀
以
前
か
ら
九
世
紀
末
（
平
安
初
期
）
に
至
る
ま
で
の
受
容
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
経

書
、
特
に
『
春
秋
』
を
中
心
に
述
べ
た
。
こ
の
辺
り
の
時
期
は
、
激
動
期
を
過
ご
し
た
日
本
人
が
、
経
書
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
古
典
の
積
極
的
な
受
容
に

か
な
り
精
励
し
た
時
期
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
日
本
に
於
い
て
、『
春
秋
』
の
よ
う
な
経
書
を
重
要
視
す
る
為
政
者
が
現
れ
、
経
学
を
専
門
と

す
る
者
が
活
躍
す
る
時
期
と
言
え
ば
、
約
三
百
年
後
、
時
代
が
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
替
わ
る
頃
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
に
於
い
て
は
、

そ
の
時
代
の
文
化
・
社
会
情
勢
に
よ
っ
て
、
流
行
す
る
漢
籍
の
ジ
ャ
ン
ル
が
異
な
っ
て
い
く
と
い
う
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

三
、
清
原
家 

前
節
に
述
べ
た
の
に
続
く
時
期
で
あ
る
平
安
時
代
中
期
は
、
文
化
・
経
済
の
面
か
ら
見
て
、
そ
の
時
代
の
最
盛
期
で
あ
り
、
政
治
情
勢
が
比
較
的
安
定

し
た
時
期
に
当
た
る
。
こ
う
し
た
時
期
に
流
行
す
る
学
問
は
、
そ
の
当
時
の
実
社
会
で
す
ぐ
に
役
に
立
つ
学
問
、
す
な
わ
ち
貴
族
の
立
身
栄
達
に
と
っ
て

実
用
的
で
あ
っ
た
漢
詩
文
の
作
成
に
欠
か
せ
な
い
中
国
史
学
・
中
国
文
学
な
の
で
あ
っ
た
。
必
要
な
表
現
や
故
事
を
学
び
取
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ

る
。
当
時
の
日
本
の
大
学
寮
に
は
、
四
道
と
称
さ
れ
る
四
つ
の
学
科
（
明
経
道
、
紀
伝
道
、
明
法
道
、
算
道
）
が
あ
り
、
律
令
制
度
の
中
で
本
来
第
一
の
学

科
と
さ
れ
た
の
は
経
学
を
修
め
る
学
科
で
あ
る
明
経
道
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
平
安
中
期
に
な
る
と
、
学
界
の
顕
職
は
、
中
国
史
学
・
中
国
文
学
を
修
め
る

学
科
で
あ
る
紀
伝
道
出
身
の
学
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
明
経
道
は
そ
の
下
位
に
甘
ん
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
特
記
す
べ
き
は
、
こ
の
時
期
に
、
特
定
の
氏
族
が
、
特
定
の
技
能
・
職
掌
を
、
家
学
・
家
業
と
し
て
世
襲
す
る
体
制
（
い
わ
ゆ
る

官
司
請
負
制
）
が
成
立
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
先
駆
け
と
し
て
、
摂
関
政
治
が
全
盛
を
極
め
よ
う
と
し
て
い
た
一
条
天
皇
の
治
世
の
頃
、
学
問

的
知
識
を
蓄
積
す
る
家
柄
と
し
て
の
博
士
家
が
確
立
し
た
。
大
学
寮
の
各
道
そ
れ
ぞ
れ
に
博
士
家
が
形
成
さ
れ
た
が
、
明
経
道
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
主

宰
し
て
経
学
を
修
め
、
最
上
級
の
教
官
で
あ
る
明
経
博
士
と
な
る
一
族
が
固
定
化
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
任
に
中
原
家
と
と
も
に
当
た
り
、
博
士
家
と
な
っ

た
の
が
、
後
に
本
書
の
成
立
に
大
き
く
関
わ
る
清
原
家
で
あ
る
。
清
原
家
は
、
天
武
天
皇
（
在
位 

六
七
三―

六
八
六
）
の
皇
子
舎
人
親
王
（
六
七
六―

七
三
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五
）
を
祖
と
す
る
氏
族
で
、
清
原
広
澄
（
九
三
四―

一
〇
〇
九
）
が
、
経
学
を
得
意
と
し
た
た
め
、
長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）
に
一
族
で
初
め
て
明
経
博
士

と
な
っ
た
（
５
）
。
よ
っ
て
、
清
原
家
は
、
博
士
家
と
し
て
は
、
こ
の
広
澄
を
初
代
と
す
る
。
以
後
、
二
代
頼
隆
（
九
七
九―

一
〇
五
三
）
、
三
代
定
滋
（
一
〇

〇
三―
一
〇
五
四
）
、
四
代
定
康
（
一
〇
四
二―

一
一
一
三
）
、
五
代
祐
隆
（
一
〇
八
〇―

一
一
四
三
）
と
、
代
々
の
当
主
は
、
み
な
経
学
を
修
め
て
職
掌
を

世
襲
し
、
細
々
と
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
学
問
を
相
伝
し
、
深
化
さ
せ
た
。 

平
氏
を
は
じ
め
と
す
る
武
士
層
が
抬
頭
し
て
混
迷
期
に
入
る
と
、
物
事
の
筋
道
を
示
す
経
を
見
つ
め
直
そ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
為
政
者
ク
ラ

ス
の
貴
族
の
中
に
も
、
経
学
を
重
視
す
る
者
が
現
れ
る
。
そ
の
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
藤
原
頼
長
（
一
一
二
〇―

一
一
五
六
）
で
あ
る
。
頼
長
は
、
摂

関
家
の
子
弟
と
い
う
最
上
層
貴
族
に
し
て
は
珍
し
く
学
問
好
き
で
、
特
に
経
学
、
と
り
わ
け
『
春
秋
』
を
好
み
、
経
書
の
講
書
・
講
論
を
主
催
す
る
な
ど
し

た
。
ま
た
、
頼
長
の
甥
に
当
た
る
藤
原
兼
実
（
一
一
四
九―

一
二
〇
七
）
も
ま
た
、
経
学
を
重
視
し
て
政
治
を
行
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
時
世
に
際
会
し
た
清
原
家
の
当
主
こ
そ
、
祐
隆
の
子
で
、
清
原
家
六
代
に
当
た
る
清
原
頼
業
（
一
一
二
二―

一
一
八
九
）
で
あ
る
。
頼
業
は
、
若
い
時

に
は
頼
長
主
催
の
講
義
に
参
加
し
、
壮
年
の
頃
は
時
代
が
混
迷
す
る
只
中
に
身
を
置
き
、
晩
年
に
至
り
兼
実
の
知
遇
を
受
け
て
常
に
政
策
の
諮
問
に
与
る

存
在
と
な
っ
て
政
治
的
に
も
大
い
に
活
躍
し
、
清
原
家
の
家
名
を
た
い
そ
う
高
め
た
。
よ
っ
て
、
現
在
に
伝
わ
る
清
原
家
由
来
の
本
に
は
、
頼
業
が
講
読

し
た
り
校
合
し
た
り
し
た
旨
を
示
す
奥
書
が
写
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
家
の
中
興
の
祖
た
る
頼
業
が
関
わ
っ
た
記
事
を
奥
書
に
持
つ
こ
と
が
、
そ
の

本
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
清
原
頼
業
の
手
沢
本
で
あ
っ
た
『
春
秋
経
伝
集
解
』（
存
巻
十
、
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
蔵
）
が
、
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
東
洋
文
庫

蔵
本
は
、
奥
書
の
記
載
か
ら
、
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
五
月
十
八
日
、
頼
業
十
八
歳
の
時
、
父
祐
隆
よ
り
「
庭
訓
」
（
子
に
対
す
る
家
庭
教
育
）
を
受
け

た
際
に
使
用
し
た
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
父
子
間
で
の
読
み
合
わ
せ
に
際
し
、
子
側
の
頼
業
が
所
持
し
て
い
た
本
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
東
洋
文
庫
蔵
本
と
金
澤
文
庫
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
本
章
第
六
節
お
よ
び
第
三
章
で
述
べ
る
。 
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四
、
金
澤
文
庫 

十
二
世
紀
末
以
降
、
幕
府
の
置
か
れ
た
鎌
倉
に
も
、
京
と
並
び
立
つ
よ
う
な
文
化
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。 

京
都
を
根
拠
地
と
す
る
公
家
の
清
原
家
で
は
、
頼
業
四
男
の
良
業
（
一
一
六
四―

一
二
一
〇
）
が
嫡
男
と
し
て
跡
を
継
い
だ
。
本
来
、
頼
業
の
後
継
に
予

定
さ
れ
て
い
た
の
は
次
男
の
近
業
（
一
一
五
二―

一
一
八
三
）
で
あ
っ
た
が
、
法
住
寺
合
戦
に
際
し
て
戦
死
し
た
た
め
、
差
し
替
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
嫡

流
と
な
っ
た
良
業
と
そ
の
子
孫
ら
は
京
都
に
留
ま
っ
て
朝
廷
に
仕
え
た
が
、
対
し
て
傍
流
と
さ
れ
た
頼
業
三
男
仲
隆
（
一
一
五
五―

一
二
二
五
）
の
三
男

（
す
な
わ
ち
頼
業
の
孫
）
に
当
た
る
教
隆
（
一
一
九
九―

一
二
六
五
）
は
、
鎌
倉
に
下
向
し
て
幕
府
に
仕
え
た
。 

鎌
倉
で
教
隆
に
師
事
し
た
人
物
と
し
て
名
高
い
の
が
、
幕
府
有
力
者
の
一
人
で
あ
っ
た
北
条
実
時
（
一
二
二
四―

一
二
七
六
）
で
あ
る
。
非
常
に
好
学

な
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
る
実
時
は
、
別
業
を
建
て
、
経
世
治
国
に
資
す
る
た
め
、
そ
こ
に
和
漢
の
書
を
蒐
集
し
て
い
た
。
こ
の
別
邸
に
創
設
さ
れ
た
書

庫
（
お
よ
び
知
的
活
動
空
間
）
を
金
澤
文
庫
と
呼
ぶ
。
金
澤
は
地
名
で
あ
り
、
実
時
一
家
の
家
号
と
も
な
っ
た
。
金
澤
文
庫
は
、
実
時
の
子
の
顕
時
（
一
二

四
八―

一
三
〇
一
）
、
孫
の
貞
顕
（
一
二
七
八―
一
三
三
三
）
と
引
き
継
が
れ
、
み
な
、
教
隆
の
子
で
あ
る
直
隆
・
俊
隆
兄
弟
を
は
じ
め
と
す
る
清
原
家
の

学
者
と
交
流
し
、
勉
学
に
励
ん
だ
。
金
澤
文
庫
に
集
め
ら
れ
た
書
物
を
金
澤
文
庫
本
と
称
し
、
そ
の
う
ち
漢
籍
に
は
、
北
条
実
時
が
清
原
教
隆
に
師
事
し

て
博
士
家
に
伝
わ
っ
た
家
説
を
伝
授
さ
れ
た
痕
跡
を
残
す
古
鈔
本
か
ら
、
南
宋
刊
本
ま
で
あ
り
、
質
・
量
と
も
に
ぬ
き
ん
で
た
価
値
と
意
義
と
を
有
す
る
。

例
え
ば
『
群
書
治
要
』『
白
氏
文
集
』『
文
選
集
注
』
な
ど
は
、
金
澤
文
庫
本
の
存
在
に
よ
っ
て
、
纔
か
に
そ
の
古
態
を
知
る
こ
と
の
出
来
る
書
物
の
代
表
例

で
あ
る
。
実
際
、
日
本
に
伝
存
す
る
漢
籍
の
尤
品
は
、
そ
の
多
く
が
金
澤
文
庫
本
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
、
延
い
て
は
世
界
に
於
け
る
漢
籍
伝
流

史
上
、
金
澤
文
庫
、
お
よ
び
、
そ
こ
に
学
問
的
教
導
を
与
え
た
清
原
家
が
果
た
し
た
役
割
は
、
極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
る
。 

 

五
、
形
成
の
過
程 
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五 
-
 

１
、
「
伝
授
」
の
あ
り
方 

本
節
で
は
、
本
書
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
述
べ
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
ま
ず
、
古
代
・
中
世
の
日
本
に
於
け
る
師
弟
間
で
の
学
問
の
「
伝
授
」
の
あ
り

方
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
伝
授
と
は
、
師
弟
間
で
行
う
一
対
一
で
の
講
読
（
読
み
合
わ
せ
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
師
に
付
い
て
漢
籍
を
学
ぶ
際

に
は
欠
か
せ
な
い
行
為
で
あ
っ
た
。
大
き
く
言
っ
て
三
段
階
に
分
か
れ
る
。 

①
書
写
：
大
前
提
と
し
て
、
伝
授
の
場
で
は
一
対
一
の
読
み
合
わ
せ
を
行
う
わ
け
だ
か
ら
、
師
弟
そ
れ
ぞ
れ
が
自
前
の
本
を
手
許
に
携
え
て
い
る
必
要

が
あ
る
。
弟
子
側
は
、
通
常
、
師
（
ま
た
は
そ
の
近
親
者
な
ど
）
の
所
持
本
を
用
い
て
新
た
に
書
写
し
（
或
い
は
譲
り
受
け
）
、
本
を
用
意
す
る
。
こ
の
段

階
で
、
弟
子
も
ま
た
、
ま
ず
は
本
文
を
入
手
す
る
こ
と
と
な
る
。 

②
準
備
：
続
い
て
、
師
と
の
読
み
合
わ
せ
に
先
立
っ
て
、
必
要
な
作
業
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
加
点
（
も
し
く
は
移
点
と
も
い
う
）
や
校
合
が
、
こ
の

際
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
加
点
と
は
、
日
本
語
に
し
て
理
解
す
る
（
読
み
下
す
）
た
め
の
訓
点
を
加
え
る
こ
と
を
指
し
、
前
段
階
の
書
写
に
際
し
て
使

用
し
た
本
か
ら
、
そ
こ
に
記
し
て
あ
る
訓
点
を
、
本
文
と
セ
ッ
ト
で
書
き
移
す
の
が
通
常
で
あ
る
。
ま
た
、
校
合
は
、
以
上
の
よ
う
に
し
て
用
意
し
た
自
身

の
本
を
、
師
の
所
持
本
な
ど
と
見
比
べ
て
、
誤
り
が
な
い
か
確
認
す
る
作
業
を
指
す
。
な
お
、
こ
こ
ま
で
の
各
段
階
で
、
書
写
や
校
合
な
ど
に
使
用
し
た
本

に
見
ら
れ
た
奥
書
（
識
語
）
を
、
本
奥
書
と
し
て
、
自
身
の
本
の
末
尾
に
転
記
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

③
本
番
：
師
と
の
一
対
一
の
読
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
伝
授
を
受
け
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
訓
読
（
日
本
語
と
し
て
の
解
釈
）
を
復
誦
す
る
。
こ
の
時

に
伝
授
を
さ
ず
け
る
師
の
側
が
所
持
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
師
の
家
（
博
士
家
）
に
伝
わ
る
最
も
由
緒
正
し
い
本
で
、
こ
の
本
を
「
証
本
」（
も
し
く
は
「
正

本
」
）
と
言
う
。
こ
の
際
、
難
解
な
箇
所
に
関
し
て
は
、
博
士
家
に
於
い
て
確
立
さ
れ
墨
守
さ
れ
て
き
た
説
（
訓
説
、
家
説
な
ど
と
言
う
）
が
、
証
本
を
も

と
に
、
合
わ
せ
て
伝
授
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
こ
ま
で
で
一
連
の
伝
授
は
終
了
と
な
り
、
師
は
、
弟
子
の
所
持
す
る
本
の
末
尾
に
、
伝
授
の
完
了
を
証

明
す
る
識
語
を
書
く
。
こ
れ
を
「
伝
授
奥
書
」
（
ま
た
は
「
加
証
奥
書
」
）
と
呼
ぶ
。 

以
上
が
、
師
弟
間
で
の
学
問
の
伝
授
に
際
す
る
一
通
り
の
流
れ
で
あ
る
。
で
は
、
そ
も
そ
も
何
故
、
こ
の
よ
う
な
儀
式
的
な
要
素
が
必
要
で
あ
っ
た
の
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か
。
そ
れ
は
、
古
代
・
中
世
の
日
本
に
於
い
て
、
学
説
と
は
、
そ
の
家
や
流
派
で
の
み
相
伝
さ
れ
る
秘
匿
性
の
高
い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す

る
。
師
弟
関
係
を
結
ん
だ
者
に
し
か
、
家
説
や
秘
説
と
も
呼
ば
れ
る
博
士
家
の
学
説
は
、
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
本
書
が
成
立
す
る
ま
で
に
も
、

清
原
家
内
部
で
、
或
い
は
清
原
家
の
学
者
か
ら
北
条
氏
の
人
物
へ
と
、
こ
の
よ
う
な
伝
授
が
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。 

累
代
の
博
士
家
と
し
て
経
学
の
考
究
に
従
事
し
て
き
た
清
原
家
に
於
い
て
大
成
さ
れ
た
左
伝
学
の
一
部
始
終
を
見
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
意
味
で

も
、
清
原
家
の
学
者
が
所
持
し
た
本
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
金
澤
文
庫
本
の
有
す
る
価
値
は
非
常
に
高
い
も
の
が
あ
る
。
因
み
に
、
左
伝
学
は
、
清
原
家

が
最
も
重
視
し
て
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
と
見
做
さ
れ
、
後
世
、
清
原
家
は
「
伝
博
士
」（
６
）

と
称
呼
さ
れ
た
。 

五 
–
 

２
、
奥
書
か
ら
判
明
す
る
清
原
家
に
於
け
る
学
習
・
伝
授
の
過
程 

本
書
に
は
、
計
二
五
〇
件
以
上
に
及
ぶ
非
常
に
詳
し
い
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
項
で
は
、
清
原
家
内
で
な
さ
れ
た
左
伝
の
学
習
に
つ
い
て
奥
書
か

ら
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
、
年
代
の
順
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

第
二
節
に
触
れ
た
よ
う
に
、
本
書
の
奥
書
の
中
に
あ
る
最
古
の
年
記
は
、
天
長
九
年
（
八
三
二
）
七
月
九
日
で
、
そ
の
日
に
苅
田
種
継
が
左
伝
を
講
読
し

た
こ
と
が
わ
か
る
（
巻
二
十
五
）
。
こ
れ
は
、
久
寿
三
年
（
一
一
五
六
）
三
月
二
十
七
日
に
、
お
そ
ら
く
清
原
頼
業
が
、「
或
古
本
」
と
校
合
し
た
際
、
そ
の

「
或
古
本
」
に
見
ら
れ
た
記
述
だ
と
い
う
。
次
に
、
ま
と
ま
っ
て
、
そ
の
活
動
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
応
徳
元
年
（
甲
子
、
一
〇
八
四
）
に
、
清
原
定
康

（
一
〇
四
二―

一
一
一
三
）
が
左
伝
を
学
習
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
巻
十
六
・
十
八
・
十
九
）（
７
）
。
定
康
は
、
清
原
家
四
代
で
、
頼
業
の
祖
父
に
当

た
る
。
清
原
家
の
人
物
と
し
て
は
珍
し
く
、
上
総
介
を
務
め
た
官
歴
が
あ
る
た
め
、
子
孫
か
ら
は
「
上
総
殿
」
「
総
州
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

な
お
、
定
康
は
、
平
安
後
期
の
時
点
で
、
経
書
に
音
注
を
施
す
の
に
「
古
本
并
唐
本
釋
文
」（
８
）

を
用
い
て
い
た
こ
と
が
、
神
宮
徴
古
館
蔵
『
古
文
尚
書
』

巻
十
三
の
奥
書
か
ら
知
ら
れ
る
。 

続
い
て
、
本
書
に
書
き
移
さ
れ
て
い
る
奥
書
の
う
ち
、
大
部
分
を
占
め
る
の
が
、
清
原
頼
業
に
よ
る
学
習
活
動
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
第
三
節
に
述
べ

た
よ
う
に
、
頼
業
は
清
原
家
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
中
興
の
祖
と
言
う
べ
き
人
物
で
あ
る
。 
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頼
業
が
初
め
て
学
業
に
志
し
た
の
は
十
四
歳
の
時
（
す
な
わ
ち
長
承
四
年
、
改
元
し
て
保
延
元
年
）
だ
と
い
い
、
左
伝
に
ま
で
学
習
が
進
行
し
た
の
は
、

保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
、
十
八
歳
の
時
で
あ
る
（
巻
三
十
）
。
な
お
、
前
述
の
よ
う
に
、
東
洋
文
庫
蔵
『
春
秋
経
伝
集
解
』
（
存
巻
十
）
は
、
そ
の
際
に
使

用
さ
れ
た
頼
業
手
沢
本
で
あ
る
。
保
延
年
間
、
頼
業
が
、
本
文
な
ど
の
伝
授
を
受
け
る
の
に
連
続
し
て
行
っ
た
の
は
、
奥
書
に
「
摺
本
」「
唐
本
」
な
ど
と

記
さ
れ
る
宋
刊
本
と
の
校
合
で
あ
る
（
巻
十
六
・
十
七
・
十
八
・
十
九
・
三
十
）
。
こ
こ
ま
で
が
初
学
の
頃
に
行
わ
れ
る
べ
き
作
業
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

こ
の
後
、
頼
業
は
、
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
か
ら
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
に
か
け
て
、
再
び
左
伝
の
講
究
に
取
り
組
ん
だ
（
巻
十
六
・
十
七
・
十
八
・

十
九
・
二
十
五
・
三
十
）
。
こ
の
際
に
行
っ
た
こ
と
は
、
『
春
秋
正
義
』
や
、
自
家
お
よ
び
他
家
に
伝
わ
っ
た
本
と
の
校
合
で
あ
る
。
久
安
六
年
（
一
一
五

〇
）
に
藤
原
頼
長
の
熱
心
な
推
挙
を
受
け
て
直
講
（
明
経
道
の
最
下
位
の
教
官
）
に
抜
擢
さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
学
習
熱
を
駆
り
立
て
る
契
機
と
な
っ

た
ら
し
い
（
巻
三
十
）
。 

ま
た
、
巻
十
・
十
五
・
十
八
に
は
、
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
お
よ
び
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
に
於
け
る
頼
業
の
弟
祐
安
（
？―

一
一
八
四
）
の
学
習

活
動
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
祐
安
は
、
清
原
家
と
学
問
上
の
競
争
関
係
に
あ
っ
た
中
原
家
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
人
物
で
、
当
時
、
学
問
の

家
同
士
が
、
実
際
は
積
極
的
な
交
流
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
（
９
）
。 

続
い
て
、
頼
業
と
そ
の
子
た
ち
と
の
間
で
行
わ
れ
た
伝
授
の
様
相
を
、
本
書
の
奥
書
か
ら
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
巻
十
五
に
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
の

「
適
男
外
史
二
千
石
」（
近
業
を
指
す
）
に
対
す
る
伝
授
の
記
述
が
見
ら
れ
る
の
を
除
い
て
、
他
は
総
じ
て
、
四
男
で
後
に
嫡
男
と
な
る
良
業
に
対
す
る
伝

授
に
つ
い
て
の
記
載
で
あ
る
（
巻
三
・
四
・
五
・
七
・
八
・
十
・
十
三
・
十
五
・
十
七
・
十
八
・
二
十
・
二
十
一
・
二
十
二
・
二
十
三
・
二
十
四
・
二
十
五
・
二

十
六
）
。
頼
業
は
、
子
へ
の
伝
授
を
控
え
て
改
め
て
校
合
を
行
い
、
予
習
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
巻
十
五
・
十
七
・
十
八
・
二
十
）
。
良
業

は
、
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
に
急
遽
嫡
男
と
さ
れ
た
事
情
が
あ
る
た
め
（
第
四
節
参
照
）
、
同
三
年
（
四
月
に
改
元
し
て
元
暦
元
年
）
に
行
わ
れ
た
頼
業

か
ら
良
業
へ
の
伝
授
は
重
ね
て
二
度
目
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
巻
三
・
八
・
十
五
・
十
八
・
二
十
・
二
十
一
・
二
十
三
・
二
十
四
・
二
十
五
・
二
十
六
）
。
一

子
相
伝
の
説
が
存
在
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
の
他
、
本
書
の
奥
書
の
中
に
は
、
頼
業
三
男
の
仲
隆
が
長
子
仲
宣
に
対
し
て
行
っ
た
伝
授
、
同
じ
く
仲

隆
が
三
男
教
隆
（
本
名
仲
光
）
に
対
し
て
行
っ
た
伝
授
に
関
す
る
記
載
な
ど
も
あ
る
。 



- 23 - 

こ
う
し
た
清
原
家
の
人
物
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
、
伝
授
の
過
程
を
連
綿
と
経
て
、
本
書
の
本
文
お
よ
び
書
き
入
れ
の
内
容
（
訓
説
）
は
、
十
三
世
紀
後
半
の

金
澤
文
庫
に
於
け
る
伝
授
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
本
書
に
見
ら
れ
る
奥
書
は
、
特
に
頼
業
の
事
績
を
中
心
に
、
そ
の
前
後
の
清
原
家
に
於
け
る
学
習

活
動
の
様
子
を
現
在
に
伝
え
る
点
で
も
、
日
本
で
の
経
書
受
容
の
様
相
を
知
る
上
に
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。 

五 
–
 

３
、
書
写
・
取
り
合
わ
せ
の
事
情 

次
に
、
同
じ
く
奥
書
に
よ
っ
て
判
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
書
形
成
の
事
情
に
つ
い
て
見
よ
う
。
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
全
三
十
巻
、
三
十
軸

は
、
日
本
に
伝
存
す
る
完
本
と
し
て
は
最
古
の
も
の
で
あ
る
が
、
書
写
時
期
を
異
に
す
る
三
種
類
の
写
本
群
の
取
り
合
わ
せ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

一
種
類
目
は
、
巻
十
四
・
十
五
・
二
十
三
・
二
十
六
を
除
く
二
十
六
巻
。
本
書
の
本
体
と
も
言
う
べ
き
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
北
条
実
時
の
次
男
の

篤
時
が
、
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
十
月
十
一
日
か
ら
翌
五
年
七
月
十
四
日
ま
で
の
約
九
ヶ
月
を
要
し
て
書
写
し
た
（
或
い
は
右
筆
に
命
じ
て
書
写
さ
せ

た
）
も
の
で
あ
る
。
奥
書
に
「
越
後
次
郎
尊
閤
」
「
越
州
才
郎
尊
閤
」
な
ど
と
あ
る
の
が
篤
時
の
こ
と
を
指
す
。
そ
の
書
写
の
際
に
底
本
と
し
た
の
は
、
か

つ
て
父
実
時
が
、
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
か
ら
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
か
け
て
、
清
原
教
隆
か
ら
伝
授
を
受
け
た
時
に
用
い
た
本
で
あ
る
。
奥
書
に

「
洒
掃
少
尹
尊
閤
」
「
越
州
使
君
尊
閤
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
の
が
実
時
で
、「
前
参
河
守
」「
参
州
」
な
ど
と
あ
る
の
が
教
隆
を
指
す
。
篤
時
は
、
書
写
を
終

え
た
三
日
後
か
ら
、
早
速
、
教
隆
の
子
の
直
隆
（
朝
請
大
夫
、
一
二
三
四―

一
二
九
九
）
・
俊
隆
（
音
博
士
、
一
二
四
一―

一
二
九
〇
）
兄
弟
を
代
わ
る
が

わ
る
師
と
し
て
、
伝
授
を
受
け
始
め
た
。
す
な
わ
ち
、
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
七
月
十
七
日
に
巻
一
、
順
次
進
行
し
、
翌
六
年
十
月
二
十
一
日
の
巻
三
十

で
完
了
し
た
。
伝
授
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
は
、
予
め
直
隆
・
俊
隆
両
人
か
ら
、
そ
の
所
持
本
を
借
り
受
け
、
巻
ご
と
に
校
合
を
行
っ
て
い
る
。 

二
種
類
目
は
、
巻
十
四
・
十
五
の
二
巻
。
こ
れ
ら
は
、
北
条
実
時
の
四
男
で
嫡
男
の
顕
時
が
、
実
時
歿
後
の
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
九
月
二
十
二
日

に
、
清
原
俊
隆
所
持
本
を
も
と
に
新
た
に
書
写
し
て
出
来
た
二
巻
で
あ
る
。
顕
時
は
、
そ
の
後
、
十
月
十
二
日
に
巻
十
四
、
閏
十
月
三
日
に
巻
十
五
に
つ
い

て
、
俊
隆
か
ら
伝
授
を
受
け
て
い
る
。
奥
書
に
「
従
五
位
下
行
左
近
将
監
平
朝
臣
」
「
越
後
左
近
大
夫
将
監
尊
閤
」
と
あ
る
の
が
顕
時
で
あ
る
。 

三
種
類
目
は
、
巻
二
十
三
・
二
十
六
の
二
巻
。
事
情
は
未
詳
な
が
ら
、
こ
の
二
巻
に
つ
い
て
だ
け
は
、
北
条
実
時
が
清
原
教
隆
か
ら
伝
授
を
受
け
る
際
に
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書
写
し
た
原
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
（

10
）
。
底
本
と
さ
れ
た
の
は
、
奥
書
に
は
「
清
参
州
之
本
」
と
記
さ
れ
て
、
清
原
教
隆
所
持
本
と
称
す
る
も
の
の
、
実
は
、

そ
の
子
直
隆
の
所
持
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（

11
）
。
巻
二
十
三
は
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
六
月
十
三
日
、
巻
二
十
六
は
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
一
月

十
一
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
書
写
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
巻
十
四
・
十
五
と
同
様
、
実
時
嫡
男
の
顕
時
が
伝
授
を
受
け
る
際
に
も
使
用
さ
れ
た
。
顕
時
は
、
巻
二

十
三
に
つ
い
て
は
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
五
月
三
日
、
巻
二
十
六
に
つ
い
て
は
同
年
六
月
三
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
清
原
俊
隆
か
ら
伝
授
を
受
け
て
い
る
。 

ま
た
、
巻
十
四
・
十
五
・
二
十
三
・
二
十
六
の
四
巻
は
、
嘉
元
三
・
四
年
（
一
三
〇
五
・
〇
六
）
、
顕
時
の
子
の
貞
顕
が
、
六
波
羅
探
題
と
し
て
在
京
し

て
い
た
折
、
京
で
清
原
家
嫡
流
を
継
い
で
い
た
良
枝
・
宗
尚
父
子
（
頼
業
の
玄
孫
と
そ
の
子
）
か
ら
伝
授
を
受
け
た
際
に
も
使
用
さ
れ
た
。
顕
時
・
貞
顕

は
、
金
澤
文
庫
の
後
継
当
主
と
な
っ
た
関
係
上
、
実
時
の
使
用
し
た
原
本
を
譲
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
伝
授
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
も
の
か
と

思
わ
れ
る
。
但
し
、
巻
十
四
・
十
五
は
実
時
の
時
代
に
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
、
顕
時
に
よ
っ
て
新
た
に
書
写
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
顕
時
が
伝
授
を
受
け
る
日
取
り
も
他
の
巻
よ
り
後
回
し
に
さ
れ
た
（

12
）
。 

以
上
を
要
す
る
に
、
現
存
の
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
三
十
巻
は
、
北
条
篤
時
所
用
の
二
十
六
巻
に
、
北
条
顕
時
・
貞
顕
父
子
所
用
の
四
巻
（
顕

時
新
造
の
二
巻 

＋ 

実
時
以
来
の
二
巻
）
が
取
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
取
り
合
わ
せ
が
成
立
し
た
年
代
は
、
室
町
前
期
（
応
永
年
間
）
以
降
と
考
え
ら

れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
篤
時
所
用
の
二
十
六
巻
の
う
ち
、
巻
十
六
を
除
く
二
十
五
巻
に
は
、
応
永
十
四
年
か
ら
十
六
年
（
一
四
〇
七―

〇
九
）
に
か
け
て
、
鎌

倉
山
内
の
酔
醒
軒
主
・
怡
な
る
人
物
が
こ
れ
を
一
覧
し
た
と
す
る
識
語
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
補
配
の
四
巻
に
は
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。 

ま
た
、
本
書
に
押
捺
さ
れ
て
い
る
「
金
澤
文
庫
」
の
印
は
、
巻
十
四
・
十
五
・
二
十
三
・
二
十
六
は
関
靖
氏
の
分
類
（

13
）

に
よ
る
と
こ
ろ
の
二
類
一
号
印

（
肉
太
）
、
そ
れ
以
外
の
二
十
六
巻
は
三
類
一
号
印
（
肉
細
）
で
あ
る
。
こ
の
種
別
の
相
違
も
、
取
り
合
わ
せ
の
事
情
と
対
応
す
る
。 

 

六
、
読
解 
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六 
–
 

１
、
本
文
（

14
） 

本
章
第
一
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
本
書
を
含
む
日
本
伝
存
の
漢
籍
古
鈔
本
に
は
、
本
文
上
の
特
性
が
あ
る
。
本
書
巻
十
か
ら
、
そ
の
一
例
を
示
す
。 

宣
公
二
年
の
伝
文
に
、
「
乙
丑
趙
穿
煞
靈
公
於
桃
園
」
と
す
る
一
文
が
あ
る
。
「
煞
」
は
「
殺
」
に
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
文
は
、
今
日
通
行
の
各
本
で
は

「
乙
丑
趙
穿
攻
靈
公
於
桃
園
」
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
本
書
で
も
「
煞
」
字
の
右
傍
に
「
攻
」
と
書
き
入
れ
て
あ
る
。
書
き
入
れ
ら
れ
た
「
攻
」
字
の
右
下
に

「
扌
乍
」
と
あ
る
の
は
、「
摺
作
」
の
そ
れ
ぞ
れ
偏
旁
を
取
っ
て
略
し
た
も
の
で
、「
摺
本
」（
こ
の
場
合
、
鎌
倉
時
代
の
日
本
で
手
に
入
っ
た
宋
刊
本
の
意
）

で
は
こ
の
よ
う
に
作
る
、
す
な
わ
ち
宋
刊
本
で
は
「
攻
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
し
示
す
。
こ
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
、
清
の
王
引
之
（
一
七
六
六―

一

八
三
四
）
は
、
著
作
『
経
義
述
聞
』
（
巻
十
八
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

 

攻
、
本
作
殺
。
殺
字
隸
或
作
煞
、
上
半
與
攻
相
佀
。
又
因
上
文
伏
甲
將
攻
之
而
誤
爲
攻
耳
。
趙
穿
殺
靈
公
、
故
大
史
書
曰
、
趙
盾
弑
其
君
。
若
但
攻
之

而
已
、
則
殺
與
否
尚
未
可
知
、
大
史
何
由
而
書
弑
乎
。
杜
注
宣
子
未
出
山
而
復
曰
、
聞
公
殺
而
還
。
公
殺
、
正
謂
趙
穿
殺
靈
公
。
則
杜
所
據
本
作
殺
明

甚
。
（
以
下
略
） 

 

こ
こ
で
、
王
引
之
は
、
当
該
文
は
元
来
「
趙
穿
殺
靈
公
」
で
あ
っ
た
も
の
だ
と
し
、
図
ら
ず
も
、
日
本
に
伝
存
し
た
古
鈔
本
で
あ
る
金
澤
文
庫
本
の
本
文

と
合
致
す
る
見
解
を
示
す
。
楊
伯
峻
（
一
九
〇
九―

一
九
九
二
）
編
著
『
春
秋
左
伝
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
も
、
金
澤
文
庫
本
や
王
引
之
説
な

ど
に
依
拠
し
て
、
「
乙
丑
，
趙
穿
殺
靈
公
於
桃
園
」
と
す
る
校
定
本
文
を
提
示
し
て
い
る
。
本
書
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
に
、
通
行
本
と
本
文
を
異
に
す
る

箇
所
が
数
多
く
存
在
す
る
。
唐
代
以
前
の
鈔
本
に
於
け
る
本
文
の
姿
を
推
測
し
た
り
、
本
文
の
校
定
を
企
図
し
た
り
す
る
に
当
た
っ
て
も
、
本
書
は
有
用

で
あ
る
。 

ま
た
、
第
三
節
の
最
後
に
触
れ
た
清
原
頼
業
手
沢
『
春
秋
経
伝
集
解
』（
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
蔵
）
は
、
巻
十
の
み
を
存
す
る
。
そ
の
た
め
、
東
洋
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文
庫
蔵
本
に
も
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
伝
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
本
文
は
、「
乙
丑
趙
穿
弑
靈
公
於
桃
園
」
と
な
っ
て
い
る
。「
弑
」
と
す
る
の
は
、

唐
の
陸
徳
明
（
五
五
〇―

六
三
〇
）
撰
『
経
典
釈
文
』
が
、
「
趙
穿
攻
」
と
標
記
し
て
「
如
字
、
本
或
作
弑
」
と
異
文
を
注
す
る
の
と
符
合
す
る
。
清
の
李

富
孫
（
一
七
六
四―

一
八
四
三
）
が
、『
春
秋
左
伝
異
文
釈
』
巻
四
で
、「
趙
穿
攻
靈
公
於
桃
園
。
晉
世
家
、
攻
作
襲
殺
。
釋
文
云
、
攻
本
或
作
弑
。
案
義
、

當
作
弑
。
襲
殺
是
據
事
言
之
」（
『
皇
清
経
解
続
編
』
巻
五
六
四
）
と
の
説
を
唱
え
て
い
る
の
は
、
東
洋
文
庫
蔵
本
の
本
文
と
図
ら
ず
も
一
致
し
た
見
解
で
あ

る
。 こ

の
際
、
東
洋
文
庫
蔵
本
と
金
澤
文
庫
本
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
両
者
は
、
ど
ち
ら
も
清
原
家
の
学
者
（
頼
業
と
教
隆
。
祖
父
と
孫

の
間
柄
に
あ
る
）
が
関
与
し
た
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
洋
文
庫
蔵
本
か
ら
金
澤
文
庫
本
へ
と
い
う
本
文
の
伝
承
関
係
が
安
易
に
想
起
さ
れ
か
ね
な
い
が
、

実
際
に
は
、
両
者
の
間
に
は
本
文
の
異
同
が
五
十
例
以
上
、
さ
ら
に
「
也
」「
之
」
と
い
っ
た
助
字
の
有
無
ま
で
加
え
れ
ば
枚
挙
に
遑
が
な
い
ほ
ど
に
存
在

す
る
。
両
者
の
本
文
が
直
接
的
な
伝
承
関
係
を
有
す
る
と
考
え
る
の
は
誤
り
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
但
し
、
以
下
の
項
で
見
る
よ
う
に
、
志
を
持
っ
て
欄

外
や
裏
面
に
な
さ
れ
た
書
き
入
れ
類
の
内
容
が
、
か
な
り
の
確
率
で
一
致
す
る
の
は
事
実
で
あ
る
。 

で
は
何
故
、
書
き
入
れ
の
内
容
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
、
同
じ
博
士
家
に
由
来
す
る
は
ず
の
東
洋
文
庫
蔵
本
と
金
澤
文
庫
本
と
の
間
で
、
有
す
る
本
文
に
相

違
が
あ
り
得
る
の
か
。
筆
者
は
、
清
原
家
に
於
い
て
特
殊
な
伝
授
の
あ
り
様
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
伝

授
に
際
し
て
、
伝
授
者
の
所
持
本
の
本
文
に
は
依
拠
せ
ず
、
伝
授
者
以
外
の
所
持
本
に
依
拠
し
て
本
文
を
入
手
す
る
よ
う
な
あ
り
方
を
想
定
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
清
原
教
隆
が
北
条
実
時
に
対
し
て
伝
授
を
行
う
際
、
本
文
を
書
写
す
る
た
め
に
貸
与
し
た
本
は
、
実
は
教
隆
自
身
の

所
持
本
で
は
な
く
、
子
の
直
隆
・
俊
隆
の
所
持
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（

15
）
。
ま
た
、
本
書
巻
三
十
の
奥
書
に
移
し
取
ら
れ
て
い
る
清
原
頼
業
に
よ
る

識
語
の
う
ち
に
は
、
「
以
内
匠
允
重
憲
本
、
受
家
君
之
玄
訓
了
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
内
匠
允
重
憲
本
」
を
用
い
て
、
父
か
ら
の
教
え
を
受
け

終
え
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
内
匠
允
重
憲
」
は
、
同
族
の
清
原
重
憲
を
指
す
。
清
原
頼
業
は
、
父
か
ら
伝
授
を
受
け
る
の
に
、
父
の
所
持
本
に
基
づ
か

ず
、
態
々
、
遠
縁
の
清
原
重
憲
が
所
持
す
る
本
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
清
原
家
に
於
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
、
伝
授
者
と
被
伝
授
者
と
の
間
で
、
本

文
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
多
様
な
本
文
が
存
在
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
日
本
の
写
本
文
化
の
中
で
生
み
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出
さ
れ
た
清
原
家
独
特
の
学
問
姿
勢
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。 

六 
–
 

２
、
訓
点
・
訓
説 

漢
籍
の
本
文
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
本
来
、
中
国
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
中
国
語
と
日
本
語
と
の
間
に
は
、
例
え
ば
、
中
国
語
（
漢
文
）
で
は
文
法
的

機
能
を
主
に
語
順
に
よ
っ
て
表
す
が
、
日
本
語
で
は
助
詞
・
助
動
詞
な
ど
の
付
属
語
に
よ
っ
て
示
す
と
い
っ
た
違
い
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
過
去
の
日
本
人

は
、
漢
籍
の
本
文
を
当
時
の
日
本
語
と
し
て
理
解
（
訓
読
）
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
各
漢
字
の
周
囲
に
書
き
加
え
る
と
い
う
工
夫
を
し
た
。
こ
こ
で

書
き
加
え
ら
れ
た
情
報
の
類
を
、
訓
点
と
総
称
す
る
。 

こ
の
訓
点
と
い
う
語
は
、
訓
と
点
と
に
分
け
ら
れ
る
。
訓
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
に
宛
て
た
日
本
語
で
の
読
み
方
の
こ
と
で
あ
り
、
漢
字
の
傍
ら
や
欄

外
な
ど
に
主
に
墨
筆
で
記
さ
れ
る
片
仮
名
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
語
を
母
語
と
す
る
日
本
人
は
、
そ
の
漢
字
の
持
つ
意
味
や
、

前
後
の
つ
な
が
り
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
も
う
一
方
、
点
は
、
漢
字
の
周
囲
に
主
に
朱
筆
で
加
え
ら
れ
て
い
る
符
号
の
こ
と
で
あ
る
。
基
本
的
に

は
、
日
本
語
の
助
詞
・
助
動
詞
や
句
読
点
な
ど
を
示
し
、
加
え
ら
れ
る
位
置
や
形
状
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
関
係
が
あ
る
。
漢
字
の
右
上
に
あ
る
星
点

（
最
も
単
純
な
点
状
の
も
の
。
夜
空
に
見
え
る
星
の
よ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
星
点
と
呼
ぶ
）
は
日
本
語
の
助
詞
「
ヲ
」
を
、
そ
れ
よ
り
少
し
下
に
あ
る
星
点

は
「
コ
ト
」（
事
）
を
表
す
と
い
っ
た
例
が
代
表
的
で
あ
る
。
右
上
に
「
ヲ
」「
コ
ト
」
の
符
号
が
並
ん
で
位
置
す
る
こ
と
か
ら
名
づ
け
て
、
こ
れ
ら
を
「
ヲ

コ
ト
点
」
（
乎
古
止
点
）
と
呼
称
す
る
。
星
点
の
他
に
、
線
点
・
鉤
点
な
ど
の
点
が
あ
り
、
本
書
に
も
、
多
く
見
る
こ
と
が
出
来
る
。 

さ
て
、
如
何
な
る
訓
点
を
書
き
加
え
て
読
む
か
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
語
と
し
て
理
解
す
る
に
当
た
っ
て
、
本
文
解
釈
上
の
問
題
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。

訓
（
片
仮
名
）
の
ほ
う
は
、
日
本
人
な
ら
た
い
て
い
読
み
解
く
こ
と
が
出
来
る
が
、
点
（
ヲ
コ
ト
点
）
の
ほ
う
は
、
そ
う
は
い
か
な
い
。
ど
の
符
号
が
ど
の

日
本
語
と
対
応
す
る
の
か
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
意
味
を
成
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
伝
授
の
あ
り
方
（
第
五
節
第
１
項
参
照
）
と
も

関
連
す
る
。
そ
の
本
文
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
如
何
に
訓
読
す
る
か
と
い
う
学
説
（
訓
説
）
は
、
古
代
・
中
世
の
日
本
に
於
い
て
は
、
家
の
専
門
性
と
世

襲
と
を
守
る
た
め
に
秘
匿
性
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
容
易
に
解
読
さ
れ
な
い
暗
号
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
時
代
が
下
る
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に
従
い
、
書
物
を
読
ん
で
学
問
に
取
り
組
む
層
が
拡
大
し
た
の
に
伴
い
、
ヲ
コ
ト
点
は
次
第
に
衰
頽
し
、
殆
ど
が
片
仮
名
（
仮
名
点
と
称
す
る
）
で
記
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。 

全
巻
に
わ
た
っ
て
、
周
密
に
、
ヲ
コ
ト
点
を
は
じ
め
と
す
る
訓
点
が
記
さ
れ
て
い
る
本
書
は
、
従
来
、
日
本
語
史
研
究
上
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
さ
れ

て
き
た
が
、
同
時
に
、
古
代
・
中
世
の
日
本
に
於
け
る
本
文
解
釈
の
様
相
を
知
る
上
で
も
手
掛
か
り
に
な
る
と
言
う
こ
と
も
出
来
よ
う
。 

な
お
、
金
澤
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
も
ま
た
、
そ
の
経
部
に
つ
い
て
言
え
ば
、
清
原
教
隆
が
北
条
実
時
の
命
に
応
じ
、
建
長
五
年

（
一
二
五
三
）
か
ら
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
に
か
け
て
、
加
点
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
巻
五
・
六
（
春
秋
左
氏
伝
中
・
下
。
巻
四
は
原
闕
巻
）
に

施
さ
れ
て
い
る
訓
点
は
、
本
書
に
見
ら
れ
る
同
文
の
そ
れ
と
比
較
し
た
場
合
、
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（

16
）
。 

六 
–
 

３
、
正
義
に
よ
る
学
習
の
痕
跡 

本
書
に
は
、
欄
上
、
行
間
、
或
い
は
紙
背
な
ど
に
、
様
々
な
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
清
原
家
の
学
者
が
、
唐
の
孔
穎
達
（
五
七
四

―

六
四
八
）
等
撰
『
春
秋
正
義
』
を
閲
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
立
し
た
と
み
ら
れ
る
学
説
が
散
見
す
る
。
そ
も
そ
も
、
巻
一
の
伝
文
が
始
ま
る
欄
上
に

「
正
二
」
、
巻
三
十
首
題
の
欄
上
に
「
正
三
十
六
中
」
な
ど
と
順
を
追
っ
て
記
さ
れ
る
の
が
、『
春
秋
正
義
』
三
十
六
巻
（
附
釈
音
本
六
十
巻
で
は
な
い
）
と

の
対
応
関
係
を
示
し
て
い
る
（

17
）
。
本
書
に
は
、
「
正
云
」
「
正
説
」
「
依
正
」
と
す
る
注
記
が
多
く
見
出
さ
れ
、
正
義
を
引
用
し
た
り
、
正
義
に
依
拠
し
て

説
が
展
開
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
第
五
節
第
２
項
に
触
れ
た
よ
う
に
、
清
原
頼
業
が
『
春
秋
正
義
』
を
読
ん
だ
こ
と
は
、
本
書
の
奥
書
か
ら
知
ら
れ
る
。
ま

た
、
東
洋
文
庫
蔵
本
を
見
て
も
、
本
書
と
同
内
容
の
、
正
義
に
依
拠
し
た
説
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
従
来
、
本
書
に
見
ら
れ
る

清
原
家
の
左
伝
学
説
は
、
そ
の
全
般
が
、
頼
業
に
よ
る
学
習
の
結
果
、
大
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
五
経
正
義
を
経
書
の
学

習
に
用
い
る
こ
と
は
、
日
本
で
は
平
安
中
期
に
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
と
わ
か
っ
て
い
る
（

18
）
。
院
政
鎌
倉
期
の
清
原
頼
業
が
、
正
義
を
学
習
に
用
い
る

こ
と
は
、
何
ら
珍
し
い
こ
と
で
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
（

19
）
。
本
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
正
義
を
基
礎
と
し
て
形
成
さ
れ
た
面
の
大
き
い
清
原
家
の
左
伝

学
説
の
確
立
ま
で
に
は
、
頼
業
以
前
の
清
原
家
当
主
た
ち
の
貢
献
も
ま
た
、
あ
っ
た
も
の
と
考
え
た
い
。 
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漢
唐
訓
詁
学
の
古
註
に
基
づ
い
た
伝
統
的
家
説
を
墨
守
す
る
清
原
家
の
学
問
姿
勢
は
、
こ
の
後
、
十
五
世
紀
初
め
頃
、
南
北
朝
・
室
町
前
期
に
当
主
で

あ
っ
た
清
原
良
賢
が
、
宋
の
新
註
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
続
く
。
因
み
に
、
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
宋
版
『
春
秋
経
伝
集
解
』

（
江
陰
郡
刻
本
）
に
は
、
室
町
時
代
（
十
五
世
紀
頃
か
）
の
も
の
と
思
わ
れ
る
学
習
の
痕
跡
が
見
ら
れ
、
金
澤
文
庫
本
と
合
致
す
る
学
説
の
書
き
入
れ
が
認

め
ら
れ
る
。
陽
明
文
庫
蔵
本
も
ま
た
、
清
原
家
の
学
者
が
伝
授
に
関
与
し
た
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
（

20
）
。 

六 
–
 

４
、
校
注
（

21
） 

そ
の
他
に
も
、
本
書
に
は
、
様
々
な
校
注
を
、
書
き
入
れ
の
形
で
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
古
説
」
「
家
説
」
「
或
説
」
な
ど
と
言
っ
て
示
さ
れ
る
の
は
、

自
家
お
よ
び
他
家
に
伝
わ
っ
た
本
と
校
合
を
行
っ
た
際
の
成
果
を
伝
え
る
注
記
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
奥
書
か
ら
判
明
す
る
限
り
、
清
原
頼
業
も
、
そ
う
し

た
校
勘
を
行
っ
て
い
る
（
第
五
節
第
２
項
参
照
）
。
な
お
、「
本
」「
一
本
」
と
い
っ
て
、
本
文
異
同
を
提
示
す
る
書
き
入
れ
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
往
々
に
し

て
『
経
典
釈
文
』
に
よ
る
可
能
性
が
高
く
、
清
原
家
の
学
者
に
よ
る
校
勘
の
結
果
で
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、
注
意
を
要
す
る
（
次
項
参
照
）
。 

さ
て
、
ま
た
し
て
も
巻
十
か
ら
、
東
洋
文
庫
蔵
本
と
の
関
連
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
書
の
校
注
か
ら
わ
か
る
こ
と
の
一
例
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。 

本
書
巻
十
、
宣
公
二
年
伝
文
の
冒
頭
、
本
文
は
「
鄭
公
子
歸
生
受
命
于
楚
伐
宋
」
と
あ
る
。
但
し
、「
受
」
字
に
は
、
字
の
中
央
に
朱
で
丸
印
が
附
さ
れ
、

左
傍
に
は
「
扌
𠂇
」
と
あ
る
。「
扌
𠂇
」
は
、「
摺
有
」
を
減
画
し
た
記
号
で
、
宋
刊
本
に
は
「
受
」
字
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
実
際
、
今
日
通

行
の
各
版
本
は
「
歸
生
受
命
于
楚
」
と
し
、
「
受
」
字
が
あ
る
。
し
か
し
、
宋
刊
本
に
あ
る
と
い
う
事
実
を
、
態
々
注
記
す
る
か
ら
に
は
、
逆
に
言
え
ば
、

「
受
」
字
が
な
く
、
「
歸
生
命
于
楚
」
と
す
る
本
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

本
書
を
見
る
だ
け
で
は
、
こ
の
注
記
が
必
要
と
な
る
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
東
洋
文
庫
蔵
本
を
参
照
す
る
と
、「
受
」
字
の
左
傍
に
「
扌
𠂇
」

と
あ
る
だ
け
で
な
く
、
右
傍
に
「
或
古
本
无
受
字
」
と
も
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
清
原
頼
業
（
も
し
く
は
そ
れ
以
前
の
人
物
）
が
参
照
す
る

こ
と
の
出
来
た
古
鈔
本
の
う
ち
に
、
「
受
」
字
が
な
く
、
「
歸
生
命
于
楚
」
と
す
る
本
文
が
存
在
し
た
ら
し
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
は
、
『
経
典
釈
文
』

に
、
「
命
於
楚
」
と
標
記
し
て
「
本
或
作
受
命
于
楚
、
非
也
」
と
注
す
る
の
と
符
合
す
る
。
こ
う
し
て
、
本
書
の
「
受
」
字
の
中
央
に
附
さ
れ
た
丸
印
が
、
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い
わ
ゆ
る
見
消
符
で
は
な
い
か
と
判
断
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
竹
添
井
々
（
一
八
四
二―

一
九
一
七
）
が
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
著
し
た
『
左
氏

会
箋
』
は
本
書
を
底
本
と
す
る
が
、「
歸
生
命
于
楚
」
と
す
る
本
文
を
記
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
同
種
の
判
断
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
よ
う
な
古
鈔
本

に
は
凡
例
が
な
い
か
ら
、
独
特
の
記
号
の
意
味
を
特
定
す
る
に
は
、
逐
一
こ
の
よ
う
な
分
析
の
過
程
を
経
る
必
要
が
あ
る
。 

さ
ら
に
、
楊
伯
峻
『
春
秋
左
伝
注
』
も
ま
た
、
こ
の
本
文
を
「
歸
生
命
于
楚
」
と
記
す
。
通
行
の
版
本
に
は
「
歸
生
受
命
于
楚
」
と
あ
る
の
を
校
訂
す
る

理
由
と
し
て
、
通
行
本
文
で
は
直
後
の
杜
注
が
「
受
楚
命
也
」
で
あ
る
の
は
単
な
る
重
複
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
清
の
臧
琳
（
一
六
五
〇―

一
七
一
三
）・

洪
亮
吉
（
一
七
四
六―
一
八
〇
九
）・
劉
文
淇
（
一
七
八
九―

一
八
五
四
）
の
説
な
ど
を
挙
げ
た
上
で
、
金
澤
文
庫
本
に
従
っ
て
刪
正
し
た
と
す
る
。
但
し
、

実
際
に
は
、
楊
伯
峻
は
、
金
澤
文
庫
本
を
底
本
と
し
て
整
理
校
訂
を
経
た
『
左
氏
会
箋
』
の
み
に
よ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の

金
澤
文
庫
本
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
主
に
『
左
氏
会
箋
』
を
通
し
て
、
現
代
の
左
伝
研
究
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
写
本
の

原
姿
に
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
め
て
発
見
さ
れ
る
事
柄
も
あ
ろ
う
。 

六 
–
 

５
、
『
経
典
釈
文
』
の
網
羅
的
引
用 

古
代
日
本
に
於
い
て
経
書
を
考
究
す
る
上
で
、
孔
氏
正
義
に
加
え
て
、
も
う
ひ
と
つ
欠
か
せ
な
か
っ
た
の
が
、
陸
徳
明
撰
『
経
典
釈
文
』
（
陸
氏
音
義
）

で
あ
る
。
明
経
道
の
博
士
家
で
は
、
経
書
を
学
習
す
る
に
当
た
っ
て
、
『
経
典
釈
文
』
を
特
に
重
視
し
た
（

22
）
。 

古
代
の
日
本
で
は
、
平
安
中
期
（
概
ね
十
世
紀
）
ま
で
は
、
漢
籍
を
唱
え
る
際
、
一
般
的
に
、
音
読
（
中
国
音
に
よ
る
読
み
上
げ
）
と
訓
読
（
日
本
語
と

し
て
理
解
で
き
る
訳
読
）
と
が
併
存
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（

23
）
。
以
降
、
音
読
は
衰
退
し
、
次
第
に
訓
読
に
収
斂
す
る
。
し
か
し
、
こ

と
経
書
に
限
っ
て
は
、
平
安
後
期
に
至
っ
て
も
な
お
音
読
の
習
慣
が
遺
存
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
藤
原
頼
長
の
日
記
『
台
記
』
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）

七
月
十
三
日
条
に
は
、
頼
長
が
左
伝
を
学
習
す
る
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
学
習
工
程
の
一
つ
に
「
高
声
読
之
」
が
あ
り
、
音
読
し
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。 

ま
た
、
日
本
の
令
制
に
は
、
音
博
士
と
呼
ば
れ
る
官
職
が
あ
っ
た
。
音
博
士
は
、
大
学
寮
（
後
に
明
経
道
附
属
）
の
教
官
で
あ
り
、
経
書
の
白
読
を
教
授
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す
る
こ
と
が
名
目
上
の
職
掌
で
、
い
わ
ば
基
礎
教
養
科
目
を
担
当
す
る
下
級
（
従
七
位
上
相
当
）
の
教
官
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
明
経
道
の
教
官
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
も
や
は
り
、
明
経
道
の
博
士
家
で
あ
る
清
原
・
中
原
両
家
の
世
襲
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
清
原
家
で
は
、
頼
業
の
父
の
祐
隆
ら
に
も
、
こ
の
官

職
を
帯
び
た
経
歴
が
あ
り
、
俊
隆
が
北
条
篤
時
に
対
し
て
伝
授
を
行
っ
た
際
の
官
職
も
、
音
博
士
で
あ
る
。 

そ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
見
る
と
、
本
書
に
『
経
典
釈
文
』
に
基
づ
く
書
き
入
れ
が
、
ほ
ぼ
網
羅
的
に
な
さ
れ
て
い
る
の
も
、
驚
く
べ
き
こ
と
で

は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
書
き
入
れ
の
中
で
「
立
」
「
六
」
の
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
い
ず
れ
も
「
音
」
の
上
半
分
を
残
し
て
減
画
し
た
記
号
で
あ
る
。
今

日
通
行
の
『
経
典
釈
文
』（
通
志
堂
本
）
と
は
合
致
し
な
い
引
用
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
通
行
本
と
対
応
す
る
記
載
が
特
に
「
扌
」（
摺
本
、
宋
刊
本
の
『
経

典
釈
文
』
を
意
味
す
る
）
の
符
号
と
と
も
に
書
き
入
れ
て
あ
る
場
合
も
見
ら
れ
る
。
単
行
の
宋
刊
本
（
興
国
軍
学
刊
本
）
で
あ
る
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
左
氏

音
義
』（
公
益
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
）
な
ど
と
の
関
連
も
合
わ
せ
、『
経
典
釈
文
』
の
本
文
の
変
遷
や
、
宋
代
の
校
刊
以
前
の
古
態
に
つ
い

て
検
討
し
よ
う
と
す
る
上
で
も
、
本
書
は
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

清
原
頼
業
手
沢
の
『
春
秋
経
伝
集
解
』
（
存
巻
十
、
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
蔵
）
を
見
て
も
、
や
は
り
『
経
典
釈
文
』
の
引
用
は
、
ほ
ぼ
網
羅
的
に
な

さ
れ
て
い
る
。
節
略
の
状
況
な
ど
と
い
っ
た
書
き
方
の
特
徴
も
、
本
書
巻
十
と
比
較
し
て
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
『
経
典
釈
文
』
に
基
づ
く
書
き
入
れ
が
、

清
原
家
内
で
、
平
安
期
以
来
、
代
々
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
金
澤
文
庫
本
で
は
、
往
々
に
し
て
、
傍
記
す
べ
き
位
置

を
誤
っ
た
り
反
切
に
誤
字
が
あ
っ
た
り
す
る
点
に
注
意
し
た
い
。
東
洋
文
庫
蔵
本
で
は
、
こ
れ
ら
は
正
し
く
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
金
澤
文
庫
本
で

は
、
次
項
で
述
べ
る
よ
う
に
宋
刊
本
と
の
対
校
が
よ
り
精
緻
に
な
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、『
経
典
釈
文
』
に
基
づ
く
書
き
入
れ
は
杜
撰
に
な
っ
て
い
る
と

言
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
音
注
の
有
す
る
地
位
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
原
因
と
し
て
は
、
時
代
が
下
る
に
伴
っ
て
音
読
の
習
慣

が
一
層
衰
頽
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
、
所
用
者
の
違
い
が
想
定
で
き
る
の
は
な
い
か
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
東
洋
文
庫
蔵
本
は
、
清
原

頼
業
の
所
用
本
で
あ
る
。
頼
業
は
、
経
書
の
学
習
を
家
業
と
す
る
人
物
で
あ
り
、
お
の
ず
か
ら
、
音
注
に
対
し
て
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
対
し
て
、
金
澤
文
庫
本
は
、
為
政
者
階
級
の
武
家
で
あ
る
北
条
氏
の
所
用
本
で
あ
る
。
音
注
に
通
ず
る
必
要
は
な
く
、
形
式
上
書
写
し
た
も
の
と
考
え

れ
ば
、
多
く
の
誤
写
が
生
じ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
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鎌
倉
時
代
の
清
原
家
に
於
け
る
『
経
典
釈
文
』
の
摂
取
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
本
書
巻
三
十
の
奥
書
に
「
文
永
元
年
三
月
七
日
、
書
寫
了 

 

散
位
清

原
俊
隆
／
同
十
一
日
、
以
摺
本
付
釋
文
了
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
、
そ
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
清
原
俊
隆
は
、
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
三
月
七

日
、
新
た
に
本
文
を
書
写
し
、
四
日
後
の
十
一
日
、
刊
本
の
『
経
典
釈
文
』
を
用
い
て
音
注
を
移
写
し
た
。
俊
隆
は
、
そ
の
本
を
携
え
て
、
同
年
九
月
十
八

日
、
父
教
隆
に
校
点
を
請
う
て
い
る
。
清
原
家
の
人
物
に
と
っ
て
、『
経
典
釈
文
』
か
ら
音
注
を
移
写
す
る
の
は
、
本
文
の
書
写
に
附
随
す
る
行
為
で
あ
り
、

訓
説
の
伝
授
や
校
合
の
際
に
行
わ
れ
る
行
為
な
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
北
条
氏
の
人
物
が
、
清
原
家
側
か
ら
貸
与
を
受
け
て
本
文

を
書
写
し
た
際
に
も
、
音
注
の
移
写
を
同
時
期
に
行
お
う
と
し
て
誤
り
を
起
こ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

『
経
典
釈
文
』
は
、
訓
詁
・
反
切
の
み
な
ら
ず
、
漢
魏
六
朝
諸
家
に
よ
る
解
釈
や
諸
本
の
異
同
を
も
注
す
る
。
故
に
、
そ
う
し
た
内
容
も
ま
た
、
東
洋
文

庫
蔵
本
に
も
金
澤
文
庫
本
に
も
、
必
ず
し
も
機
械
的
に
で
は
な
い
が
、
ほ
ぼ
網
羅
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、『
経
典
釈
文
』
の
表
記
を
そ
の
ま
ま

移
し
取
る
と
、
「
本
或
作―

」
「
一
本
作―
」
と
い
っ
た
書
き
入
れ
が
多
く
生
ず
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
校
記
は
、『
経
典
釈
文
』
が
撰
述
さ
れ
た
六

世
紀
の
中
国
に
由
来
す
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
院
政
鎌
倉
期
の
日
本
人
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
日
本
に
伝
存
し
た
経
書
の
古
鈔
本
に
校
注
が
見
ら
れ
る
場

合
は
、
ま
ず
『
経
典
釈
文
』
を
参
照
し
た
上
で
、
そ
れ
と
日
本
人
に
よ
る
校
記
と
を
峻
別
し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。 

六 
–
 

６
、
宋
刊
本
と
の
校
異 

日
本
に
宋
刊
本
が
舶
来
し
始
め
た
の
は
、
平
安
中
期
、
十
世
紀
末
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
百
数
十
年
間
ほ
ど
、
宋
刊
本
は
甚
だ
珍
貴
な
も
の
と
さ
れ

た
。
例
え
ば
、
十
一
世
紀
初
頭
の
日
本
で
最
高
権
力
者
で
あ
っ
た
藤
原
道
長
（
九
六
六―

一
〇
二
七
）
は
、
日
記
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）

九
月
十
四
日
条
に
、
「
入
唐
寂
昭
弟
子
念
救
入
京
後
初
来
。
志
、
摺
本
文
集
并
天
台
山
図
等
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
。
入
宋
僧
寂
照
（
寂
昭
と
も
）
の
弟
子

の
念
救
が
一
時
帰
国
し
た
際
、
道
長
に
献
上
す
る
贈
り
物
の
一
つ
と
し
た
の
は
、
当
時
の
日
本
で
最
も
流
行
し
て
い
た
『
白
氏
文
集
』
の
宋
刊
本
で
あ
っ

た
。
道
長
は
、
蜀
版
大
蔵
経
（
開
宝
蔵
）
の
入
手
に
も
執
心
し
た
。
当
初
、
宋
刊
本
は
、
そ
れ
ほ
ど
に
珍
重
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

道
長
の
来
孫
に
当
た
る
藤
原
頼
長
は
、
好
学
で
知
ら
れ
る
が
、
殊
更
に
宋
刊
本
を
愛
好
し
た
人
物
で
も
あ
る
。
日
記
『
台
記
』
に
よ
れ
ば
、
左
伝
を
学
習
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す
る
に
当
た
っ
て
宋
刊
本
を
用
い
て
字
点
を
正
し
改
め
た
り
（
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
二
月
七
日
条
）
、
清
原
信
俊
（
一
〇
七
七―

一
一
四
五
）
が
所
蔵

す
る
宋
刊
本
『
周
易
正
義
』
の
入
手
を
画
策
し
た
り
（
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
十
一
月
二
十
四
日
条
）
、
信
俊
の
子
の
信
憲
が
所
蔵
す
る
宋
刊
本
『
周
礼

疏
』
を
用
意
周
到
に
得
よ
う
と
し
た
り
（
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
三
月
十
一
日
条
）
し
た
。 

十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
宋
刊
本
の
存
在
感
は
次
第
に
増
し
て
い
っ
た
。
十
三
世
紀
後
半
に
書
写
さ
れ
た
本
書
に

は
、「
扌
无
」「
扌
𠂇
」「
扌
乍
」
と
い
っ
た
宋
刊
本
と
の
異
同
を
表
す
書
き
入
れ
が
無
数
に
な
さ
れ
て
い
る
。
十
二
世
紀
前
半
に
書
写
さ
れ
た
東
洋
文
庫
蔵

本
に
は
見
ら
れ
な
い
異
同
注
記
が
、
本
書
巻
十
に
は
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
両
者
を
隔
て
る
約
百
二
十
年
の
間
に
、
よ
り
詳
細
な
宋
刊
本
と
の
校
合
が

意
図
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
経
典
釈
文
』
に
基
づ
く
書
き
入
れ
は
杜
撰
に
な
っ
た
が
、
宋
刊
本
と
の
校
注
書

き
入
れ
は
、
よ
り
精
密
さ
を
増
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
に
見
ら
れ
る
宋
刊
本
と
の
校
注
書
き
入
れ
を
仔
細
に
観
察
す
る
と
、
墨

の
濃
淡
が
異
な
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
書
の
学
習
に
際
し
て
、
宋
刊
本
と
の
校
合
が
幾
度
も
行
わ
れ
た
た
め
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
点
か
ら
本
書
を
見
る
と
、
十
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
の
間
に
、
日
本
に
於
け
る
春
秋
学
、
延
い
て
は
日
本
に
於
け
る
経
学
に
起

こ
っ
た
重
要
な
変
化
と
し
て
は
、
音
読
の
習
慣
の
衰
頽
と
刊
本
の
有
す
る
位
置
付
け
の
向
上
と
い
う
二
つ
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

七
、
伝
来
（

24
） 

本
節
で
は
、
本
書
が
金
澤
文
庫
か
ら
流
出
し
て
、
現
在
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
蔵
さ
れ
る
ま
で
の
伝
来
に
つ
い
て
略
述
す
る
。
室
町
前
期
（
応
永
年
間
）

に
、
鎌
倉
山
内
の
酔
醒
軒
主
・
怡
な
る
人
物
が
本
書
を
ほ
ぼ
一
覧
し
た
こ
と
は
第
五
節
第
３
項
で
述
べ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
時
す
で
に
本
書
の
大
部

分
が
金
澤
文
庫
か
ら
巷
間
に
流
出
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
後
も
、
お
そ
ら
く
鎌
倉
近
辺
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
天
正
十

八
年
（
一
五
九
〇
）
の
小
田
原
征
伐
の
際
、
豊
臣
秀
吉
の
養
嗣
子
で
、
文
化
面
に
関
心
の
高
か
っ
た
豊
臣
秀
次
（
一
五
六
八―

一
五
九
五
）
が
、
本
書
を
含
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む
金
澤
文
庫
旧
蔵
の
善
本
を
多
く
大
坂
へ
奪
っ
て
行
っ
た
と
さ
れ
る
（

25
）
。 

そ
の
後
、
本
書
は
、
天
下
を
統
一
し
て
江
戸
幕
府
を
開
い
た
徳
川
家
康
（
一
五
四
二―

一
六
一
六
）
の
所
蔵
に
帰
す
。
こ
れ
は
、
秀
次
と
関
係
の
あ
っ
た

相
国
寺
に
属
す
る
僧
の
文
嶺
承
艮
か
ら
献
上
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
（
『
駿
府
記
』
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
四
月
二
十
六
日
条
）
。
好
学
の
家
康
は
、
生

涯
、
本
書
を
座
右
に
置
い
た
と
い
う
。
家
康
歿
後
は
、
徳
川
将
軍
家
の
所
蔵
品
と
し
て
江
戸
城
内
の
紅
葉
山
文
庫
に
江
戸
時
代
を
通
じ
て
保
管
さ
れ
た
。

維
新
後
は
明
治
政
府
の
所
管
と
な
り
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
、
宮
内
省
図
書
寮
（
現
在
の
宮
内
庁
書
陵
部
）
に
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。 

す
な
わ
ち
、
本
書
は
、
十
六
世
紀
末
に
豊
臣
秀
次
の
手
に
入
っ
て
以
降
、
一
貫
し
て
時
の
為
政
者
の
手
許
に
あ
り
続
け
た
と
言
う
こ
と
が
可
能
な
の
で

あ
る
。
近
世
・
近
代
の
日
本
に
於
い
て
本
書
が
受
け
て
き
た
こ
う
し
た
扱
い
も
ま
た
、
伝
来
の
確
か
さ
と
い
う
点
か
ら
、
本
書
の
価
値
を
高
め
て
い
る
。 

 

八
、
近
現
代
日
本
に
於
け
る
利
活
用 

近
現
代
の
研
究
史
と
し
て
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
竹
添
井
々
が
著
し
た
『
左
氏
会
箋
』
が
、
こ
の
金
澤
文
庫
本
を
底
本
と
し
た
上
で
、
清

代
諸
家
の
説
を
集
大
成
し
た
大
著
と
し
て
名
高
い
。
日
本
の
皇
室
の
書
庫
に
蔵
さ
れ
る
こ
の
金
澤
文
庫
本
は
、
文
字
通
り
深
く
秘
府
に
蔵
さ
れ
て
き
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
従
来
の
研
究
で
は
、
金
澤
文
庫
本
に
依
拠
し
た
と
称
し
て
も
、
実
際
に
は
『
左
氏
会
箋
』
の
本
文
に
よ
っ
て
い
る
と
い
う
場
合
が
少
な
く

な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
金
澤
文
庫
本
は
、
人
間
の
手
に
よ
る
写
本
で
あ
る
が
ゆ
え
、
見
消
に
さ
れ
た
文
字
の
取
り
扱
い
な
ど
、
確

定
的
な
本
文
を
決
定
す
る
に
は
、
実
は
難
点
が
あ
る
（
第
六
節
第
４
項
参
照
）
。
本
書
の
解
題
と
し
て
は
、『
図
書
寮
典
籍
解
題
』
漢
籍
篇
（
一
九
六
〇
年
）

が
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
漢
文
叢
書
と
し
て
現
在
の
日
本
で
普
及
し
て
い
る
「
新
釈
漢
文
大
系
」（
明
治
書
院
）
に
収
め
ら
れ
る
『
春
秋
左
氏
伝
』

（
全
四
冊
。
鎌
田
正
著
、
一
九
七
一―

八
一
年
）
も
ま
た
、
こ
の
金
澤
文
庫
本
を
底
本
と
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
近
年
、
慶
應
義
塾
大
学
附

属
研
究
所
斯
道
文
庫
を
中
心
に
、
「
宮
内
庁
書
陵
部
収
蔵
漢
籍
集
覧―

書
誌
書
影
・
全
文
影
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス―

」（
26
）

を
公
開
し
た
。
そ
の
調
査
過
程
で
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得
ら
れ
た
研
究
成
果
は
『
図
書
寮
漢
籍
叢
考
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
本
書
に
つ
い
て
も
論
説
・
解
題
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

今
般
、
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
が
、
精
細
な
画
像
と
し
て
、
多
く
の
人
が
容
易
に
参
照
で
き
る
状
態
と
な
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
研
究
の
精
確

性
は
一
層
向
上
し
て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。 

    注 （
１
）
『
令
義
解
』
は
、
当
該
条
の
「
周
易
、
鄭
玄
・
王
弼
注
」
に
注
し
て
、
「
非
三

是
一
人
兼
習
二

二
家
一

。
或
鄭
、
或
王
、
習
二

其
一
注
一

。
若
有
二

兼
通
者
一

、
既

是
為
二

博
達
一

也
」
と
謂
う
。
他
の
書
物
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。 

（
２
）
小
助
川
貞
次
「
訓
点
資
料
の
展
開
史
に
お
け
る
有
鄰
館
蔵
『
春
秋
経
伝
集
解
巻
第
二
』
の
位
置
」
（
「
日
本
語
の
研
究
」
四―

一
、
二
〇
〇
八
年
一
月
）
。 

（
３
）
東
野
治
之
「
日
本
古
代
の
『
春
秋
』
受
容
」
（
『
史
料
学
遍
歴
』
雄
山
閣
、
二
〇
一
七
年
。
初
出
は
二
〇
〇
〇
年
七
月
）
。 

（
４
）
小
林
芳
規
「
金
澤
文
庫
本
春
秋
経
伝
集
解
に
お
け
る
平
安
初
期
漢
籍
訓
読
語
の
残
存
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
二
五
、
一
九
六
三
年
三
月
）
に
、
具
体

的
な
訓
読
語
の
内
容
の
面
か
ら
見
た
検
討
が
あ
る
。 

（
５
）
大
江
匡
房
（
一
〇
四
一―

一
一
一
一
）
撰
『
続
本
朝
往
生
伝
』（
一
条
天
皇
伝
）
に
、「
明
経
則
善
澄
広
澄
（
中
略
）
是
天
下
之
一
物
也
」（
明
経
に
は
則
ち

善
澄
・
広
澄 

…
 

是
れ
天
下
の
一
物
な
り
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
清
原
善
澄
（
九
四
三―

一
〇
一
〇
）
は
広
澄
の
弟
に
当
た
る
。 

（
６
）
中
原
家
が
「
礼
博
士
」
と
さ
れ
た
の
に
対
応
す
る
呼
称
。 

（
７
）
こ
の
他
、
巻
七
奥
書
に
「
延
久
五
四
十
七
點
了
」
と
あ
る
の
も
、
延
久
五
年
（
一
〇
七
三
）
と
い
う
年
代
か
ら
見
て
、
定
康
の
活
動
を
示
す
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。 
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（
８
）
「
唐
本
」
は
、
宋
刊
本
の
意
と
思
わ
れ
る
。
「
釋
文
」
は
、
第
六
節
第
５
項
に
後
述
す
る
『
経
典
釈
文
』
を
指
す
。 

（
９
）
本
論
文
第
三
章
附
節
参
照
。 

（
10

）
佐
藤
道
生
「
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
、
奥
書
の
再
検
討
」（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
漢
籍
研
究
会
編
『
図
書
寮
漢
籍
叢
考
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）
。 

（
11

）
本
論
文
第
二
章
第
二
節
参
照
。 

（
12

）
巻
十
四
・
十
五
奥
書
、
い
ず
れ
に
も
「
先
君
御
時
、
回
禄
成
孽
、
重
被
書
點
之
間
、
越
巻
有
訓
説
之
故
也
」
と
あ
る
。 

（
13

）
関
靖
『
金
沢
文
庫
の
研
究
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
五
一
年
。
覆
刻
版
：
芸
林
舎
、
一
九
七
六
年
。
日
本
教
育
史
基
本
文
献
・
史
料
叢
書
17
：
大

空
社
、
一
九
九
二
年
）
本
論
第
三
章
。 

（
14

）
本
論
文
第
三
章
第
一
・
二
節
に
も
詳
し
く
述
べ
る
。 

（
15

）
本
論
文
第
二
章
第
二
節
参
照
。 

（
16

）
小
林
芳
規
『
〈
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
〉
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
）
第
五
章
第
四
節
第
二
項
、
同
氏
「
金
澤

文
庫
本
群
書
治
要
の
訓
点
」（
『
群
書
治
要
㈦
』
古
典
研
究
会
叢
書 

漢
籍
之
部
15
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』

で
は
、
少
な
く
と
も
頼
業
以
来
の
清
原
家
説
が
忠
実
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
（
表
記
面
で
の
改
変
は
あ
る
）
の
に
対
し
、
同
『
群
書
治
要
』
で
は
、
刊
本
に

よ
っ
た
本
文
を
採
用
し
た
り
、
訓
読
法
が
鎌
倉
時
代
語
と
し
て
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。 

（
17

）
清
原
家
を
中
心
に
「
正
幾
」
な
ど
と
注
記
す
る
伝
統
に
つ
い
て
は
、
王
孫
涵
之
「
『
礼
記
子
本
疏
義
』
分
巻
考―

清
家
『
礼
記
』
証
本
の
義
疏
巻
数
記
号
を

手
掛
か
り
と
し
て―

」
（
「
東
方
学
」
一
四
二
、
二
〇
二
一
年
七
月
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

（
18

）
小
助
川
貞
次
「
尚
書
正
義
と
の
関
係
か
ら
見
た
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
の
問
題
」（
石
塚
晴
通
教
授
退
職
記
念
会
編
『
日
本
学
・
敦
煌
学
・
漢
文
訓
読
の
新

展
開
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
。 

（
19

）
頼
業
よ
り
二
歳
年
長
に
当
た
る
藤
原
頼
長
の
日
記
『
台
記
』
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
三
月
三
十
日
条
に
、「
春
秋
正
義
巻
第
十
八
了
。
酉
刻
、
此
間
終
日

見
正
義
〈
案
義
之
間
、
不
過
一
巻
半
分
〉
」
と
あ
り
、
同
時
代
の
『
春
秋
正
義
』
学
習
の
一
斑
が
窺
わ
れ
る
。 
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（
20

）
近
衛
家
と
清
原
家
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
第
六
章
に
、
鎌
倉
前
期
に
於
け
る
事
例
を
述
べ
た
。 

（
21

）
本
論
文
第
三
章
第
三
節
に
も
詳
し
く
述
べ
る
。 

（
22

）
足
利
衍
述
『
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
』（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
二
年
。
復
刻
版
：
有
明
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
第
三
編
第
十
三
章
第
三
節
、
沼

本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
八
二
年
）
第
二
部
第
一
章
第
一
節
。
沼
本
氏
は
、
「
既
に
早
く
平

安
中
期
に
お
い
て
、
経
書
訓
読
の
際
、
経
典
釈
文
に
よ
る
と
い
う
態
度
が
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
、
ま
た
、
そ
の
態
度
は
「
大
学
寮
に
お
け

る
学
問
態
度
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
さ
れ
る
（
六
三
五
頁
）
。 

（
23

）
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
』
総
論
篇
（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
五
四
年
。
改
訂
版
：
勉
誠
社
、
一
九
七
九
年
）
第
一
編
第
一
章
。 

（
24

）
本
論
文
第
二
章
第
四
節
に
も
詳
し
く
述
べ
る
。 

（
25

）
川
瀬
一
馬
「
駿
河
御
譲
本
の
研
究
」（
『
日
本
書
誌
学
之
研
究
』
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
四
三
年
。
再
版
：
講
談
社
、
一
九
七
一
年
。
初
出
は
一
九
三

四
年
一
〇
月
）
、
同
氏
『
日
本
に
お
け
る
書
籍
蒐
蔵
の
歴
史
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
年
。
再
版
：
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）
。 

（
26

）
二
〇
二
二
年
十
二
月
現
在
、h

t
t
p
s
:
/
/
d
b
2
.
s
i
d
o
.
k
e
i
o
.
a
c
.
j
p
/
k
a
n
s
e
k
i
/
T
_
b
i
b
_
s
e
a
r
c
h
.
p
h
p

に
て
閲
覧
可
能
。 

    

♢
「
版
本
目
录
学
研
究
」
第
十
二
輯
（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
）
に
、
「
師
顧
堂
影
印
金
澤
文
庫
本
《
春
秋
經
傳
集
解
》
解
題
」
と
題
し
て
中
国
語
版
（
喬
秀

岩
氏
・
葉
純
芳
氏
訳
）
を
掲
載
し
た
。 
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第
二
章 

金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
奥
書
と
伝
来 

  
は
じ
め
に 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
三
十
巻
は
、
院
政
鎌
倉
期
の
清
原
家
で
行
わ
れ
た
春
秋
学
の
様
相
を
現
在
に
伝
え
る
も
の
と
し

て
知
ら
れ
る
。 

こ
の
巻
子
本
の
大
部
分
は
、
鎌
倉
幕
府
の
中
枢
に
あ
っ
た
北
条
実
時
（
一
二
二
四―

一
二
七
六
）
が
、
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
か
ら
文
永
二
年
（
一
二

六
五
）
の
間
に
、
清
原
頼
業
（
一
一
二
二―

一
一
八
九
）
の
孫
に
当
た
る
清
原
教
隆
（
一
一
九
九―

一
二
六
五
）
よ
り
、『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
訓
説
の
伝

授
を
受
け
る
た
め
に
書
写
し
て
用
い
た
本
を
、
実
時
の
子
篤
時
が
文
永
四
年
十
月
十
一
日
か
ら
翌
五
年
七
月
十
四
日
に
か
け
て
、
さ
ら
に
写
し
た
も
の
か

ら
な
る
。
篤
時
は
そ
れ
に
次
い
で
文
永
五
・
六
年
の
う
ち
に
、
教
隆
の
子
で
あ
る
直
隆
（
一
二
三
四―

一
二
九
九
）
・
俊
隆
（
一
二
四
一―

一
二
九
〇
）
兄

弟
か
ら
伝
授
を
受
け
た
。 

但
し
、
巻
十
四
・
十
五
・
二
十
三
・
二
十
六
の
四
巻
は
こ
の
限
り
で
は
な
く
、
巻
十
四
・
十
五
は
後
の
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
に
、
篤
時
の
弟
顕
時

（
一
二
四
八―

一
三
〇
一
）
が
、
俊
隆
本
（
「
音
博
士
俊
隆
真
人
之
本
」
）
を
書
写
し
新
造
し
た
も
の
、
巻
二
十
三
・
二
十
六
は
実
時
が
伝
授
を
受
け
る
に
当

た
っ
て
書
写
し
た
と
き
に
生
じ
た
原
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
巻
は
、
各
巻
の
奥
書
に
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
弘
安
元
年
に
は
顕
時
が
俊
隆
か
ら
伝
授
を
受

け
る
の
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
後
の
嘉
元
三
・
四
年
（
一
三
〇
五
・
〇
六
）
、
顕
時
の
子
貞
顕
（
一
二
七
八―

一
三
三
三
）
が
、
清
原
家
嫡
流
の
良
枝
・
宗
尚

父
子
か
ら
伝
授
さ
れ
た
際
に
も
用
い
ら
れ
た
。 

こ
の
よ
う
な
二
十
六
巻
と
四
巻
（
二
巻 

＋ 

二
巻
）
と
の
取
り
合
わ
せ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
は
、
鎌
倉
幕
府
と
い
う

有
力
な
為
政
者
側
の
要
請
に
応
え
る
形
で
、
明
経
道
の
博
士
家
で
あ
る
清
原
家
か
ら
、
好
学
で
知
ら
れ
た
金
沢
北
条
氏
に
対
し
て
伝
授
さ
れ
た
も
の
と
言
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う
こ
と
が
で
き
、
斐
紙
を
用
い
た
料
紙
の
使
い
方
も
豪
勢
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
伝
授
に
際
し
、
鎌
倉
へ
下
向
し
て
い
た
清
原
教
隆
と
そ
の
子
た
ち
の
果
た

し
た
役
割
は
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
。 

 
一
、
「
外
記
大
夫
本
」
と
は
何
か 

前
述
の
う
ち
、
北
条
篤
時
が
伝
授
を
受
け
る
経
緯
に
つ
い
て
、『
図
書
寮
典
籍
解
題
』
漢
籍
篇
（
二
二
頁
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
を
加
え
て
い
る
（
傍

線
引
用
者
）
。 

 

実
時
の
子
篤
時
は
教
隆
の
子
直
隆
・
俊
隆
か
ら
伝
授
を
受
け
た
。
そ
の
際
篤
時
は
、
実
時
の
書
写
本
を
写
し
、
そ
れ
を
直
隆
が
実
時
書
写
の
原
本
た

る
教
隆
本
（
外
記
大
夫
本
）
と
俊
隆
本
（
音
博
士
本
）
と
に
よ
つ
て
校
勘
し
、
文
永
五
年
七
月
十
七
日
か
ら
翌
年
十
月
廿
一
日
ま
で
約
十
五
箇
月
間

に
、
全
三
十
巻
を
直
隆
・
俊
隆
兄
弟
が
折
半
し
て
各
巻
交
互
に
伝
授
し
て
い
る
。 

 

傍
線
の
う
ち
、
校
勘
し
た
人
物
が
実
は
清
原
直
隆
で
は
な
く
て
北
条
篤
時
自
身
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
佐
藤
道
生
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
（
１
）
。 

こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
章
で
は
ま
ず
、
『
図
書
寮
典
籍
解
題
』
が
「
教
隆
本
」
だ
と
す
る
「
外
記
大
夫
本
」
と
は
果
た
し
て
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

み
た
い
。 

そ
こ
で
、
そ
の
「
外
記
大
夫
本
」
に
よ
っ
て
校
勘
を
行
っ
た
と
す
る
記
事
を
持
つ
一
例
と
し
て
、
巻
十
八
の
奥
書
を
、
こ
こ
で
は
参
照
し
て
お
こ
う
（
読

点
の
ほ
か
丸
数
字
と
相
当
す
る
西
暦
を
補
っ
た
。
以
下
同
）
。 
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〔
巻
十
八
〕 

本
奥
云 

①
弘
長
二
年
〔
一
二
六
二
〕
四
月
十
九
日
、
以
家
秘
説
奉
授
越
州
使
君
尊
閤
了 

 

前
参
河
守
清
原
〈
在
判
〉 

書
本
奥
云 

古
本
奥
云 

②
治
承
四
年
〔
一
一
八
〇
〕
仲
冬
十
日
、
於
攝
州
、
重
見
合
家
本
畢
、
于
時
關
東
兵
起
、
稱
義
挙
、
台
岳
恃
乱
、
勸
還
都
、
鶴
髪
前
儒
、
獨
耆
左
史
、

類
杜
預
之
居
襄
陽
也
、
酔
後
之
狂
筆
而
已 

 

大
外
史
《
在
御
判
》 

③
文
永
五
年
〔
一
二
六
八
〕
九
月
廿
二
日
、
以
外
記
大
夫
本
一
挍
畢 

本
奥
云 

古
本
奥
云 

④
〈
上
総
殿
御
筆
〉
甲
子
之
歳
〔
一
〇
八
四
〕
霜
月
廿
四
日
、
讀
合
畢 

⑤
保
延
六
〔
一
一
四
〇
〕
正
廿
、
重
合
ー
〈
此
字
不
被
見
解
〉
朝
之
摺
本
畢 

 

頼
ー 

⑥
仁
平
四
年
〔
一
一
五
四
〕
正
月
十
日
、
申
刻
、
以
或
本
并
正
義
讀
合
畢 

 

直
講
〈
在
御
判
〉 

⑦
久
壽
二
年
〔
一
一
五
五
〕
九
月
廿
四
日
、
辰
刻
、
見
合
或
本
畢 

⑧
長
寛
二
年
〔
一
一
六
四
〕
四
月
十
三
日
、
以
證
本
挍
合
畢 

 

造
酒
正
清
原
祐
安 

⑨
治
承
四
年
〔
一
一
八
〇
〕
仲
冬
十
日
、
於
攝
州
、
重
見
合
家
本
畢
、
于
時
關
東
兵
起
、
稱
義
舉
、
台
岳
恃
乱
、
勸
還
都
、
鶴
髪
前
儒
、
獨
嗜
左
史
、

類
杜
預
之
居
襄
〈
陽
〉
也
、
酔
後
之
狂
筆
而
已 

 

大
外
史
〈
在
御
判
〉 

⑩
治
承
五
年
〔
一
一
八
一
〕
三
月
八
日
、
授
良
業
畢 

〈
在
御
判
〉 

⑪
壽
永
三
年
〔
一
一
八
四
〕
二
月
七
日
、
重
讀
畢 

 

良
業 

⑫
建
暦
二
年
〔
一
二
一
二
〕
五
月
十
七
日
、
以
家
秘
説
授
愚
息
仲
宣
畢 

 

助
教
仲
隆 
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⑬
貞
應
元
年
〔
一
二
二
二
〕
五
月
十
六
日
、
授
仲
光
畢 

仲
光
者
教
隆
之
本
名
也 

〈
在
御
判
〉 

⑭
天
福
元
年
〔
一
二
三
三
〕
八
月
廿
二
日
、
以
家
之
證
本
加
挍
點
畢 

 

直
講
清
原
〈
在
判
〉 

⑮
延
應
二
年
〔
一
二
四
〇
〕
三
月
廿
五
日
、
以
家
説
授
隆
尚
畢 

 

助
教
〈
在
判
〉 

⑯
正
嘉
元
年
〔
一
二
五
七
〕
八
月
十
日
、
書
寫
畢 

 

孔
門
貫
首
〈
在
判
〉 

⑰
正
嘉
元
年
〔
一
二
五
七
〕
九
月
五
日
、
以
累
代
秘
説
手
身
挍
點
畢
、
雖
一
字
一
點
、
不
借
他
人
之
手
者
也
、
于
時
在
花
洛 

 

明
經
得
業
生
清
原

直
隆
〈
在
判
〉 

⑱
文
永
六
年
〔
一
二
六
九
〕
四
月
十
三
日
、
以
累
家
秘
説
、
捧
越
後
次
郎
尊
閤
畢 

 

音
博
士
清
原(

花
押)

 

 

こ
の
巻
十
八
奥
書
を
整
理
す
る
と
、
大
ま
か
に
言
っ
て
、
実
時
本
か
ら
転
記
し
た
本
奥
書
（
①
・
②
）
、「
外
記
大
夫
本
」
と
の
校
合
奥
書
お
よ
び
そ
こ
か

ら
転
記
し
た
本
奥
書
（
③
～
⑰
）
、
俊
隆
か
ら
篤
時
へ
の
伝
授
奥
書
（
⑱
）
、
の
三
つ
の
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
書
写
時
に
記
さ

れ
る
べ
き
①
・
②
と
、
文
永
五
・
六
年
の
校
合
・
伝
授
時
に
書
き
足
さ
れ
る
③
以
降
と
は
、
明
ら
か
に
筆
致
が
異
な
っ
て
い
る
。 

各
記
事
の
年
代
に
鑑
み
れ
ば
、
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
の
校
合
時
の
「
外
記
大
夫
本
」
の
奥
書
に
は
、「
古
本
」
よ
り
転
写
さ
れ
た
分
か
ら
始
ま
っ
て

正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
の
直
隆
に
よ
る
書
写
・
校
点
奥
書
ま
で
（
④
～
⑰
）
が
元
来
記
さ
れ
て
い
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。 

す
る
と
、
こ
の
こ
と
は
篤
時
が
校
合
対
象
と
し
た
「
外
記
大
夫
本
」
の
所
有
者
が
、
す
で
に
そ
の
書
写
・
校
点
を
行
っ
た
清
原
直
隆
で
あ
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
「
外
記
大
夫
本
」
と
い
う
呼
称
自
体
も
、
同
時
期
、
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
伝
授
奥
書
に
「
朝
請
大
夫
」
と
署

名
す
る
直
隆
の
位
階
に
は
符
合
し
て
い
る
。
ま
た
、「
音
博
士
本
」
が
弟
の
俊
隆
本
で
あ
る
の
に
、
巻
三
十
奥
書
で
「
此
書
一
部
卅
巻
、
以
或
外
記
大
夫
本
、

或
音
博
士
本
、
重
一
挍
畢
」
と
言
っ
て
、
そ
れ
に
並
び
称
さ
れ
る
「
外
記
大
夫
本
」
が
、
文
永
二
年
に
す
で
に
歿
し
て
い
る
父
教
隆
の
本
で
あ
る
と
い
う
の

は
、
些
か
不
自
然
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。 

な
お
、
「
外
記
大
夫
本
」
に
よ
っ
て
校
勘
を
行
っ
た
と
す
る
記
事
は
、
巻
七
・
十
六
・
十
七
・
十
八
・
十
九
・
二
十
・
二
十
一
・
二
十
二
・
二
十
四
・
二
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十
五
・
二
十
七
・
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十
の
各
奥
書
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
九
日
ま
で
の
出
来
事
と
し

て
ま
と
ま
る
。
そ
し
て
、
こ
の
う
ち
、
巻
十
七
・
二
十
一
・
二
十
四
を
除
い
て
は
、
前
掲
の
巻
十
八
と
同
様
の
構
造
で
、「
外
記
大
夫
本
」
か
ら
転
記
し
た

本
奥
書
中
の
最
末
尾
に
、
直
隆
に
よ
る
書
写
・
加
点
奥
書
も
し
く
は
父
教
隆
か
ら
伝
授
を
受
け
た
旨
の
奥
書
が
写
さ
れ
て
い
る
。 

『
図
書
寮
典
籍
解
題
』
の
記
述
の
う
ち
、
校
勘
し
た
人
物
が
実
は
清
原
直
隆
で
な
く
北
条
篤
時
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
以
上
、
こ
の
「
外
記
大
夫

本
」
も
ま
た
「
直
隆
本
」
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

二
、
北
条
実
時
が
書
写
に
用
い
た
原
本
は
教
隆
本
と
い
え
る
か 

通
常
、
伝
授
に
於
い
て
被
伝
授
者
は
、
伝
授
者
と
な
る
儒
者
が
所
持
す
る
本
の
本
文
を
書
写
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
を
北
条
実

時
に
対
す
る
伝
授
に
当
て
嵌
め
た
場
合
、
伝
授
者
は
清
原
教
隆
で
あ
る
か
ら
、
実
時
が
書
写
に
用
い
た
本
は
、
教
隆
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
事
実
、
実
時
が
書
写
校
点
に
用
い
た
本
は
「
参
州
之
本
」「
清
大
外
記
教
隆
本
」
で
あ
る
な
ど
と
奥
書
に
も
明
記
さ
れ
て
お
り
、
実
時
方
は
全
巻
に
わ

た
っ
て
、
そ
の
原
本
を
教
隆
本
と
認
識
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
奥
書
の
記
載
を
詳
し
く
検
討
す
る
と
、
厳
密
に
は
そ
う
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
場
合
も
あ
る
か
ら
、
以
下
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

第
一
に
、
同
じ
く
佐
藤
氏
の
研
究
に
よ
り
、
巻
二
十
三
・
二
十
六
の
二
巻
は
、
北
条
実
時
が
清
原
教
隆
か
ら
伝
授
を
受
け
た
と
き
の
原
本
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
て
い
る
（
２
）
。
そ
の
奥
書
を
、
巻
二
十
六
を
例
に
、
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。 

 〔
巻
二
十
六
〕 

①
文
永
二
年
〔
一
二
六
五
〕
正
月
十
一
日
、
以
清
参
州
之
本
書
写
點
挍
了 

書
本
奥
云 

本
奥
云 
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②
養
和
元
年
〔
一
一
八
一
〕
七
月
廿
六
日
、
授
良
別
駕
了 

〈
在
御
判
〉 

③
元
暦
元
年
〔
一
一
八
四
〕
五
月
廿
九
日
、
重
受
御
説
了 

 

主
水
正
良
業 

④
建
保
二
年
〔
一
二
一
四
〕
九
月
十
六
日
、
授
家
説
於
仲
宣
了 

 

散
班
〈
在
御
判
〉 

⑤
正
元
〻
年
〔
一
二
五
九
〕
六
月
六
日
、
書
寫
了 

 

筑
州
別
駕
〈
在
判
〉 

⑥
同
年
同
月
十
五
日
、
以
累
代
之
秘
説
手
身
挍
點
了 

 

筑
後
介
直
隆 

⑦
弘
安
元
年
〔
一
二
七
八
〕
六
月
三
日
、
以
家
説
奉
授
越
後
左
近
大
夫
将
監
尊
閤
畢 

 

音
博
士
清
原(

花
押)

 

⑧
嘉
元
四
年
〔
一
三
〇
六
〕
四
月
十
一
日
、
以
家
説
奉
授
越
後
守
殿
了 

 

直
講
清
原(

花
押)

 

 

こ
れ
も
年
代
か
ら
見
て
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
「
清
参
州
之
本
」
よ
り
転
記
し
た
奥
書
の
う
ち
に
、
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
の
清
原
直
隆
に
よ

る
書
写
・
校
点
奥
書
ま
で
（
②
～
⑥
）
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
巻
二
十
三
の
奥
書
も
ほ
ぼ
同
様
で
、
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）

の
直
隆
に
よ
る
書
写
・
校
点
奥
書
を
有
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
実
時
が
書
写
し
伝
授
を
受
け
た
と
き
の
原
本
な
の
で
あ
り
、
後
の
篤
時
に
よ
る
転
写

な
ら
び
に
直
隆
・
俊
隆
本
と
の
校
合
を
経
て
い
な
い
は
ず
の
本
で
あ
る
。
す
る
と
、
こ
う
し
た
北
条
実
時
が
書
写
に
用
い
た
原
本
で
あ
っ
て
も
、
す
で
に

そ
の
時
点
で
教
隆
の
子
直
隆
の
手
を
経
て
い
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
教
隆
が
書
写
の
た
め
に
提
供
し
た
「
清
参
州
之
本
」
の
内
実
は
、
一
世
代
下

の
「
直
隆
本
」
の
場
合
が
あ
っ
た
と
言
え
る
と
思
わ
れ
る
。 

そ
こ
で
第
二
に
、
前
節
で
除
外
し
た
巻
十
七
・
二
十
一
・
二
十
四
の
三
巻
に
関
し
て
考
え
た
い
。
例
と
し
て
、
巻
二
十
一
の
奥
書
を
、
左
に
引
用
す
る
。 

 〔
巻
二
十
一
〕 

本
奥
云 

①
文
永
二
年
〔
一
二
六
五
〕
十
月
十
一
日
、
以
清
大
外
記
教
隆
本
書
寫
挍
點
了 
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本
奥
云 

本
奥
云 

②
治
承
五
年
〔
一
一
八
一
〕
四
月
廿
七
日
、
授
説
於
良
別
駕
了 

 

在
御
判 

③
元
暦
元
年
〔
一
一
八
四
〕
五
月
四
日
、
雨
中
重
受
御
説
了 

 

主
水
正
良
業 

④
建
暦
三
年
〔
一
二
一
三
〕
霜
月
第
廿
日
、
以
家
秘
説
授
愚
息
仲
宣
了 

 

國
子
助
教
《
在
御
判
》 

⑤
延
應
二
年
〔
一
二
四
〇
〕
四
月
九
日
、
以
家
説
授
愚
息
隆
尚
了 

 

助
教
在
判 

⑥
正
嘉
二
年
〔
一
二
五
八
〕
七
月
八
日
、
手
身
書
寫
了 
 

鸞
臺
録
事
清
原
《
在
判
》 

⑦
同
年
同
月
廿
日
、
以
累
代
之
秘
説
挍
點
了
、
雖
為
一
字
一
點
、
不
借
他
人
之
手
而
已
、
于
時
涼
風
拂
軒
陰
雨
霑
砌
者
也 

 

權
少
外
記
直
隆 

⑧
文
永
五
年
〔
一
二
六
八
〕
十
月
一
日
、
以
外
記
大
夫
本
一
挍
畢
、
奥
書
同 

⑨
文
永
六
年
〔
一
二
六
九
〕
六
月
廿
七
日
、
以
累
家
秘
説
奉
授
越
後
次
郎
尊
閤
畢 

 

音
博
士
清
原(

花
押)

 

 

こ
こ
か
ら
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
⑧
に
見
え
る
「
奥
書
同
」
の
記
載
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
外
記
大
夫
本
」
（
直
隆
本
で
あ
ろ
う
こ
と
は
前
節
で
述
べ
た
）

と
の
校
合
の
際
、
そ
れ
に
「
清
大
外
記
教
隆
本
」
か
ら
移
写
し
た
は
ず
の
奥
書
（
②
～
⑦
）
と
同
一
の
奥
書
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
①
～
⑦

と
⑧
・
⑨
と
で
は
筆
致
が
大
き
く
異
な
る
。
巻
十
七
・
二
十
四
も
同
様
で
、「
教
隆
本
」
と
称
さ
れ
る
本
か
ら
転
記
し
た
本
奥
書
の
末
尾
に
、
い
ず
れ
も
直

隆
の
書
写
・
校
点
奥
書
が
載
せ
ら
れ
て
い
て
、
後
に
「
外
記
大
夫
本
」
と
校
合
し
た
際
に
は
「
奥
書
同
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。 

巻
二
十
一
を
例
と
す
れ
ば
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
の
北
条
実
時
は
、
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
の
清
原
直
隆
に
よ
る
奥
書
ま
で
（
②
～
⑦
）
が
あ
る

本
を
、
そ
も
そ
も
書
写
に
用
い
て
い
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
書
写
元
の
本
は
「
清
大
外
記
教
隆
本
」
と
は
称
し
て
も
、
実
体
は

「
直
隆
本
」
と
言
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
な
ら
ば
、
奥
書
が
同
じ
で
あ
っ
た
の
は
必
然
に
思
わ
れ
る
。
清
原
教
隆
が
持
参
し
、
実

時
に
よ
る
書
写
に
供
さ
れ
た
原
本
は
、
当
然
、
清
原
家
に
返
却
さ
れ
て
、
そ
の
書
写
・
校
点
者
で
あ
る
子
直
隆
の
所
有
に
戻
り
、
後
に
篤
時
に
よ
る
校
合
に

供
さ
れ
る
「
外
記
大
夫
本
」
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 
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こ
の
事
態
は
、「
外
記
大
夫
本
」
だ
け
で
な
く
、「
音
博
士
本
」
を
例
に
と
っ
て
も
、
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
に
は
、
巻
十
一
の
奥
書

に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

 〔
巻
十
一
〕 

本
奥
云 

①
文
永
二
年
〔
一
二
六
五
〕
十
二
月
廿
五
日
、
以
故
大
外
史
之
本
書
寫
移
點
校
合
了 

本
奥
云 

②
文
永
元
年
〔
一
二
六
四
〕
三
月
廿
二
日
、
書
寫
了 

 

散
位
清
原
俊
隆 

③
同
廿
八
日
、
以
摺
本
付
釋
文
了 

④
文
永
元
年
〔
一
二
六
四
〕
四
月
十
一
日
、
加
朱
點
墨
點
、
其
功
既
訖
、
此
書
受
説
之
本(

一
字
見
消)

本
、
傳
而
在
長
先(

兄)

大
儒
遺
跡
、
爲
子
孫

證
本
、
加
老
年
之
功
而
已 

 

前
参
河
守
清
原
〈
在
判
〉 

⑤
文
永
五
年
〔
一
二
六
八
〕
十
月
一
日
、
以
音
博
士
本
一
挍
畢
、
奥
書
上(

一
字
見
消)

同 

⑥
文
永
五
年
〔
一
二
六
八
〕
十
二
月
九
日
、
以
家
秘
説
奉
授
越
後
次
郎
尊
閤
畢 

 

音
博
士
清
原(

花
押)

 

 

こ
れ
も
、
実
時
本
の
書
写
元
の
本
で
あ
る
「
故
大
外
史
之
本
」
が
、
清
原
俊
隆
が
書
写
し
音
注
を
加
え
、
父
の
教
隆
が
俊
隆
の
た
め
に
加
点
し
た
本
、
す

な
わ
ち
後
の
「
音
博
士
本
」
と
同
一
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
校
合
時
に
奥
書
が
合
致
し
、
⑤
に
「
奥
書
同
」
と

記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
例
え
ば
、
前
節
に
掲
げ
た
巻
十
八
奥
書
の
中
で
は
、
篤
時
が
「
外
記
大
夫
本
」
（
直
隆
本
）
か
ら
移
写
し
た
記
事
（
④
～
⑰
）
に
よ
っ
て
、
そ
の

本
文
や
訓
説
が
、
頼
業
の
祖
父
に
当
た
り
「
上
総
殿
」
と
称
さ
れ
る
定
康
（
一
〇
四
二―
一
一
一
三
）
か
ら
、
直
隆
に
至
る
ま
で
六
代
に
わ
た
る
相
伝
を
経
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た
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
う
ち
⑨
は
、
実
時
が
す
で
に
移
写
し
て
い
た
②
と
全
く
同
一
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
治
承
四
年

（
一
一
八
〇
）
、
内
乱
の
最
中
、
福
原
京
に
い
た
五
十
九
歳
の
清
原
頼
業
が
、
自
身
を
、
西
晋
の
太
康
元
年
（
二
八
〇
）
、
襄
陽
に
於
い
て
同
年
齢
で
『
春
秋

経
伝
集
解
』
な
ど
を
撰
定
し
た
杜
預
（
二
二
二―

二
八
四
）
に
な
ぞ
ら
え
た
内
容
で
、
奥
書
の
中
で
も
極
め
て
往
時
へ
の
興
趣
に
溢
れ
た
記
載
と
言
え
る
。 

巻
十
八
の
よ
う
に
、
記
事
の
重
な
り
が
見
ら
れ
る
巻
は
他
に
も
あ
る
が
（
巻
十
九
・
二
十
・
二
十
二
な
ど
）
、
こ
れ
ら
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
実
時
が

教
隆
か
ら
借
り
て
書
写
に
用
い
た
本
と
、
篤
時
が
校
合
の
対
象
と
し
た
直
隆
本
あ
る
い
は
俊
隆
本
と
が
、
元
来
同
一
の
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
実
時
に
よ
る
奥
書
の
転
記
は
興
趣
あ
る
記
事
の
抜
書
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
篤
時
に
よ
っ
て
同
一
の
本
と
の
校
合
が
な
さ
れ
た
際
に
は
全
て
の

奥
書
が
移
写
さ
れ
た
と
す
る
解
釈
も
想
定
し
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

北
条
実
時
が
清
原
教
隆
か
ら
借
り
受
け
た
本
は
、「
教
隆
本
」
と
は
称
し
て
も
、
実
体
は
教
隆
所
用
の
本
な
の
で
は
な
く
、
そ
の
子
の
直
隆
あ
る
い
は
俊

隆
の
所
持
し
た
本
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
一
の
本
が
、
後
の
篤
時
に
よ
る
校
合
に
使
用
さ
れ
た
場
合
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

三
、
清
原
家
に
於
け
る
伝
授
の
様
態
と
の
関
連 

清
原
教
隆
（
本
名
仲
光
）
が
、
年
少
の
頃
、
『
春
秋
経
伝
集
解
』
に
つ
い
て
庭
訓
を
受
け
た
相
手
は
、
勿
論
、
父
の
仲
隆
（
一
一
五
五―

一
二
二
五
）
で

あ
り
、
教
隆
十
七
歳
の
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
か
ら
二
十
四
歳
の
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
の
間
の
出
来
事
と
し
て
、
金
澤
文
庫
本
奥
書
の
う
ち
に
も
明

記
さ
れ
て
い
る
（
巻
一
・
六
・
十
三
・
十
五
・
十
七
・
十
八
）
。
仲
隆
は
、
さ
ら
に
そ
の
父
で
あ
る
頼
業
か
ら
庭
訓
を
受
け
た
に
相
違
な
い
は
ず
だ
が
、
そ

の
こ
と
を
、
金
澤
文
庫
本
奥
書
の
う
ち
に
見
出
す
こ
と
は
一
切
出
来
な
い
。
対
し
て
、
頼
業
と
そ
の
嫡
男
良
業
（
一
一
六
四―

一
二
一
〇
）
と
の
父
子
間
で

の
会
読
の
事
実
を
示
す
奥
書
を
持
つ
も
の
は
、
全
三
十
巻
の
う
ち
、
十
七
巻
に
及
ぶ
（
巻
三
・
四
・
五
・
七
・
八
・
十
・
十
三
・
十
五
・
十
七
・
十
八
・
二

十
・
二
十
一
・
二
十
二
・
二
十
三
・
二
十
四
・
二
十
五
・
二
十
六
）
。 

こ
の
よ
う
な
複
雑
な
事
情
の
背
景
に
は
、
清
原
家
に
於
け
る
特
殊
な
伝
授
の
あ
り
方
を
想
定
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
授
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者
と
な
る
父
の
所
用
本
の
本
文
に
は
直
接
依
拠
し
な
い
よ
う
な
あ
り
方
で
あ
る
。 

こ
れ
は
、
巻
三
十
奥
書
の
う
ち
に
、 

 
本
奥
云 
新
本
奥
書
云 

保
延
六
年
〔
一
一
四
〇
〕
二
月
七
日
、
亥
剋
、
向
殘
燈
合
摺
本
了
、
于
時
三
漏
頻
移
、
九
枝
纔
挑
了
、
但
去
年
正
月
廿
七
日
、
以
内
匠
允
重
憲
本
、

受
家
君
之
玄
訓
了
《
于
時
年
十
八
》 

 

東
市
正
清
原
頼
ー
《
業
》 

 と
の
記
事
が
見
ら
れ
、
清
原
頼
業
が
庭
訓
を
受
け
る
際
、
父
祐
隆
の
所
用
本
で
は
な
く
、
同
族
の
清
原
重
憲
の
本
を
用
い
た
と
さ
れ
る
の
と
も
合
致
す
る

あ
り
方
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。 

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
伝
授
の
再
現
性
を
高
め
る
上
で
は
、
被
伝
授
者
に
は
、
伝
授
者
自
身
の
所
用
本
で
は
な
く
、
子
の
所
持
本
を
書
写
さ

せ
た
方
が
、
効
果
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
伝
授
者
で
あ
る
清
原
教
隆
は
、
意
図
的
に
子
た
ち
の
所
持
本
を
実
時
に
貸
与
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。 

 

四
、
金
澤
文
庫
外
へ
の
流
出
以
降
の
伝
来 

本
章
の
最
後
に
、
こ
の
『
春
秋
経
伝
集
解
』
が
金
澤
文
庫
か
ら
流
出
し
、
現
在
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
蔵
さ
れ
る
ま
で
の
伝
来
を
、
川
瀬
一
馬
氏
ら
の
所
説

に
よ
り
な
が
ら
、
ま
と
め
て
お
こ
う
（
３
）
。 

河
内
本
系
の
最
善
本
と
い
わ
れ
る
尾
州
家
本
『
源
氏
物
語
』
は
、
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
、
北
条
実
時
の
入
手
し
た
金
澤
文
庫
本
と
さ
れ
る
が
、
室
町

前
期
（
応
永
年
間
頃
）
の
清
水
谷
実
秋
に
よ
る
補
写
と
称
す
る
帖
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
を
以
っ
て
、
足
利
義
満
・
義
持
の
頃
に
金
澤
文
庫
本
は
散
佚
し
始
め

た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
に
も
、
文
庫
外
に
本
が
流
出
し
た
と
思
し
き
徴
証
と
し
て
、
巻
十
四
・
十
五
・
十
六
・
二
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十
三
・
二
十
六
を
除
く
二
十
五
巻
の
巻
末
に
、
応
永
十
四
年
か
ら
十
六
年
（
一
四
〇
七―

〇
九
）
に
か
け
、
鎌
倉
山
内
の
酔
醒
軒
主
・
怡
な
る
人
物
が
こ
れ

を
一
覧
し
た
と
す
る
識
語
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
識
語
が
な
い
五
巻
中
四
巻
が
補
配
の
四
巻
に
当
た
る
こ
と
は
、
現
在
の
取
り
合
わ
せ
が
確
立
し
た
時
期
を

考
え
る
に
当
た
り
、
検
討
材
料
と
な
る
。 

金
澤
文
庫
旧
蔵
本
が
、
室
町
期
に
ど
こ
に
保
管
さ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
鎌
倉
近
辺
に
は
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
天
正
十
八
年
（
一
五

九
〇
）
、
小
田
原
征
伐
に
際
し
、
豊
臣
秀
次
（
一
五
六
八―

一
五
九
五
）
が
金
澤
文
庫
旧
蔵
本
を
奪
っ
て
行
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
に
、
こ
の
『
春

秋
経
伝
集
解
』
三
十
巻
も
ま
た
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
後
、
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
は
、
徳
川
家
康
（
一
五
四
二―

一
六
一
六
）
の
所
蔵
に
帰
す
。
家
康
の
手
に
入
っ
た
経
緯
は
、
『
駿
府
記
』

慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
四
月
二
十
六
日
条
に
「
相
国
寺
艮
西
堂
、
春
秋
左
氏
伝
三
十
巻
、
斉
民
要
術
十
巻
献
之
、
道
春
伝
之
云
々
」
と
あ
る
う
ち
の

「
春
秋
左
氏
伝
三
十
巻
」
が
こ
の
金
澤
文
庫
本
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
（
４
）
、
相
国
寺
派
の
文
嶺
承
艮
か
ら
献
上
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
川
瀬
氏
は
、
豊

臣
秀
次
と
西
笑
承
兌
（
一
五
四
八―

一
六
〇
八
）
と
の
関
係
性
か
ら
、『
謡
抄
』
編
纂
の
必
要
に
応
じ
て
、
相
国
寺
に
借
り
出
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
量
し

て
い
る
。 

好
学
の
家
康
は
、
生
涯
、
こ
の
『
春
秋
経
伝
集
解
』
を
座
右
に
置
い
た
と
い
う
。
家
康
歿
後
は
、
い
わ
ゆ
る
駿
河
御
譲
本
（
５
）

の
一
部
と
し
て
、
江
戸
の

将
軍
家
に
分
配
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
御
本
日
記
附
注
」（
６
）

巻
中
（
『
右
文
故
事
』
巻
二
）
に
「
左
伝 

巻
本
金
澤 

三
十
巻
」
の
著
録
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
証
さ
れ
る
。 

以
後
、
こ
の
金
澤
文
庫
本
は
、
紅
葉
山
文
庫
か
ら
内
閣
文
庫
を
経
て
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
、
宮
内
省
図
書
寮
の
所
蔵
と
な
っ
た
。 
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注 （
１
）
佐
藤
道
生
「
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
、
奥
書
の
再
検
討
」（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
漢
籍
研
究
会
編
『
図
書
寮
漢
籍
叢
考
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）
。 

（
２
）
注
（
１
）
前
掲
論
文
。 

（
３
）
川
瀬
一
馬
「
駿
河
御
譲
本
の
研
究
」（
『
日
本
書
誌
学
之
研
究
』
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
四
三
年
。
再
版
：
講
談
社
、
一
九
七
一
年
。
初
出
は
一
九
三

四
年
一
〇
月
）
、
『
日
本
に
お
け
る
書
籍
蒐
蔵
の
歴
史
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
年
。
再
版
：
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
参
照
。 

（
４
）
因
み
に
、
も
う
一
方
の
『
斉
民
要
術
』
（
金
澤
文
庫
本
）
は
、
現
在
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
（
存
九
巻
闕
巻
三
）
。
駿
河
御
譲
本
の
一
部
と
し

て
、
家
康
歿
後
の
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
正
月
七
日
付
で
尾
張
家
に
分
配
さ
れ
た
。
注
（
３
）
前
掲
「
駿
河
御
譲
本
の
研
究
」
第
七
項
参
照
。 

（
５
）
幕
府
（
紅
葉
山
文
庫
）
で
は
、
こ
の
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
な
ど
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に
江
戸
に
送
ら
れ
た
分
は
「
駿
河
御
文
庫
本
」
と

呼
び
、
家
康
生
前
の
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
に
秀
忠
に
贈
ら
れ
た
集
書
を
特
に
「
駿
府
御
譲
本
」
と
称
し
て
言
い
分
け
た
。
福
井
保
『
紅
葉
山
文
庫
』

（
郷
学
舎
、
一
九
八
〇
年
）
三
三―
三
七
頁
な
ど
参
照
。 

（
６
）
書
物
奉
行
近
藤
正
斎
（
一
七
七
一―

一
八
二
九
）
撰
。
林
羅
山
（
一
五
八
三―

一
六
五
七
）
が
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
十
一
月
八
日
付
で
駿
河
か
ら
江

戸
に
引
き
渡
し
た
書
物
の
目
録
『
御
本
日
記
』
を
考
証
し
た
も
の
。 

    

♢
二
〇
一
七
年
四
月
十
五
日
、
第
一
三
五
回
和
漢
比
較
文
学
会
例
会
（
於
京
都
精
華
大
学
）
で
「
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
奥
書
と
伝
授
」
と
題

し
て
口
頭
発
表
し
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
漢
籍
研
究
会
編
『
図
書
寮
漢
籍
叢
考
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
二
月
）
に
執
筆
し
た
。 
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第
三
章 

日
本
に
伝
存
す
る
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
本
文 

  
は
じ
め
に 

本
論
文
は
、
古
代
・
中
世
日
本
漢
学
と
言
う
研
究
領
域
に
属
す
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
研
究
領
域
が
、
現
在
、
東
ア
ジ
ア
、
延
い
て
は
世
界

全
体
へ
と
拡
が
る
中
国
学
研
究
の
中
に
接
続
す
る
と
す
れ
ば
、
如
何
な
る
こ
と
を
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
は
、
そ
の
一
案
と
し
て
、
前
近
代
の
日
本

で
経
書
を
専
門
と
し
た
明
経
道
の
博
士
家
で
あ
る
清
原
家
が
関
係
し
た
漢
籍
古
鈔
本
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
本
文
、
お
よ
び
、
そ
こ
で
構
築
さ
れ
た
学
説

を
、
清
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
中
国
の
学
者
た
ち
の
意
見
な
ど
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
日
本
伝
存
漢
籍
古
鈔
本
が
有
す
る
意
義
に
つ
い
て
見
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。 

紀
元
前
六
世
紀
頃
の
孔
子
に
淵
源
を
求
め
ら
れ
る
儒
教
の
経
典
を
は
じ
め
、
中
国
古
典
と
さ
れ
る
も
の
に
は
、
現
在
ま
で
優
に
二
千
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
そ
の
本
文
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
で
は
、
古
来
、
遅
く
と
も
六
世
紀
初
頭
よ
り
前
か
ら
、
絶
え
ず
、
中
国
文
化
を
、
主
に

漢
籍
を
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
容
し
て
き
た
。
古
代
か
ら
中
世
初
に
か
け
て
の
日
本
で
漢
籍
を
学
習
す
る
際
に
は
、
唐
鈔
本
そ
の
も
の
（
１
）

を
利
用

し
た
り
、
或
い
は
唐
鈔
本
を
原
本
と
し
て
転
写
し
た
本
を
使
用
し
た
り
し
た
。
宋
刊
本
が
登
場
し
、
そ
れ
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
十
世
紀
末
以
降

も
、
刊
本
が
一
気
に
主
流
と
な
っ
た
中
国
と
は
違
っ
て
、
日
本
に
は
、
人
間
の
手
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
鈔
本
こ
そ
を
書
物
本
来
の
姿
と
し
て
尊
ぶ
考
え

が
長
ら
く
残
存
し
た
。
そ
の
上
、
王
朝
交
替
に
伴
う
大
規
模
な
戦
乱
が
殆
ど
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
日
に
ま
で
伝
え
ら
れ
た
古
鈔
本
が
数
多
い
。

現
在
、
一
般
的
に
見
ら
れ
る
中
国
古
典
の
通
行
本
の
本
文
と
は
、
通
常
、
刊
本
が
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
宋
代
以
降
に
於
け
る
段
階
で
の
校
訂
を
経
て

い
る
も
の
で
、
そ
の
過
程
で
唐
代
以
前
に
は
流
布
し
て
い
た
本
文
が
失
わ
れ
た
り
改
変
さ
れ
た
り
し
た
場
合
も
あ
る
。
対
し
て
、
日
本
に
は
、
そ
れ
以
前

の
漢
籍
古
鈔
本
が
伝
存
す
る
た
め
に
、
中
国
で
は
も
は
や
見
る
こ
と
の
出
来
な
く
な
っ
て
い
た
唐
代
以
前
の
本
文
の
か
た
ち
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
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あ
る
。 

ま
た
、
日
本
に
伝
存
す
る
漢
籍
古
鈔
本
に
は
、
訓
点
や
、
家
説
な
ど
の
書
き
入
れ
と
い
っ
た
形
で
、
過
去
の
日
本
人
が
そ
れ
を
学
習
し
た
痕
跡
が
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
は
、
往
昔
の
日
本
人
が
如
何
に
漢
籍
を
学
習
し
受
容
し
て
き
た
の
か
、
そ
の
営
為
を
知
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。 

日
本
に
伝
存
す
る
漢
籍
古
鈔
本
に
は
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
唐
鈔
本
系
統
の
本
文
を
有
す
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
や
学
習
の
様
相
を
表
す
書
き
入
れ

が
見
ら
れ
る
こ
と
、
佚
存
書
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
い
っ
た
価
値
が
認
め
ら
れ
る
（
２
）

が
、
本
章
で
は
、
経
書
の
一
つ
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
日
本
伝
存
古
鈔

本
に
見
ら
れ
る
本
文
の
異
同
、
平
安
鎌
倉
期
の
日
本
人
が
学
習
し
た
痕
跡
な
ど
か
ら
、
日
本
伝
存
漢
籍
古
鈔
本
が
有
す
る
特
質
の
実
例
を
示
し
て
み
た
い
。 

 

一
、
清
原
家
に
於
け
る
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
本
文 

ま
ず
、
本
章
で
取
り
上
げ
る
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
日
本
伝
存
古
鈔
本
に
つ
い
て
述
べ
る
。『
春
秋
経
伝
集
解
』
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
平
安
時
代
と

鎌
倉
時
代
と
に
、
同
じ
清
原
家
の
学
者
が
関
係
し
た
鈔
本
が
現
存
し
て
い
て
、
比
較
す
る
上
で
興
味
深
い
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
。 

平
安
時
代
の
鈔
本
と
は
、
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
存
巻
第
十
（
宣
公
上
）
の
一
巻
で
あ
る
。
奥
書
に
「
點
了 

頼
業
」「
保
延
五
年
五
月

十
八
日
受
庭
訓
了 

頼
業
」
と
あ
り
、
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
、
清
原
頼
業
（
一
一
二
二―

一
二
八
九
）
が
十
八
歳
の
時
、
父
祐
隆
か
ら
庭
訓
を
授
か
る

際
に
用
い
た
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
本
文
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
金
澤
文
庫
本
巻
三
十
の
奥
書
中
に
頼
業
に
よ
る
識
語
を
移

写
し
て
「
以
内
匠
允
重
憲
本
、
受
家
君
之
玄
訓
了
」
と
い
い
、
清
原
家
内
で
は
本
文
テ
ク
ス
ト
自
体
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
も
う

少
し
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
３
）
。 

も
う
一
方
、
鎌
倉
時
代
の
鈔
本
と
は
、
現
在
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
蔵
さ
れ
る
金
澤
文
庫
旧
蔵
の
三
十
巻
（
金
澤
文
庫
本
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
頼
業
の
孫

に
当
た
る
清
原
教
隆
（
一
一
九
九―

一
二
六
五
）
、
お
よ
び
、
そ
の
子
の
直
隆
（
一
二
三
四―

一
二
九
九
）・
俊
隆
（
一
二
四
一―

一
二
九
〇
）
兄
弟
が
、
鎌

倉
に
下
向
し
て
、
北
条
実
時
（
一
二
二
四―

一
二
七
六
）
と
、
そ
の
子
の
篤
時
（
生
没
年
未
詳
）
な
ら
び
に
顕
時
（
一
二
四
八―

一
三
〇
一
）
に
家
説
を
伝
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授
す
る
の
に
際
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
存
本
の
書
写
年
代
と
し
て
は
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
か
ら
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
ま
で
の
間
に
収

ま
る
（
４
）
。 

両
者
は
、
書
写
さ
れ
て
学
習
に
用
い
ら
れ
た
年
代
に
百
三
十
年
ほ
ど
の
隔
た
り
こ
そ
あ
れ
、
訓
点
、
欄
外
の
注
記
や
行
間
の
傍
記
（
『
経
典
釈
文
』
の
網

羅
的
な
引
用
書
き
入
れ
な
ど
）
、
裏
書
（
主
に
『
春
秋
正
義
』
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
訓
説
）
ま
で
が
、
表
記
面
の
時
代
的
変
遷
を
反
映
し
た
小
異
は
認
め

ら
れ
る
も
の
の
、
よ
く
一
致
し
て
い
る
（
５
）
。
し
た
が
っ
て
、
三
十
巻
を
完
備
す
る
金
澤
文
庫
本
は
、
頼
業
が
大
成
し
た
と
さ
れ
る
清
原
家
の
左
伝
学
の
全

貌
を
今
日
に
伝
え
る
資
料
と
言
う
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
本
文
に
つ
い
て
見
る
と
、
東
洋
文
庫
蔵
本
と
金
澤
文
庫
本
と
の
間
で
、
そ
も
そ
も
書
写
さ
れ
た
字
句
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
次

の
よ
う
な
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 表 

 

所
在 

 
 

 
 

 
 

 
 

通
行
の
刊
本
の
本
文 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
洋
文
庫
蔵
本
の
異
同
箇
所 

 

金
澤
文
庫
本
の
異
同
箇
所 

１
宣
公
二
年
の
経
文
の
注 

 

而
稱
臣
以
弑
者
、
以
示
良
史
之
法 

 
 

 
 

 
 

 

以
殺
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
弑
者 

２
宣
公
二
年
の
伝
文
の
注 
 

傳
言
趙
盾
所
以
稱
人
、
且
爲
四
年
楚
滅
若
敖
氏
張
本 

以
稱
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
以
稱
人 

３
宣
公
二
年
の
伝
文
の
注 

 

以
明
於
例
應
稱
國
以
弑 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

國
以
殺
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

国
人
以
弑
也 

４
宣
公
二
年
の
伝
文 

 
 

 

君
能
有
終
、
則
社
稷
之
固
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

君
能
有
終 

 
 

 
 

 
 

 
 

君
又
有
終 

５
宣
公
二
年
の
伝
文 

 
 

 

君
能
補
過
、
衮
不
廢
矣 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

君
能
補
過 

 
 

 
 

 
 

 
 

君
肯
補
過 

６
宣
公
二
年
の
伝
文 

 
 

 

遂
扶
（
６
）

以
下 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

遂
扶
以
下 

 
 

 
 

 
 

 
 

遂
跣
以
下 

７
宣
公
二
年
の
伝
文 

 
 

 

乙
丑
、
趙
穿
攻
靈
公
於
桃
園 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
趙
穿
弑
靈
公 

 
 

 
 

 
 

 

趙
穿
煞
靈
公 

８
宣
公
二
年
の
伝
文
の
注 

 

盾
出
奔
、
聞
公
弑
而
還 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

聞
公
煞
而
還 

 
 

 
 

 
 

 

聞
公
弑
而
還
也 
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９
宣
公
二
年
の
伝
文 

 
 

 

大
史
書
曰
、
趙
盾
弑
其
君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

太
史
書
曰
、
趙
盾
煞
其
君 

 
 

太
史
書
曰
、
趙
盾
弑
其
君 

10
宣
公
二
年
の
伝
文
の
注 

 

餘
子
、
嫡
（
７
）

子
之
母
弟
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

適
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

嫡
子 

11
宣
公
三
年
の
伝
文
の
注 

 

漢
律
、
淫
季
父
之
妻
曰
報 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

淫 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

婬 

12
宣
公
四
年
の
経
文 

 
 

 

夏
、
六
月
、
乙
酉
、
鄭
公
子
歸
生
弑
其
君
夷 

 
 

 

殺 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

弑 

13
宣
公
四
年
の
伝
文 

 
 

 

夏
、
弑
靈
公 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

殺 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

弑 

14
宣
公
四
年
の
伝
文
の
注 

 

懼
譖
而
從
弑
君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

懼
譖
而
従
弑
（
君
ナ
シ
） 

 
 

懼
譖
而
従
殺
（
君
ナ
シ
） 

15
宣
公
八
年
の
経
文
の
注 

 

雖
死
、
以
尸
將
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
尸
行
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
尸
将
事 

16
宣
公
八
年
の
伝
文
の
注 

 
傳
言
楚
彊
、
呉
越
服
從 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

楚
殭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

楚
強 

17
宣
公
九
年
の
経
文
の
注 

 

三
與
文
同
盟 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
與
文
同
盟 

 
 

 
 

 
 

 

三
與
文
同
盟 

18
宣
公
十
年
の
伝
文
の
注 

 

蓋
以
夏
姬
淫
放
、
故
謂
其
子
多
似
以
爲
戲 

 
 

 
 

故
謂
其
子
多
似
為
戯
之
也 

 
 

故
謂
其
子
多
似
以
為
戯
也 

19
宣
公
十
一
年
の
経
文
の
注 

乃
復
封
陳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

封
陳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

討
陳 

20
宣
公
十
一
年
の
伝
文 

 
 

王
待
諸
郔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

延 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

郔 

21
宣
公
十
一
年
の
伝
文
の
注 

十
年
、
夏
徵
舒
弑
君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

殺 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

弑 

 

右
の
表
は
主
要
な
相
違
を
拾
っ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
の
他
、
異
体
字
の
使
用
や
助
字
の
有
無
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
多
く
の
本
文
異
同

と
言
う
べ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
校
注
の
書
き
入
れ
な
ど
は
見
受
け
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
第
一
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
本
文
が
異
な

る
と
い
う
点
は
、
や
は
り
注
目
に
値
す
る
と
思
う
。 

さ
て
、
そ
こ
で
、
東
洋
文
庫
蔵
本
（
存
巻
十
）
と
金
澤
文
庫
本
巻
十
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
両
者
は
、
と
も
に
清
原
家
の

学
者
（
頼
業
と
教
隆
。
祖
父
と
孫
の
間
柄
に
あ
る
）
が
関
係
し
た
本
で
あ
り
、
清
原
家
の
秘
説
を
伝
え
る
書
き
入
れ
が
同
様
に
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と



- 54 - 

か
ら
見
れ
ば
、
東
洋
文
庫
蔵
本
か
ら
金
澤
文
庫
本
へ
と
い
う
本
文
を
含
め
た
書
承
関
係
が
想
起
さ
れ
そ
う
（
８
）

だ
が
、
本
文
に
の
み
多
く
の
相
違
が
現
れ

て
い
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
際
、
両
者
の
本
文
が
直
接
的
な
書
承
関
係
を
有
す
る
と
す
る
の
は
誤
り
と
言
う
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。 

金
澤
文
庫
本
三
十
巻
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
極
め
て
詳
細
な
奥
書
が
記
さ
れ
、
当
該
巻
の
来
歴
に
つ
い
て
の
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
巻
十
の
奥

書
は
左
の
よ
う
で
あ
る
（
読
点
の
ほ
か
丸
数
字
と
相
当
す
る
西
暦
を
補
っ
た
。
丸
数
字
は
時
系
列
の
順
）
。 

 

〔
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
巻
十
奥
書
〕 

本
奥
云 

③
建
長
六
年
〔
一
二
五
四
〕
十
一
月
十
日
、
以
家
秘
説
奉
洒
掃
少
尹
尊
閤
畢 

 

前
参
河
守
清
原
〈
在
判
〉 

本
奥
云 

②
治
承
四
年
〔
一
一
八
〇
〕
十
二
月
八
日
、
授
良
別
駕
了
、
去
月
廿
六
日
、
車
駕
自
攝
州
還
于
平
安
亰 

 

大
外
記
〈
在
判
〉 

①
應
保
二
年
〔
一
一
六
二
〕
七
月
四
日
、
以
證
本
移
點
了 

 

造
酒
正
〈
在
判
〉 

④
文
永
五
年
〔
一
二
六
八
〕
十
一
月
十
七
日
、
以
累
家
之
秘
説
奉
授
于
越
州
才
郎
貴
殿
了 

 

朝
請
大
夫
清
原(

花
押)

 

 

時
系
列
の
順
に
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
事
実
が
把
握
で
き
る
。 

①
、
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
七
月
四
日
、
頼
業
の
弟
に
当
た
る
清
原
祐
安
（
９
）

が
証
本
か
ら
移
点
し
た
。
あ
く
ま
で
「
移
点
」
（
訓
点
を
書
き
移
す
）

で
あ
っ
て
、
本
文
の
書
写
に
関
す
る
記
述
で
な
い
点
に
注
意
し
た
い
。
祐
安
は
、
こ
の
直
前
ま
で
、
清
原
家
と
並
び
立
つ
明
経
道
の
博
士
家
で
あ
る
中
原

家
の
養
子
と
し
て
過
ご
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
（

10
）
、
こ
の
際
に
は
、
中
原
家
内
で
書
写
し
得
て
い
た
本
文
テ
ク
ス
ト
を
利
用
し
た
可
能
性
も
想

起
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
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②
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
十
二
月
八
日
に
、
清
原
頼
業
か
ら
、
四
男
（
後
に
嫡
男
）
の
良
業
（
一
一
六
四―

一
二
一
〇
）
に
対
す
る
伝
授
が
な
さ
れ

た
。
伝
授
は
一
対
一
の
読
み
合
わ
せ
形
式
で
行
わ
れ
る
も
の
（

11
）

だ
か
ら
、
師
弟
（
父
子
、
こ
の
場
合
で
は
頼
業
と
良
業
）
双
方
が
本
文
テ
ク
ス
ト
を
所

持
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
師
（
父
）
か
ら
弟
（
子
）
へ
と
訓
説
（
訓
点
お
よ
び
書
き
入
れ
の
内
容
な
ど
）
が
伝
授
さ
れ
る
。
こ
の
②
は
、
元

来
は
頼
業
の
良
業
に
対
す
る
加
証
奥
書
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
、
伝
授
の
際
に
子
の
良
業
の
所
持
し
て
い
た
本
が
①
の
奥
書
を
有
し
、
叔
父
祐

安
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
治
承
四
年
の
伝
授
の
際
、
被
伝
授
者
で
あ
る
子
の
良
業
は
、
伝
授

者
と
な
る
父
頼
業
の
所
持
本
（
例
え
ば
現
在
の
東
洋
文
庫
蔵
本
）
を
書
写
し
て
自
身
の
所
持
本
と
し
た
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
頼
業
が
、
父
祐
隆
か
ら
伝
授
（
庭
訓
）
を
授
か
る
際
に
父
の
所
持
本
を
書
写
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
異
な
る
「
内
匠
允
重
憲

本
」
を
使
用
し
た
と
す
る
の
と
共
通
す
る
傾
向
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。 

③
は
、
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
十
一
月
十
日
に
、
北
条
実
時
（
「
洒
掃
少
尹
」
）
が
清
原
教
隆
（
「
前
参
河
守
清
原
」
）
よ
り
伝
授
を
受
け
た
こ
と
を
示
す

加
証
奥
書
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
①
・
②
の
内
容
が
記
さ
れ
た
奥
書
を
有
す
る
本
が
、
実
時
に
よ
る
書
写
に
際
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

但
し
、
そ
の
書
写
原
本
は
、
こ
の
時
の
伝
授
者
と
な
っ
た
教
隆
の
所
持
本
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
他
の
巻
の
奥
書
の
様
相
か
ら
見
て
、
教
隆
の
子
の
直

隆
ま
た
は
俊
隆
の
所
持
本
で
あ
っ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
（

12
）
。
こ
の
建
長
六
年
の
伝
授
に
際
し
て
も
、
伝
授
者
（
清
原
教
隆
）
と
被
伝
授
者
（
北
条
実

時
）
と
が
所
持
す
る
本
文
テ
ク
ス
ト
は
、
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
、
頼
業
が
父
祐
隆
か
ら
庭
訓
を
受
け
た

際
、
ま
た
、
良
業
が
父
頼
業
か
ら
庭
訓
を
受
け
た
際
と
同
様
の
手
法
（
師
弟
で
所
持
す
る
本
文
系
統
を
違
え
る
）
だ
と
み
ら
れ
る
。 

④
は
、
③
の
際
に
生
じ
た
実
時
所
用
本
の
写
し
で
あ
る
金
澤
文
庫
本
巻
十
そ
の
も
の
の
伝
授
奥
書
（
加
証
奥
書
）
で
あ
り
、
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）

十
一
月
十
七
日
に
、
清
原
直
隆
（
「
朝
請
大
夫
清
原
」
）
が
北
条
篤
時
（
「
越
州
才
郎
」
）
に
対
し
て
清
原
家
代
々
の
秘
説
を
授
け
た
こ
と
を
保
証
す
る
内
容
に

な
っ
て
い
る
。 

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
金
澤
文
庫
本
巻
十
の
本
文
は
、
さ
か
の
ぼ
る
と
、
頼
業
所
持
本
（
現
在
の
東
洋
文
庫
蔵
本
の
類
）
に
行
き
着
く
の
で
は
な
く
、
実

は
、
頼
業
の
弟
祐
安
か
ら
頼
業
の
嫡
男
良
業
へ
と
渡
っ
た
本
に
行
き
着
く
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
今
日
ま
で
伝
存
す
る
東
洋
文
庫
蔵
本
、
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金
澤
文
庫
本
の
両
者
の
本
文
を
比
較
し
た
と
き
に
見
ら
れ
た
異
同
に
よ
っ
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
祐
安
・
良

業
所
持
本
の
本
文
は
、
中
原
家
由
来
の
本
文
と
言
え
る
可
能
性
も
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
清
原
家
の
学
問
姿
勢
と
し
て
は
、
校
定
し
て
一
つ
の
本
文
に
収
斂
さ
せ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
複
数
の
系
統
の
本
文
を
保
存
し
て
、
一
族

間
ほ
か
で
本
文
テ
ク
ス
ト
を
譲
渡
し
合
い
、
伝
授
の
場
に
於
い
て
も
、
多
様
な
説
の
摂
取
や
本
文
の
校
勘
を
図
る
方
針
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。 

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
多
様
な
本
文
を
一
家
の
中
に
所
持
し
得
た
日
本
の
古
鈔
本
が
、
現
在
に
於
い
て
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
本
文
を
研
究
す
る
に
際

し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
か
、
以
下
、
二
つ
の
場
面
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。 

 

二
、
本
文
か
ら
み
え
る
こ
と―

「
攻
」
か
「
殺
」
か
「
弑
」
か 

『
春
秋
経
伝
集
解
』
巻
十
、
宣
公
二
年
の
伝
文
の
う
ち
に
、
通
行
の
諸
刊
本
で
は
、
「
乙
丑
、
趙
穿
攻
靈
公
於
桃
園
」
と
す
る
一
文
が
あ
る
。 

こ
の
箇
所
を
、
東
洋
文
庫
蔵
本
で
見
る
と
、
そ
の
本
文
は
「
乙
丑
趙
穿
弑
霊
公
於
桃
園
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
本
文
の
か
た
ち
は
、
唐
の
陸
徳
明
（
五

五
〇―

六
三
〇
）
撰
『
経
典
釈
文
』
に
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
「
趙
穿
攻
」
と
標
記
し
た
上
で
「
如
字
、
本
或
作
弑
」
と
注
し
、
「
攻
」
を
「
弑
」
と
す
る

本
も
存
在
す
る
と
い
う
異
本
注
記
と
符
合
す
る
。
こ
の
『
経
典
釈
文
』
の
記
載
か
ら
は
、
東
洋
文
庫
蔵
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
弑
」
と
す
る
本
文
の
か
た

ち
が
、
六
世
紀
末
か
ら
初
唐
の
中
国
に
於
い
て
も
存
在
し
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
東
洋
文
庫
蔵
本
で
、
当
該
文
の
右
傍
に
「
＼
扌
攻
〈
セ
ム
／
如
字 

本

或
作
弑
〉
」（
「
攻
」
の
み
朱
筆
。「
扌
」
は
「
摺
」
）
と
あ
る
の
は
、『
経
典
釈
文
』
を
網
羅
的
に
引
用
注
記
す
る
清
原
家
に
於
け
る
学
習
態
度
の
表
出
で
あ
る

と
同
時
に
、
宋
刊
本
（
摺
本
）
と
の
校
勘
の
記
録
で
も
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
同
じ
箇
所
を
金
澤
文
庫
本
で
見
て
み
る
と
、
そ
の
本
文
と
し
て
は
「
乙
丑
趙
穿
煞
霊
公
於
桃
園
」
と
あ
る
（
「
煞
」
は
「
殺
」
に
同
じ
）
。
前

節
の
表
の
７
に
も
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
東
洋
文
庫
蔵
本
と
金
澤
文
庫
本
と
の
間
に
本
文
異
同
が
見
受
け
ら
れ
る
。
金
澤
文
庫
本
で
も
、「
煞
」
字
の
右
傍
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に
は
、
東
洋
文
庫
蔵
本
と
同
様
、
「
＼
攻
〈
扌
乍
／
セ
ム
〉
」
（
「
扌
乍
」
は
「
摺
作
」
）
と
書
き
入
れ
が
あ
り
、
欄
上
に
は
、
東
洋
文
庫
蔵
本
の
本
文
で
あ
る

「
弑
」
字
が
記
さ
れ
、
そ
の
下
に
『
経
典
釈
文
』
の
注
記
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
金
澤
文
庫
本
と
し
て
は
、
「
煞
」
字
と
す
る
本
文
が
ま
ず
あ
り
、
伝
授
の

過
程
で
「
弑
」
字
を
有
す
る
別
の
本
文
と
の
校
合
が
な
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。 

つ
ま
り
、
こ
の
一
字
分
に
入
る
べ
き
文
字
と
し
て
、
金
澤
文
庫
本
に
は
、
⑴
そ
も
そ
も
書
写
さ
れ
た
「
煞
」（
殺
。
但
し
去
声
の
声
点
が
あ
る
（

13
）
）
、
⑵

伝
授
の
過
程
で
他
の
清
原
家
本
（
現
在
の
東
洋
文
庫
蔵
本
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
）
に
よ
っ
て
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
「
弑
」
、
⑶
『
経
典
釈

文
』
の
見
出
し
で
も
あ
り
新
渡
の
宋
刊
本
の
本
文
で
も
あ
る
「
攻
」
と
い
う
三
通
り
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。
古
来
、
様
々
な
本
文
異
同
の
生
じ
得
る
箇

所
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 

さ
て
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
清
の
王
引
之
（
一
七
六
六―

一
八
三
四
）
は
、
著
作
『
経
義
述
聞
』
（
巻
十
八
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。 

 

攻
、
本
作
殺
。
殺
字
隸
或
作
煞
、
上
半
與
攻
相
佀
。
又
因
上
文
伏
甲
將
攻
之
而
誤
爲
攻
耳
。
趙
穿
殺
靈
公
、
故
大
史
書
曰
、
趙
盾
弑
其
君
。
若
但
攻
之

而
已
、
則
殺
與
否
尚
未
可
知
、
大
史
何
由
而
書
弑
乎
。
杜
注
宣
子
未
出
山
而
復
曰
、
聞
公
殺
而
還
。
公
殺
、
正
謂
趙
穿
殺
靈
公
。
則
杜
所
據
本
作
殺
明

甚
。
釋
文
攻
如
字
、
亦
當
作
殺
如
字
。
今
本
作
攻
者
、
後
人
以
已
誤
之
傳
文
、
改
不
誤
之
釋
文
也
。 

 

す
な
わ
ち
、 

 

「
攻
」
字
は
、
本
に
よ
っ
て
は
「
殺
」
字
と
す
る
。
「
殺
」
字
は
隷
書
で
は
「
煞
」
と
も
書
き
、
上
半
分
が
「
攻
」
字
と
似
て
い
る
。
そ
の
上
こ
れ
よ

り
前
の
伝
文
「
伏
甲
将
攻
之
」
に
釣
ら
れ
て
誤
っ
て
「
攻
」
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
趙
穿
が
霊
公
を
殺
し
た
の
だ
か
ら
、（
後
の
伝
文
に
も
）「
大
史
書

曰
、
趙
盾
弑
其
君
」
と
あ
る
。
も
し
た
だ
攻
め
た
だ
け
な
ら
、
殺
し
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
の
に
、
大
史
は
ど
う
し
て
「
弑
」
と
書
く
の
か
。
杜

預
は
（
直
後
の
伝
文
）
「
宣
子
未
出
山
而
復
」
に
注
し
て
、「
聞
公
殺
（

14
）

而
還
」
と
言
う
。「
公
殺
」
と
は
、
確
か
に
趙
穿
が
霊
公
を
殺
し
た
こ
と
を
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言
う
。
そ
れ
な
ら
ば
杜
預
の
依
拠
し
た
本
が
（
伝
文
の
「
攻
」
字
を
）「
殺
」
と
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。『
経
典
釈
文
』
で
「
攻
〈
如
字
〉
」

と
す
る
の
も
、
同
様
に
「
殺
〈
如
字
〉
」
と
あ
っ
た
は
ず
だ
。（
『
経
典
釈
文
』
の
）
今
日
通
行
の
本
が
「
攻
」
と
す
る
の
は
、
後
代
の
人
が
す
で
に
（
「
攻
」

字
に
）
誤
っ
て
い
た
伝
文
に
よ
っ
て
、
誤
っ
て
い
な
か
っ
た
『
経
典
釈
文
』
を
も
（
「
攻
」
字
に
）
改
め
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

 と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
王
引
之
は
、
当
該
文
は
本
来
「
趙
穿
殺
霊
公
」
で
あ
っ
た
も
の
だ
と
し
、
日
本
に
伝
存
し
た
金
澤
文
庫
本
の
本
文
と
図
ら
ず

も
合
致
す
る
新
見
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
代
の
中
国
に
於
け
る
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
注
釈
書
と
し
て
権
威
を
有
す
る
と
さ
れ
る
楊
伯
峻
（
一
九
〇

九―

一
九
九
二
）
編
著
『
春
秋
左
伝
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
を
見
て
も
、
こ
の
箇
所
は
、
金
澤
文
庫
本
や
王
引
之
説
な
ど
に
依
拠
し
た
と
し
て
、

「
乙
丑
，
趙
穿
殺
靈
公
於
桃
園
」
と
す
る
本
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
清
の
李
富
孫
（
一
七
六
四―
一
八
四
三
）
は
、
こ
こ
を
解
釈
し
て
、『
春
秋
左
伝
異
文
釈
』
巻
四
の
中
で
、「
趙
穿
攻
靈
公
於
桃
園
。
晉
世
家
、
攻

作
襲
殺
。
釋
文
云
、
攻
本
或
作
弑
。
案
義
、
當
作
弑
。
襲
殺
是
據
事
言
之
」
（
『
皇
清
経
解
続
編
』
巻
五
百
六
十
四
）
と
す
る
説
を
唱
え
て
い
る
（

15
）
。
「
當

作
弑
」
（
弑
で
あ
っ
た
は
ず
だ
）
と
言
う
の
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
は
、
東
洋
文
庫
蔵
本
の
本
文
と
図
ら
ず
も
合
致
す
る
結
論
に
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
金
澤
文
庫
本
や
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
年
代
の
さ
か
の
ぼ
る
東
洋
文
庫
蔵
本
な
ど
、
日
本
に
伝
存
し
た
古
鈔
本
を
見
れ
ば
、
同
じ
博
士
家

の
中
で
あ
っ
て
も
、
様
々
な
本
文
異
同
の
存
在
し
た
こ
と
が
よ
く
見
て
取
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
清
代
の
学
者
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
唱
え
た
学
説
と

同
様
に
、
学
問
的
に
多
様
な
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

三
、
校
注
か
ら
わ
か
る
こ
と―

「
受
命
于
楚
」
か
「
命
于
楚
」
か 

『
春
秋
経
伝
集
解
』
巻
十
、
宣
公
二
年
の
伝
文
の
冒
頭
は
、
今
日
通
行
の
諸
刊
本
で
は
「
鄭
公
子
歸
生
受
命
于
楚
伐
宋
」
と
さ
れ
る
一
文
で
あ
る
。 

東
洋
文
庫
蔵
本
を
見
て
も
、
一
見
、「
鄭
公
子
歸
生
受
命
于
楚
伐
宋
」
と
あ
り
、
今
日
通
行
の
諸
刊
本
と
同
じ
本
文
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
け
れ
ど
も
、
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傍
ら
に
あ
る
校
注
書
き
入
れ
に
着
目
す
る
と
、
「
受
」
字
の
左
傍
に
は
「
扌
𠂇
」
（
「
摺
有
」
）
と
あ
る
。
宋
刊
本
に
は
「
受
」
字
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
実
際
、
今
日
通
行
の
諸
刊
本
は
「
歸
生
受
命
于
楚
」
（
～
命
を
楚
に
受
け
て
）
と
し
、
「
歸
生
命
于
楚
」
（
～
楚
に
命
ぜ
ら
れ
て
）
と
は
し
な
い
。
し
か

し
、
宋
刊
本
に
「
受
」
字
が
あ
る
と
い
う
事
実
を
取
り
立
て
て
注
記
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
言
え
ば
、
何
ら
か
の
本
に
は
、
そ
の
「
受
」
字
が
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
右
傍
に
は
「
或
古
本
无
受
字
」
と
い
う
書
き
入
れ
も
ま
た
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
き
入
れ
に
よ
っ
て
、
現
在
の
東

洋
文
庫
蔵
本
の
所
用
者
で
あ
っ
た
清
原
頼
業
（
も
し
く
は
そ
れ
以
前
の
人
物
）
が
参
照
す
る
こ
と
の
出
来
た
古
鈔
本
の
う
ち
に
、「
受
」
字
の
な
い
本
文
が

存
在
し
た
ら
し
い
こ
と
が
判
明
す
る
（

16
）
。
東
洋
文
庫
蔵
本
で
は
上
部
に
書
き
入
れ
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
『
経
典
釈
文
』
の
記
載
を
見
て
も
、
「
命
於

楚
」
と
標
記
し
て
「
本
或
作
受
命
于
楚
、
非
也
」
と
注
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
命
於
楚
」
と
す
る
本
文
が
見
出
し
と
さ
れ
、
「
命
于
楚
」
に
類
す
る
本
文
の

か
た
ち
が
古
来
あ
り
得
た
こ
と
の
傍
証
と
な
っ
て
い
る
。 

さ
て
、
金
澤
文
庫
本
で
も
、
本
文
を
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
同
じ
く
「
鄭
公
子
歸
生
受
命
于
楚
伐
宋
」
と
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
う
ち
、
「
受
」

字
の
周
囲
に
は
、
左
傍
に
「
扌
𠂇
」
と
だ
け
あ
り
、
東
洋
文
庫
蔵
本
に
あ
っ
た
「
或
古
本
无
受
字
」
の
校
注
は
見
受
け
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
中
央
に
朱
で

の
丸
印
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
見
消
符
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。『
経
典
釈
文
』
に
「
本
或
作
受
命
于
楚
、
非
也
」
と
注
さ
れ
る
の

が
、
経
書
訓
読
の
際
は
『
経
典
釈
文
』
に
依
拠
す
る
と
い
う
伝
統
的
学
問
態
度
を
維
持
し
て
い
た
清
原
家
内
に
於
い
て
、
学
説
の
形
成
に
影
響
し
た
可
能

性
も
あ
ろ
う
。 

そ
こ
で
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
、
金
澤
文
庫
本
を
底
本
と
し
て
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
竹
添
井
々
（
一
八
四
二―

一
九
一
七
）
著
『
左
氏
会
箋
』

で
は
、
当
該
文
の
「
受
」
字
は
削
除
さ
れ
た
状
態
で
活
字
化
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
前
節
に
も
取
り
上
げ
た
楊
伯
峻
『
春
秋
左
伝
注
』
は
、
当
該
文
を

「
鄭
公
子
歸
生
命
于
楚
伐
宋
」
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
注
す
る
。 

 

「
命
于
楚
」，
各
本
均
作
「
受
命
于
楚
」，
唯
金
澤
文
庫
本
無
「
受
」
字
，
與
釋
文
或
本
合
。
杜
此
注
云
 :
「
受
楚
命
也
。
」
臧
琳
經
義
雜
記
云
 :
「
傳

本
無
『
受
』
字
，
故
注
云
『
受
楚
命
』。
若
傳
本
作
『
受
命
于
楚
』，
則
文
義
已
明
，
杜
可
無
庸
注
矣
。
」
洪
亮
吉
詁
亦
云
 :
「
按
杜
注
，
不
當
有
『
受
』
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字
。
」
劉
文
淇
疏
證
云
 :
「
按
宋
世
家
『
文
公
四
年
春
，
鄭
命
楚
伐
宋
』
，
亦
無
『
受
』
字
。
」
諸
説
是
也
。
「
命
」
即
「
受
命
」
之
義
，
十
二
年
傳

「
皆
命
而
往
」
義
即
「
皆
受
命
而
往
」
，
尤
可
證
。
今
從
金
澤
文
庫
本
删
正
。 

 楊
伯
峻
は
、
直
後
の
杜
預
注
が
「
受
楚
命
也
」
と
解
釈
す
る
の
は
今
日
通
行
の
伝
文
（
「
歸
生
受
命
于
楚
」
）
で
あ
れ
ば
文
章
が
重
複
す
る
だ
け
で
不
可
解

で
あ
る
こ
と
、
清
代
の
学
者
た
ち―

臧
琳
（
一
六
五
〇―

一
七
一
三
）『
経
義
雑
記
』
、
洪
亮
吉
（
一
七
四
六―

一
八
〇
九
）『
春
秋
左
伝
詁
』（
巻
十
）
、
劉

文
淇
（
一
七
八
九―
一
八
五
四
）
『
春
秋
左
氏
伝
旧
注
疏
証
』―

の
説
な
ど
を
紹
介
し
、
賛
意
を
示
し
た
上
で
、
金
澤
文
庫
本
に
従
っ
て
「
歸
生
命
于
楚
」

に
正
し
改
め
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
楊
伯
峻
は
、「
金
澤
文
庫
本
」
と
は
言
っ
て
も
、
実
際
は
、「
受
」
字
が
元
来
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
完
全
に
削

除
さ
れ
た
活
字
本
『
左
氏
会
箋
』
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
注
意
を
要
す
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
清
原
家
で
「
或
古
本
无
受
字
」
と
い
う
書
き
入
れ
、
或
い
は
『
経
典
釈
文
』
の
注
記
を
踏
ま
え
た
上
で
施
さ
れ

た
と
み
ら
れ
る
校
注
は
、
清
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
中
国
で
考
え
ら
れ
た
学
説
と
、
五
百
年
近
く
先
ん
じ
て
、
実
は
符
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
清
原
家

の
学
説
を
留
め
る
金
澤
文
庫
本
の
本
文
は
、
主
に
『
左
氏
会
箋
』
を
通
し
て
、
近
現
代
の
左
伝
研
究
の
中
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
こ
れ
ま
で
も
あ
り
、
各

学
説
の
信
憑
性
を
高
め
る
根
拠
と
も
な
り
得
て
き
た
。
そ
の
写
本
に
は
、
数
百
年
前
の
日
本
の
清
原
家
の
学
者
た
ち
の
、
他
本
と
の
校
合
、
『
経
典
釈
文
』

の
摂
取
、
見
消
を
施
す
と
い
っ
た
学
問
的
営
為
が
実
際
に
は
内
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

む
す
び 

以
上
、
本
章
で
は
、
⑴
『
春
秋
経
伝
集
解
』
巻
十
の
東
洋
文
庫
蔵
本
と
金
澤
文
庫
本
と
の
間
に
あ
る
本
文
異
同
を
踏
ま
え
る
と
、
清
原
家
に
於
け
る
伝
授

の
際
に
は
、
多
様
な
本
文
の
保
存
が
意
図
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
、
⑵
そ
の
学
習
活
動
の
中
で
保
存
さ
れ
た
本
文
の
か
た
ち
は
、
後
に
清
代
の
学
者
た
ち
が

案
出
し
た
学
説
を
実
は
補
強
し
得
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
関
し
て
屡
述
し
た
。 
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最
後
に
、
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
金
澤
文
庫
本
と
敦
煌
写
本
と
の
間
に
あ
る
本
文
の
共
通
性
に
、
一
言
触
れ
て
お
き
た
い
（

17
）
。
金
澤
文
庫
本
に
於
い
て

宋
刊
本
と
の
間
で
の
異
同
が
見
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
金
澤
文
庫
本
と
敦
煌
写
本
と
の
本
文
が
実
は
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
互
い

に
接
触
し
た
こ
と
な
ど
な
く
、
四
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
隔
て
た
地
に
保
存
さ
れ
た
本
文
が
一
致
す
る
と
い
う
の
は
、
宋
刊
本
が
出
現
す
る
よ
り
前
の
唐
代

に
、
中
国
か
ら
文
物
が
東
西
へ
伝
播
し
た
際
の
名
残
を
留
め
る
も
の
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
点
か
ら
も
、
日
本
に
伝
存
す
る
漢
籍
古
鈔
本
の

意
義
は
理
解
さ
れ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

本
章
で
言
及
し
た
『
春
秋
経
伝
集
解
』
古
鈔
本
の
う
ち
、
東
洋
文
庫
蔵
本
は
二
〇
一
五
年
に
勉
誠
出
版
か
ら
影
印
本
が
「
東
洋
文
庫
善
本
叢
書
」
9
と

し
て
刊
行
さ
れ
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
金
澤
文
庫
本
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
宮
内
庁
書
陵
部
収
蔵
漢
籍
集
覧―

書
誌
書
影
・
全
文
影
像
デ
ー
タ
ベ
ー

ス―

」（
18
）

に
収
載
さ
れ
た
。
か
つ
て
、
清
の
阮
元
（
一
七
六
四―

一
八
四
九
）
ら
が
山
井
崑
崙
の
校
記
に
よ
っ
て
足
利
学
校
本
を
知
り
刺
激
を
与
え
ら
れ

た
時
代
、
楊
伯
峻
ら
が
竹
添
井
々
の
会
箋
に
よ
っ
て
金
澤
文
庫
本
を
知
り
影
響
を
受
け
た
時
代
を
経
て
、
現
在
で
は
、
居
な
が
ら
に
し
て
多
く
の
本
の
本

文
の
実
態
を
知
り
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
日
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
的
な
交
流
に
よ
る
学
問
の
進
展
を
今
後
と
も
期
し
た
い
も
の
で
あ
る
。 

    注 （
１
）
本
章
の
主
題
と
す
る
『
春
秋
経
伝
集
解
』
に
つ
い
て
言
う
と
、
公
益
財
団
法
人
藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
に
蔵
さ
れ
る
巻
第
二
残
巻
が
唐
鈔
本
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
加
点
年
代
は
平
安
中
期
以
前
と
さ
れ
る
。
小
助
川
貞
次
「
訓
点
資
料
の
展
開
史
に
お
け
る
有
鄰
館
蔵
『
春
秋
経
伝
集
解
巻
第
二
』
の
位
置
」（
「
日

本
語
の
研
究
」
四―

一
、
二
〇
〇
八
年
一
月
）
参
照
。 

（
２
）
阿
部
隆
一
「
漢
籍
」（
『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
』
第
三
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
。
初
出
は
一
九
八
三
年
）
、
佐
藤
道
生
「
日
本
漢
学
研
究
に
於
け
る
古
筆
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切
の
利
用
」
（
「
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
」
三
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
参
照
。 

（
３
）
石
塚
晴
通
・
小
助
川
貞
次
「
春
秋
経
伝
集
解 

巻
第
十 

解
題
」（
『
国
宝 

春
秋
経
伝
集
解 

巻
第
十
／
重
要
文
化
財 

論
語
集
解 

文
永
五
年
写 

巻
第
八
』
東

洋
文
庫
善
本
叢
書
9
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。
「
内
匠
允
重
憲
」
は
同
族
の
清
原
重
憲
を
指
す
。 

（
４
）
文
永
四
・
五
年
（
一
二
六
七
・
六
八
）
に
書
写
さ
れ
た
二
十
六
巻
分
を
本
体
と
し
、
弘
長
元
年
お
よ
び
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
書
写
さ
れ
た
巻
二
十
三
・
二

十
六
、
弘
安
元
年
に
書
写
さ
れ
た
巻
十
四
・
十
五
が
取
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
道
生
「
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
、
奥
書
の
再
検
討
」
（
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
漢
籍
研
究
会
編
『
図
書
寮
漢
籍
叢
考
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）
参
照
。 

（
５
）
小
林
芳
規
「
金
澤
文
庫
本
群
書
治
要
の
訓
点
」
（
『
群
書
治
要
㈦
』
古
典
研
究
会
叢
書 

漢
籍
之
部
15
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。 

（
６
）
「
扶
」
は
、
阮
元
『
春
秋
左
伝
注
疏
校
勘
記
』
に
よ
れ
ば
、
刊
本
に
よ
り
往
々
に
し
て
「
跣
」
と
す
る
。 

（
７
）「
嫡
」
は
、
阮
元
『
春
秋
左
伝
注
疏
校
勘
記
』
に
よ
れ
ば
、
宋
本
（
慶
元
六
年
呉
興
沈
中
賔
刊
本
）
・
淳
熙
本
（
淳
熙
三
年
閩
山
阮
仲
猷
種
徳
堂
刊
本
）
・
岳

本
（
南
宋
（
或
い
は
元
）
相
台
岳
氏
刊
本
）
で
は
「
適
」
と
す
る
。 

（
８
）
注
（
３
）
前
掲
解
題
（
九
三
頁
）
に
は
、「
頼
業
の
孫
・
清
原
教
隆
が
本
書
を
書
写
・
移
点
し
た
こ
と
は
宮
内
庁
書
陵
部
本
の
奥
書
に
よ
っ
て
分
か
る
」
と

さ
れ
て
い
る
。 

（
９
）
清
原
祐
安
に
つ
い
て
は
、
本
章
附
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
「
造
酒
正
」
が
祐
安
を
指
す
こ
と
は
、
同
巻
十
五
奥
書
に
「
応
保
二
年
八
月
十
六
日
、
以

秘
本
粗
校
合
了 
 

良
醞
令
祐
安
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
わ
か
る
（
良
醞
令
は
造
酒
正
の
唐
名
）
。 

（
10

）
本
章
附
節
参
照
。 

（
11

）
伝
授
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
道
生
「
伝
授
と
筆
耕―

呉
三
郎
入
道
の
事
績―

」（
「
中
世
文
学
」
六
一
、
二
〇
一
六
年
六
月
）
な
ど
に
解
説
が
あ
る
。 

（
12

）
本
論
文
第
二
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
13

）
「
殺
」
は
、
入
声
で
「
こ
ろ
す
」
（
如
字
）
、
去
声
で
「
そ
ぐ
」
の
意
を
表
す
。 

（
14

）
今
日
通
行
の
諸
刊
本
な
ら
び
に
金
澤
文
庫
本
で
は
「
公
弑
」
と
す
る
（
表
の
８
）
。
王
引
之
は
、
『
経
典
釈
文
』
の
記
載
（
通
行
本
で
は
「
聞
公
弑
〈
申
志
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反
〉
」
と
注
す
る
）
の
不
可
解
さ
な
ど
を
根
拠
に
、
当
該
注
文
を
「
公
殺
」
と
考
証
し
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
東
洋
文
庫
蔵
本
で
は
「
公
煞
」
と
さ
れ
、

王
引
之
説
と
合
う
。 

（
15

）『
史
記
』
晋
世
家
に
、
同
じ
出
来
事
を
記
し
て
、「
乙
丑
、
盾
昆
弟
将
軍
趙
穿
襲
殺
霊
公
於
桃
園
而
迎
趙
盾
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。『
経
典
釈
文
』
に
見

ら
れ
る
「
攻
」
「
弑
」
の
二
字
を
比
較
し
て
、
『
史
記
』
が
「
襲
殺
」
と
す
る
の
を
論
拠
に
、
「
弑
」
字
と
す
べ
き
だ
と
の
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。 

（
16

）
清
原
頼
業
が
「
或
古
本
」
を
校
合
に
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
金
澤
文
庫
本
の
奥
書
中
に
「
久
寿
二
年
〔
一
一
五
五
〕
十
月
十
三
日
、
戌
刻
、
以
或
古

本
見
合
了 

 
在
判
〈
頼
業
〉
」
（
巻
十
九
）
、
「
久
壽
三
年
〔
一
一
五
六
〕
三
月
廿
七
日
、
酉
剋
、
以
或
古
本
見
合
畢
」
（
巻
二
十
五
）
、
「
保
元
〻
年
〔
一
一

五
六
〕
五
月
廿
一
日
、
卯
刻
、
重
以
或
古
本
見
合
了
、
凡
一
部
卅
軸
同
所
比
挍
也
、
其
中
或
有
古
説
、
或
有
新
箋
、
従
善
棄
謬
、
唯
取
合
意
耳
」（
巻
三
十
）

と
い
っ
た
記
事
が
あ
る
。 

（
17

）
次
の
よ
う
な
例
が
指
摘
さ
れ
る
。
橋
本
秀
美
氏
よ
り
御
示
教
を
得
た
。 

・
僖
公
五
年
の
伝
文
の
注
、
諸
刊
本
で
は
「
道
國
在
汝
南
安
陽
縣
南
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
金
澤
文
庫
本
・
敦
煌
本
と
も
に
「
陽
安
縣
」
と
す
る
。 

・
僖
公
六
年
の
伝
文
の
注
、
諸
刊
本
で
は
「
將
受
死
、
故
衰
經
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
金
澤
文
庫
本
・
敦
煌
本
と
も
に
「
受
罪
死
」
と
す
る
。 

・
僖
公
七
年
の
伝
文
の
注
、
諸
刊
本
で
は
「
隱
諱
亦
損
盛
德
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
金
澤
文
庫
本
・
敦
煌
本
と
も
に
「
損
德
」
と
す
る
。 

・
僖
公
九
年
の
伝
文
、
諸
刊
本
で
は
「
秦
晉
輔
之
、
子
將
何
如
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
金
澤
文
庫
本
・
敦
煌
本
と
も
に
「
如
何
」
と
す
る
。 

・
僖
公
十
年
の
伝
文
、
諸
刊
本
で
は
「
子
弑
二
君
與
一
大
夫
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
金
澤
文
庫
本
・
敦
煌
本
と
も
に
「
殺
」
と
す
る
。 

・
僖
公
十
四
年
の
伝
文
、
諸
刊
本
で
は
「
公
怒
止
之
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
金
澤
文
庫
本
・
敦
煌
本
と
も
に
「
公
怒
之
」
と
す
る
。 

・
僖
公
十
四
年
の
伝
文
の
注
、
諸
刊
本
で
は
「
亡
國
之
徵
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
金
澤
文
庫
本
・
敦
煌
本
と
も
に
「
亡
之
徵
」
と
す
る
。 

（
18

）
二
〇
二
二
年
十
二
月
現
在
、h

t
t
p
s
:
/
/
d
b
2
.
s
i
d
o
.
k
e
i
o
.
a
c
.
j
p
/
k
a
n
s
e
k
i
/
T
_
b
i
b
_
s
e
a
r
c
h
.
p
h
p

に
て
閲
覧
可
能
。 
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♢
二
〇
一
九
年
一
月
十
五
日
、
地
域
漢
文
学 

国
際
若
手
研
究
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
於
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
「
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
本
文
に

見
る
日
本
伝
存
漢
籍
古
鈔
本
の
意
義
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
、「
藝
文
研
究
」
第
百
十
七
号
（
二
〇
一
九
年
十
二
月
）
に
同
じ
く
「
『
春
秋
経
伝
集
解
』

の
本
文
に
見
る
日
本
伝
存
漢
籍
古
鈔
本
の
意
義
」
と
題
し
て
執
筆
し
た
。 
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第
三
章
附
節 

清
原
家
と
中
原
家
と
を
つ
な
ぐ
祐
安 

  

清
原
頼
業
（
一
一
二
二―

一
一
八
九
）
の
弟
に
、
祐
安
と
い
う
人
物
が
い
る
。
生
年
は
未
詳
だ
が
、
歿
し
た
の
は
、
彼
が
家
司
と
し
て
仕
え
た
中
山
忠
親

（
一
一
三
一―
一
一
九
五
）
が
、
日
記
『
山
槐
記
』
に
、
「
今
日
、
正
五
位
下
行
造
酒
正
清
原
真
人
祐
安
死
去
」
と
記
す
の
に
よ
っ
て
、
元
暦
元
年
（
一
一

八
四
）
九
月
十
八
日
と
わ
か
る
。 

清
原
祐
安
は
、
一
時
期
、
中
原
師
元
（
一
一
〇
九―

一
一
七
五
）
の
養
子
と
な
っ
て
、
中
原
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
。
『
山
槐
記
』
に
は
「
中
原
祐
安
」
と

い
う
記
載
が
、
度
々
登
場
す
る
（
１
）
。
中
原
家
は
、
清
原
家
と
並
び
立
つ
明
経
道
の
博
士
家
で
あ
る
。
清
原
・
中
原
両
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
経
書
の
読
み
方

に
つ
い
て
の
秘
説
（
家
説
）
を
立
て
、
そ
れ
を
家
学
と
し
て
代
々
継
承
し
て
い
た
か
ら
、
い
わ
ば
同
業
他
社
の
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
る
。
そ
う
し
た
関
係
に

あ
る
中
原
家
に
、
祐
安
は
、
清
原
家
か
ら
養
子
に
行
っ
た
。
し
か
し
、
祐
安
は
、
以
後
の
人
生
を
、
ず
っ
と
中
原
家
の
一
員
と
し
て
捧
げ
た
わ
け
で
は
な

い
。
祐
安
は
、
い
つ
ぞ
や
の
時
期
に
清
原
家
へ
と
舞
い
戻
っ
て
き
た
。
『
尊
卑
分
脈
』
に
も
、
祐
安
に
つ
い
て
、
「
為
大
外
記
中
原
師
元
子
、
改
姓
又
帰
本

姓
」（
大
外
記
中
原
師
元
の
子
と
為
る
、
改
姓
し
又
本
姓
に
帰
す
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
祐
安
が
、
中
原
か
ら
清
原
へ
の
復
姓
を
果
た
し
た
の
は
、
一

体
い
つ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。 

こ
の
問
を
解
く
手
掛
か
り
の
一
つ
は
、
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
の
奥
書
に
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
祐
安
の
学
習
活
動
と
し

て
、
「
応
保
二
年
七
月
四
日
、
以
証
本
移
点
了 

 

造
酒
正
」（
巻
十
）
、「
応
保
二
年
八
月
十
六
日
、
以
秘
本
粗
校
合
了 

 

良
醞
令
祐
安
」
（
巻
十
五
）
、「
長

寛
二
年
四
月
十
三
日
、
以
証
本
挍
合
畢 

 

造
酒
正
清
原
祐
安
」
（
巻
十
八
）
の
三
件
の
記
事
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
祐
安
が
、
応
保
二
年
（
一
一

六
二
）
か
ら
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
の
間
に
、
清
原
家
の
証
本
を
、
訓
点
を
書
き
移
し
た
り
校
合
を
行
っ
た
り
す
る
の
に
用
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
こ
の
時
の
祐
安
は
、
す
で
に
清
原
姓
を
名
乗
り
、
秘
密
の
証
本
を
参
照
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

一
方
で
、
『
山
槐
記
』
の
記
述
を
見
る
と
、
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）
十
二
月
十
一
日
条
は
、
記
主
忠
親
の
子
の
湯
殿
始
の
儀
式
の
記
録
で
あ
る
が
、
そ
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こ
で
読
書
（
湯
殿
の
外
で
漢
籍
を
読
む
係
）
を
務
め
た
人
物
は
、「
造
酒
正
中
原
祐
定
〈
助
教
頼
業
舎
弟
也
〉
」
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
祐
定
」
と
い

う
の
は
、
「
祐
安
」
の
誤
記
で
あ
る
疑
い
が
強
い
。 

す
る
と
、
祐
安
の
清
原
へ
の
復
姓
は
、
応
保
元
年
か
ら
二
年
の
間
の
出
来
事
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
金
澤
文
庫
本
『
春
秋
経

伝
集
解
』
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
祐
安
の
学
習
活
動
は
、
復
姓
し
て
間
も
な
い
時
期
に
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
、
移

点
や
校
合
で
あ
り
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
必
要
で
あ
る
は
ず
の
本
文
を
証
本
か
ら
書
き
写
し
た
と
い
う
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
祐
安
が
中

原
姓
で
あ
っ
た
時
に
書
写
し
た
本
文
を
利
用
し
て
、
清
原
家
の
家
説
と
の
統
合
を
は
か
っ
た
可
能
性
を
想
起
さ
せ
る
。 

清
原
家
と
中
原
家
と
の
学
説
の
積
極
的
な
交
流
を
は
か
ろ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
祐
安
の
兄
頼
業
の
学
習
活
動
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
金
澤
文
庫
本

『
古
文
孝
経
』
（
公
益
財
団
法
人
出
光
美
術
館
蔵
）
の
奥
書
の
う
ち
に
は
、
「
保
延
二
年
八
月
五
日
庚
子
、
以
中
家
本
移
点
了
」
な
ど
と
あ
り
、
保
延
二
年

（
一
一
三
六
）
に
、
清
原
頼
業
（
十
五
歳
）
が
、
「
中
家
」
（
中
原
家
）
の
本
を
用
い
て
、
訓
点
を
加
え
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
院
政
期
の
清
原
・
中
原
両
家
に
は
、
養
子
の
出
入
や
本
の
貸
借
と
い
っ
た
人
的
・
物
的
交
流
が
盛
ん
に
あ
っ
た
。
経
書
に
関
す
る
家
説
を

互
い
に
秘
す
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
間
柄
は
意
外
に
開
放
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
他
家
と
の
関
係
を
維
持
・
構
築
す
る
存
在
こ
そ
、

嫡
男
で
は
な
い
傍
流
の
庶
子
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
鎌
倉
前
期
に
、
頼
業
の
庶
子
仲
隆
の
三
男
で
あ
る
教
隆
が
、
京
か
ら
鎌
倉
に
下
向
し
、
北
条
実
時

ら
と
交
流
し
て
金
澤
文
庫
本
の
形
成
に
貢
献
し
た
の
も
、
傍
流
が
出
で
て
渉
外
活
動
に
努
め
た
一
例
を
示
し
て
い
よ
う
。 

清
原
祐
安
も
ま
た
、
嫡
流
を
継
ぐ
頼
業
の
弟
と
し
て
、
当
時
、
明
経
道
の
双
璧
の
一
方
を
な
し
て
い
た
中
原
家
と
の
橋
渡
し
役
を
務
め
、
平
安
末
期
の

経
学
の
伸
展
を
支
え
た
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。 
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注 （
１
）
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
九
月
十
九
日
条
、
同
年
十
一
月
二
十
二
日
条
な
ど
。 

    

♢
『
書
物
学
』
第
十
四
巻
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
）
に
執
筆
し
た
。 
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第
二
部 

博
士
家
を
中
心
と
し
た
経
書
等
の
受
容
に
関
す
る
研
究 

   第
四
章 

三
善
清
行
「
意
見
十
二
箇
条
」
に
み
る
平
安
期
『
孟
子
』
受
容
の
位
相 

  

一
、
『
孟
子
』
の
位
置 

中
国
宋
代
以
来
、
儒
教
の
経
典
と
し
て
四
書
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
『
孟
子
』
は
、
何
時
ご
ろ
日
本
で
知
ら
れ
、
如
何
な
る
取
り
扱
わ
れ
方
を
も
っ
て
受

容
さ
れ
て
き
た
の
か
。
本
章
で
は
、
主
に
平
安
時
代
の
資
料
を
対
象
に
し
、
古
代
日
本
で
の
『
孟
子
』
の
受
容
の
あ
り
方
と
、
同
書
の
位
置
付
け
と
に
つ
い

て
検
討
す
る
。 

元
来
、『
孟
子
』
は
、
経
部
に
属
す
る
書
で
は
な
か
っ
た
。
中
国
唐
代
以
前
に
於
い
て
経
部
の
根
幹
を
成
す
書
と
言
え
ば
五
経
を
指
し
、
漢
唐
訓
詁
学
の

集
大
成
と
な
っ
た
『
五
経
正
義
』
に
も
、
『
経
典
釈
文
』（
１
）

に
も
、
『
孟
子
』
を
注
す
る
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
古
代
日
本
に
於
い
て
も
、
経
書
と
さ

れ
た
の
は
、
『
経
典
釈
文
』
が
対
象
と
す
る
の
と
ほ
ぼ
同
様
の
書
目
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
「
学
令
」
5
経
周
易
尚
書
条
（
２
）

に
窺
わ
れ
る
し
、
平
安

末
期
の
『
台
記
』（
３
）

や
『
全
経
大
意
』（
４
）

か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
（
５
）
。
次
い
で
、
『
二
中
歴
』
（
第
十
一 

経
史
歴
）
に
な
る
と
、
「
十
三
経
」
と
し
て
、

北
宋
以
降
現
在
ま
で
知
ら
れ
る
よ
う
な
爾
雅
・
孟
子
で
な
く
、
老
・
荘
が
入
っ
た
十
三
種
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
は
平
安
時
代
以
前
の
あ
り
様
と
符
合
す
る

も
の
だ
が
、
そ
の
次
行
に
は
「
今
案
老
子
荘
子
非
二

全
経
数
一

」
と
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
の
間
に
起
こ
り
得
た
経
書
の
概
念
の
変

化
を
示
唆
す
る
記
載
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。 
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こ
の
よ
う
な
変
遷
は
、
宋
代
に
入
っ
て
か
ら
中
国
で
起
こ
っ
た
孟
子
顕
彰
の
趨
勢
と
連
動
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
来
は
子
部
の
書
で
あ
っ
た
『
孟

子
』
が
、
そ
こ
か
ら
引
き
あ
げ
ら
れ
て
経
書
と
し
て
確
立
す
る
の
は
、
北
宋
真
宗
朝
、
大
中
祥
符
五
年
（
一
〇
一
二
）
の
『
孟
子
音
義
』
（
孫
奭
奉
勅
撰
）

の
刊
行
か
ら
、
欧
陽
脩
（
一
〇
〇
七―

一
〇
七
二
）
や
、
程
顥
（
一
〇
三
二―

一
〇
八
五
）・
程
頤
（
一
〇
三
三―

一
一
〇
七
）
の
学
問
を
経
て
、
朱
熹
（
一
一
三

〇―

一
二
〇
〇
）
へ
と
至
る
途
上
、
南
宋
高
宗
朝
の
紹
興
年
間
（
一
一
三
一―

一
一
六
二
）
頃
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
６
）
。 

『
孟
子
』
の
有
す
る
重
要
度
は
、『
論
語
』
の
よ
う
に
、
古
来
何
時
で
も
高
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
中
国
に
於
け
る
時
代
の
思
潮
に
影
響
を
受
け
つ
つ

変
容
す
る
と
い
う
歴
史
的
経
過
を
辿
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

二
、
『
孟
子
』
の
日
本
へ
の
伝
来 

日
本
に
も
、
『
孟
子
』
の
鎌
倉
時
代
以
前
の
古
鈔
本
と
い
う
も
の
は
残
存
し
な
い
。
古
く
は
萩
野
由
之
（
一
八
六
〇―

一
九
二
四
）
、
後
に
佐
佐
木
信
綱

（
一
八
七
二―

一
九
六
三
）
が
蔵
し
た
古
筆
切
が
、
平
安
末
鈔
本
の
一
部
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
（
７
）

が
、
実
は
、
こ
れ
は
『
群
書
治
要
』
の
断
簡
な
の

で
あ
っ
た
（
８
）
。 

前
述
の
よ
う
な
受
容
史
上
の
流
れ
を
踏
ま
え
、
従
来
、
日
本
に
於
け
る
『
孟
子
』
受
容
に
関
す
る
論
考
と
し
て
は
、
宋
学
に
よ
っ
て
孟
子
が
尊
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
影
響
を
明
瞭
に
受
け
て
、
意
味
内
容
を
講
じ
始
め
た
南
北
朝
期
以
降
の
様
態
に
着
目
し
た
も
の
が
中
心
的
で
あ
る
（
９
）
。 

で
は
、
升
経
以
前
の
『
孟
子
』
は
、
鎌
倉
時
代
以
前
の
日
本
で
、
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
か
と
言
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
日
本
に

『
孟
子
』
が
伝
来
し
た
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
藤
原
佐
世
（
八
四
七―
八
九
七
）
撰
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
は
、
儒
家
の
部
に
「
孟
子
十
四
〈
斉

卿
孟
軻
撰
趙
岐
注
〉
」
「
々
々
七
〈
陸
善
経
注
〉
」
の
著
録
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
遅
く
と
も
平
安
初
期
に
は
、
す
で
に
『
孟
子
』
が
、
後
漢
の
趙
岐

の
古
注
な
ど
と
と
も
に
確
実
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
徴
証
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。 

内
野
熊
一
郎
氏
（

10
）

は
、
漢
文
献
と
の
影
響
関
係
を
認
め
得
る
字
句
を
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
古
代
か
ら
平
安
初
期
に
か
け
て
の
各
書
の
講
読
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の
有
無
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
、
『
孟
子
』
に
つ
い
て
も
、
『
日
本
書
紀
』
『
十
七
条
憲
法
』
『
勝
鬘
経
義
疏
』
『
経
国
集
』
『
続
日
本
紀
』
『
三
教
指
帰
』
か

ら
、
そ
の
例
を
掲
げ
て
い
る
。 

井
上
順
理
氏
（

11
）

は
、『
孟
子
』
を
出
典
と
し
て
含
む
資
料
を
博
捜
し
、『
令
集
解
』（
巻
十
四
、「
賦
役
令
」
29
藁
藍
条
）
所
引
の
「
古
記
」
に
「
孟
子
、

七
月
八
月
不
雨
、
苗
則
藁
矣
」
と
あ
る
の
は
、
類
書
な
ど
で
は
な
く
『
孟
子
』（
梁
恵
王
章
句
上
）
を
直
接
に
典
拠
と
し
た
も
の
と
積
極
的
に
判
断
し
て
（

12
）
、

伝
来
時
期
の
下
限
が
、
「
古
記
」
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
天
平
十
一
年
（
七
三
九
）
前
後
以
前
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
論
じ
た
。 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
い
ず
れ
も
文
飾
面
に
留
ま
る
も
の
で
、
受
容
の
実
相
を
検
討
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
平
安
時
代

以
前
に
は
子
書
で
あ
っ
た
『
孟
子
』
が
当
時
通
行
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
程
度
ま
で
の
内
容
の
理
解
が
伴
わ
れ
、
そ
の
う
ち
如
何
な
る
思
想
的

側
面
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、
以
下
に
検
討
し
た
い
と
思
う
。 

 

三
、
三
善
清
行
「
意
見
十
二
箇
条
」 

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
三
善
清
行
（
八
四
七―
九
一
八
）
が
、
延
喜
十
四
年
（
九
一
四
）
に
醍
醐
天
皇
（
八
八
五―

九
三
〇
、
在
位 

八
九
七―

九
三

〇
）
に
奉
呈
し
た
意
見
封
事
「
意
見
十
二
箇
条
」
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
二
所
収
）
で
あ
る
。 

意
見
封
事
と
は
、
臣
下
が
天
皇
に
対
し
て
、
時
の
政
治
に
つ
い
て
の
考
え
を
上
奏
す
る
文
章
の
こ
と
で
、「
公
式
令
」
65
陳
意
見
条
に
「
凡
有
レ

事
陳
二

意

見
一

、
欲
二

封
進
一

者
、
即
任
封
上
。
少
納
言
受
得
奏
聞
。
不
レ

須
二

開
看
一

」
と
規
定
さ
れ
る
。
封
書
に
よ
っ
て
上
申
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
名

称
が
あ
る
（

13
）
。
「
意
見
十
二
箇
条
」
の
例
に
即
し
て
言
え
ば
、
延
喜
十
四
年
二
月
十
五
日
に
天
皇
か
ら
献
申
の
詔
書
が
発
せ
ら
れ
、
三
善
清
行
は
、
二
ヶ

月
半
後
の
四
月
二
十
八
日
付
で
、
序
文
と
十
二
箇
条
と
か
ら
な
る
「
意
見
十
二
箇
条
」
を
上
表
し
た
。 

延
喜
年
間
は
、
政
務
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
醍
醐
天
皇
が
親
政
を
行
う
中
で
、
班
田
制
が
困
難
を
来
た
し
て
、
延
喜
格
式
が
編
纂
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な

国
政
改
革
が
な
さ
れ
、
律
令
体
制
の
転
換
し
て
い
く
変
革
期
に
当
た
る
。
意
見
封
事
の
徴
召
も
ま
た
、
こ
の
年
が
班
田
実
施
の
年
に
当
た
っ
て
い
る
に
も
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か
か
わ
ら
ず
、
数
年
来
、
天
変
地
異
が
相
次
ぐ
た
め
、
「
百
王
の
澆
醨
を
改
め
て
万
民
の
塗
炭
を
拯
ふ
」（
14
）

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
だ
と
い
う
。 

三
善
清
行
は
、
「
意
見
十
二
箇
条
」
序
文
に
、
態
々
「
臣
、
去
寛
平
五
年
、
任
備
中
介
」
と
記
し
、
爾
来
、
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
の
帰
京
ま
で
赴
任
し

た
備
中
国
下
道
郡
邇
磨
郷
（
現
在
の
岡
山
県
倉
敷
市
真
備
町
）
の
衰
退
し
た
状
況
を
仔
細
に
語
り
出
す
な
ど
、
地
方
官
と
し
て
下
向
し
た
経
験
が
、「
意
見

十
二
箇
条
」
と
し
て
提
出
し
た
献
策
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
地
方
政
治
の
実
情
に
密
着
し
た
態
度
は
、「
意
見
十
二
箇
条
」
の
随
所
に
見
出
す
こ
と
が
出

来
る
。
三
善
清
行
は
、
思
想
面
で
は
経
世
家
と
し
て
知
ら
れ
、
民
本
の
立
場
に
立
つ
と
い
う
観
点
か
ら
言
っ
て
、
孟
子
の
精
神
と
全
く
揆
を
一
に
す
る
と

も
評
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
（

15
）
。 

 

四
、
「
意
見
十
二
箇
条
」
中
の
『
孟
子
』
を
出
典
と
す
る
俚
諺 

そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
井
上
氏
（

16
）

も
『
孟
子
』
出
典
句
と
し
て
夙
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
な
が
ら
、「
意
見
十
二
箇
条
」
に
見
ら
れ
る
建
策
の
発
想

と
、
『
孟
子
』
本
文
に
通
ず
る
文
句
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
以
下
の
二
例
を
確
認
し
て
お
こ
う
。 

一
例
目
、
第
一
条
「
応
下

消
二

水
旱
一

求
中

豊
穣
上

事
」
で
は
、
冒
頭
に
「
国
以
レ

民
為
レ

天
、
民
以
レ

食
為
レ

天
」
と
い
う
民
本
主
義
の
考
え
方
を
表
明
し
た
上

で
、
朝
廷
で
は
食
糧
の
豊
作
を
祈
願
し
て
祈
年
祭
・
月
次
祭
の
ほ
か
吉
祥
悔
過
や
仁
王
会
を
修
す
る
が
効
果
が
現
れ
な
い
の
は
、
法
会
に
招
請
す
る
僧
に

戒
律
に
背
く
者
が
多
く
、
ま
し
て
や
各
国
の
法
務
を
担
う
講
師
・
読
師
の
地
位
を
贖
労
に
よ
っ
て
得
た
り
、
妻
帯
し
て
商
売
を
行
っ
た
り
す
る
者
も
あ
る

か
ら
だ
と
す
る
。
続
い
て
、
そ
れ
で
仏
に
願
い
が
届
く
と
思
う
の
は
無
意
味
で
あ
る
こ
と
を
言
う
た
め
、
三
善
清
行
は
、
次
の
よ
う
な
譬
え
を
出
す
（
「
意

見
十
二
箇
条
」
の
引
用
は
『
本
朝
文
粋
』
久
遠
寺
蔵
本
（

17
）

に
よ
る
。
傍
線
引
用
者
。
以
下
同
）
。 

 

而
今
、
国
司
依
例
令
致
祈
念
。
望
其
感
応
、
譬
猶
縁
木
求
魚
、
向
竈
採
花
也 

（
而
る
を
今
、
国
司 

例
に
依
り
て
祈
念
を
致
さ
し
む
。
其
の
感
応
を
望
む
こ
と
、
譬
へ
ば
猶
ほ
木
に
縁
り
て
魚
を
求
め
、
竈
に
向
か
ひ
て
花
を
採
ら
ん
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が
ご
と
し
） 

 
傍
線
部
「
縁
木
求
魚
」
は
、
『
孟
子
』
梁
恵
王
章
句
上
（

18
）

に
出
典
を
求
め
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
孟
子
が
、
斉
の
宣
王
に
対
し
て
、
領
土
拡
張
の
大
望

を
抱
い
て
も
、
そ
れ
は
、（
眼
前
の
人
民
に
対
す
る
仁
政
を
施
し
て
い
な
い
か
ら
）
木
に
登
っ
て
魚
を
取
る
ほ
ど
に
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
そ
の
際

の
成
句
が
、
こ
こ
で
は
、
無
徳
の
僧
に
よ
る
祈
念
に
効
験
は
な
く
、
結
果
的
に
食
糧
を
豊
か
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
説
く
譬
え
と
し
て

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。 

二
例
目
、
第
八
条
「
請
レ

停
下

止
依
二

諸
国
少
吏
并
百
姓
告
言
訴
詔
一

差
中

遣
朝
使
上

事
」
は
、
国
司
を
信
任
し
て
威
厳
を
高
め
、
む
や
み
な
告
訴
に
対
し
て

逐
一
朝
使
を
派
遣
す
る
こ
と
を
停
止
す
る
よ
う
望
む
意
見
で
あ
る
。
三
善
清
行
は
、
朝
使
派
遣
の
弊
害
を
述
べ
た
後
、
次
の
よ
う
に
言
う
。 

 

方
今
、
時
代
澆
季
公
事
難
済
。
故
国
宰
之
治
、
不
能
事
々
拘
牽
正
法
。
故
或
有
枉
尺
而
直
尋
者
。
或
有
失
始
而
全
終
者
。
昔
者
、
龔
遂
為
渤
海
守
奏

曰
、
請
勅
丞
相
御
史
且
勿
拘
臣
以
文
法
。
令
得
便
宜
従
事
。 

（
方
に
今
、
時
代
澆
季
に
し
て
公
事
済
し
難
し
。
故
に
国
宰
の
治
、
事
々
に
す
る
こ
と
能
は
ず
し
て
正
法
に
拘
牽
せ
ら
る
。
故
に
或
い
は
尺
を
枉
げ
て

尋
を
直
う
す
る
者
有
り
。
或
い
は
始
に
失
ひ
て
終
を
全
う
す
る
者
有
り
。
昔
者
、
龔
遂 

渤
海
守
と
し
て
奏
し
て
曰
さ
く
「
請
ふ 

丞
相
・
御
史
に
勅
し

て
且
く
臣
を
拘
ふ
る
に
文
法
を
以
っ
て
す
る
こ
と
勿
か
れ
。
便
宜
を
得
て
事
に
従
は
し
め
ん
」
と
） 

 

傍
線
部
「
枉
尺
而
直
尋
」
は
、『
孟
子
』
滕
文
公
章
句
下
が
典
拠
と
言
わ
れ
る
慣
用
表
現
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
時
代
は
「
澆
季
」（
末
世
）
で
あ
り
、
国

司
が
制
法
を
柔
軟
に
運
用
す
る
の
も
已
む
を
得
な
い
こ
と
を
言
う
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
引
用
部
の
眼
目
は
、
後
半
、
漢
の
龔
遂
が
渤
海
郡
の
太
守
と

な
っ
た
際
、
成
文
法
に
縛
ら
れ
ず
、
当
地
に
適
し
た
方
法
で
治
め
る
こ
と
を
願
い
出
た
故
事
（
『
漢
書
』
循
吏
伝
）
に
あ
る
。
地
方
官
を
経
験
し
た
三
善
清

行
は
、
民
衆
に
近
い
と
こ
ろ
で
官
物
を
扱
う
受
領
が
忠
義
な
良
吏
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
「
枉
尺
而
直
尋
」
を
肯
定
し
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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こ
れ
ら
の
慣
用
表
現
が
「
意
見
十
二
箇
条
」
中
に
摂
取
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
は
、『
孟
子
』
を
出
典
と
す
る
と
言
え
る
成
句
が
一
般
的
な
俚
諺
と
し
て
確

立
し
、
平
安
前
期
以
前
の
日
本
に
於
い
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。 

 
五
、
「
意
見
十
二
箇
条
」
第
十
二
条
の
文
脈
と
『
孟
子
』 

一
方
で
、
三
善
清
行
「
意
見
十
二
箇
条
」
中
、
最
後
の
第
十
二
条
に
は
「
援
手
之
仁
」
と
い
う
表
現
が
、
全
体
の
文
脈
と
の
関
わ
り
を
伴
っ
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。
左
に
、
第
十
二
条
の
全
文
を
掲
げ
る
。
な
お
、
傍
線
部
中
の
「
援
」
字
は
、
久
遠
寺
蔵
本
で
は
「
授
」
だ
が
、
他
本
に
よ
り
校
訂
し
た
。 

 

一
重
請
修
復
播
磨
国
魚
住
泊
事 

右
臣
伏
見
山
陽
西
海
南
海
三
道
舟
船
海
行
之
程
。
自
檉
生
泊
至
韓
泊
一
日
行
。
自
韓
泊
、
至
魚
住
泊
一
日
行
。
自
魚
住
泊
至
大
輪
田
泊
一
日
行
。
自
大

輪
田
泊
至
河
尻
一
日
行
。
此
皆
、
行
基
菩
薩
、
計
程
所
建
置
也
。 

而
今
、
公
家
唯
、
修
造
輪
田
泊
長
廃
魚
住
泊
。
由
是
公
私
舟
船
、
一
日
一
夜
之
内
、
兼
行
自
韓
泊
、
指
輪
田
泊
。
至
于
冬
月
風
急
、
暗
夜
星
稀
、
不
知

舳
艫
之
前
後
、
無
弁
浜
峯
之
遠
近
。
落
帆
棄
檝
居
愁
漂
没
。
由
是
毎
年
、
舟
之
蕩
覆
者
、
漸
過
百
艘
、
人
之
没
死
者
、
非
唯
千
人
。
昔
者
、
夏
禹
之
仁
、

罪
人
猶
泣
。
况
此
等
百
姓
、
皆
赴
王
役
乎
。
伏
惟
聖
念
、
必
応
降
哀
矜
者
也
。 

臣
伏
勘
旧
記
、
此
泊
、
天
平
年
中
所
建
立
也
。
其
後
、
至
于
延
暦
之
末
、
五
十
餘
年
、
人
得
其
便
。
弘
仁
之
代
、
風
浪
侵
齧
石
頽
沙
漂
。
天
長
年
中
右

大
臣
清
原
真
人
奏
議
起
請
遂
以
修
復
。
承
和
之
末
、
復
已
毀
壊
。
至
于
貞
観
初
東
大
寺
僧
賢
和
、
修
菩
薩
行
、
起
利
他
心
。
負
石
荷
鍤
尽
力
底
功
。
単

独
之
誠
、
雖
未
畢
其
業
、
年
紀
之
間
、
莫
不
蒙
其
利
。 

賢
和
入
滅
稍
及
卅
年
。
人
民
漂
没
、
不
可
勝
計
。
官
物
損
失
、
亦
累
巨
万
。
伏
望
差
諸
司
判
官
幹
了
有
巧
思
者
令
修
造
件
泊
。
其
料
物
充
給
播
磨
備
前

両
国
正
税
。
冀
也
、
早
降
聖
朝
援
手
之
仁
令
脱
天
民
為
魚
之
歎
。
凡
厥
便
宜
、
具
載
去
延
喜
元
年
所
献
意
見
之
中
不
更
重
陳 
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（
一 

重
ね
て
播
磨
国
魚
住
泊
を
修
復
せ
ん
と
請
ふ
事 

右 

臣
伏
し
て
山
陽
・
西
海
・
南
海
三
道
の
舟
船
海
行
の
程
を
見
る
。
檉
生
の
泊
よ
り
韓
の
泊
に
至
る
ま
で
一
日
行
。
韓
の
泊
よ
り
、
魚
住
の
泊
に
至

る
ま
で
一
日
行
。
魚
住
の
泊
よ
り
大
輪
田
の
泊
に
至
る
ま
で
一
日
行
。
大
輪
田
の
泊
よ
り
河
尻
に
至
る
ま
で
一
日
行
。
此
れ
皆
、
行
基
菩
薩
、
程
を
計

へ
て
建
て
置
き
し
所
な
り
。 

而
る
を
今
、
公
家
唯
だ
、
輪
田
の
泊
を
修
造
し
て
長
く
魚
住
の
泊
を
廃
て
た
り
。
是
に
由
り
て
公
私
の
舟
船
、
一
日
一
夜
の
内
に
、
兼
ね
行
い
て
韓
の

泊
よ
り
、
輪
田
の
泊
を
指
す
。
冬
の
月 

風
急
や
か
に
、
暗
夜 

星
稀
な
る
に
至
り
て
は
、
舳
艫
の
前
後
を
知
ら
ず
、
浜
峯
の
遠
近
を
弁
ふ
る
無
し
。
帆

を
落
と
し
檝
を
棄
て
て
居
な
が
ら
愁
へ
て
漂
没
す
。
是
に
由
り
て
年
毎
に
、
舟
の
蕩
覆
す
る
者
、
漸
く
百
艘
に
過
ぎ
、
人
の
没
死
す
る
者
、
唯
だ
千
人

の
み
に
非
ず
。
昔
者
、
夏
の
禹
の
仁
あ
り
し
、
人
を
罪
し
て
猶
ほ
泣
く
。
况
ん
や
此
等
の
百
姓
、
皆
王
役
に
赴
く
を
や
。
伏
し
て
惟
み
れ
ば
聖
念
、
必

ず
哀
矜
を
降
す
べ
き
者
な
り
。 

臣
伏
し
て
旧
記
を
勘
ふ
る
に
、
此
の
泊
、
天
平
年
中
に
建
立
す
る
所
な
り
。
其
の
後
、
延
暦
の
末
に
至
る
ま
で
、
五
十
餘
年
、
人 

其
の
便
り
を
得
た

り
。
弘
仁
の
代
に
、
風
浪
侵
し
齧
う
て
石
頽
れ
沙
漂
ふ
。
天
長
年
中
に
右
大
臣
清
原
真
人
奏
議
し
て
起
こ
し
請
ふ
て
遂
に
以
っ
て
修
復
す
。
承
和
の

末
に
、
復
た
已
に
毀
れ
壊
れ
た
り
。
貞
観
の
初
に
至
り
て
東
大
寺
の
僧
賢
和
、
菩
薩
の
行
を
修
し
、
利
他
の
心
を
起
こ
す
。
石
を
負
ひ
鍤
を
荷
ひ
て
力

を
尽
く
し
功
を
底
す
。
単
独
の
誠
、
其
の
業
を
畢
へ
ざ
る
と
雖
も
、
年
紀
の
間
、
其
の
利
を
蒙
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
莫
し
。 

賢
和
入
滅
し
て
稍
卅
年
に
及
ぶ
。
人
民
の
漂
没
、
勝
げ
て
計
ふ
べ
か
ら
ず
。
官
物
の
損
失
、
亦
巨
万
を
累
ぬ
。
伏
し
て
望
ま
く
は
諸
司
の
判
官
の
幹
了

に
し
て
巧
思
有
ら
ん
者
を
差
し
て
件
の
泊
を
修
造
せ
し
め
ん
。
其
の
料
物
は
播
磨
・
備
前
両
国
の
正
税
を
充
て
給
は
ん
。
冀
は
く
は
、
早
く
聖
朝
手

を
援
く
る
の
仁
を
降
し
て
天
民
魚
と
為
る
の
歎
き
を
脱
れ
し
め
ん
。
凡
そ
厥
の
便
宜
、
具
に
去
ん
し
延
喜
元
年
に
献
る
所
の
意
見
の
中
に
載
せ
た
る

も
の
は
更
に
重
ね
て
陳
せ
ず
） 

 

第
十
二
条
で
、
三
善
清
行
は
、
播
磨
国
魚
住
泊
（
現
在
の
兵
庫
県
明
石
市
）
を
修
復
す
る
よ
う
請
願
す
る
。 
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三
善
清
行
は
、
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、
檉
生
泊
（
同
た
つ
の
市
）
、
韓
泊
（
同
姫
路
市
）
、
魚
住
泊
、
大
輪
田
泊
（
同
神
戸
市
）
、
河
尻
泊
（
同
尼
崎
市
）

と
い
う
瀬
戸
内
の
い
わ
ゆ
る
摂
播
五
泊
は
、
か
つ
て
行
基
（
六
六
八―

七
四
九
）
に
よ
っ
て
一
日
ご
と
に
停
泊
し
な
が
ら
畿
内
へ
向
か
え
る
よ
う
に
計
画

整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
う
ち
一
箇
所
の
魚
住
泊
の
荒
廃
が
放
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
来
二
日
が
想
定
さ
れ
た
旅
程
を
昼
夜
兼
行
の
倍
速
で
急

ぐ
必
要
が
生
じ
、
船
の
漂
流
、
人
の
溺
死
が
相
次
い
で
い
る
現
状
を
訴
え
る
。
そ
の
後
、
禹
が
罪
人
を
見
て
も
自
ら
の
不
徳
の
せ
い
だ
と
哀
泣
し
た
故
事

（
『
説
苑
』
君
道
、『
群
書
治
要
』
巻
四
十
三
）（
19
）

を
引
き
合
い
に
出
し
て
、「
聖
念
」（
醍
醐
天
皇
の
御
心
）
も
民
衆
へ
の
憐
憫
を
も
っ
て
、
魚
住
泊
修
復

を
裁
可
す
る
よ
う
、
三
善
清
行
は
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。 

後
半
で
は
、
よ
り
具
体
的
に
魚
住
泊
の
沿
革
が
語
ら
れ
、
天
平
年
間
の
行
基
、
天
長
九
年
（
八
三
二
）
の
清
原
夏
野
（

20
）
、
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
の
僧

賢
和
（

21
）

と
い
っ
た
魚
住
泊
の
草
創
・
修
復
に
関
す
る
事
績
の
記
述
が
な
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
で
は
、
魚
住
泊
は
放
置
さ
れ
、
人
々
の
遭
難
の
み

な
ら
ず
、
官
物
の
損
失
を
も
招
い
て
い
る
こ
と
を
、
三
善
清
行
は
指
摘
し
て
、
充
て
る
べ
き
人
や
財
源
を
提
示
す
る
。
そ
の
上
で
、「
聖
朝
」（
醍
醐
天
皇
）

に
対
し
、「
天
民
」（
天
の
道
を
知
る
人
民
（

22
）
）
に
は
早
く
「
援
手
之
仁
」
を
与
え
て
ほ
し
い
と
し
て
、
天
皇
の
決
断
を
促
す
一
文
を
末
尾
に
載
せ
、
意
見

を
締
め
括
っ
て
い
る
。 

以
上
が
、
第
十
二
条
の
概
略
で
あ
る
。
で
は
、「
援
手
之
仁
」
と
は
何
か
。
こ
の
成
句
は
、『
孟
子
』
離
婁
章
句
上
に
見
ら
れ
る
次
の
話
に
基
づ
く
と
考
え

ら
れ
る
。 

 

淳
于
髡
曰
、
男
女
授
受
不
親
、
礼
與
。
孟
子
曰
、
礼
也
。
曰
、
嫂
溺
則
援
之
以
手
乎
。
曰
、
嫂
溺
不
援
、
是
豺
狼
也
。
男
女
授
受
不
親
、
礼
也
。
嫂
溺
、

援
之
以
手
者
、
権
也
。
曰
、
今
天
下
溺
矣
。
夫
子
之
不
援
、
何
也
。
曰
、
天
下
溺
、
援
之
以
道
。
嫂
溺
、
援
之
以
手
。
子
欲
手
援
天
下
乎
。 

（
淳
于
髡
曰
は
く
、
「
男
女
授
受
す
る
に
親
し
く
せ
ざ
る
は
、
礼
か
」
と
。
孟
子
曰
は
く
、「
礼
な
り
」
と
。
曰
は
く
、「
嫂
溺
る
れ
ば
則
ち
之
を
援
く
る

に
手
を
以
っ
て
す
る
か
」
と
。
曰
は
く
、「
嫂
溺
る
る
に
援
け
ざ
る
は
、
是
れ
豺
狼
な
り
。
男
女
授
受
す
る
に
親
し
く
せ
ざ
る
は
、
礼
な
り
。
嫂
溺
れ
、



- 76 - 

之
を
援
く
る
に
手
を
以
っ
て
す
る
は
、
権
な
り
」
と
。
曰
は
く
、「
今
天
下
溺
る
。
夫
子
の
援
け
ざ
る
は
、
何
ぞ
や
」
と
。
曰
は
く
、「
天
下
溺
る
れ
ば
、

之
を
援
く
る
に
道
を
以
っ
て
す
。
嫂
溺
る
れ
ば
、
之
を
援
く
る
に
手
を
以
っ
て
す
。
子 

手
に
て
天
下
を
援
け
ん
と
欲
す
る
か
」
と
） 

 

右
に
掲
げ
た
問
答
の
前
半
部
の
通
釈
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
斉
の
淳
于
髡
が
、
孟
子
に
「
男
女
が
物
を
受
け
渡
す
際
に
直
接
手
を
取
ら
な
い

の
は
、
礼
で
あ
る
か
」
と
問
う
と
、
孟
子
は
「
礼
だ
」
と
答
え
た
。
そ
こ
で
淳
于
髡
は
「
で
は
兄
嫁
が
溺
れ
て
い
た
ら
（
礼
に
反
し
て
も
）
助
け
よ
う
と
手

を
取
る
か
」
と
尋
ね
る
。
す
る
と
孟
子
の
返
答
は
「
兄
嫁
が
溺
れ
て
い
て
助
け
な
い
の
は
、
残
忍
な
仕
業
で
あ
る
。
男
女
が
直
接
手
を
取
ら
な
い
の
は
、
礼

で
あ
る
が
、
兄
嫁
が
溺
れ
、
助
け
よ
う
と
手
を
取
る
の
は
、
権
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（

23
）
。 

こ
の
一
連
の
問
答
で
示
さ
れ
る
仮
定
は
、「
意
見
十
二
箇
条
」
第
十
二
条
に
掲
げ
ら
れ
た
当
時
の
状
況
と
酷
似
す
る
。「
権
」
と
は
、
趙
岐
の
注
に
よ
れ
ば

「
反
レ

経
而
善
」
な
る
こ
と
で
あ
り
、
孟
子
は
、
溺
れ
て
い
る
人
が
あ
れ
ば
、
た
と
え
手
を
取
る
こ
と
が
礼
に
適
わ
な
い
兄
嫁
が
相
手
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

手
を
取
っ
て
助
け
る
と
い
う
慈
し
み
、
す
な
わ
ち
「
援
手
之
仁
」
を
持
つ
こ
と
は
容
認
し
て
い
る
も
の
と
判
断
で
き
る
。 

加
え
て
、
こ
の
表
現
が
、
意
見
封
事
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
意
見
封
事
は
、
自
ら
の
政
治
的
意

見
の
実
現
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
天
皇
の
前
に
届
く
ま
で
厳
封
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
想
定
さ
れ
る
読
者
は
親
政
を
行
う
天
皇
で
あ

り
、
ま
た
専
門
の
文
人
で
な
い
上
層
廷
臣
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
に
意
見
の
内
容
が
明
確
に
諒
解
さ
れ
な
け
れ
ば
、
政
策
の
実
施
を
請
う
の
に
は
、

如
何
な
る
修
辞
を
駆
使
し
て
も
意
味
を
成
さ
な
い
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、「
意
見
十
二
箇
条
」
の
最
後
に
「
援
手
之
仁
」
と
あ
っ
た
と
き
、
醍
醐
天
皇
を

は
じ
め
と
す
る
当
時
の
上
層
貴
族
た
ち
も
、
す
ぐ
に
『
孟
子
』
に
あ
る
問
答
を
想
起
し
得
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
三
善
清
行
は
、
こ
の
孟
子
の
言
を
、
人
民
の
救
済
を
期
し
て
停
泊
地
の
改
修
を
求
め
る
自
身
の
意
見
に
、
さ
ら
な
る
説
得
力
や
正
当
性

を
附
加
す
る
た
め
に
援
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
も
、『
孟
子
』
の
内
容
が
広
く
共
通
理
解
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、「
聖
念
」「
聖
朝
」
な
ど

と
言
い
表
し
た
醍
醐
天
皇
に
よ
る
政
策
の
転
換
を
、
礼
の
観
点
か
ら
完
全
に
は
否
定
す
る
こ
と
な
く
、「
仁
」
と
称
し
て
勧
め
る
こ
と
も
ま
た
出
来
て
お
り
、

背
景
に
あ
る
『
孟
子
』
本
文
を
踏
ま
え
た
適
切
な
用
例
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
漢
籍
受
容
の
実
態
と
し
て
、
文
飾
以
上
の
内
容
面
に
及
ぶ
も
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の
で
あ
る
。
醍
醐
朝
に
は
、
か
な
り
高
い
次
元
で
、
『
孟
子
』
の
受
容
が
な
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
当
該
箇
所
は
、
歴
代
天
皇
が
よ
く
学
習
し
た
『
群
書
治
要
』（
巻
三
十
七
）
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
著
録

が
あ
る
類
書
の
『
藝
文
類
聚
』
や
『
初
学
記
』
に
も
見
ら
れ
ず
、
『
孟
子
』
そ
の
も
の
を
読
解
、
受
容
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宋
学
流

入
以
前
に
も
、
『
孟
子
』
が
流
布
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
際
に
『
孟
子
』
か
ら
読
み
取
ら
れ
た
思
想
は
、
多
く
の
場
合
、
性
善
説
や
易
姓
革

命
で
は
な
く
、
一
般
民
衆
の
日
常
を
最
重
要
視
す
る
民
本
主
義
の
思
想
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
か
つ
て
任
地
へ
往
還
し
た
途
上
の
地
と

は
い
え
、
魚
住
泊
修
造
と
い
う
地
方
の
一
事
に
腐
心
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
一
度
な
ら
ず
献
策
し
た
三
善
清
行
が
孟
子
的
と
評
さ
れ
る
の
は
、
当
時
の
『
孟

子
』
受
容
の
位
相
に
即
し
て
も
故
無
し
と
し
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

経
書
と
し
て
の
受
容
が
な
さ
れ
る
以
前
に
も
、
孟
子
の
思
想
が
実
際
の
政
治
に
場
に
活
か
さ
れ
た
様
相
が
、
こ
う
し
た
事
例
か
ら
見
て
取
れ
る
。 

 

六
、
唐
代
の
孟
子
顕
彰
と
、
平
安
前
期
日
本
に
於
け
る
『
孟
子
』
受
容 

中
国
に
も
、
宋
代
よ
り
前
に
孟
子
を
尊
ぶ
人
物
は
い
た
。
安
史
の
乱
以
降
の
中
唐
に
於
い
て
古
文
復
興
に
努
め
、
道
統
論
を
展
開
し
て
宋
代
以
降
の
孟

子
顕
彰
の
先
蹤
を
な
し
た
韓
愈
（
七
六
八―

八
二
四
）
が
そ
の
人
で
あ
る
。 

韓
愈
の
詩
筆
は
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
平
安
朝
に
於
け
る
そ
の
摂
取
を
確
実
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
し
が
た
い
が
、
平
安
初
期

の
詩
文
に
そ
の
影
響
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
と
す
る
論
考
も
あ
る
（

24
）
。 

三
善
清
行
「
意
見
十
二
箇
条
」
は
、
序
文
を
、
次
の
よ
う
な
謙
辞
に
よ
っ
て
終
え
て
い
る
。 

 

不
任
挊
躍
、
敢
陳
狂
愚
。
猶
如
管
中
見
豹
纔
知
一
班
、
井
底
望
天
、
不
過
数
尺
。
謹
録
如
左
、
伏
待
天
裁 

（
挊
躍
に
任
へ
ず
、
敢
へ
て
狂
愚
を
陳
す
。
猶
ほ
管
中
に
豹
を
見
て
纔
か
に
一
班
を
知
り
、
井
の
底
に
天
を
望
み
て
、
数
尺
に
過
ぎ
ざ
る
が
ご
と
し
。
謹
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ん
で
録
す
る
こ
と
左
の
如
し
、
伏
し
て
天
裁
を
待
つ
） 

 
傍
線
部
「
井
底
望
天
、
不
過
数
尺
」
は
、
韓
愈
「
原
道
」
に
見
ら
れ
る
「
坐
レ

井
而
観
レ

天
、
曰
二

天
小
一

者
、
非
二

天
小
一

也
」
に
通
じ
、
特
に
「
天
」
を

問
題
と
す
る
点
は
、
韓
愈
の
文
に
従
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
発
想
で
あ
る
。 

「
原
道
」
は
、
「
塞
が
ず
ん
ば
流
れ
ず
、
止
め
ず
ん
ば
行
は
れ
ず
。
其
の
人
を
人
に
し
、
其
の
書
を
火
に
し
、
其
の
居
を
廬
に
し
、
先
王
の
道
を
明
ら
か

に
し
て
以
っ
て
之
を
道
き
、
鰥
寡
・
孤
独
・
廃
疾
の
者
養
ふ
こ
と
有
れ
ば
、
其
れ
亦
其
の
可
な
る
に
庶
か
ら
ん
」（
25
）

と
言
っ
て
結
ば
れ
る
よ
う
に
、
下
層

の
民
衆
の
日
常
を
重
視
し
た
文
章
で
あ
っ
て
、
そ
の
思
想
は
、
三
善
清
行
の
経
世
的
な
そ
れ
と
似
通
う
。
ま
た
、
文
体
の
性
質
か
ら
い
っ
て
も
、
古
文
で
書

か
れ
た
散
文
は
、
主
張
を
表
現
し
議
論
を
展
開
す
る
の
に
適
し
、
意
見
封
事
の
範
と
さ
れ
る
に
相
応
し
い
。 

そ
し
て
、「
原
道
」
は
、
韓
愈
が
、「
堯
は
是
を
以
っ
て
之
を
舜
に
伝
へ
、
舜
は
是
を
以
っ
て
之
を
禹
に
伝
へ
、
禹
は
是
を
以
っ
て
之
を
湯
に
伝
へ
、
湯
は

是
を
以
っ
て
之
を
文
・
武
・
周
公
に
伝
へ
、
文
・
武
・
周
公
は
之
を
孔
子
に
伝
へ
、
孔
子
は
之
を
孟
軻
に
伝
ふ
。
軻
の
死
す
る
や
、
其
の
伝
ふ
る
を
得
ず
。

荀
と
揚
と
は
、
択
び
て
精
し
か
ら
ず
、
語
り
て
詳
ら
か
な
ら
ず
」（
26
）

と
し
て
、
孟
子
こ
そ
を
儒
教
の
正
統
な
継
承
者
と
し
て
表
彰
し
た
論
文
で
も
あ
る
。

孟
子
・
韓
愈
・
三
善
清
行
の
三
者
に
は
、
や
は
り
民
本
の
考
え
方
が
通
底
す
る
。 

韓
愈
の
詩
文
と
思
想
と
は
中
唐
に
於
い
て
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
三
善
清
行
ら
平
安
前
期
の
日
本
人
の
眼
に
、
韓
愈
の
作
が
触
れ
た
可

能
性
は
十
分
に
考
え
得
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
平
安
前
期
の
日
本
で
、『
孟
子
』
や
、
そ
の
思
想
へ
の
関
心
を
喚
起
し
た
存
在
と
し
て
、
韓
愈
に
よ
る
運
動

を
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

こ
の
後
の
平
安
期
日
本
に
於
け
る
『
孟
子
』
受
容
の
実
例
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
平
安
中
期
ま
で
に
『
孟
子
』
を
受
容
し
た
痕
跡
と
し
て
は
、
天
慶
十

年
（
九
四
七
）
、
大
江
朝
綱
に
よ
る
年
号
勘
文
（
『
元
秘
別
録
』
所
収
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
際
、
万
章
章
句
上
の
文
（

27
）

を
典
拠
と
し
て
勘
申
さ
れ
た

「
天
受
」
は
不
採
用
と
な
っ
た
が
、
年
号
の
出
典
と
し
て
提
案
さ
れ
る
程
度
に
、
十
世
紀
半
ば
ま
で
『
孟
子
』
は
知
ら
れ
、
尊
重
さ
れ
た
と
言
え
る
。 

こ
の
よ
う
に
、『
孟
子
』
受
容
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
る
時
期
が
、
平
安
前
期
に
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
一
方
で
、
井
上
氏
の
研
究
（

28
）

に
よ
っ
て
も
、
こ
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れ
を
最
後
に
、
平
安
中
後
期
の
約
二
百
年
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
年
代
の
間
に
著
さ
れ
た
文
献
の
中
に
、『
孟
子
』
が
特
に
重
視
さ
れ
た
形
跡
は
殆
ど
見
受
け

ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
孟
子
の
位
置
付
け
は
、
中
国
に
於
い
て
も
、
韓
愈
以
降
、
宋
代
ま
で
、
日
本
と
時
差
は
あ
り
な
が
ら
も
、
同
様
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

七
、
宋
代
の
孟
子
顕
彰
と
、
平
安
末
期
日
本
に
於
け
る
『
孟
子
』
受
容 

社
会
情
勢
が
比
較
的
安
定
し
、
先
例
を
重
ん
じ
た
平
安
中
期
の
日
本
で
は
、
議
論
の
乏
し
さ
も
相
俟
っ
て
、
論
理
的
な
要
素
を
孕
む
よ
う
な
漢
文
体
の

文
章
は
、
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

そ
こ
か
ら
、
次
第
に
宋
学
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
『
孟
子
』
が
存
在
感
を
表
す
の
は
、
院
政
期
に
至
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
源
師
時
の
日
記
『
長
秋
記
』

天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
正
月
二
十
九
日
条
の
改
元
定
の
記
事
か
ら
は
、
再
び
『
孟
子
』
万
章
章
句
上
の
同
文
を
用
い
て
「
天
受
」
の
年
号
が
藤
原
行
盛
に

よ
っ
て
勘
申
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 

第
一
節
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
経
学
に
傾
倒
し
宋
版
本
を
愛
好
し
た
後
の
左
大
臣
藤
原
頼
長
（
一
一
二
〇―

一
一
五
六
）
は
、
日
記
『
台
記
』
康
治
二
年

（
一
一
四
三
）
九
月
三
十
日
条
に
、
自
身
の
そ
れ
ま
で
の
所
見
目
録
を
載
せ
て
い
る
。
経
・
史
・
雑
の
三
家
に
分
類
さ
れ
た
う
ち
、
雑
家
に
は
「
孟
子
十
四

巻
〈
首
付
〉
」
と
並
ん
で
「
同
音
義
二
巻
〈
首
付
〉
」
の
著
録
が
含
ま
れ
、
両
書
を
永
治
元
年
（
一
一
四
一
）
に
閲
読
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
頼
長
の

書
目
分
類
は
、
い
ま
だ
前
時
代
風
で
、
『
孟
子
』
は
経
書
に
は
部
類
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
北
宋
で
『
孟
子
』
を
経
書
と
同
視
す
る
第
一
歩
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
新
来
の
『
孟
子
音
義
』
を
合
わ
せ
読
む
点
は
、
早
く
も
宋
学
の
風
を
受
け
つ
つ
あ
る
も
の
と
見
て
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
平
安
末
、『
孟
子
』
に

つ
い
て
は
、
刊
行
年
代
と
し
て
新
注
に
先
行
す
る
『
孟
子
音
義
』
が
す
で
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
徐
々
に
経
書
と
同
様
の
学
び
方
が
志
向
さ
れ
始
め
て
き

た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。『
孟
子
』
の
読
習
に
、『
経
典
釈
文
』
に
代
替
す
る
音
義
書
『
孟
子
音
義
』
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
学
習
の
あ
り
方
は
、
中

国
宋
代
に
於
け
る
『
孟
子
』
の
経
書
へ
の
昇
格
運
動
と
強
く
連
動
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
あ
り
方
が
中
世
以
降
の
日
本
に
見
ら
れ
る
尊
孟
の
思
想
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な
ど
へ
と
繫
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

八
、
む
す
び 

本
章
で
は
、
三
善
清
行
「
意
見
十
二
箇
条
」
、
特
に
最
終
第
十
二
条
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
主
に
平
安
前
期
に
於
け
る
『
孟
子
』
受
容
の
あ
り
様
に

つ
い
て
考
察
し
た
。 

三
善
清
行
は
、
『
孟
子
』
を
文
飾
の
典
拠
と
し
て
活
用
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
内
容
も
踏
ま
え
た
上
で
、
文
中
に
「
援
手
之
仁
」
と
い
う
表
現
を
用
い

た
。
三
善
清
行
の
提
出
し
た
意
見
は
、
多
く
が
一
般
民
衆
の
日
常
生
活
に
目
を
向
け
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
孟
子
の
有
す
る
民
本
と
い
う
根
本
精
神

に
通
ず
る
も
の
で
も
あ
る
。 

ま
た
、
こ
の
「
援
手
之
仁
」
の
表
現
が
、
意
見
封
事
の
締
め
括
り
に
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う
事
実
は
、『
孟
子
』
本
文
の
内
容
面
で
の
摂
取
が
、
三
善
清

行
ひ
と
り
の
思
想
の
親
和
性
の
高
さ
に
基
づ
く
嗜
好
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
、
当
時
の
醍
醐
天
皇
周
辺
に
共
通
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
意
見
封
事
に
込
め
た
文
意
が
容
易
に
為
政
者
側
に
通
じ
な
け
れ
ば
、
折
角
の
政
治
的
意
見
の
表
明
も
、
理
解

さ
れ
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。 

従
来
、
日
本
で
の
『
孟
子
』
の
思
想
面
に
及
ぶ
受
容
は
、
宋
学
の
影
響
下
、
中
世
以
降
に
な
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
十
一
世
紀
を
中

心
と
す
る
摂
関
政
治
全
盛
期
に
『
孟
子
』
受
容
の
痕
跡
が
認
め
難
く
、
連
続
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
、
中
国
に
於
い
て
も
、
宋
代
よ
り
前
に
、
一
時
的
に
で
は
あ
っ
て
も
、
中
唐
の
韓
愈
に
よ
っ
て
、
孟
子
の
称
揚
さ
れ
る
時
期
は
あ
っ
た
と
言
え

る
。
当
時
は
経
書
の
扱
い
で
な
く
て
も
、
中
国
で
の
関
心
の
高
ま
り
が
、
平
安
前
期
日
本
の
精
励
な
人
々
の
間
に
も
拡
が
り
、
彼
ら
が
『
孟
子
』
本
文
を
読

解
す
る
に
至
る
こ
と
は
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

そ
の
後
、
宋
学
の
影
響
を
院
政
期
の
好
学
の
貴
族
た
ち
が
敏
感
に
受
け
始
め
た
よ
う
に
、
古
代
・
中
世
の
日
本
で
、
そ
の
時
々
に
於
け
る
漢
籍
の
位
置



- 81 - 

付
け
や
、
そ
の
学
習
の
あ
り
方
は
、
い
つ
も
緊
密
に
中
国
で
の
思
潮
に
合
わ
せ
て
成
立
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

    注 （
１
）
初
唐
の
陸
徳
明
（
五
五
〇―

六
三
〇
）
撰
の
経
書
解
説
書
。
周
易
・
尚
書
・
毛
詩
・
周
礼
・
儀
礼
・
礼
記
・
左
氏
伝
・
公
羊
伝
・
穀
梁
伝
・
孝
経
・
論
語
・

老
子
・
荘
子
・
爾
雅
の
各
書
に
つ
い
て
、
音
義
や
文
字
異
同
な
ど
を
記
す
。『
正
倉
院
文
書
』
天
平
二
十
年
（
七
四
八
）
六
月
十
日
付
の
「
写
章
疏
目
録
」

（
『
大
日
本
古
記
録
』
編
年
文
書 
巻
之
三
、
八
九
頁
）
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
十
一
月
付
の
「
造
東
大
寺
司
牒
案
」（
『
同
』
巻
之
十
一
、
四
三
〇
頁
）

に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
経
典
釈
文
廿
一
巻
」
と
あ
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
書
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
興
福
寺
に
は
、
奈
良
時
代
写
と

さ
れ
る
「
経
典
釈
文
断
簡
」
が
蔵
さ
れ
る
。 

（
２
）
「
凡
経
、
周
易
、
尚
書
、
周
礼
、
儀
礼
、
礼
記
、
毛
詩
、
春
秋
左
氏
伝
、
各
為
二

一
経
一

。
孝
経
、
論
語
、
学
者
兼
習
之
」
。 

（
３
）
藤
原
頼
長
（
一
一
二
〇―

一
一
五
六
）
は
、
日
記
『
台
記
』
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
九
月
三
十
日
条
に
、
自
身
の
そ
れ
ま
で
の
所
見
目
録
を
載
せ
て
い

る
。
経
・
史
・
雑
の
三
家
に
分
類
さ
れ
、
う
ち
経
家
に
分
け
ら
れ
る
の
は
、
尚
書
・
毛
詩
・
周
礼
・
儀
礼
・
礼
記
・
左
伝
・
公
羊
伝
・
穀
梁
伝
・
孝
経
・

論
語
・
老
子
・
荘
子
・
経
典
釈
文
の
各
書
で
あ
る
（
易
が
な
い
の
は
頼
長
が
未
見
の
た
め
）
。 

（
４
）
金
剛
寺
（
大
阪
府
河
内
長
野
市
）
蔵
。
周
易
・
尚
書
・
毛
詩
・
周
礼
・
儀
礼
・
礼
記
・
左
氏
伝
・
公
羊
伝
・
穀
梁
伝
・
論
語
・
孝
経
・
老
子
・
荘
子
を
「
全

経
」（
十
三
経
）
と
位
置
付
け
、
案
内
し
た
も
の
。
後
藤
昭
雄
「
『
全
経
大
意
』
」（
『
本
朝
漢
詩
文
資
料
論
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
。
初
出
は
二
〇
〇
九

年
）
、
お
よ
び
、
後
藤
昭
雄
・
仁
木
夏
実
・
中
川
真
弓
編
『
天
野
山
金
剛
寺
善
本
叢
刊 

第
一
期
』
第
一
巻 

漢
学
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。 

（
５
）
後
藤
昭
雄
「
『
全
経
大
意
』
と
藤
原
頼
長
の
学
問
」
（
注
（
４
）
前
掲
『
本
朝
漢
詩
文
資
料
論
』
。
初
出
は
二
〇
一
〇
年
三
月
）
な
ど
参
照
。 
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（
６
）
近
藤
正
則
『
程
伊
川
の
『
孟
子
』
の
受
容
と
衍
義
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
）
、
同
氏
「
『
孟
子
』
の
経
書
的
定
立
の
時
期
を
め
ぐ
っ
て
」
（
大
東
文
化

大
学
「
東
洋
研
究
」
一
三
八
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
）
。 

（
７
）
佐
佐
木
信
綱
『
百
代
草
』
（
一
九
二
五
年
）
第
十
三
。
同
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』
（
巌
松
堂
書
店
、
一
九
三
九
年
）
五
七
漢
書
、
五
五
七
頁
。
当
該
の
古
筆
切

は
、
現
在
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
（
『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
』
和
漢
書
之
部 

第
五
、
天
理
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
四

頁
）
。 

（
８
）
太
田
晶
二
郎
「
「
群
書
治
要
」
の
残
簡
」
（
『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
』
第
一
冊
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
。
初
出
は
一
九
五
一
年
三
月
）
。 

（
９
）
阿
部
隆
一
「
室
町
以
前
邦
人
撰
述
論
語
孟
子
註
釈
書
考
（
下
）
」
（
「
斯
道
文
庫
論
集
」
三
、
一
九
六
四
年
三
月
）
、
小
川
剛
生
「
孟
子
の
受
容
」
（
『
二
条
良

基
研
究
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
、
第
四
篇
第
三
章
第
二
節
。
初
出
は
二
〇
〇
二
年
二
月
）
な
ど
。 

（
10

）
内
野
熊
一
郎
「
日
本
古
代
（
上
古
よ
り
平
安
初
期
）
経
書
学
の
研
究
」
（
「
東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要
」
二
、
一
九
五
五
年
六
月
）
。 

（
11

）
井
上
順
理
『
本
邦
中
世
ま
で
に
お
け
る
孟
子
受
容
史
の
研
究
』
（
風
間
書
房
、
一
九
七
二
年
）
。 

（
12

）『
古
記
』
に
於
け
る
漢
籍
の
引
用
法
に
関
し
て
は
、
東
野
治
之
「
古
代
人
が
読
ん
だ
漢
籍
」（
『
史
料
学
遍
歴
』
雄
山
閣
、
二
〇
一
七
年
。
初
出
は
二
〇
〇
六

年
）
に
言
及
が
あ
る
。 

（
13

）
後
藤
昭
雄
「
文
体
解
説
」
（
『
本
朝
文
粋
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
27
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
。 

（
14

）
「
意
見
十
二
箇
条
」
序
文
。
原
文
「
改
百
王
之
澆
醨
、
拯
万
民
之
塗
炭
」
。
歴
代
の
薄
情
な
政
治
を
改
め
て
全
て
の
人
民
を
苦
悩
か
ら
す
く
う
、
の
意
。 

（
15

）
大
曾
根
章
介
「
三
善
清
行
の
意
見
封
事
」
（
『
王
朝
漢
文
学
論
攷―
『
本
朝
文
粋
』
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
。
初
出
は
一
九
六
六
年
六
月
）
。 

（
16

）
注
（
11

）
前
掲
書
（
一
七
七
頁
）
。 

（
17

）
『
重
要
文
化
財 

本
朝
文
粋
』
上
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
〇
年
）
に
よ
っ
た
。 

（
18

）
「
以
二

若
所
一レ

為
、
求
二

若
所
一レ

欲
、
猶
二

縁
レ

木
而
求
一レ

魚
也
」
。 

（
19

）「
禹
出
見
二

罪
人
一

、
下
レ

車
問
而
泣
レ

之
。
左
右
曰
、
夫
罪
人
不
レ

順
レ

道
、
故
使
レ

然
焉
。
君
王
何
為
痛
レ

之
至
二

於
此
一

也
。
禹
曰
、
堯
舜
之
人
、
皆
以
二

堯
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舜
之
心
一

為
レ

心
。
今
寡
人
為
レ

君
也
、
百
姓
各
自
以
二

其
心
一

為
レ

心
。
是
レ

以
痛
レ

之
也
」
。 

（
20

）
『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
六
に
天
長
九
年
五
月
十
一
日
付
の
太
政
官
符
が
載
る
。 

（
21

）
『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
六
に
貞
観
九
年
三
月
二
十
七
日
付
の
太
政
官
符
が
載
る
。
賢
和
は
実
は
元
興
寺
僧
。 

（
22

）
『
孟
子
』
尽
心
章
句
上
に
「
有
二

天
民
者
一

。
達
可
レ

行
二

於
天
下
一

、
而
後
行
レ

之
者
也
」
と
あ
り
、
趙
岐
は
、
こ
れ
に
注
し
て
「
天
民
、
知
レ

道
者
也
。
可

レ

行
而
行
、
可
レ

止
而
止
」
と
言
う
。 

（
23

）
『
礼
記
』
曲
礼
上
「
男
女…

不
二

親
授
一

、
嫂
叔
不
レ

通
レ

問
」
、
坊
記
「
男
女
授
受
不
レ

親
」
を
念
頭
に
置
い
た
や
り
取
り
。 

（
24

）
大
塚
英
子
「
嵯
峨
詩
壇
の
中
唐
詩
摂
取
に
関
す
る
試
論―

「
落
花
篇
」
と
韓
愈―

」（
『
中
古
文
学
と
漢
文
学
I
』
和
漢
比
較
文
学
叢
書
3
、
汲
古
書
院
、
一

九
八
六
年
）
な
ど
。 

（
25

）
原
文
「
不
塞
不
流
、
不
止
不
行
。
人
其
人
、
火
其
書
、
廬
其
居
、
明
先
王
之
道
以
道
之
、
鰥
寡
孤
独
廃
疾
者
有
養
也
、
其
亦
庶
乎
其
可
也
」
。 

（
26

）
原
文
「
堯
以
是
伝
之
舜
、
舜
以
是
伝
之
禹
、
禹
以
是
伝
之
湯
、
湯
以
是
伝
之
文
武
周
公
、
文
武
周
公
伝
之
孔
子
、
孔
子
伝
之
孟
軻
。
軻
之
死
、
不
得
其
伝

焉
。
荀
与
揚
也
、
択
焉
而
不
精
、
語
焉
而
不
詳
」
。 

（
27

）
「
昔
者
、
堯
薦
二

舜
於
天
一

、
而
天
受
レ

之
、
暴
二

之
於
民
一

、
而
民
受
レ

之
」
。 

（
28

）
注
（
11

）
前
掲
書
。 

    

♢
二
〇
一
六
年
十
二
月
三
日
、
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
第
一
回
大
会
（
於
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
口
頭
発
表
し
、「
藝
文
研
究
」
第
百
十
二

号
（
二
〇
一
七
年
六
月
）
に
執
筆
し
た
。 
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第
五
章 

大
江
匡
衡
の
釈
奠
詩 

  
は
じ
め
に 

大
江
匡
衡
（
九
五
二―
一
〇
一
二
）
は
、
摂
関
政
治
全
盛
の
平
安
時
代
中
期
、
御
堂
関
白
藤
原
道
長
（
九
六
六―

一
〇
二
七
）
に
近
侍
し
た
儒
者
で
あ

り
、
同
時
代
を
代
表
す
る
文
人
と
し
て
、
『
本
朝
文
粋
』
に
所
収
作
者
中
最
多
の
四
十
七
篇
を
留
め
る
な
ど
、
日
本
漢
学
史
上
に
名
を
残
す
名
儒
で
あ
る
。 

大
江
匡
衡
が
執
筆
し
た
釈
奠
詩
序
（
『
江
吏
部
集
』
巻
中
90
）
を
見
る
と
、
冒
頭
に
「
夫
釈
奠
者
、
国
家
之
洪
規
、
闕
里
之
栄
観
也
」
と
言
っ
て
、
儒
教

経
典
（
経
書
）
を
講
論
す
る
年
中
行
事
で
あ
る
釈
奠
の
持
つ
高
い
格
式
が
説
か
れ
る
。
そ
こ
で
詠
進
さ
れ
る
釈
奠
詩
は
、
従
来
「
講
論
し
た
経
書
の
こ
と
ば

や
故
事
を
も
と
に
し
た
て
て
お
り
、
儒
教
倫
理
を
強
調
す
る
た
め
に
概
念
的
で
あ
っ
て
、
文
学
と
し
て
す
ぐ
れ
た
も
の
は
す
く
な
い
」（
１
）

と
さ
れ
る
が
、

果
た
し
て
大
江
匡
衡
が
詠
じ
た
釈
奠
詩
も
ま
た
、
文
学
的
に
は
取
る
に
足
ら
な
い
儒
教
倫
理
に
則
し
た
概
念
的
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
章
で
は
、
大
江
匡
衡
が
、
平
安
中
期
当
時
の
経
書
の
受
容
相
に
基
づ
き
詠
出
し
た
釈
奠
詩
に
焦
点
を
当
て
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
匡
衡
の
詩
風
の
特

徴
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
年
次
を
追
い
な
が
ら
、
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

一
、
古
代
の
釈
奠
と
釈
奠
詩 

釈
奠
は
、
中
国
に
於
い
て
、
語
と
し
て
は
『
礼
記
』
に
既
に
見
ら
れ
る
が
、
学
校
で
孔
子
ら
を
祀
り
、
経
書
を
講
論
し
た
後
、
宴
を
催
し
て
詩
を
賦
す
る

儀
式
と
し
て
も
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
以
前
に
は
成
立
し
て
い
た
ら
し
い
。
劉
宋
の
顔
延
之
「
皇
太
子
釈
奠
会
作
詩
」（
『
文
選
』
巻
二
十
）
な
ど
か
ら
も
、
そ

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
釈
奠
の
儀
礼
は
、
そ
の
後
、
中
国
で
続
い
た
制
度
の
模
倣
と
し
て
、
日
本
に
も
伝
わ
っ
た
。「
学
令
」
3
釈
奠
条
に
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は
、
「
凡
大
学
国
学
、
毎
レ

年
春
秋
二
仲
之
月
上
丁
、
釈
二

奠
於
先
聖
孔
宣
父
一

。
其
饌
酒
明
衣
所
レ

須
、
並
用
二

官
物
一

」
と
規
定
さ
れ
、
仲
春
・
仲
秋
（
二

月
・
八
月
）
の
上
旬
の
丁
の
日
に
、
国
家
の
年
中
行
事
と
し
て
行
う
こ
と
が
定
例
と
さ
れ
た
。
古
代
の
日
本
に
於
い
て
、
中
央
の
大
学
寮
で
行
わ
れ
た
釈
奠

の
儀
式
次
第
は
、
中
国
で
の
方
式
を
範
と
し
、
大
ま
か
に
言
え
ば
、
順
に
、
饋
享
・
拝
廟
・
講
論
・
饗
宴
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る

（
２
）
。
拝
廟
以
降
に
は
公
卿
ら
も
参
列
し
た
。
こ
の
う
ち
の
饗
宴
は
、
さ
ら
に
百
度
座
・
宴
座
・
穏
座
な
ど
に
分
か
れ
、
最
後
の
席
で
あ
る
穏
座
で
は
、
文

人
や
学
生
ら
が
献
じ
た
詩
が
披
講
さ
れ
る
。
こ
こ
で
披
露
さ
れ
る
詩
が
、
い
わ
ゆ
る
釈
奠
詩
で
あ
り
、
そ
の
回
の
釈
奠
で
講
読
、
論
義
が
行
わ
れ
た
経
書

の
語
句
に
基
づ
き
文
章
博
士
が
提
出
す
る
詩
題
に
よ
っ
て
詠
作
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

古
代
日
本
で
詠
作
さ
れ
た
釈
奠
詩
は
、
奈
良
期
の
『
懐
風
藻
』
に
一
首
あ
る
ほ
か
、
平
安
期
の
釈
奠
詩
と
し
て
は
、『
田
氏
家
集
』
に
六
首
（
３
）
、『
菅
家

文
草
』
に
十
二
首
（
４
）
、『
江
吏
部
集
』
に
八
首
が
収
ま
り
、
さ
ら
に
『
扶
桑
集
』
に
六
首
、『
本
朝
麗
藻
』
に
二
首
（
５
）

が
採
録
さ
れ
、
重
複
を
除
い
て
計
三

十
三
首
（
６
）

を
、
現
在
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
、
こ
の
平
安
期
の
釈
奠
詩
三
十
三
首
を
詩
体
別
に
整
理
す
る
と
、
五
言
律
詩
が
五
、
七
言
律
詩
が
六
、

七
言
絶
句
が
二
十
二
と
な
る
。
時
代
の
傾
向
に
反
し
て
頗
る
絶
句
が
多
い
の
は
、
『
二
中
歴
』
（
第
十
二 

書
詩
歴
）
に
「
秀
才
進
士
外
国
之
後
、
皆
絶
句
。

当
職
之
間
、
献
二

四
韵
一

。
又
学
生
常
賦
二

四
韵
一

」
と
あ
る
よ
う
に
、
釈
奠
詩
の
詩
体
に
は
、
身
分
に
よ
る
制
約
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。『
二
中
歴
』
に
見

ら
れ
る
こ
の
規
定
に
よ
る
と
、
文
章
得
業
生
（
秀
才
）
や
文
章
生
（
進
士
）
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
文
章
得
業
生
兼
国
あ
る
い
は
文
章
生
外
国
と
し
て
地
方
官
の

兼
任
を
経
た
後
は
、
釈
奠
詩
は
こ
と
ご
と
く
絶
句
で
詠
進
す
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
「
当
職
」（
７
）

の
間
は
、
文
章
生
の
前
段
階
に
あ
る
学
生
と
同
様
に
、

四
韻
（
律
詩
）
で
詠
進
す
る
こ
と
が
決
ま
り
と
な
っ
て
い
た
。 

ま
た
、
古
代
・
中
世
の
日
本
で
は
、
各
回
の
釈
奠
で
講
論
の
対
象
と
す
る
（
す
な
わ
ち
釈
奠
詩
の
題
の
出
典
と
な
る
）
経
書
の
選
定
に
際
し
、
本
邦
独
自

の
ル
ー
ル
と
し
て
「
七
経
輪
転
講
読
」
の
原
則
が
存
在
し
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
『
江
家
次
第
』（
巻
五
）
に
「
座
定
、
音
博
士
読
二

発
題
一

〈
孝
経
礼
記
毛

詩
尚
書
論
語
周
易
左
伝
、
輪
転
講
レ

之
〉
」
と
記
す
よ
う
に
、
七
つ
の
経
書
が
〈
孝
経→

礼
記→

毛
詩→

尚
書→

論
語→

周
易→

左
伝→

孝
経
〉
の
順
に
釈

奠
で
の
講
書
に
選
ば
れ
る
と
い
う
規
則
で
あ
る
。
諒
闇
や
触
穢
な
ど
、
何
ら
か
の
理
由
で
釈
奠
が
停
止
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
順
序
は
飛
ば
さ
れ
ず
、

次
回
の
釈
奠
へ
と
繰
り
越
さ
れ
て
講
書
と
な
っ
た
（
８
）
。
平
安
前
期
の
場
合
に
は
、
正
史
の
中
で
も
特
に
年
中
行
事
に
関
す
る
事
柄
を
詳
細
に
記
録
す
る
『
日
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本
三
代
実
録
』
が
あ
り
、
こ
れ
が
対
象
と
す
る
年
代
が
『
田
氏
家
集
』
や
『
菅
家
文
草
』
の
時
代
と
も
重
な
り
合
っ
て
、
各
回
の
釈
奠
で
の
講
書
が
特
定
で

き
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
詠
作
時
期
が
推
定
さ
れ
得
た
り
す
る
。
し
か
し
、
平
安
中
期
に
至
る
と
、
そ
の
回
の
釈
奠
で
の
講
書
な
ど
を
明
確
に
把
握
す

る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
本
章
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
大
江
匡
衡
の
生
き
た
年
代
の
中
で
は
、
唯
一
、
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
秋
の
釈
奠
の
み
で
あ
る

（
９
）
。『
日
本
紀
略
』
同
年
八
月
一
日
条
に
、
こ
の
時
に
限
り
、「
釈
奠
、
講
周
易
、
題
聖
人
養
賢
」
と
、
や
や
詳
し
い
記
録
が
見
ら
れ
、
講
書
は
『
周
易
』
、

詩
題
は
頤
卦
か
ら
取
ら
れ
た
「
聖
人
養
賢
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。 

 

二
、
平
安
朝
釈
奠
詩
の
内
容 

本
節
で
は
、
平
安
期
に
於
け
る
釈
奠
詩
の
詠
作
手
法
を
、
そ
の
内
容
面
か
ら
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
菅
原
道
真
と
島
田
忠

臣
の
釈
奠
詩
で
あ
る
。
二
首
と
も
に
同
じ
「
為
政
以
徳
」
と
い
う
『
論
語
』
か
ら
の
詩
題
で
、
同
時
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

〔
『
菅
家
文
草
』
巻
五
〕 

382
仲
春
釈
奠
聴
講
論
語
同
賦
為
政
以
徳
（
仲
春
、
釈
奠
、『
論
語
』
を
講
ず
る
を
聴
き
て
、
同
じ
く
「
政
を
為
す
に
徳
を
以
っ
て
す
」
と
い
ふ
こ
と

を
賦
す
） 

１ 

君
政
万
機
此
一
経 

 

君
政 

万
機 

此
の
一
経 

２ 

乗
龍
不
忘
始
収
蛍 

 

龍
に
乗
ず
る
も
忘
れ
ず 

始
め
て
蛍
を
収
め
し
を 

３ 

北
辰
高
処
無
為
徳 

 

北
辰 

高
処 

無
為
の
徳 

４ 

疑
是
明
珠
作
衆
星 

 

疑
ふ
ら
く
は 

是
れ 

明
珠 

衆
星
と
作
り
し
か
と 
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〔
『
田
氏
家
集
』
巻
之
下
〕（
10
） 

146
七
言
仲
春
釈
奠
聴
講
論
語
同
賦
為
政
以
徳
一
首
（
七
言
、
仲
春
、
釈
奠
、『
論
語
』
を
講
ず
る
を
聴
き
て
、
同
じ
く
「
政
を
為
す
に
徳
を
以
っ
て

す
」
と
い
ふ
こ
と
を
賦
す
る
一
首
） 

１ 

政
帰
於
徳
徳
為
隣 

 

政
は
徳
に
帰
し 

徳
は
隣
を
為
る 

２ 

猶
若
衆
星
拱
北
辰 

 

猶
ほ
衆
星
の
北
辰
に
拱
く
が
若
し 

３ 

今
日
神
農
何
処
廟 

 

今
日 

神
農 

何
処
の
廟
に
か 

４ 

無
顔
拝
奠
孔
堂
春 

 

拝
奠
す
る
に
顔
無
し 

孔
堂
の
春 

第
３
句
に
〈
于
時
拝
典
薬
頭
〉
（
時
に
典
薬
頭
を
拝
す
）
の
自
註
あ
り 

 

詩
題
は
、『
論
語
』
為
政
篇
の
冒
頭
「
為
政
以
徳
、
譬
如
北
辰
居
其
所
而
衆
星
共
之
」（
政
を
為
す
に
徳
を
以
っ
て
す
れ
ば
、
譬
へ
ば
北
辰
の
其
の
所
に
居

て
衆
星
の
共
す
る
が
如
し
）
に
よ
り
、
ど
ち
ら
の
詩
も
、「
北
辰
」「
衆
星
」
の
語
を
用
い
る
な
ど
、
こ
の
釈
奠
で
講
論
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
『
論
語
』
為
政

篇
の
本
文
を
考
慮
に
入
れ
て
詠
作
す
る
。
道
真
の
詩
は
、
転
句
に
「
無
為
の
徳
」
と
い
っ
て
天
皇
を
舜
に
な
ぞ
ら
え
る
（
『
論
語
』
衛
霊
公
篇
を
踏
ま
え
る
）

な
ど
、
終
始
、
宮
廷
詩
と
し
て
帝
徳
を
讃
美
す
る
も
の
と
見
て
取
れ
る
。
一
方
の
島
田
忠
臣
の
詩
は
、
自
註
の
あ
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
現
在
の
自
身
の

境
遇
を
も
踏
ま
え
て
述
懐
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
人
官
吏
と
し
て
、
典
薬
頭
と
い
う
官
職
に
就
い
て
い
る
現
状
を
「
暗
に
惜
し
む
心
が
見
え

な
く
も
な
い
」（
11
）

と
解
さ
れ
て
い
る
。
釈
奠
詩
を
作
成
す
る
上
で
は
、
基
本
的
に
は
、
経
書
に
由
来
す
る
詩
題
に
基
づ
い
た
技
巧
と
、
宮
廷
詩
の
述
懐
と

し
て
の
帝
徳
讃
美
の
表
現
と
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る
の
が
常
套
の
手
法
で
あ
っ
た
よ
う
に
み
ら
れ
、
述
懐
と
し
て
個
人
的
な
志
を
あ
ま
り
直
接
的
に
吐

露
す
る
こ
と
は
控
え
め
に
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
平
安
中
期
の
例
で
言
っ
て
も
、『
本
朝
麗
藻
』
所
収
の
二
首
（
藤
原
有
国
お
よ

び
源
為
憲
）
は
、
そ
れ
ら
が
帝
徳
部
に
収
め
ら
れ
る
せ
い
も
あ
ろ
う
が
、
帝
徳
讃
美
の
面
が
色
濃
く
表
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 
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三
、
『
江
吏
部
集
』
の
釈
奠
詩 

さ
て
、
平
安
中
期
の
文
人
大
江
匡
衡
に
は
、
生
前
に
成
立
し
た
と
い
う
漢
詩
集
『
江
吏
部
集
』
三
巻
（
上
中
下
）
が
あ
り
、
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
。『
江

吏
部
集
』
は
、
匡
衡
の
祖
父
維
時
（
八
八
八―

九
六
三
）
が
編
纂
し
た
『
千
載
佳
句
』
の
影
響
を
受
け
て
か
、
詩
文
を
部
門
別
に
排
列
す
る
。
こ
れ
は
、
平

安
前
期
の
『
田
氏
家
集
』
や
『
菅
家
文
草
』
の
詩
が
、
ほ
ぼ
詠
作
年
代
順
の
排
列
と
さ
れ
る
の
と
は
異
な
っ
た
方
法
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
『
江
吏
部
集
』

の
排
列
を
、
詠
作
年
代
を
考
え
る
上
で
の
手
掛
か
り
と
す
る
こ
と
は
全
く
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

整
然
と
し
た
部
立
て
に
よ
る
排
列
の
中
で
、
釈
奠
詩
は
、
巻
中
の
文
部
に
、
読
書
始
の
際
の
詠
詩
な
ど
と
並
ん
で
、
次
の
八
首
が
ま
と
ま
っ
て
収
め
ら

れ
て
い
る
（

12
）
。 

85
仲
秋
釈
奠
聴
講
古
文
尚
書
同
賦
安
民
則
恵
（
仲
秋
、
釈
奠
、『
古
文
尚
書
』
を
講
ず
る
を
聴
き
て
、
同
じ
く
「
民
を
安
ん
ず
る
は
則
ち
恵
な
り
」
と
い

ふ
こ
と
を
賦
す
） 

86
仲
春
釈
奠
聴
講
毛
詩
同
賦
仁
及
草
木
一
首
（
仲
春
、
釈
奠
、『
毛
詩
』
を
講
ず
る
を
聴
き
て
、
同
じ
く
「
仁 

草
木
に
及
ぶ
」
と
い
ふ
こ
と
を
賦
す
る
一

首
） 

87
仲
春
釈
奠
聴
講
礼
記
同
賦
君
仁
臣
忠
（
仲
春
、
釈
奠
、
『
礼
記
』
を
講
ず
る
を
聴
き
て
、
同
じ
く
「
君
は
仁
、
臣
は
忠
な
り
」
と
い
ふ
こ
と
を
賦
す
） 

88
仲
春
釈
奠
聴
講
左
伝
同
賦
以
徳
撫
民
一
首
（
仲
春
、
釈
奠
、『
左
伝
』
を
講
ず
る
を
聴
き
て
、
同
じ
く
「
徳
を
以
っ
て
民
を
撫
す
」
と
い
ふ
こ
と
を
賦

す
る
一
首
） 

89
七
言
仲
春
釈
奠
聴
講
左
伝
同
賦
養
民
如
子
（
七
言
、
仲
春
、
釈
奠
、『
左
伝
』
を
講
ず
る
を
聴
き
て
、
同
じ
く
「
民
を
養
ふ
こ
と
子
の
如
し
」
と
い
ふ

こ
と
を
賦
す
） 

91
仲
春
釈
奠
聴
講
古
文
孝
経
（
仲
春
、
釈
奠
、
『
古
文
孝
経
』
を
講
ず
る
を
聴
く
） 

92
仲
春
釈
奠
聴
講
古
文
孝
経
詩
（
仲
春
、
釈
奠
、
『
古
文
孝
経
』
を
講
ず
る
を
聴
く
詩
） 
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95
仲
春
釈
奠
聴
講
論
語
同
賦
仁
者
寿
（
仲
春
、
釈
奠
、
『
論
語
』
を
講
ず
る
を
聴
き
て
、
同
じ
く
「
仁
者
は
寿
し
」
と
い
ふ
こ
と
を
賦
す
） 

 

四
、
不
遇
を
訴
え
た
釈
奠
詩 

本
節
以
下
で
は
、
大
江
匡
衡
の
釈
奠
詩
八
首
を
、
な
る
べ
く
そ
の
人
生
の
区
切
り
と
対
応
さ
せ
な
が
ら
、
三
つ
の
段
階
に
分
け
、
考
え
て
い
き
た
い
（

13
）
。 

大
江
匡
衡
は
、
天
暦
六
年
（
九
五
二
）
の
生
ま
れ
と
い
い
、
儒
家
の
息
男
と
し
て
、
十
五
歳
で
大
学
寮
に
入
学
す
る
。
天
延
三
年
（
九
七
五
）
に
省
試
に

及
第
し
て
文
章
生
と
な
り
、
翌
四
年
に
は
文
章
得
業
生
と
な
っ
て
い
た
。
天
元
二
年
（
九
七
九
）
五
月
に
は
対
策
に
及
第
し
た
が
、
そ
の
後
に
得
た
官
職
は

武
官
な
ど
が
多
く
、
そ
れ
は
匡
衡
に
と
っ
て
は
不
遇
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
か
ら
、
一
条
天
皇
（
九
八
〇―

一
〇
一
一
、
在
位 

九

八
六―

一
〇
一
一
）
の
侍
読
と
な
っ
て
昇
殿
を
許
さ
れ
る
の
が
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
の
こ
と
で
、
川
口
久
雄
氏
は
、
そ
の
よ
う
な
大
江
匡
衡
の
一
生
を
、

「
彼
の
生
涯
は
長
徳
三
・
四
年
の
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
四
十
六
、
七
歳
を
さ
か
い
め
と
し
て
前
半
の
不
遇
時
代
と
、
後
半
の
得
意
時
代
と
に
わ
け
ら
れ
よ
う
」

（

14
）

と
評
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
本
節
に
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
い
ず
れ
に
も
殊
更
に
不
遇
感
を
訴
え
る
か
の
よ
う
な
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
詩
で
、

匡
衡
の
前
半
生
（
長
徳
年
間
以
前
）
に
詠
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
四
首
で
あ
る
。 

第
一
に
、
88
詩
は
、
匡
衡
が
ま
だ
文
章
得
業
生
で
あ
っ
た
頃
の
作
と
み
ら
れ
る
（
括
弧
内
は
現
代
語
訳
。
以
下
同
）
。 

 

88
仲
春
釈
奠
聴
講
左
伝
同
賦
以
徳
撫
民
一
首 

１ 

明
王
徳
遍
撫
黔
首 

 

明
王 

徳 

遍
く 

黔
首
を
撫
す 

２ 

雨
露
不
論
踈
与
親 

 

雨
露 

論
ぜ
ず 

踈
と
親
と
を 

３ 

独
有
翰
林
花
未
折 

 

独
り 

翰
林 

花 

未
だ
折
れ
ざ
る
有
り 

４ 

朝
恩
棄
忘
晩
成
人 

 

朝
恩 

棄
忘
す 

晩
成
の
人
を 
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（
聡
明
な
天
子
の
徳
は
、
広
く
庶
民
を
慈
し
む
。
有
徳
の
天
子
の
施
す
恩
徳
は
隅
々
ま
で
行
き
渡
る
雨
露
の
よ
う
で
あ
り
、
親
疎
を
問
わ
な
い
で
、
全
て
の

人
民
に
降
り
注
ぐ
も
の
だ
。 

ひ
と
り
文
章
院
に
は
、
桂
の
花
の
一
枝
も
ま
だ
折
ら
れ
て
い
な
い
者
が
あ
る
。
天
子
か
ら
の
恩
徳
は
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
こ
の
晩
成
の
者
の
こ
と

を
。
） 

 

詩
題
「
以
徳
撫
民
」
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
二
十
四
年
「
大
上
以
徳
撫
民
、
其
次
親
親
以
相
及
也
」（
大
上
は
徳
を
以
っ
て
民
を
撫
し
、
其
の
次
は
親

を
親
し
み
て
以
っ
て
相
及
ぼ
す
な
り
）
に
よ
る
。
起
句
は
、
題
意
を
言
い
換
え
て
表
現
し
た
句
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
承
句
の
「
雨
露
」
は
、
隔
て
な

く
恩
徳
を
も
た
ら
す
も
の
の
喩
え
（

15
）
。
「
踈
与
親
」
は
、
詩
題
の
典
拠
と
な
っ
た
箇
所
に
挟
ま
れ
た
杜
預
注
の
「
無
二

親
踈
一

也
」
に
基
づ
く
の
で
あ
り
、

優
れ
て
有
徳
の
者
に
は
「
民
」
に
「
親
踈
」
の
別
は
な
い
と
い
っ
た
意
を
表
す
。
こ
れ
は
、
経
文
の
み
な
ら
ず
、
注
文
を
も
踏
ま
え
、
そ
れ
を
詩
に
詠
み
込

ん
だ
例
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
。
転
句
の
「
花
未
折
」
は
、
晋
の
郤
詵
の
い
わ
ゆ
る
「
折
桂
」
の
故
事
か
ら
、
こ
こ
で
は
未
だ
対
策
及
第
し
な
い
こ
と
を
言
い

表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
直
接
的
に
「
桂
未
折
」
と
表
現
し
な
い
の
は
、
仄
三
連
を
避
け
る
た
め
の
配
慮
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
結
句
は
、「
晩
成
人
」
に
、

お
そ
ら
く
匡
衡
自
身
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
な
か
な
か
立
身
し
な
い
不
遇
感
を
訴
え
た
句
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
節
の
は
じ

め
に
触
れ
た
よ
う
に
、
匡
衡
が
対
策
に
及
第
す
る
の
は
天
元
二
年
（
九
七
九
）
五
月
、
二
十
八
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
88
詩
を
、
匡
衡
が
文
章
得
業
生
で
あ
っ
た
時
、
対
策
及
第
以
前
の
作
と
考
え
て
も
、
こ
れ
が
絶
句
で
詠
作
さ
れ
て
い
る
の
は
、
す
で
に
こ

の
釈
奠
の
時
点
で
、
匡
衡
が
い
わ
ゆ
る
文
章
得
業
生
兼
国
を
経
て
い
た
か
ら
だ
と
す
れ
ば
矛
盾
し
な
い
（
第
一
節
お
よ
び
注
（
７
）
参
照
）
。『
中
古
歌
仙
三

十
六
人
伝
』
に
よ
る
と
、
大
江
匡
衡
が
初
め
て
地
方
官
（
越
前
権
大
掾
）
に
任
ぜ
ら
れ
る
の
は
天
延
四
年
（
九
七
六
）
正
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
88
詩
の
詠
作
年
時
は
、
そ
の
詩
体
と
内
容
と
を
踏
ま
え
て
、
天
延
四
年
春
か
ら
天
元
二
年
春
ま
で
の
四
年
の
間
と
推
定
し
た
い
。 

次
に
は
86
詩
を
取
り
上
げ
る
。 
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86
仲
春
釈
奠
聴
講
毛
詩
同
賦
仁
及
草
木
一
首 

１ 

臥
柳
自
然
随
世
起 

 

臥
柳 

自
然
に
世
に
随
ひ
て
起
つ 

２ 
幽
蘭
未
必
被
人
知 

 

幽
蘭 

未
だ
必
ず
し
も
人
に
知
ら
れ
ず 

３ 

偶
逢
天
愛
無
偏
党 

 

偶
〻 

天
愛 

偏
党
無
き
に
逢
ふ 

４ 

暖
霧
柔
風
不
失
宜 

 

暖
霧 

柔
風 

宜
し
き
を
失
は
ず 

（
枝
垂
れ
柳
の
木
も
、
ひ
と
り
で
に
時
勢
の
成
り
行
き
に
ま
か
せ
て
枝
葉
を
立
て
る
ほ
ど
仁
の
あ
る
治
世
で
あ
る
。
奥
深
い
谷
に
ゆ
か
し
く
生
え
る
蘭
の
草

は
、
そ
れ
で
も
ま
だ
必
ず
し
も
人
々
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。 

思
い
が
け
ず
私
は
、
立
派
な
天
子
が
お
ら
れ
、
そ
の
仁
愛
が
中
正
公
平
に
施
さ
れ
る
治
世
に
出
く
わ
し
た
。
暖
か
い
霧
や
、
な
ご
や
か
な
風
は
、
春
の
相

応
し
い
時
節
を
見
逃
す
こ
と
な
く
生
じ
る
も
の
だ
。
） 

 

詩
題
「
仁
及
草
木
」
は
、『
毛
詩
』
大
雅
「
行
葦
」
の
小
序
「
行
葦
忠
厚
也
。
周
家
忠
厚
、
仁
及
草
木
」（
行
葦
は
忠
厚
な
り
。
周
家
は
忠
厚
に
し
て
、
仁 

草
木
に
及
ぶ
）
に
よ
る
。
大
江
匡
衡
は
、
題
中
の
「
草
木
」
を
双
貫
語
と
捉
え
て
、
起
句
「
臥
柳
」（
木
）
と
、
承
句
「
幽
蘭
」（
草
）
と
に
詠
み
分
け
て
い

る
。
起
句
は
現
今
の
治
世
を
讃
美
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
、
承
句
で
は
、
そ
の
讃
美
す
べ
き
治
世
で
も
人
に
知
ら
れ
な
い
「
幽
蘭
」（
16
）

が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
人
に
知
ら
れ
な
い
香
草
（
忠
臣
）
と
い
う
、
帝
徳
を
称
え
る
面
で
は
む
し
ろ
否
定
的
に
も
思
わ
れ
る
表
現
を
わ
ざ
わ
ざ
作
る
背
景
に
は
、
そ
の

治
世
で
も
引
き
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
者
が
い
る
と
い
う
匡
衡
自
身
の
不
遇
意
識
を
読
み
取
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
転
句
の
「
無
偏
党
」
は
、
優
れ
た
王
道
の

あ
り
様
を
言
い
表
す
（

17
）
。
結
句
の
「
暖
霧
」
「
柔
風
」
は
、
ど
ち
ら
も
、
こ
の
釈
奠
が
行
わ
れ
た
春
の
安
寧
な
様
子
を
表
現
す
る
。
こ
れ
ら
が
春
と
い
う

時
機
を
逸
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
自
ら
を
こ
の
機
に
登
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
匡
衡
の
願
望
が
、
こ
の
86
詩
に
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
。 続

い
て
も
う
一
首
、
87
詩
を
見
よ
う
。 
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87
仲
春
釈
奠
聴
講
礼
記
同
賦
君
仁
臣
忠 

１ 
仁
自
上
施
忠
自
下 

 

仁
は
上
よ
り
施
し 

忠
は
下
よ
り
す 

２ 

雲
龍
風
虎
自
相
期 

 

雲
龍
風
虎 

自
ら
相
期
す 

３ 

□
時
必
有
抽
才
政 

 

□
時 

必
ず
才
を
抽
ん
づ
る
政
有
り 

４ 

不
歎
不
才
不
遇
時 

 

歎
か
ず 

不
才 

時
に
遇
は
ざ
る
こ
と
を 

（
仁
は
君
主
が
上
か
ら
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
忠
は
臣
下
が
下
か
ら
尽
く
す
も
の
で
あ
る
。
雲
が
龍
に
従
い
風
が
虎
に
従
う
よ
う
に
、
似
た
性
質
同
士
の
聖

主
と
賢
臣
と
は
自
然
に
引
き
つ
け
合
う
。 

□
時
に
は
、
き
っ
と
才
能
あ
る
人
を
抜
擢
す
る
政
治
が
行
わ
れ
る
。
嘆
息
は
し
な
い
。
元
々
才
能
の
な
い
者
が
、
時
勢
に
巡
り
合
い
栄
え
る
こ
と
が
な
い

と
し
て
も
。
） 

 

詩
題
「
君
仁
臣
忠
」
は
、
『
礼
記
』
礼
運
篇
「
何
謂
人
義
。
父
慈
、
子
孝
、
兄
良
、
弟
弟
、
夫
義
、
婦
聴
、
長
恵
、
幼
順
、
君
仁
、
臣
忠
。
十
者
、
謂
之

人
義
」（
何
を
か
人
の
義
と
謂
ふ
。
父
は
慈
、
子
は
孝
、
兄
は
良
、
弟
は
弟
、
夫
は
義
、
婦
は
聴
、
長
は
恵
、
幼
は
順
、
君
は
仁
、
臣
は
忠
な
り
。
十
の
者
、

之
を
人
義
と
謂
ふ
）
に
よ
る
。
起
句
は
題
を
直
接
的
に
表
現
す
る
。
承
句
の
「
雲
龍
風
虎
」
は
、『
周
易
』（
乾
卦
九
五
・
文
言
伝
）
か
ら
、
同
類
の
も
の
は

互
い
に
引
き
つ
け
合
う
こ
と
、
特
に
聖
君
が
現
れ
れ
ば
必
ず
賢
臣
も
現
れ
る
こ
と
の
喩
え
。
転
句
の
一
字
目
は
他
本
に
よ
っ
て
も
闕
字
だ
が
、
当
時
の
治

世
を
褒
め
称
え
る
よ
う
な
語
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
結
句
は
、
時
勢
に
遭
わ
な
い
理
由
を
自
ら
の
「
不
才
」
の
せ
い
と
し
て
卑
下
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
こ
の
87
詩
は
、
称
揚
や
謙
遜
を
装
い
な
が
ら
も
、
文
人
で
あ
る
自
ら
の
不
遇
を
仄
め
か
し
、
「
才
を
抽
ん
づ
る
政
」
（
文
才
を
示
す
者
を
抜
擢
す
る

政
治
）
の
実
現
を
要
求
す
る
内
容
を
持
っ
た
詩
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。 

次
に
は
、
91
詩
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。 
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91
仲
春
釈
奠
聴
講
古
文
孝
経 

１ 
石
函
壁
底
埋
塵
昔 

 

石
函 

壁
底
に 

塵
に
埋
も
れ
た
る
昔 

２ 

金
馬
門
前
待
詔
今 

 

金
馬
門
前
に 

詔
を
待
つ
今 

３ 

時
主
好
文
知
我
否 

 

時
主 

文
を
好
め
ど
も 

我
を
知
る
や
否
や 

４ 

江
翁
母
老
作
曾
参 

 

江
翁 

母
老
い
て 

曾
参
と
作
ら
ん 

（
『
古
文
孝
経
』
に
も
、
石
の
箱
に
入
れ
ら
れ
、
壁
の
裏
側
に
塗
り
込
ま
れ
、
ち
り
に
覆
わ
れ
て
い
た
過
去
が
あ
る
。
そ
れ
が
宮
廷
の
門
の
前
に
運
び
込
ま

れ
、
天
子
か
ら
の
諮
問
を
待
っ
て
い
た
者
た
ち
に
よ
っ
て
写
さ
れ
て
、
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
今
、
私
は
そ
れ
を
書
き
写
す
べ
き
立
場
に
あ
る
。 

現
在
の
主
君
は
、
文
事
を
好
む
方
だ
が
、
果
た
し
て
私
の
こ
と
を
ご
存
知
な
の
か
ど
う
か
。
大
江
家
の
某
は
、
母
も
年
老
い
て
、
孔
子
の
孝
道
を
伝
え
た

曾
子
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。
） 

 

こ
の
91
詩
は
、
詩
題
か
ら
、
釈
奠
で
『
孝
経
』
が
講
論
さ
れ
た
際
の
も
の
と
わ
か
る
が
、
起
句
・
承
句
は
、
と
も
に
『
古
文
孝
経
』
序
に
基
づ
き
表
現

さ
れ
て
い
る
。
漢
の
孔
安
国
に
よ
る
『
古
文
孝
経
』
の
序
文
に
は
、 

 

後
魯
共
王
、
使
人
壊
夫
子
講
堂
。
於
壁
中
石
函
、
得
古
文
孝
経
二
十
二
章
。
載
在
竹
牒
。
其
長
尺
有
二
寸
、
字
科
斗
形
。
魯
三
老
孔
子
恵
、
抱
詣
京

師
、
献
之
天
子
。
天
子
、
使
金
馬
門
待
詔
学
士
与
博
士
群
儒
、
従
隸
字
写
之
。 

（
後
に
魯
の
共
王
、
人
を
し
て
夫
子
の
講
堂
を
壊
た
し
む
。
壁
中
の
石
函
に
於
い
て
、
古
文
孝
経
二
十
二
章
を
得
た
り
。
載
せ
て
竹
牒
に
在
り
。
其
の
長

さ
尺
有
二
寸
、
字
は
科
斗
の
形
な
り
。
魯
の
三
老
の
孔
子
恵
、
抱
き
て
京
師
に
詣
り
、
之
を
天
子
に
献
ず
。
天
子
、
金
馬
門
の
待
詔
学
士
と
博
士
群
儒

と
を
し
て
、
隸
字
に
従
ひ
て
之
を
写
さ
し
む
） 
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 と
あ
っ
て
、
こ
れ
を
踏
ま
え
る
。
す
る
と
、
承
句
「
金
馬
門
前
待
詔
今
」
は
、
詠
作
当
時
の
大
江
匡
衡
が
、『
古
文
孝
経
』
を
書
き
写
し
た
と
さ
れ
る
者
た

ち
と
同
様
に
、
天
子
の
諮
問
に
応
え
る
た
め
「
金
馬
門
前
に
詔
を
待
つ
」
儒
官
の
立
場
に
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
句
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
江
匡
衡
が
文
章
博
士
と
い
う
儒
官
を
得
た
の
は
、
永
祚
元
年
（
九
八
九
）
十
一
月
二
十
八
日
、
三
十
八
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
転
句
で
は
一
条
天
皇
が
文
事
を
好
む
こ
と
を
言
う
。
こ
こ
で
は
、
文
人
で
あ
る
自
身
の
更
な
る
厚
遇
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
一

条
天
皇
の
好
文
に
つ
い
て
は
、『
権
記
』（
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
六
月
二
十
日
条
）
に
も
「
主
上
寛
仁
之
君
、
天
暦
以
後
好
文
賢
皇
也
」
と
評
さ
れ
る
。

結
句
に
見
ら
れ
る
「
江
翁
」
と
は
、
匡
衡
自
身
の
こ
と
（

18
）
。
「
曾
参
」
は
、
孔
子
の
弟
子
の
曾
子
の
名
で
、
曾
子
は
母
に
対
す
る
孝
行
話
で
知
ら
れ
る
人

物
で
あ
り
、
孔
子
が
曾
子
に
語
っ
た
内
容
が
『
孝
経
』
だ
と
い
う
。
ま
た
、
そ
れ
と
の
繫
が
り
も
あ
っ
て
「
母
老
」
と
も
言
い
、
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
頃

以
降
か
ら
度
々
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う
年
老
い
た
母
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
（

19
）
。
一
方
、
次
節
で
見
る
よ
う
な
受
領
兼
官
へ
の
思
い
を
前
面
に
出
し

て
は
い
な
い
。
そ
の
点
で
、
91
詩
は
、
匡
衡
が
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
正
月
十
一
日
に
提
出
し
た
弁
官
・
左
右
衛
門
権
佐
・
大
学
頭
等
の
温
官
（
役
得
の

多
い
官
職
）
の
兼
官
を
求
め
る
奏
状
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
六
160
）
と
発
想
が
近
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
面
か
ら
し
て
も
、
91
詩
の
詠
作
年

時
は
、
匡
衡
が
文
章
博
士
と
な
っ
て
間
も
な
い
正
暦
年
間
か
ら
長
徳
初
年
の
頃
と
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
（

20
）
。 

 

五
、
受
領
を
熱
望
す
る
釈
奠
詩 

お
そ
ら
く
経
済
的
事
情
か
ら
、
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
温
官
を
望
む
大
江
匡
衡
は
、
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
に
は
受
領
の
兼
官
を
希
望
す
る
奏
状
を
立

て
続
け
に
提
出
す
る
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
六
161
お
よ
び
162
な
ど
）
。
そ
の
思
い
は
次
第
に
募
り
、
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
二
月
六
日
、
藤
原
行
成
に
宛
て

た
書
状
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
七
192
）
に
は
、
同
年
春
の
除
目
（
県
召
）
に
対
す
る
不
満
と
し
て
、
激
烈
に
綴
ら
れ
る
に
至
る
。
そ
こ
で
、
続
い
て
本
節
で
は
、

匡
衡
の
一
生
を
区
分
し
た
際
の
第
二
章
と
し
て
、
そ
の
釈
奠
詩
の
中
で
も
、
受
領
の
兼
官
を
熱
望
す
る
内
容
を
有
す
る
詩
二
首
（
92
詩
、
85
詩
）
を
取
り
上
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げ
て
い
く
。 

 

92
仲
春
釈
奠
聴
講
古
文
孝
経
詩 

１ 

進
無
由
見
三
台
月 

 

進
み
て
見
る
に
由
無
し 

三
台
の
月
を 

２ 

退
不
得
追
五
袴
風 

 

退
き
て
追
ふ
を
得
ず 

五
袴
の
風
を 

３ 

孝
礼
詩
書
論
易
伝 

 

孝 

礼 

詩 

書 

論 

易 

伝 

４ 

学
而
無
益
我
心
恫 

 

学
べ
ど
も
益
無
く
ん
ば 

我
が
心
恫
め
り 

（
昇
進
し
て
も
、
大
臣
と
な
っ
て
月
を
眺
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
罷
り
出
で
て
、
地
方
の
人
民
が
袴
を
穿
い
て
起
こ
す
風
を
尋
ね
求
め
る

こ
と
も
出
来
な
い
。 

孝
経
、
礼
記
、
毛
詩
、
尚
書
、
論
語
、
周
易
、
左
伝
。
こ
れ
ら
七
経
を
釈
奠
の
た
び
に
学
ん
で
も
利
得
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
私
の
心
は
傷
つ
き
悲
し
い

よ
。
） 

 

こ
の
92
詩
で
は
、
起
句
と
承
句
と
が
対
句
の
構
造
を
成
し
て
い
る
が
、
起
句
の
う
ち
「
三
台
」
は
、
三
公
（
大
臣
）
の
称
で
あ
り
、
家
柄
か
ら
い
っ
て
、

大
江
匡
衡
に
は
遥
か
に
手
の
届
か
な
い
地
位
を
示
す
。
対
す
る
「
五
袴
」
は
、
適
材
適
所
の
官
人
起
用
に
よ
っ
て
、
地
方
の
人
民
が
五
着
の
袴
を
も
所
持
で

き
て
い
る
さ
ま
を
い
う
。
こ
れ
は
、
後
漢
の
廉
范
が
地
方
官
と
し
て
善
政
を
行
い
、
庶
民
は
五
着
も
袴
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と
歌
っ
た
と
い
う
故
事

（
『
後
漢
書
』
廉
范
伝
、
『
蒙
求
』
580
廉
范
五
袴
）
に
基
づ
く
表
現
で
あ
る
。
大
江
匡
衡
は
、
ま
ず
、
起
句
・
承
句
で
、
大
臣
に
な
れ
な
い
の
な
ら
、
せ
め

て
地
方
官
と
な
っ
て
赴
任
し
た
地
で
善
政
を
施
し
た
い
と
の
気
持
ち
を
表
明
し
た
と
言
え
よ
う
。
続
く
転
句
の
「
孝
礼
詩
書
論
易
伝
」
は
、
釈
奠
で
講
じ

ら
れ
る
べ
き
七
経
を
指
し
、
こ
の
順
序
は
、
釈
奠
に
於
け
る
「
七
経
輪
転
講
読
」
の
順
と
符
合
す
る
。
つ
ま
り
、
92
詩
は
、
地
方
官
と
し
て
の
下
向
を
熱

望
す
る
大
江
匡
衡
が
、
釈
奠
で
度
々
詩
文
を
作
っ
て
き
た
文
人
と
し
て
の
功
績
を
述
べ
た
上
、
結
句
で
、
受
領
と
し
て
の
赴
任
を
愁
訴
し
て
い
る
詩
と
し
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て
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。 

も
う
一
首
、
85
詩
も
、
92
詩
と
同
様
の
趣
意
に
よ
っ
て
い
る
。 

 
85
仲
秋
釈
奠
聴
講
古
文
尚
書
同
賦
安
民
則
恵 

１ 

安
民
恵
化
方
斉
一 

 

安
民 

恵
化 

方
に
斉
一
な
り 

２ 

従
此
日
新
学
古
文 

 

此
れ
よ
り
日
〻
新
た
に 

古
文
を
学
ぶ 

３ 

連
榻
閑
眠
郷
飲
月 

 

榻
を
連
ね
て
閑
か
に
眠
る 

郷
飲
の
月 

４ 

拠
鞍
誰
向
遠
征
雲 

 
鞍
に
拠
り
て
誰
か
向
か
は
ん 

遠
征
の
雲 

（
民
衆
を
安
心
し
て
生
活
さ
せ
、
さ
ら
に
仁
愛
を
施
す
こ
と
は
、
折
し
も
地
方
の
隅
々
に
ま
で
等
し
く
及
ん
で
い
る
。
こ
の
時
よ
り
毎
日
弛
ま
ず
新
た
な
気

持
ち
で
『
古
文
尚
書
』
な
ど
古
文
の
学
を
学
ぶ
。 

四
位
に
な
る
と
使
用
で
き
る
榻
を
繫
い
で
、
月
夜
の
送
別
の
儀
礼
に
参
加
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
手
持
ち
無
沙
汰
に
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
る
だ

け
。
立
派
に
統
一
が
な
さ
れ
た
今
と
な
っ
て
は
、
馬
の
背
に
乗
っ
て
、
遥
か
雲
の
向
こ
う
へ
征
伐
に
行
く
わ
け
で
は
、
誰
も
な
い
で
は
な
い
か
。
） 

 

詩
題
「
安
民
則
恵
」
は
、『
尚
書
』
皐
陶
謨
「
知
人
則
哲
、
能
官
人
。
安
民
則
恵
、
黎
民
懐
之
」（
人
を
知
る
は
則
ち
哲
に
し
て
、
能
く
人
を
官
す
。
民
を

安
ん
ず
る
は
則
ち
恵
に
し
て
、
黎
民 

之
に
懐
く
）
に
よ
る
。
起
句
の
「
安
民
」「
恵
化
」
は
、
詩
題
を
直
接
的
に
言
い
表
し
た
表
現
に
当
た
る
が
、
起
句
全

体
で
は
、
現
在
の
治
世
で
は
教
化
が
よ
く
な
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
讃
称
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
転
句
に
あ
る
「
郷
飲
」
と
い
う
の
は
「
郷
飲
酒

礼
」
の
略
で
、
送
別
の
宴
の
意
が
あ
る
。
中
国
古
代
の
郷
学
で
は
、
最
も
賢
能
な
者
を
選
ん
で
君
主
に
推
薦
す
る
時
、
そ
の
推
薦
に
よ
っ
て
任
用
さ
れ
て
い

く
人
物
を
賓
と
し
て
送
別
す
る
宴
を
行
っ
た
が
、
そ
の
儒
教
的
儀
礼
の
要
素
を
帯
び
た
酒
宴
の
こ
と
を
「
郷
飲
酒
礼
」
と
い
う
。
こ
の
詩
の
中
で
の
「
郷

飲
」
（
送
別
の
宴
）
は
、
か
つ
て
匡
衡
以
外
の
者
が
地
方
官
に
任
用
さ
れ
赴
任
し
て
い
く
の
を
送
別
し
た
際
の
酒
宴
を
連
想
し
得
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
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す
る
と
、
転
句
は
、
大
江
匡
衡
が
、
自
身
が
受
領
と
な
れ
な
い
現
況
を
鬱
屈
だ
と
嘆
い
た
句
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。「
連
榻
」
も
、
こ
れ
を
大

江
匡
衡
自
身
の
動
作
を
指
し
示
す
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の
85
詩
の
詠
作
年
時
は
、
匡
衡
が
従
四
位
下
に
昇
っ
た
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
正
月
以
降
で
あ
る

と
仮
定
で
き
よ
う
。
榻
は
、
牛
車
か
ら
の
昇
降
時
の
踏
台
な
ど
と
す
る
道
具
だ
が
、
四
位
以
上
し
か
使
用
が
許
さ
れ
な
い
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
語
句
の

使
用
は
、
四
位
で
あ
る
こ
と
を
誇
っ
た
言
い
様
と
も
捉
え
得
る
。
そ
し
て
、
結
句
に
あ
る
「
鞍
」
や
「
遠
征
」
の
語
は
軍
事
的
な
征
伐
を
想
起
さ
せ
る
が
、
一

方
で
「
安
民
」
や
「
恵
化
」
の
行
き
渡
っ
た
現
今
の
治
世
で
は
、
そ
の
よ
う
な
征
伐
は
必
要
な
い
は
ず
だ
と
の
含
意
が
、
想
定
さ
れ
る
も
の
に
違
い
な
い
。

平
安
中
期
当
時
の
貴
族
の
間
に
は
、
大
江
匡
衡
の
よ
う
な
重
要
な
儒
者
が
、
往
還
に
不
便
な
遠
国
に
赴
任
す
る
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
感
が
あ
っ
た
ら
し
く

（
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
三
月
三
十
日
条
な
ど
）
、
こ
の
結
句
の
表
現
の
背
景
に
は
、
そ
う
し
た
不
安
感
を
払
拭
し
て
、
自
ら
の
受
領
と
し
て
の
下
向

に
つ
な
げ
た
い
と
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

以
上
の
よ
う
に
、
本
節
で
取
り
上
げ
た
92
詩
・
85
詩
の
二
首
は
、
そ
の
詩
の
訴
え
る
内
容
の
類
似
か
ら
み
て
、
極
め
て
近
い
時
期
の
作
で
あ
る
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
七
経
輪
転
講
読
」
の
原
則
か
ら
す
れ
ば
、
85
詩
（
『
尚
書
』
）
の
三
回
前
の
釈
奠
で
の
詩
が
92
詩
（
『
孝
経
』
）
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き

る
。
大
江
匡
衡
が
、
こ
れ
ら
二
首
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
受
領
と
し
て
の
地
方
赴
任
を
熱
望
す
る
釈
奠
詩
を
作
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
年
時
の
下
限
は
、
尾
張

権
守
と
な
っ
て
、
そ
の
念
願
を
果
た
す
の
が
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
正
月
の
こ
と
だ
か
ら
、
長
保
二
年
八
月
三
日
の
釈
奠
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
試
み

に
、
大
江
匡
衡
の
生
き
た
年
代
の
中
で
唯
一
講
読
さ
れ
た
経
書
が
わ
か
る
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
秋
の
『
周
易
』
か
ら
、「
七
経
輪
転
講
読
」
の
原
則
に

よ
っ
て
逆
算
し
て
み
る
と
、
間
に
四
回
分
の
講
書
の
順
送
り
が
あ
れ
ば
、
長
保
二
年
秋
の
釈
奠
の
講
書
が
『
尚
書
』
と
い
う
計
算
が
成
り
立
つ
こ
と
に
な

る
。
こ
の
間
に
は
、
東
三
条
院
崩
御
に
よ
る
諒
闇
の
た
め
の
釈
奠
二
度
の
停
止
（
長
保
四
年
春
秋
）
に
加
え
、
花
山
院
崩
御
、
具
平
親
王
薨
去
に
よ
る
宴
の

省
略
（
寛
弘
五
年
秋
、
同
六
年
秋
）
が
あ
る
。
仮
に
85
詩
を
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
秋
の
作
と
み
て
よ
い
と
す
れ
ば
、
92
詩
は
、
長
保
元
年
（
九
九
九
）
二

月
三
日
の
作
と
推
定
し
得
る
。 
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六
、
公
卿
を
目
指
す
釈
奠
詩 

長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
に
、
受
領
と
な
る
念
願
を
叶
え
た
大
江
匡
衡
は
、
今
度
は
公
卿
へ
の
昇
任
を
願
望
す
る
よ
う
に
な
る
。
大
江
匡
衡
は
、
寛
弘
六

年
（
一
〇
〇
九
）
三
月
に
、
二
度
目
の
文
章
博
士
と
な
っ
た
（
『
二
中
歴
』
第
二 

儒
職
歴
）
が
、
そ
の
際
、
門
生
と
談
話
し
て
詠
ん
だ
詩
は
「
再
忝
文
章
博

士
名
、
聊
談
二

旧
事
一

悟
二

諸
生
一

。
菅
馮
翊
已
為
二

三
品
一

、
橘
相
公
寧
非
二

九
卿
一

」
（
『
江
吏
部
集
』
巻
中
65
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
菅
馮
翊
」
（
菅
原

清
公
。
七
七
〇―

八
四
二
）、「
橘
相
公
」（
橘
広
相
。
八
三
七―

八
九
〇
）
の
二
人
は
、
と
も
に
四
位
で
文
章
博
士
に
再
任
し
た
人
物
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
、

そ
の
後
「
三
品
」
「
九
卿
」
（
公
卿
）
と
な
っ
た
。
大
江
家
の
学
統
を
継
ぐ
匡
衡
の
人
生
に
於
け
る
最
終
的
な
目
標
は
、「
述
懐
古
調
詩
一
百
韻
」（
『
江
吏
部

集
』
巻
中
78
）
で
、
元
服
時
に
祖
父
維
時
に
授
け
ら
れ
た
言
葉
を
信
じ
た
と
言
う
通
り
、
公
卿
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
最
晩
年
の
匡
衡
は
、
釈
奠
詩
を
詠

作
す
る
に
当
た
っ
て
も
、
そ
の
願
望
を
切
々
と
訴
え
て
い
く
。 

ま
ず
は
95
詩
を
見
て
み
よ
う
。 

 

95
仲
春
釈
奠
聴
講
論
語
同
賦
仁
者
寿 

１ 

翰
林
再
忝
主
人
号 
 

翰
林 

再
び
忝
く
す 

主
人
の
号
を 

２ 

金
殿
久
為
侍
読
身 

 

金
殿 

久
し
く
為
る 

侍
読
の
身
と 

３ 

官
禄
甚
微
身
已
老 

 

官
禄 

甚
だ
微
に
し
て 

身 

已
に
老
い
た
り 

４ 

□
仁
猶
欲
継
家
塵 

 

□
仁 

猶
ほ
欲
す 

家
塵
を
継
が
ん
と 

第
４
句
に
〈
江
家
為
侍
読
之
者
、
皆
蒙
不
次
之
朝
恩
、
列
卿
相
之
顕
任
。
故
献
此
句
〉
（
江
家
の
侍
読
と
為
る
の
者
、
皆
不
次
の
朝
恩
を
蒙
り
て
、

卿
相
の
顕
任
に
列
す
。
故
に
此
の
句
を
献
ず
）
の
自
註
あ
り 

（
文
章
院
で
は
、
再
度
、
文
章
博
士
と
し
て
、
そ
の
主
人
の
呼
び
名
を
頂
戴
し
た
。
宮
殿
で
は
、
侍
読
の
身
分
と
な
っ
て
か
ら
、
時
が
長
く
経
っ
た
。 
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そ
れ
な
の
に
、
得
ら
れ
た
官
位
や
俸
禄
は
、
ご
く
僅
か
な
ま
ま
。
身
体
は
、
も
う
老
い
ぼ
れ
て
し
ま
っ
た
。
□
仁
を
、
そ
れ
で
も
や
は
り
得
た
い
と
思
う
。

わ
が
大
江
家
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
） 

 

詩
題
「
仁
者
寿
」
は
、『
論
語
』
雍
也
篇
「
智
者
楽
水
、
仁
者
楽
山
。
智
者
動
、
仁
者
静
。
智
者
楽
、
仁
者
寿
」（
智
者
は
水
を
楽
し
み
、
仁
者
は
山
を
楽

し
む
。
智
者
は
動
、
仁
者
は
静
か
な
り
。
智
者
は
楽
し
み
、
仁
者
は
寿
し
）
に
よ
る
。
起
句
は
、
前
述
し
た
寛
弘
六
年
三
月
の
文
章
博
士
再
任
の
こ
と
を
言

い
、
承
句
は
、
大
江
匡
衡
が
一
条
天
皇
の
侍
読
を
務
め
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
転
句
で
は
、
老
身
と
な
っ
た
自
分
の
窮
状
を
愁
訴
す
る
が
、
「
官
禄
甚
微
」

と
い
う
の
は
、
や
は
り
『
論
語
』
衛
霊
公
篇
の
「
学
也
、
禄
在
二

其
中
一

矣
。
君
子
憂
レ

道
不
レ

憂
レ

貧
」
を
意
識
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
か
。
公
卿
の
地
位
を

望
む
に
性
急
な
さ
ま
が
出
て
い
る
。
結
句
は
、
自
註
に
よ
っ
て
も
、
こ
れ
が
公
卿
へ
の
抜
擢
を
望
む
句
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
実
際
、
大
江
家

で
歴
代
天
皇
の
侍
読
を
務
め
た
匡
衡
の
高
祖
父
音
人
（
八
一
一―

八
七
七
）
、
祖
父
維
時
、
叔
父
斉
光
（
九
三
四―

九
八
七
）
の
三
人
は
、
い
ず
れ
も
公
卿

に
昇
っ
た
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
こ
の
95
詩
は
、
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
二
月
七
日
、
匡
衡
五
十
九
歳
の
春
、
一
条
天
皇
の
侍
読
と
な
っ
て
十
三
年
目
の
釈
奠
で
の
作
と
い
う

こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
詩
は
、
ま
ず
起
句
が
文
章
博
士
再
任
を
言
っ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
寛
弘
六
年
三
月
以
降
の
作
だ
と
分
か
る
が
、
寛
弘
七
年

秋
の
講
書
が
『
周
易
』
で
あ
る
こ
と
は
判
明
し
て
い
る
の
で
（
第
一
節
に
前
述
）
、
「
七
経
輪
転
講
読
」
の
原
則
か
ら
『
論
語
』
を
題
に
持
つ
95
詩
は
、
そ

の
一
回
前
の
寛
弘
七
年
春
の
釈
奠
で
の
作
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、『
権
記
』
寛
弘
七
年
二
月
六
日
条
に
は
、「
詣
二

左
府
一

、
中
宮
大
夫
被
レ

示
、
一

日
釈
奠
、
文
章
博
士
匡
衡
朝
臣
着
二

南
西
座
一

〈
宴
座
事
也
〉
云
々
」
と
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
「
一
日
」
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
『
権
記
』
の
伝
写
の

誤
り
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
弘
七
年
二
月
で
、
釈
奠
の
定
日
に
当
た
る
丁
の
日
な
の
は
、
一
日
で
は
な
く
、
七
日
で
あ
る
。
こ
の
『
権
記
』
六
日

条
の
記
事
は
、
記
主
行
成
と
中
宮
大
夫
（
藤
原
斉
信
）
ら
が
、
翌
七
日
に
行
わ
れ
る
釈
奠
に
つ
い
て
相
談
し
た
内
容
の
記
述
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
記
事
を
、
匡
衡
が
、
こ
の
春
の
釈
奠
に
参
列
し
た
こ
と
の
傍
証
と
す
る
こ
と
は
出
来
る
で
あ
ろ
う
。 

本
章
の
最
後
に
取
り
上
げ
る
釈
奠
詩
は
、
89
詩
で
あ
る
。 
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89
七
言
仲
春
釈
奠
聴
講
左
伝
同
賦
養
民
如
子 

１ 
嗜
文
再
作
翰
林
主 

 

文
を
嗜
み
て 

再
び
作
れ
り 

翰
林
の
主
と 

２ 

横
剣
更
為
侍
従
臣 

 

剣
を
横
た
へ
て 

更
に
為
れ
り 

侍
従
の
臣
と 

３ 

我
后
養
民
如
愛
子 

 

我
が
后 

民
を
養
ふ
こ
と 

子
を
愛
す
る
が
如
し 

４ 

就
中
侍
読
異
他
人 

 

就
中 

侍
読 

他
人
に
異
な
ら
ん 

（
詩
文
に
親
し
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
再
度
、
文
章
院
の
主
人
た
る
文
章
博
士
と
な
っ
た
。
そ
の
上
、
帯
剣
す
る
侍
従
の
身
分
に
ま
で
な
っ
た
。 

私
の
主
君
一
条
天
皇
は
、
人
民
を
教
え
導
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
左
伝
』
に
い
う
「
良
君
」
が
そ
う
で
あ
る
通
り
に
、
ま
る
で
子
を
愛
す
る
よ
う
に
な
さ

る
。
そ
の
人
民
の
中
で
も
と
り
わ
け
、
侍
読
と
し
て
仕
え
た
私
に
対
し
て
は
、
他
人
よ
り
も
格
別
に
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
） 

 

こ
の
89
詩
は
、『
左
伝
』
を
題
の
典
拠
と
す
る
。「
七
経
輪
転
講
読
」
の
原
則
に
よ
れ
ば
、『
左
伝
』
は
『
周
易
』
の
次
に
位
置
す
る
か
ら
、
こ
れ
は
、
寛

弘
七
年
秋
の
次
に
当
た
る
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
二
月
十
三
日
の
釈
奠
（
こ
の
回
の
釈
奠
は
穢
に
よ
っ
て
十
日
延
引
さ
れ
た
）
で
の
作
に
相
違
な
い
。 

詩
題
「
養
民
如
子
」
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
十
四
年
「
良
君
将
賞
善
而
刑
淫
。
養
民
如
子
、
蓋
之
如
天
、
容
之
如
地
」（
良
君
は
将
に
善
を
賞
し
て
淫

を
刑
し
、
民
を
養
ふ
こ
と
子
の
如
く
、
之
を
蓋
ふ
こ
と
天
の
如
く
、
之
を
容
る
る
こ
と
地
の
如
く
せ
ん
と
す
）
に
よ
る
。
起
句
は
、
一
年
前
に
詠
進
し
た
95

詩
の
起
句
と
全
く
同
一
の
内
容
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
大
江
匡
衡
は
、
寛
弘
七
年
十
一
月
二
十
五
日
に
は
侍
従
を
兼
ね
た
（
『
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
』
）
。

承
句
は
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
。
ま
た
、
転
句
の
「
我
后
」
は
、
結
句
の
「
侍
読
」
と
の
関
係
か
ら
、
匡
衡
が
侍
読
を
務
め
た
一
条
天
皇
を
指
す
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
一
条
天
皇
は
、
寛
弘
八
年
六
月
に
は
譲
位
、
崩
御
す
る
。
こ
の
侍
従
補
任
、
一
条
天
皇
譲
位
の
時
期
も
、
89
詩
の
詠
作
年
時
を
寛

弘
八
年
春
と
特
定
す
る
根
拠
と
な
る
。
こ
の
89
詩
は
、
匡
衡
が
、
二
度
の
文
章
博
士
、
侍
従
、
侍
読
な
ど
と
し
て
、
様
々
に
一
条
天
皇
の
身
近
に
仕
え
て

き
た
功
績
を
並
べ
立
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
公
卿
へ
の
昇
任
を
期
待
す
る
内
容
を
持
っ
た
詩
と
し
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
う
し
た
特
に
晩
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年
に
至
っ
て
の
大
江
匡
衡
の
釈
奠
詩
は
、
本
章
第
二
節
に
取
り
上
げ
た
菅
原
道
真
や
島
田
忠
臣
の
釈
奠
詩
と
比
べ
て
も
、
よ
り
露
骨
に
自
身
の
経
歴
や
願

望
を
踏
ま
え
た
内
容
を
詠
ん
で
お
り
、
そ
れ
を
釈
奠
詩
の
系
譜
に
位
置
付
け
た
際
に
も
、
異
質
さ
の
際
立
つ
点
の
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
た
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。 

 

む
す
び 

以
上
、
現
存
す
る
大
江
匡
衡
の
釈
奠
詩
八
首
を
、
三
つ
の
時
期
に
区
分
し
、
順
に
見
て
き
た
。
大
江
匡
衡
の
釈
奠
詩
は
、
単
な
る
帝
徳
讃
美
な
ど
に
は
留

ま
ら
ず
、
自
身
の
不
遇
を
皮
肉
ま
じ
り
に
訴
え
て
立
身
出
世
を
望
ん
だ
り
、
そ
れ
ま
で
の
功
績
を
述
べ
て
自
身
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
す
る
こ
と
を
忘
れ
は

し
な
い
。 

こ
う
し
た
傾
向
は
、
大
江
匡
衡
の
詩
文
が
示
す
と
さ
れ
る
特
異
性
（

21
）

に
通
ず
る
も
の
で
も
あ
る
。
本
章
の
は
じ
め
に
触
れ
た
よ
う
に
、
大
江
匡
衡
は
、

執
筆
し
た
釈
奠
詩
序
の
冒
頭
に
「
夫
釈
奠
者
、
国
家
之
洪
規
、
闕
里
之
栄
観
也
」
と
記
し
、
儒
教
を
尊
ぶ
国
家
に
於
い
て
釈
奠
が
有
す
る
重
大
な
意
義
を
自

ら
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
釈
奠
の
場
で
詠
進
し
た
釈
奠
詩
は
、
他
の
詩
文
が
そ
う
で
あ
っ
た
の
と
一
向
に
変
わ
ら
ず
、
極
め

て
個
人
的
な
願
望
を
言
う
内
容
に
傾
斜
し
て
い
る
。 

    注 （
１
）
川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』
上
（
三
訂
版
、
明
治
書
院
、
一
九
七
五
年
、
初
版
一
九
五
九
年
）
第
五
章
第
四
節
「
釈
奠
の
作
文
」
、
一
三
三
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頁
。 

（
２
）
平
安
期
に
大
学
寮
で
行
わ
れ
た
釈
奠
の
儀
式
次
第
に
つ
い
て
は
、
翠
川
文
子
「
釈
奠
（
三
）―

釈
奠
図―

」
（
「
川
村
短
期
大
学
研
究
紀
要
」
一
二
、
一
九

九
二
年
三
月
）
に
、
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

（
３
）
島
田
忠
臣
の
釈
奠
詩
に
つ
い
て
は
、
波
戸
岡
旭
「
島
田
忠
臣
の
釈
奠
詩
」（
『
奈
良
・
平
安
朝
漢
詩
文
と
中
国
文
学
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
。
初
出
は
二

〇
一
四
年
六
月
）
が
あ
る
。 

（
４
）
菅
原
道
真
の
釈
奠
詩
に
つ
い
て
は
、
波
戸
岡
旭
「
釈
奠
詩
考
」（
『
宮
廷
詩
人 

菅
原
道
真
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
、
第
一
編
第
四
章
。
初
出
は
二
〇
〇
一

年
三
月
・
六
月
）
が
あ
る
。 

（
５
）
『
本
朝
麗
藻
』
所
収
の
釈
奠
詩
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
道
生
「
平
安
時
代
の
釈
奠
詩
」
（
史
跡
足
利
学
校
研
究
紀
要
「
學
校
」
一
九
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

（
６
）
別
表
参
照
。
国
学
に
於
け
る
一
首
を
含
む
。
菅
原
道
真
の
一
首
が
重
複
す
る
。 

（
７
）
こ
こ
で
の
「
当
職
」
の
語
の
意
味
合
い
と
用
法
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
お
く
。 

第
一
に
、
鎌
倉
前
期
、
平
基
親
撰
『
官
職
秘
抄
』
の
「
少
外
記
」
の
項
に
は
、「
文
章
生
一
人
、
必
被
レ

加
二

置
之
一

。
若
被
レ

任
二

当
職
文
章
生
一

者
、
先

可
レ

被
二

外
闕
一

。
次
可
二

遷
任
一

。
是
無
官
之
輩
不
レ

任
之
故
也
」
と
あ
っ
て
、「
当
職
文
章
生
」
と
い
う
語
句
が
見
ら
れ
る
。
も
し
「
当
職
文
章
生
」
を
少

外
記
に
任
じ
た
い
場
合
に
は
、
ま
ず
「
外
闕
」（
外
官
の
闕
）
に
補
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
少
外
記
に
は
「
無
官
の
輩
」
は
任
じ
な
い
た
め
だ
と
い

う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
い
う
「
当
職
文
章
生
」
は
、
す
な
わ
ち
「
無
官
の
輩
」
（
官
職
を
持
た
な
い
者
）
な
の
だ
と
理
解
さ
れ
よ
う
。 

第
二
に
、
鎌
倉
中
後
期
の
除
目
解
説
書
『
蟬
冕
翼
抄
』
の
「
文
章
生
散
位
」
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

文
章
生
散
位
と
謂
は
、
文
章
生
の
労
に
て
諸
国
の
掾
に
任
じ
た
る
者
の
件
国
の
秩
満
の
後
を
文
章
生
散
位
と
謂
也
。
其
人
を
次
第
に
京
官
に
被
レ

任

也
。 
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凡
文
章
生
の
任
官
は
、
春
除
目
に
は
、
当
職
の
文
章
生
は
中
夜
任
二

諸
国
掾
一

。
文
章
生
散
位
は
入
眼
夜
第
一
の
人
任
二

京
官
一

。
秋
除
目
に
は
、
当

職
の
文
章
生
任
二

京
官
一

也
。 

 こ
の
項
で
説
明
さ
れ
て
い
る
「
文
章
生
散
位
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
文
章
生
外
国
と
し
て
の
諸
国
掾
の
任
期
満
了
を
経
て
、
京
官
へ
の
任
官
を
待
っ
て
い

る
者
を
特
に
指
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
春
の
県
召
で
、
ま
ず
諸
国
掾
に
任
ぜ
ら
れ
る
の
を
待
つ
者
が
「
当
職
の
文
章
生
」
と
言
わ
れ
、
ま
た
、
そ
う

呼
ば
れ
る
者
は
、
最
後
の
秋
除
目
に
関
す
る
一
文
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
京
官
に
も
任
じ
ら
れ
て
い
な
い
ら
し
い
。
お
そ
ら
く
文
章
得
業
生
で
も
「
当
職
」

の
語
が
指
す
概
念
は
同
様
で
あ
り
、
未
だ
対
策
及
第
せ
ず
、
地
方
官
を
は
じ
め
と
す
る
官
職
に
も
就
い
た
こ
と
が
な
い
状
態
の
者
（
単
な
る
文
章
得
業
生
）

の
こ
と
を
、
「
当
職
」
と
言
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

こ
れ
を
、
現
存
す
る
釈
奠
詩
の
実
例
に
即
し
て
考
え
て
み
る
と
、
三
善
清
行
に
は
、
詩
序
と
合
わ
せ
て
詠
作
し
た
貞
観
十
九
年
（
八
七
七
）
二
月
五
日

の
釈
奠
詩
（
『
扶
桑
集
』
巻
九
82
。
詩
序
の
冒
頭
に
年
記
が
あ
っ
て
詠
作
年
時
を
確
定
で
き
る
）
が
あ
り
、
そ
の
詩
は
律
詩
で
あ
る
。
三
善
清
行
は
、
同

月
二
十
九
日
に
は
越
前
権
少
目
と
な
る
が
、『
公
卿
補
任
』
な
ど
に
よ
る
限
り
、
こ
れ
が
官
歴
の
最
初
で
あ
る
。
す
る
と
、
五
日
の
釈
奠
の
時
点
で
は
、
三

善
清
行
は
地
方
官
を
未
だ
兼
ね
た
こ
と
が
な
く
、
す
な
わ
ち
「
当
職
」
の
文
章
得
業
生
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
こ
の
際
の
釈
奠
詩
を
律
詩
で
詠
進
し
た
と

み
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。 

も
う
ひ
と
り
、
菅
原
道
真
は
、
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
正
月
七
日
に
文
章
得
業
生
に
補
さ
れ
、
同
年
二
月
二
十
九
日
に
は
下
野
権
少
掾
を
兼
ね
た
。
道

真
の
「
資
〔
事
〕
父
事
君
」
詩
序
お
よ
び
詩
（
『
菅
家
文
草
』
巻
一
28
／
『
扶
桑
集
』
巻
九
79
）
は
、
こ
の
中
間
に
位
置
す
る
二
月
七
日
に
行
わ
れ
た
釈

奠
で
の
作
で
、
そ
の
詩
は
律
詩
で
あ
る
。
道
真
の
二
月
七
日
時
点
で
の
身
分
を
考
え
て
み
れ
ば
、
文
章
得
業
生
に
補
さ
れ
て
一
ヶ
月
に
過
ぎ
ず
、
地
方
官

に
未
だ
任
じ
ら
れ
て
い
な
い
。 

要
す
る
に
、
釈
奠
詩
を
律
詩
で
詠
進
す
る
の
は
、
釈
奠
文
人
と
し
て
出
詠
す
る
学
生
に
加
え
て
、
文
章
生
・
文
章
得
業
生
の
う
ち
地
方
官
任
官
を
経
る

以
前
の
者
な
の
で
あ
ろ
う
。
釈
奠
で
序
者
を
務
め
る
こ
と
は
文
章
得
業
生
の
掌
る
事
務
の
一
つ
と
さ
れ
る
が
、
一
方
で
、
先
に
掲
げ
た
三
善
清
行
や
菅
原
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道
真
の
例
の
よ
う
に
、
詩
序
に
律
詩
が
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
は
、
詠
作
当
時
の
彼
ら
に
地
方
官
兼
任
経
験
が
な
く
、
文
章
得
業
生
と
し
て

「
当
職
」
と
呼
ば
れ
る
期
間
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
儒
者
と
な
る
者
が
詠
進
す
る
釈
奠
詩
の
詩
体
が
変
わ
る
時
期
は
、
及
第
な
ど
と
の
関
係
が
あ
る
の

で
は
な
く
、
文
章
得
業
生
兼
国
を
経
て
以
降
に
、
律
詩
か
ら
絶
句
に
移
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
８
）
平
安
前
期
の
「
七
経
輪
転
講
読
」
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
弥
永
貞
三
「
古
代
の
釈
奠
に
つ
い
て
」
（
坂
本
太
郎
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
続
日
本
古
代
史
論

集
』
下
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
。
の
ち
『
日
本
古
代
の
政
治
と
史
料
』
高
科
書
店
、
一
九
八
八
年
）
な
ど
参
照
。 

（
９
）
福
田
俊
昭
「
平
安
朝
の
釈
奠
詩
」
（
大
東
文
化
大
学
「
日
本
文
学
研
究
」
二
四
、
一
九
八
五
年
一
月
）
、
翠
川
文
子
「
釈
奠
（
一
）―

前
期
釈
奠
年
表―

」

（
「
川
村
短
期
大
学
研
究
紀
要
」
一
〇
、
一
九
九
〇
年
三
月
）
参
照
。 

（
10

）
本
詩
の
引
用
は
、
小
島
憲
之
監
修
『
田
氏
家
集
注
』
巻
之
下
（
和
泉
書
院
、
一
九
九
四
年
）
に
よ
る
。 

（
11

）
注
（
３
）
前
掲
論
文
（
二
三
〇
頁
）
。 

（
12

）
各
行
頭
の
数
字
は
『
江
吏
部
集
』
に
於
け
る
作
品
番
号
で
、
柳
澤
良
一
編
『
江
吏
部
集
・
無
題
詩
』（
石
川
県
立
図
書
館
蔵
川
口
文
庫
善
本
影
印
叢
書
3
、

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
に
基
づ
く
。
本
章
で
は
、
こ
の
番
号
に
よ
っ
て
各
詩
を
表
し
て
い
る
。
な
お
、『
江
吏
部
集
』
本
文
の
引
用
は
、
群
書
類
従
に

よ
っ
た
。 

（
13

）
大
江
匡
衡
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
後
藤
昭
雄
『
大
江
匡
衡
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。 

（
14

）
川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』
中
（
三
訂
版
、
明
治
書
院
、
一
九
八
二
年
、
初
版
一
九
六
一
年
）
第
十
七
章
第
四
節
「
大
江
匡
衡
と
江
吏

部
集
」
、
五
七
三
頁
。 

（
15

）『
白
氏
文
集
』
巻
十
六
〔
〇
九
一
〇
〕「
初
到
江
州
寄
翰
林
張
李
杜
三
学
士
」
に
、「
雨
露
施
恩
無
厚
薄
、
蓬
蒿
随
分
有
栄
枯
」（
雨
露 

恩
を
施
し
て
厚
薄
無

し
、
蓬
蒿 

分
に
随
ひ
て
栄
枯
有
り
）
と
あ
る
。 

（
16

）
『
楚
辞
』
「
離
騒
」
に
、
「
時
曖
曖
其
将
罷
兮
、
結
幽
蘭
而
延
佇
」
（
時
曖
曖
と
し
て
其
れ
将
に
罷
ま
ら
ん
と
す
、
幽
蘭
を
結
び
て
延
佇
す
）
と
あ
り
、
後
漢

の
王
逸
『
楚
辞
章
句
』
は
、
こ
れ
に
注
し
て
、
「
言
時
世
闇
昧
、
無
有
明
君
、
周
行
罷
極
、
不
遇
賢
士
。
故
結
芳
草
、
長
立
有
還
意
」
（
言
ふ
こ
こ
ろ
は
時
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世
闇
昧
に
し
て
、
明
君
有
る
無
く
、
周
行
し
て
罷
極
す
る
も
、
賢
士
に
遇
は
ず
。
故
に
芳
草
を
結
び
て
、
長
立
し
て
還
る
意
有
り
）
と
い
う
。 

（
17

）
『
尚
書
』
洪
範
篇
「
無
偏
無
党
、
王
道
蕩
蕩
。
無
党
無
偏
、
王
道
平
平
」
（
偏
無
く
党
無
く
、
王
道
蕩
蕩
た
り
。
党
無
く
偏
無
く
、
王
道
平
平
た
り
）
。 

（
18

）「
江
翁
」
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
後
藤
昭
雄
「
大
江
匡
衡
の
詩
文
」（
『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』
補
訂
版
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
二
七
五
頁
。
初
出
は
一

九
七
一
年
一
〇
月
）
に
、
大
江
匡
衡
に
特
徴
的
な
発
想
の
一
つ
と
し
て
指
摘
が
あ
る
。 

（
19

）
「
母
老
」
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
注
（
13

）
前
掲
書
（
五
七
頁
）
参
照
。 

（
20

）
趙
秀
全
「
『
孝
経
』
に
関
わ
る
平
安
漢
詩―

「
釈
奠
詩
」
を
中
心
に―

」（
『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
二
八
集
、
新
典
社
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
で
も
、
当

該
詩
の
詠
作
時
期
を
、「
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
か
ら
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
の
頃
、
す
な
わ
ち
匡
衡
が
四
二
歳
か
ら
四
五
歳
、
あ
る
い
は
そ
の
前
後
の
時

期
」
と
す
る
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

（
21

）
注
（
13

）
前
掲
書
（
二
〇
四
頁
）
参
照
。 

    

♢
「
和
漢
比
較
文
学
」
第
六
十
一
号
（
二
〇
一
八
年
八
月
）
に
執
筆
し
た
。 
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別
表
「
現
存
す
る
平
安
朝
の
釈
奠
詩
」 

①
島
田
忠
臣
（
『
田
氏
家
集
』
巻
之
上
42
） 

仲
春
釈
奠
聴
講
論
語
同
賦
仲
尼
如
日
月 

人
間
有
道
仲
尼
生
、
天
上
無
雲
日
月
行
。
能
在
人
間
天
上
一
、
短
翹
低
眼
仰
高
明
。 

②
島
田
忠
臣
（
『
田
氏
家
集
』
巻
之
中
92
） 

仲
春
釈
奠
聴
講
古
文
尚
書 

今
人
欲
聴
古
人
帰
、
属
耳
春
堂
到
落
暉
。
拾
得
百
篇
中
義
実
、
象
牙
犀
角
翠
毛
衣
。 

③
島
田
忠
臣
（
『
田
氏
家
集
』
巻
之
下
146
） 

七
言
仲
春
釈
奠
聴
講
論
語
同
賦
為
政
以
徳
一
首 

政
帰
於
徳
徳
為
隣
、
猶
若
衆
星
拱
北
辰
。
今
日
神
農
何
処
廟
、
無
顔
拝
奠
孔
堂
春
。 

④
島
田
忠
臣
（
『
田
氏
家
集
』
巻
之
下
156
） 

七
言
仲
秋
釈
奠
聴
講
周
易
賦
従
龍
一
首 

曽
侍
緇
帷
知
有
分
、
無
心
服
薬
入
仙
群
。
蟠
龍
未
得
昇
天
便
、
空
望
連
山
一
片
雲
。 

⑤
島
田
忠
臣
（
『
田
氏
家
集
』
巻
之
下
167
） 

仲
秋
釈
奠
聴
講
周
易 

文
宣
未
説
薬
為
仙
、
恨
背
緇
帷
執
赭
鞭
。
老
邁
帰
田
知
不
晩
、
応
休
職
役
絶
韋
編
。 

⑥
島
田
忠
臣
（
『
田
氏
家
集
』
巻
之
下
180
） 

仲
春
釈
奠
聴
講
春
秋
賦
左
氏
艶
而
富 

翫
鶯
春
講
獲
麟
章
、
酔
飽
官
厨
閲
歳
芳
。
千
載
文
華
奢
巻
軸
、
一
家
詞
玉
贍
縑
緗
。 
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看
来
更
訝
開
珍
蔵
、
聴
得
初
知
向
艶
陽
。
賀
了
丘
明
還
悵
望
、
公
羊
無
貨
穀
梁
瘡
。 

⑦
菅
原
道
真
（
『
菅
家
文
草
』
巻
一
14
） 

仲
春
釈
奠
礼
畢
王
公
会
都
堂
聴
講
礼
記 

礼
畢
還
聞
礼
、
威
儀
得
再
成
。
客
台
皆
旧
構
、
粉
沢
更
新
情
。 

屈
膝
羊
知
母
、
申
行
雁
有
兄
。
尼
丘
千
万
仭
、
高
仰
欲
揚
名
。 

⑧
菅
原
道
真
（
『
菅
家
文
草
』
巻
一
23
） 

仲
春
釈
奠
聴
講
論
語 

聖
教
非
唯
一
、
孤
源
引
万
流
。
珠
従
洙
水
出
、
轄
自
孔
門
投
。 

問
道
誰
為
遠
、
趨
庭
莫
暫
留
。
此
間
鑽
仰
事
、
遥
望
魯
尼
丘
。 

⑨
菅
原
道
真
（
『
菅
家
文
草
』
巻
一
28
／
『
扶
桑
集
』
巻
九
79
） 

仲
春
釈
奠
聴
講
孝
経
同
賦
資
事
父
事
君 

懐
忠
偏
得
意
、
至
孝
自
成
人
、
換
白
何
軽
死
、
含
丹
在
顕
親
。 

王
生
猶
有
母
、
曽
子
豈
非
臣
。
若
向
公
庭
論
、
応
知
両
取
身
。 

⑩
菅
原
道
真
（
『
菅
家
文
草
』
巻
一
41
） 

仲
春
釈
奠
聴
講
毛
詩
同
賦
発
言
為
詩 

挙
手
斟
王
沢
、
形
言
見
国
風
。
嘉
魚
因
孔
至
、
洙
水
待
春
通
。 

諫
尽
文
章
下
、
情
攄
諷
詠
中
。
頌
声
猶
不
寝
、
将
発
太
平
功
。 

⑪
菅
原
道
真
（
『
菅
家
文
草
』
巻
一
55
） 

仲
秋
釈
奠
聴
講
周
易
賦
鳴
鶴
在
陰 
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暗
知
鳴
鶴
驚
秋
気
、
一
叫
先
穿
数
片
雲
。
縦
使
清
声
千
万
和
、
不
用
十
翼
豈
高
聞
。 

⑫
菅
原
道
真
（
『
菅
家
文
草
』
巻
二
81
） 

仲
春
釈
奠
聴
講
孝
経 

此
是
天
経
即
孝
経
、
分
来
聖
道
満
皇
庭
。
為
臣
為
子
皆
言
孝
、
和
啻
春
風
仲
月
丁
。 

⑬
菅
原
道
真
（
『
菅
家
文
草
』
巻
二
88
） 

仲
春
釈
奠
聴
講
左
伝
賦
懐
遠
以
徳 

徳
是
明
王
致
遠
車
、
東
過
鳥
塞
北
龍
沙
。
懐
来
惣
作
懐
中
物
、
四
海
茫
茫
尚
一
家
。 

⑭
菅
原
道
真
（
『
菅
家
文
草
』
巻
二
139
） 

八
月
釈
奠
聴
講
孝
経
※

賦
秋
学
礼 

 

※
お
そ
ら
く
『
礼
記
』
の
誤
り
。 

過
庭
無
父
感
秋
時
、
三
百
三
千
更
問
誰
。
暮
景
蕭
蕭
雲
断
処
、
一
行
寒
雁
是
吾
師
。 

⑮
菅
原
道
真
（
『
菅
家
文
草
』
巻
三
220
） 

州
廟
釈
奠
有
感 

 

※
讃
岐
国
学
で
の
作
。 

一
趨
一
拝
意
如
泥
、
罇
爼
蕭
疎
礼
用
迷
。
暁
漏
春
風
三
献
後
、
若
非
供
祀
定
児
啼
。 

⑯
菅
原
道
真
（
『
菅
家
文
草
』
巻
五
367
） 

仲
春
釈
奠
聴
講
古
文
孝
経
同
賦
以
孝
事
君
則
忠 

君
是
蒼
天
不
可
階
、
恐
分
孝
水
写
恩
涯
。
食
将
行
路
資
中
味
、
遠
近
忠
臣
我
孔
懐
。 

⑰
菅
原
道
真
（
『
菅
家
文
草
』
巻
五
370
） 

仲
秋
釈
奠
聴
講
礼
記
同
賦
養
衰
老 

秋
風
瑟
瑟
養
皤
皤
、
欲
落
年
花
気
力
多
。
若
不
相
逢
開
礼
道
、
何
因
鮐
背
蕩
恩
波
。 
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⑱
菅
原
道
真
（
『
菅
家
文
草
』
巻
五
382
） 

仲
春
釈
奠
聴
講
論
語
同
賦
為
政
以
徳 

君
政
万
機
此
一
経
、
乗
龍
不
忘
始
収
蛍
。
北
辰
高
処
無
為
徳
、
疑
是
明
珠
作
衆
星
。 

⑲
大
江
匡
衡
（
『
江
吏
部
集
』
巻
中
85
） 

仲
秋
釈
奠
聴
講
古
文
尚
書
同
賦
安
民
則
恵 

安
民
恵
化
方
斉
一
、
従
此
日
新
学
古
文
。
連
榻
閑
眠
郷
飲
月
、
拠
鞍
誰
向
遠
征
雲
。 

⑳
大
江
匡
衡
（
『
江
吏
部
集
』
巻
中
86
） 

仲
春
釈
奠
聴
講
毛
詩
同
賦
仁
及
草
木
一
首 

臥
柳
自
然
随
世
起
、
幽
蘭
未
必
被
人
知
。
偶
逢
天
愛
無
偏
党
、
暖
霧
柔
風
不
失
宜
。 

㉑
大
江
匡
衡
（
『
江
吏
部
集
』
巻
中
87
） 

仲
春
釈
奠
聴
講
礼
記
同
賦
君
仁
臣
忠 

仁
自
上
施
忠
自
下
、
雲
龍
風
虎
自
相
期
。
□
時
必
有
抽
才
政
、
不
歎
不
才
不
遇
時
。 

㉒
大
江
匡
衡
（
『
江
吏
部
集
』
巻
中
88
） 

仲
春
釈
奠
聴
講
左
伝
同
賦
以
徳
撫
民
一
首 

明
王
徳
遍
撫
黔
首
、
雨
露
不
論
踈
與
親
。
独
有
翰
林
花
未
折
、
朝
恩
棄
忘
晩
成
人
。 

㉓
大
江
匡
衡
（
『
江
吏
部
集
』
巻
中
89
） 

七
言
仲
春
釈
奠
聴
講
左
伝
同
賦
養
民
如
子 

嗜
文
再
作
翰
林
主
、
横
剣
更
為
侍
従
臣
。
我
后
養
民
如
愛
子
、
就
中
侍
読
異
他
人
。 

㉔
大
江
匡
衡
（
『
江
吏
部
集
』
巻
中
91
） 
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仲
春
釈
奠
聴
講
古
文
孝
経 

石
函
壁
底
埋
塵
昔
、
金
馬
門
前
待
詔
今
。
時
主
好
文
知
我
否
、
江
翁
母
老
作
曾
参
。 

㉕
大
江
匡
衡
（
『
江
吏
部
集
』
巻
中
92
） 

仲
春
釈
奠
聴
講
古
文
孝
経
詩 

進
無
由
見
三
台
月
、
退
不
得
追
五
袴
風
。
孝
礼
詩
書
論
易
伝
、
学
而
無
益
我
心
恫
。 

㉖
大
江
匡
衡
（
『
江
吏
部
集
』
巻
中
95
） 

仲
春
釈
奠
聴
講
論
語
同
賦
仁
者
寿 

翰
林
再
忝
主
人
号
、
金
殿
久
為
侍
読
身
。
官
禄
甚
微
身
已
老
、
□
仁
猶
欲
継
家
塵
。 

㉗
大
江
朝
綱
（
『
扶
桑
集
』
巻
九
75
） 

仲
春
釈
奠
聴
講
周
易
同
賦
学
校
如
林
一
首 

成
林
何
必
木
叢
生
、
聖
世
先
教
教
化
明
。
枝
葉
豈
因
風
雨
密
、
本
根
猶
自
典
墳
萌
。 

暁
花
半
綻
唯
詩
草
、
春
鳥
高
歌
是
頌
声
。
更
有
儒
門
余
孽
在
、
還
慙
暫
忝
茂
材
名
。 

※
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
266
に
詩
序
が
収
ま
る
。
作
者
と
題
は
そ
れ
に
よ
り
補
う
。 

㉘
菅
原
文
時
（
『
扶
桑
集
』
巻
九
76
） 

仲
春
釈
奠
毛
詩
講
後
賦
詩
者
志
之
所
之 

聞
説
篇
三
百
、
蓋
皆
志
所
之
。
孕
音
凝
在
意
、
牽
物
散
如
期
。 

動
入
風
雲
色
、
抽
為
草
木
詞
。
当
初
庭
訓
絶
、
唯
詠
藜
我
詩
。 

㉙
菅
原
雅
規
（
『
扶
桑
集
』
巻
九
77
） 

同
前
〔
仲
春
釈
奠
毛
詩
講
後
賦
詩
者
志
之
所
之
〕 
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在
心
為
志
発
為
詩
、
詩
句
何
非
志
所
之
。
意
緒
乱
来
誰
得
解
、
毫
端
書
出
不
相
欺
。 

颽
風
吹
送
酬
恩
日
、
湛
露
流
伝
頌
徳
時
。
玄
化
悠
悠
情
慮
楽
、
詠
声
自
作
治
安
詞
。 

㉚
菅
原
文
時
（
『
扶
桑
集
』
巻
九
78
） 

仲
秋
釈
奠
聴
講
古
文
孝
経 

一
千
八
百
有
余
文
、
名
是
孝
経
忠
不
分
。
聴
尽
為
臣
為
子
道
、
秋
風
吹
払
意
中
雲
。 

㉛
三
善
清
行
（
『
扶
桑
集
』
巻
九
82
） 

仲
春
釈
奠
聴
講
論
語
有
如
明
珠 

聖
教
融
通
義
入
幽
、
更
将
光
輝
比
隋
侯
。
瑩
来
不
是
鯨
精
変
、
学
得
還
如
象
罔
求
。 

誰
覔
漢
浜
尋
潤
岸
、
唯
□
壁
水
記
円
流
。
手
中
愛
翫
心
中
映
、
豈
類
神
驚
盻
暗
投
。 

㉜
藤
原
有
国
（
『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
99
） 

仲
秋
釈
奠
賦
万
国
咸
寧 

 

※
典
拠
は
『
尚
書
』
。 

万
国
咸
寧
仰
聖
君
、
便
知
王
徳
及
飛
沈
。
苞
茅
鎮
入
朝
天
貢
、
葵
藿
斜
抽
向
日
心
。 

桟
遠
都
無
雲
鏁
色
、
航
忙
豈
有
浪
驚
音
。
中
華
弥
遇
堂
堂
化
、
想
像
遐
方
各
献
琛
。 

㉝
源
為
憲 

（
『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
100
） 

仲
秋
釈
奠
聴
講
古
文
孝
経
同
賦
天
下
和
平 

明
王
孝
治
好
君
臨
、
天
下
和
平
感
徳
音
。
草
遍
従
風
南
面
化
、
葵
遥
向
日
左
言
心
。 

山
拋
烽
燧
秋
雲
暗
、
海
罷
波
濤
暁
月
深
。
請
問
来
賓
殊
俗
意
、
茫
茫
天
外
遠
相
尋
。 

※
『
本
朝
麗
藻
』
99
・
100
詩
は
、
題
に
よ
り
詩
を
入
れ
替
え
て
整
え
た
。 
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第
六
章 

近
衛
家
実
詩
壇
に
於
け
る
経
書
の
受
容 

  
は
じ
め
に 

儒
教
経
典
（
経
書
）
を
学
ぶ
大
学
寮
の
明
経
道
は
、
本
来
、
律
令
国
家
に
と
っ
て
第
一
の
学
科
と
さ
れ
た
が
、
平
安
中
期
以
降
、
中
国
史
学
・
中
国
文
学

を
修
め
る
紀
伝
道
の
下
位
に
甘
ん
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
と
い
う
時
代
の
転
換
期
、
経
書
を
学
ぶ
経
学

は
、
改
め
て
注
目
を
受
け
始
め
た
。
こ
の
時
期
、
経
学
に
関
心
を
寄
せ
た
為
政
者
と
し
て
は
、
従
来
、
藤
原
頼
長
（
一
一
二
〇―

一
一
五
六
）
や
、
藤
原
通

憲
（
一
一
〇
六―

一
一
六
〇
）
、
藤
原
（
九
条
）
兼
実
（
一
一
四
九―

一
二
〇
七
）
ら
が
著
名
で
あ
る
。 

本
章
で
は
、
ま
ず
、
鎌
倉
前
期
の
公
卿
で
、
藤
原
摂
関
家
嫡
流
と
し
て
後
に
猪
隈
関
白
と
称
さ
れ
る
近
衛
家
実
（
一
一
七
九―

一
二
四
二
）
が
主
催
す
る

私
的
な
詩
会
で
作
成
さ
れ
た
経
書
を
題
と
す
る
詩
三
首
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
構
成
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
頼
長
や
通
憲
、
兼
実
よ
り

も
世
代
の
下
る
近
衛
家
実
と
い
う
鎌
倉
前
期
当
時
の
最
上
層
貴
族
、
お
よ
び
、
そ
の
周
辺
に
於
け
る
経
書
の
受
容
相
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。 

そ
も
そ
も
、
平
安
鎌
倉
期
に
は
、
詩
会
（
詩
宴
）
が
日
常
的
に
開
催
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
古
代
以
来
の
君
臣
唱
和
の
規
範
に
則
り
、
主
催
者
（
或

い
は
尊
者
と
呼
ば
れ
る
主
賓
）
以
下
、
全
員
が
同
一
の
詩
題
に
よ
っ
て
詩
を
賦
し
た
。
漢
字
五
文
字
か
ら
成
る
古
詩
の
一
節
（
時
代
が
下
る
に
し
た
が
い
、

独
自
に
考
案
さ
れ
た
新
題
も
現
れ
、
平
安
中
期
以
降
は
こ
れ
が
殆
ど
に
な
っ
て
い
っ
た
）
を
題
と
す
る
句
題
詩
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
無
題
詩
（
句
題
詩

で
な
い
詩
）
を
賦
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
句
題
詩
に
は
、
平
安
前
期
に
案
出
さ
れ
た
定
型
的
な
構
成
方
法
（
１
）

が
あ
り
、
こ
れ
が
貴
族
の
共
通
知
識
と
な
っ

た
こ
と
で
、
経
書
の
一
節
を
題
と
す
る
七
言
律
詩
の
釈
奠
詩
や
、
仏
教
経
典
の
一
節
を
題
と
す
る
経
句
題
詩
に
も
、
そ
の
構
成
方
法
を
応
用
し
て
作
成
さ

れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
２
）
。 

近
衛
家
実
の
主
催
す
る
詩
会
に
於
い
て
作
成
さ
れ
た
詩
を
記
し
た
懐
紙
（
詩
懐
紙
）
は
、
詩
会
の
場
で
主
催
者
（
近
衛
家
）
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
が
、
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後
に
翻
さ
れ
て
、
新
た
な
表
面
に
家
実
の
日
記
『
猪
隈
関
白
記
』
が
書
写
さ
れ
、
陽
明
文
庫
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
、
そ
の
一
部
（
三

七
〇
紙
）
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
（
３
）
。『
猪
隈
関
白
記
』
の
伝
本
に
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
（
４
）

な
ど
、
末
尾
に
詩
が
転
写
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く

あ
る
ほ
か
、
公
益
財
団
法
人
無
窮
会
神
習
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
山
崎
知
雄
（
一
七
九
八―

一
八
六
一
）
手
校
本
「
猪
隈
関
白
家
詩
会
之
詩
」
に
も
、
近
衛
家
実

主
催
の
詩
会
に
於
い
て
賦
さ
れ
た
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
５
）
。 

こ
の
近
衛
家
実
を
中
心
と
す
る
詩
壇
で
作
成
さ
れ
た
詩
の
大
多
数
は
句
題
詩
で
あ
る
が
、
無
題
詩
も
含
ま
れ
、
う
ち
三
首
、
書
名
を
題
と
す
る
詩
が
残

さ
れ
て
い
る
（
６
）
。
そ
し
て
、
こ
の
三
首
の
題
と
さ
れ
て
い
る
書
物
は
、
い
ず
れ
も
経
書
（
左
伝
、
論
語
、
毛
詩
）
で
あ
る
。
な
お
、
家
実
の
曾
祖
父
に
当

た
る
藤
原
忠
通
（
一
〇
九
七―
一
一
六
四
）
の
別
集
『
法
性
寺
殿
御
集
』
に
は
、『
史
記
』
を
読
ん
で
各
本
紀
・
世
家
を
題
と
し
て
賦
し
た
詩
、『
新
楽
府
』

を
読
ん
で
各
編
を
題
と
し
て
賦
し
た
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

一
、
「
賦
左
伝
」
詩 

本
節
以
下
で
は
、
近
衛
家
実
主
催
の
詩
会
に
於
い
て
経
書
を
題
と
し
て
作
成
さ
れ
た
現
存
三
首
を
読
解
す
る
。 

最
初
に
、
本
節
で
は
、
菅
原
在
高
（
一
一
五
九―

一
二
三
二
）
が
、
近
衛
家
実
の
主
催
し
た
詩
会
に
列
席
し
、
五
経
の
一
つ
『
左
伝
』（
『
春
秋
左
氏
伝
』
）

を
題
と
し
て
賦
し
た
詩
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
当
該
詩
は
、
陽
明
文
庫
蔵
『
猪
隈
関
白
記
』
第
４
函
第
17
号
第
35
紙
の
紙
背
に
残
さ
れ
た
詩
懐
紙
に
よ
っ

て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

端
作
に
は
「
秋
日
賦
左
伝
応
教
一
首
」
（
秋
日
、
左
伝
を
賦
し
て
教
に
応
ず
る
一
首
）
と
あ
り
、
『
左
伝
』
を
詩
題
と
し
、
教
（
親
王
ま
た
は
公
卿
の
命

令
。
こ
の
場
合
に
当
て
嵌
め
れ
ば
近
衛
家
実
の
命
令
）
に
応
じ
て
賦
し
た
一
首
で
あ
る
。
左
に
、
整
定
し
た
詩
本
文
と
書
き
下
し
文
、
括
弧
内
に
現
代
語
訳

を
示
す
（
次
節
以
降
同
）
。 
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秋
日
賦
左
伝
応 

教
一
首 

刑
部
大
輔
菅
原
在
□
（
７
） 

１ 
左
氏
伝
文
今
賦
得 

 

左
氏
の
伝
文 

今 

賦
し
得
た
り 

２ 

此
筆
不
削
実
優
哉 

 

此
れ
筆
削
ら
ず
し
て 

実
に
優
な
る
か
な 

３ 

繫
之
日
月
序
終
始 

 

之
を
日
月
に
繫
け
て 

終
始
を
序つ

い

づ 

４ 

依
号
春
秋
知
往
来 

 

春
秋
と
号
す
る
に
依
り
て 

往
来
を
知
れ
り 

５ 

魯
史
記
名
雖
自
学 

 

魯
の
史
記
の
名 

自
学
せ
る
と
雖
も 

６ 

周
公
遺
制
叶
君
才 

 
周
公
の
遺
制 

君
才
に
叶
ふ 

７ 

丘
明
又
恥
亦
猶
恥 

 

丘
明
又
恥
ぢ 

亦
猶
ほ
恥
づ 

８ 

可
恥
末
愚
詩
席
陪 

 

恥
づ
べ
し 
末
愚 

詩
席
に
陪
る
を 

（
左
丘
明
に
よ
る
伝
文
を
、
今
、
詩
題
と
し
て
賦
す
る
こ
と
が
出
来
た
。『
春
秋
』
の
文
を
一
字
も
削
除
す
る
こ
と
な
く
、
た
い
へ
ん
ゆ
っ
た
り
と
し
た
書
き

ぶ
り
で
あ
る
。 

記
事
を
月
日
の
下
に
つ
な
い
で
記
し
た
編
年
体
の
書
物
で
あ
り
、
経
義
や
出
来
事
の
経
緯
を
幅
広
い
範
囲
で
最
初
か
ら
最
後
ま
で
述
べ
て
い
る
。
こ
の
『
春

秋
』
と
名
づ
く
書
物
に
よ
っ
て
、
過
去
が
明
ら
か
と
な
り
将
来
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。 

魯
の
史
記
の
名
で
あ
る
『
春
秋
』
を
、
独
自
に
学
ば
れ
た
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
孔
子
も
理
想
と
し
た
周
公
旦
の
定
め
の
こ
し
た
制
法
に
、
あ
な
た
の

才
覚
は
匹
敵
し
て
お
り
ま
す
。 

左
丘
明
の
恥
じ
た
こ
と
を
、
孔
子
も
ま
た
や
は
り
恥
じ
た
と
い
う
。
現
在
私
も
恥
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
取
る
に
足
ら
な
い
者
が
、
こ
の

詩
会
の
場
に
陪
席
し
て
い
る
こ
と
を
。
） 
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本
詩
の
作
成
年
月
日
は
、
『
猪
隈
関
白
記
』
の
記
述
に
よ
り
、
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
八
月
二
十
七
日
と
特
定
で
き
る
（
８
）
。
こ
の
時
、
会
の
主
催
者

で
あ
る
近
衛
家
実
は
十
九
歳
、
正
三
位
権
中
納
言
右
中
将
で
あ
っ
た
。
藤
原
頼
長
が
『
左
伝
』
を
初
め
て
学
ん
だ
の
は
永
治
元
年
（
一
一
四
一
）
二
十
二
歳

の
時
で
あ
る
か
ら
、
十
九
歳
と
い
う
年
齢
は
初
学
の
時
期
と
し
て
遅
く
は
な
い
。 

作
者
は
、
端
作
に
「
刑
部
大
輔
菅
原
在
□
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
官
署
に
よ
っ
て
菅
原
在
高
と
わ
か
る
。
菅
原
在
高
は
、
大
学
頭
在
茂
の
息
で
、
当

時
三
十
九
歳
。
二
十
代
の
頃
に
は
文
章
得
業
生
を
経
て
お
り
、
紀
伝
道
儒
者
の
家
系
を
継
ぐ
人
物
で
あ
る
。
但
し
、『
猪
隈
関
白
記
』
正
治
元
年
（
一
一
九

九
）
三
月
十
四
日
条
、
石
清
水
臨
時
祭
に
際
す
る
記
事
の
中
で
、
家
実
の
父
基
通
（
一
一
六
〇―

一
二
三
三
）
に
供
奉
し
た
前
駈
の
一
人
と
し
て
「
刑
部
大

輔
在
高
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、「
雖
二

儒
者
一

依
レ

為
二

家
司
一

也
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
近
衛
家
の
家
司
と
も
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
家
実
が
主
催

す
る
内
々
の
詩
会
に
も
必
然
的
に
参
加
す
べ
き
立
場
の
人
物
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

詩
の
内
容
の
把
握
に
移
る
と
、
首
聯
で
は
、
第
一
句
に
「
左
」「
伝
」
と
い
う
詩
題
に
あ
る
二
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
に
、
ま
ず
注
意
し
て
お
き
た

い
。
本
詩
は
句
題
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
当
時
の
詩
壇
で
規
範
と
さ
れ
た
句
題
詩
の
構
成
方
法
に
よ
れ
ば
、
首
聯
に
は
詩
題
に
あ
る
文
字
を

そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
本
詩
は
句
題
に
よ
ら
な
い
た
め
、
場
の
状
況
と
直
接
向
か
い
合
う
無
題
詩
に
近
く
、

そ
の
点
で
は
、
第
一
句
は
、
眼
前
に
あ
る
詩
会
の
様
子
を
述
べ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
も
捉
え
ら
れ
よ
う
（
９
）
。 

第
二
句
の
「
不
削
」
は
、
『
春
秋
』
経
が
「
不
刊
」
の
書
（
孔
子
か
ら
授
か
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
経
文
を
一
字
た
り
と
も
削
る
こ
と
の
出
来
な

い
神
聖
な
書
）
と
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
晋
の
杜
預
（
二
二
二―

二
八
四
）
が
著
し
た
「
春
秋
左
氏
伝
序
」（
10
）

に
、

「
左
丘
明
受
経
於
仲
尼
、
以
為
経
者
不
刊
之
書
也
」（
左
丘
明 

経
を
仲
尼
に
受
け
て
、
以
為
へ
ら
く
経
は
不
刊
の
書
な
り
、
と
）
と
あ
る
の
に
よ
る
の
で
あ

る
（

11
）
。
「
優
哉
」
は
、
同
じ
く
「
春
秋
左
氏
伝
序
」
に
、
前
記
の
よ
う
に
孔
子
か
ら
経
文
を
授
か
っ
た
左
丘
明
が
、
伝
文
を
作
成
す
る
の
に
際
し
、
自
身

が
魯
国
の
史
官
で
あ
っ
た
た
め
、
幅
広
く
詳
細
を
書
き
記
し
た
の
だ
と
し
た
上
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
其
文
緩
、
其
旨
遠
。
将
令
学
者
原
始
要
終
、
尋
其
枝

葉
、
究
其
所
窮
。
優
而
柔
之
、
使
自
求
之
。
饜
而
飫
之
、
使
自
趣
之
」（
其
の
文
緩
く
し
て
、
其
の
旨
遠
し
。
将
に
学
者
を
し
て
始
め
を
原
ね
終
は
り
を
要

め
、
其
の
枝
葉
を
尋
ね
、
其
の
窮
ま
る
所
を
究
め
し
め
ん
と
す
。
優
に
し
て
之
を
柔
に
し
、
自
ら
之
を
求
め
し
む
。
饜
に
し
て
之
を
飫
に
し
、
自
ら
之
に
趣



- 116 - 

か
し
む
）
と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
踏
ま
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
左
丘
明
に
よ
る
伝
文
は
、
「
優
」
な
る
も
の
と
評
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

首
聯
は
、
詩
会
の
場
の
状
況
な
ら
び
に
詩
題
と
さ
れ
た
『
左
伝
』
の
概
略
を
述
べ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。 

続
い
て
、
頷
聯
で
は
、
詩
題
の
『
左
伝
』
が
如
何
な
る
も
の
か
、「
春
秋
左
氏
伝
序
」
に
あ
る
表
現
を
用
い
て
、
多
角
的
に
言
い
表
し
て
い
る
。
第
三
句

「
繫
之
日
月
」
は
、「
春
秋
左
氏
伝
序
」
の
一
節
「
記
事
者
、
以
事
繫
日
、
以
日
繫
月
、
以
月
繫
時
、
以
時
繫
年
」（
事
を
記
す
者
は
、
事
を
以
っ
て
日
に
繫

け
、
日
を
以
っ
て
月
に
繫
け
、
月
を
以
っ
て
時
に
繫
け
、
時
を
以
っ
て
年
に
繫
く
）
に
基
づ
き
、『
春
秋
』
が
編
年
体
の
記
録
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
ま
た
、

同
「
序
終
始
」
は
、「
春
秋
左
氏
伝
序
」
に
見
ら
れ
る
「
伝
或
先
経
以
始
事
、
或
後
経
以
終
義
」（
伝
或
い
は
経
に
先
ん
じ
て
以
っ
て
事
を
始
め
、
或
い
は
経

に
後
れ
て
以
っ
て
義
を
終
ふ
）
、
お
よ
び
、
前
記
「
将
令
学
者
原
始
要
終
」
と
い
っ
た
文
に
基
づ
く
。『
春
秋
』
が
編
年
体
の
記
録
で
あ
る
た
め
に
、
該
当
の

経
文
に
先
立
っ
て
解
経
の
伝
文
が
書
か
れ
て
い
た
り
、
該
当
の
経
文
よ
り
後
年
の
伝
文
で
経
義
が
述
べ
ら
れ
た
り
し
、
学
ぶ
者
は
そ
れ
を
探
し
て
読
み
解

く
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
四
句
も
、
「
往
来
」
と
あ
る
か
ら
、
「
春
秋
左
氏
伝
序
」
の
一
節
「
若
夫
制
作
之
文
、
所
以
章
往
考

来
、
情
見
乎
辞
」
（
若
し
夫
れ
制
作
の
文
は
、
往
を
章
ら
か
に
し
来
を
考
ふ
る
所
以
に
し
て
、
情
は
辞
に
見
は
る
）
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
孔
子

の
制
作
し
た
『
春
秋
』
経
は
、
過
去
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
将
来
を
考
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
手
段
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。 

頸
聯
で
は
、
題
意
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
作
者
菅
原
在
高
の
心
情
も
吐
露
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
句
題
詩
の
場
合
、
心
情
の
吐
露
（
「
述
懐
」
と
言
わ
れ
る
）
は

尾
聯
に
於
い
て
の
み
許
さ
れ
る
が
、
無
題
詩
の
場
合
に
は
全
篇
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
（

12
）
。
第
五
句
「
魯
史
記
名
」
は
『
春
秋
』
を
指
す
。

「
春
秋
左
氏
伝
序
」
は
、
冒
頭
、
「
春
秋
者
、
魯
史
記
之
名
也
」
（
春
秋
は
、
魯
の
史
記
の
名
な
り
）
と
始
ま
る
。
第
六
句
「
周
公
遺
制
」
も
ま
た
、
「
春
秋

左
氏
伝
序
」
に
「
仲
尼
因
魯
史
策
書
成
文
、
考
其
真
偽
、
而
志
其
典
礼
。
上
以
遵
周
公
之
遺
制
、
下
以
明
将
来
之
法
」
（
仲
尼 

魯
史
の
策
書
の
成
文
に
因

り
、
其
の
真
偽
を
考
へ
て
、
其
の
典
礼
を
志
す
。
上
は
以
っ
て
周
公
の
遺
制
に
遵
ひ
、
下
は
以
っ
て
将
来
の
法
を
明
ら
か
に
す
）
と
あ
る
の
に
基
づ
く
と
み

ら
れ
る
。
周
公
の
遺
制
（
周
公
旦
の
定
め
の
こ
し
た
制
法
）
は
、
孔
子
に
と
っ
て
も
準
拠
す
べ
き
制
法
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
詩
の
頸
聯

の
意
味
す
る
所
は
、『
春
秋
』
を
自
学
（

13
）

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
孔
子
が
『
春
秋
』
を
制
作
す
る
際
に
準
拠
し
た
周
公
の
遺
制
に
、
あ
な
た
の
才
は
匹

敵
す
る
ほ
ど
だ
と
い
う
こ
と
で
、
詩
会
の
主
催
者
で
あ
り
、
作
者
菅
原
在
高
自
身
が
家
司
と
し
て
仕
え
る
近
衛
家
実
の
駿
才
を
称
揚
す
る
内
容
と
な
っ
て
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い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

尾
聯
で
は
、
題
意
を
顧
慮
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
作
者
の
思
い
を
述
べ
る
。『
左
伝
』
の
作
者
と
さ
れ
る
左
丘
明
に
つ
い
て
は
、『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
「
子

曰
、
巧
言
令
色
足
恭
、
左
丘
明
恥
之
、
丘
亦
恥
之
。
匿
怨
而
友
其
人
、
左
丘
明
恥
之
、
丘
亦
恥
之
」
（
子
曰
は
く
、
巧
言
・
令
色
・
足
恭
な
る
は
、
左
丘
明 

之
を
恥
ぢ
、
丘
も
亦
之
を
恥
づ
。
怨
み
を
匿
し
て
其
の
人
を
友
と
す
る
は
、
左
丘
明 

之
を
恥
ぢ
、
丘
も
亦
之
を
恥
づ
）
と
あ
る
。
第
七
句
は
、
こ
れ
を
念

頭
に
置
い
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
尾
聯
全
体
と
し
て
は
、
作
者
の
謙
遜
の
意
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
う
い
っ
た
詩
会
の
席
で
よ
く
な
さ
れ

る
定
番
通
り
の
述
懐
の
表
現
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
近
衛
家
実
を
中
心
に
、
周
辺
の
人
物
た
ち
が
、
挙
っ
て
『
左
伝
』
を
題
に
し
た
詩
を
作
成
し
た
こ
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
詩
に
用

い
ら
れ
た
語
彙
の
多
く
は
、
杜
預
「
春
秋
左
氏
伝
序
」
に
見
ら
れ
る
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

二
、
「
賦
論
語
」
詩 

次
に
、
本
節
で
は
、
前
節
と
同
様
に
近
衛
家
実
が
主
催
す
る
詩
会
に
於
い
て
作
成
さ
れ
た
孔
子
の
言
行
録
『
論
語
』
を
題
と
す
る
詩
に
つ
い
て
述
べ
る
。

陽
明
文
庫
蔵
『
猪
隈
関
白
記
』
第
４
函
第
19
号
第
35
紙
の
紙
背
に
残
さ
れ
た
詩
懐
紙
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
詩
で
あ
る
。
端
作
か
ら
、
作
者
は
菅
原
淳
高
（
一
一

七
六―

一
二
五
〇
）
と
わ
か
る
。
菅
原
淳
高
は
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
「
賦
左
伝
」
詩
の
作
者
在
高
の
子
に
当
た
る
。 

 

夏
日
賦
論
語
応 

教
一
首 

散
位
菅
原
淳
高 

１ 

人
倫
美
悪
見
論
語 

 

人
倫
の
美
悪 

論
語
に
見
ゆ 

２ 

孔
父
微
言
誰
敢
軽 

 

孔
父
の
微
言 

誰
か
敢
へ
て
軽
ん
ず
る 
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３ 

注
解
疏
辞
如
鏡
朗 

 

注
解 

辞
を
疏
し
て 

鏡
の
如
く
朗
ら
か
な
り 

４ 

円
通
披
典
似
珠
明 

 

円
通 

典
を
披
け
ば 

珠
に
似
て
明
ら
か
な
り 

５ 
魯
斉
聞
得
篇
章
趣 

 

魯
斉 

聞
き
得
た
り 

篇
章
の
趣 

６ 

山
水
楽
来
仁
智
情 

 

山
水 

楽
し
み
来
た
る 

仁
智
の
情 

７ 

時
習
之
功
吾
独
少 

 

時
習
の
功 

吾
独
り
少
な
し 

８ 

唯
慙
此
席
不
才
名 

 

唯
だ
慙
づ
る
の
み 

此
の
席
に
不
才
の
名
あ
る
を 

（
人
間
関
係
の
秩
序
の
よ
し
悪
し
は
、
全
て
『
論
語
』
の
う
ち
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
孔
子
の
奥
深
い
こ
と
ば
を
、
こ
の
場
の
誰
が
一
体
軽
ん
ず
る
で
あ

ろ
う
か
。 

諸
家
の
注
解
は
、
こ
と
ば
を
記
し
て
、
鏡
の
よ
う
に
大
き
く
物
事
を
照
ら
し
て
い
る
。
円
通
と
喩
え
ら
れ
る
『
論
語
』
は
、
そ
の
書
籍
を
広
げ
て
み
る
と
、

丸
い
玉
の
よ
う
に
全
方
位
に
わ
た
っ
て
物
事
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。 

魯
と
斉
と
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
論
語
』
の
文
章
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
た
。
山
と
水
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仁
者
と
智
者
と
の
心
持
ち
を
楽
し
ま
せ
る
。 

学
習
の
積
み
重
ね
が
、
こ
の
場
で
私
ひ
と
り
だ
け
少
な
い
。
た
だ
恥
ず
か
し
く
思
う
だ
け
だ
。
こ
の
詩
会
の
席
に
才
能
の
な
い
私
の
名
が
加
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
。
） 

 

ま
ず
、
首
聯
の
う
ち
、
第
一
句
に
、
詩
題
「
論
語
」
の
二
文
字
が
そ
の
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
点
は
、
前
節
に
取
り
上
げ
た
「
賦
左
伝
」
詩
と
同
様
で
あ

る
。
第
二
句
「
孔
父
微
言
」
は
、
『
論
語
』
に
見
ら
れ
る
言
葉
を
指
す
（

14
）

の
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
誰
敢
軽
」
と
言
っ
て
、
首
聯
で
、
詩
会
の
場
の
状
況
お

よ
び
『
論
語
』
の
概
略
を
述
べ
た
点
は
、
所
謂
〈
場
〉
に
基
づ
い
た
〈
題
〉
の
提
示
（

15
）

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

頷
聯
は
、
梁
の
皇
侃
（
四
八
八―

五
四
五
）
が
著
し
た
「
論
語
義
疏
序
」
の
左
の
一
節
を
踏
ま
え
て
い
る
。 
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蔡
公
為
此
書
、
為
円
通
之
喩
云
、
物
有
大
而
不
普
、
小
而
兼
通
者
。
譬
如
巨
鏡
百
尋
、
所
照
必
偏
、
明
珠
一
寸
、
鑑
包
六
合
。
以
蔡
公
斯
喩
、
故
言
、

論
語
小
而
円
通
、
有
如
明
珠
、
諸
典
大
而
偏
用
、
譬
若
巨
鏡
。
誠
哉
是
言
也
。 

（
蔡
公
此
の
書
の
為
に
、
円
通
の
喩
へ
を
為
し
て
云
ふ
、「
物
大
に
し
て
普
か
ら
ず
、
小
に
し
て
兼
ね
通
ず
る
者
有
り
。
譬
へ
ば
巨
鏡
は
百
尋
な
れ
ど
も
、

照
ら
す
所
必
ず
偏
な
り
、
明
珠
は
一
寸
な
れ
ど
も
、
六
合
を
鑑
包
せ
る
が
如
し
」
と
。
蔡
公
が
斯
の
喩
へ
を
以
っ
て
、
故
に
言
は
く
、「
論
語
は
小
な

れ
ど
も
円
通
な
る
こ
と
、
明
珠
の
如
く
な
る
こ
と
有
り
、
諸
典
は
大
な
れ
ど
も
偏
に
用
ゐ
る
こ
と
、
譬
へ
ば
巨
鏡
の
若
し
」
と
。
誠
な
る
か
な
是
の

言
） 

 

す
な
わ
ち
、
蔡
公
（

16
）

が
、
鏡
は
い
く
ら
大
き
く
て
も
一
面
し
か
照
ら
さ
な
い
が
、
円
い
明
珠
は
小
さ
く
と
も
天
地
四
方
と
い
う
全
方
位
を
照
ら
す
と

し
た
た
め
、
物
事
を
あ
ま
ね
く
論
じ
た
『
論
語
』
を
「
円
通
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。
本
詩
の
頷
聯
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、『
論
語
』
を
「
珠
」

に
、
そ
れ
に
対
し
て
備
わ
る
注
解
を
「
鏡
」
に
た
と
え
て
賦
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

頸
聯
、
第
五
句
も
、
「
論
語
義
疏
序
」
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
箇
所
か
ら
、
「
魯
」
「
斉
」
「
篇
章
」
の
語
を
導
き
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
つ
て
、
『
論

語
』
に
は
、
「
古
論
」
・
「
魯
論
」
・
「
斉
論
」
の
三
種
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

又
此
書
亦
遭
焚
燼
。
至
漢
時
、
合
壁
所
得
、
及
口
以
伝
授
。
遂
有
三
本
、
一
曰
古
論
、
二
曰
斉
論
、
三
曰
魯
論
、
既
有
三
本
、
而
篇
章
亦
異
。 

（
又
此
の
書
も
亦
焚
燼
に
遭
へ
り
。
漢
の
時
に
至
り
て
、
合
壁
に
得
る
所
、
及
び
口
づ
か
ら
以
っ
て
伝
へ
授
け
た
り
。
遂
に
三
本
有
り
、
一
に
曰
は
く
古

論
、
二
に
曰
は
く
斉
論
、
三
に
曰
は
く
魯
論
、
既
に
三
本
有
り
、
而
し
て
篇
章
も
亦
異
な
り
） 

 

至
漢
順
帝
時
、
有
南
郡
太
守
扶
風
馬
融
、
字
季
長
、
建
安
中
、
大
司
農
北
海
鄭
玄
字
康
成
。
又
就
魯
論
篇
章
、
考
斉
験
古
、
為
之
注
解
。 

（
漢
の
順
帝
の
時
に
至
り
て
、
南
郡
の
太
守
扶
風
の
馬
融
、
字
は
季
長
、
建
安
中
に
、
大
司
農
北
海
の
鄭
玄
、
字
は
康
成
有
り
。
又
魯
論
の
篇
章
に
就
き
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て
、
斉
に
考
へ
古
に
験
へ
て
、
之
が
注
解
を
為
る
） 

 
第
六
句
は
、
『
論
語
』
雍
也
篇
「
子
曰
、
智
者
楽
水
、
仁
者
楽
山
。
智
者
動
、
仁
者
静
。
智
者
楽
、
仁
者
寿
」（
17
）
（
子
曰
は
く
、
智
者
は
水
を
楽
し
み
、

仁
者
は
山
を
楽
し
む
。
智
者
は
動
き
、
仁
者
は
静
か
な
り
。
智
者
は
楽
し
み
、
仁
者
は
寿
し
）
に
基
づ
く
。
つ
ま
り
、
頷
聯
お
よ
び
頸
聯
は
、「
論
語
義
疏

序
」
な
ら
び
に
『
論
語
』
の
本
文
を
用
い
て
、
詩
題
の
『
論
語
』
の
あ
り
様
を
詳
細
に
表
現
し
た
と
言
え
よ
う
。 

そ
し
て
、
本
詩
で
は
、
句
題
詩
で
そ
う
す
る
の
と
同
様
に
、
尾
聯
に
至
っ
て
よ
う
や
く
、
作
者
自
身
の
思
い
が
述
べ
ら
れ
る
。「
時
習
」
は
、
学
問
す
る

こ
と
を
表
す
語
で
あ
る
。
勿
論
、『
論
語
』
の
冒
頭
「
子
曰
、
学
而
時
習
之
。
不
亦
説
乎
」（
子
曰
は
く
、
学
び
て
時
に
習
ふ
。
亦
説
ば
し
か
ら
ず
や
）
に
よ

る
。
尾
聯
全
体
と
し
て
は
、
謙
遜
の
意
を
述
べ
て
、
主
人
に
当
た
る
近
衛
家
実
の
主
催
す
る
会
で
提
出
す
る
詩
と
し
て
相
応
し
い
形
に
し
、
締
め
括
っ
て

い
る
。 

本
詩
で
は
、
頷
聯
・
頸
聯
の
う
ち
の
三
句
が
、
皇
侃
「
論
語
義
疏
序
」
を
踏
ま
え
て
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
節
で
述
べ
た
「
賦
左
伝
」
詩
に
、

杜
預
「
春
秋
左
氏
伝
序
」
に
依
拠
し
た
語
彙
が
多
く
見
ら
れ
た
の
と
同
様
の
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
、
本
詩
は
、
純
粋
な
句
題
詩
で
は
な
い
か
ら
首
聯
に
詩
会

の
場
を
意
識
し
た
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
と
は
い
え
、
基
本
的
に
は
平
安
鎌
倉
期
に
詩
の
主
流
で
あ
っ
た
句
題
詩
の
そ
れ
と
一
致
し
た
構
成
方
法
を
取
っ

て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
首
聯
に
は
詩
題
「
論
語
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
、
頷
聯
・
頸
聯
で
は
題
で
あ
る
『
論
語
』
を
「
論
語
義
疏
序
」
と
い
う
先
行
の

漢
籍
に
見
ら
れ
る
表
現
を
取
り
入
れ
な
が
ら
具
体
的
に
言
い
換
え
て
表
し
、
尾
聯
に
至
っ
て
作
者
自
身
の
謙
譲
の
思
い
を
、『
論
語
』
に
基
づ
く
語
彙
を
駆

使
し
な
が
ら
、
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

三
、
「
賦
毛
詩
」
詩 

最
後
に
、
五
経
の
一
つ
『
毛
詩
』
を
題
と
す
る
詩
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
こ
れ
は
、
は
じ
め
に
述
べ
た
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
山
崎
知
雄
手
校
本
「
猪
隈
関
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白
家
詩
会
之
詩
」
の
う
ち
に
収
め
ら
れ
る
と
い
う
詩
で
あ
り
、
ま
た
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
な
ど
に
も
写
さ
れ
て
、
見
る
こ
と
の
出
来
る
詩
で
あ
る
。 

前
節
に
取
り
上
げ
た
「
賦
論
語
」
詩
と
同
じ
く
、
菅
原
淳
高
を
作
者
と
す
る
。 

 
秋
日
賦
毛
詩
応
教
一
首 

散
位
菅
原
淳
高 

１ 

猗
矣
周
詩
吟
詠
筵 

 

猗
矣 

周
詩
吟
詠
の
筵 

２ 

祭
□
風
雅
足
精
研 

 

祭
□
風
雅 

精
研
に
足
る 

３ 

文
詞
早
序
十
餘
国 

 
文
詞 

早
く
も
序つ

い

づ 

十
餘
国
に 

４ 

政
教
遥
拠
四
百
年 

 

政
教 
遥
か
に
拠
れ
り 

四
百
年
に 

５ 

律
呂
克
諧
毛
子
学 

 

律
呂 

克よ

く
諧

と
と
の

ふ 

毛
子
の
学 

６ 

乾
坤
相
盛
鄭
玄
箋 

 

乾
坤 

相
盛
ん
な
り 

鄭
玄
の
箋 

７ 

倩
思
□
典
篇
章
趣 

 

倩
〻
思
ふ 

□
典
篇
章
の
趣
を 

８ 

頌
徳
論
功
其
用
伝 
 

徳
を
頌
し
功
を
論
ず
る
に 
其
れ
伝
を
用
ゐ
ん 

（
あ
あ
、
周
代
か
ら
伝
え
ら
れ
る
詩
が
唱
え
ら
れ
る
こ
の
詩
会
の
席
で
あ
る
。
頌
・
風
・
雅
は
、
詳
し
く
考
究
す
る
の
に
相
応
し
い
も
の
だ
。 

こ
と
ば
の
あ
や
は
、
早
く
も
十
餘
国
で
綴
ら
れ
て
い
た
。
政
治
教
化
の
根
本
は
、
遠
く
あ
の
四
百
年
の
間
の
詩
に
依
拠
し
て
い
る
。 

音
楽
の
韻
律
に
、
毛
亨
・
毛
萇
が
学
び
つ
た
え
た
詩
は
調
和
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
。
天
地
も
、
鄭
玄
が
注
解
を
施
し
た
詩
に
感
応
し
て
い
る
。 

つ
く
づ
く
思
い
を
巡
ら
す
。
こ
の
文
章
の
趣
旨
に
つ
い
て
。
功
績
を
評
価
し
徳
行
を
ほ
め
た
た
え
る
の
に
は
、
や
は
り
こ
の
詩
の
記
す
と
こ
ろ
に
た
よ
る

の
が
よ
い
。
） 
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首
聯
、
第
一
句
「
周
詩
」
は
、
そ
れ
が
周
代
に
作
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、『
毛
詩
』
の
別
称
で
あ
る
。
詩
題
と
さ
れ
た
書
名
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
て
い

る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（

18
）
。
続
く
「
吟
詠
筵
」
は
、
『
毛
詩
』
を
題
と
し
て
皆
で
詩
を
作
成
し
て
い
る
当
日
の
詩
会
の
場
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
句
は
、
二
字
目
が
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
、「
祭
□
風
雅
」
で
、『
毛
詩
』
を
構
成
す
る
風
・
雅
・
頌
（
祭
礼
・
祭
祀
の
時
の
歌
）
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
が
「
精
研
に
足
る
」
も
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
当
日
の
詩
会
の
場
で
『
毛
詩
』
を
題
に
し
た
詩
作
に
努
め
る
様
子
を
想
起
さ
せ
、
首
聯

を
通
し
て
題
と
場
と
を
提
示
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。 

頷
聯
・
頸
聯
で
は
、『
毛
詩
』
が
如
何
な
る
も
の
か
を
言
い
表
し
て
い
る
。
第
三
句
は
、『
毛
詩
』
の
う
ち
、
国
風
が
、
十
五
の
地
域
の
民
謡
を
集
め
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
正
確
に
「
十
五
国
」
と
せ
ず
、
概
数
で
「
十
餘
国
」
と
し
た
の
は
、
平
仄
の
規
則
を
遵
守
す
る
た
め
で
あ

ろ
う
。
第
四
句
「
政
教
」
は
、
『
毛
詩
』
大
序
に
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
（

19
）
。
同
「
四
百
年
」
は
、
孔
子
が
『
詩
』
を
編
纂
し
た
際
に
、
周
の
創
業
か
ら
魯

の
僖
公
ま
で
四
百
年
間
の
詩
篇
か
ら
選
ん
だ
と
さ
れ
る
の
に
由
来
す
る
。
唐
の
孔
穎
達
（
五
七
四―

六
四
八
）
等
が
太
宗
の
詔
勅
を
奉
じ
て
撰
述
し
た
『
五

経
正
義
』
の
一
つ
『
毛
詩
正
義
』
の
序
（

20
）
（
以
下
、「
毛
詩
正
義
序
」
と
言
う
）
に
、「
先
君
宣
父
、
釐
正
遺
文
、
緝
其
精
華
、
褫
其
煩
重
、
上
従
周
始
、
下

暨
魯
僖
、
四
百
年
間
、
六
詩
備
矣
」
（
先
君
宣
父
、
遺
文
を
釐
正
し
て
、
其
の
精
華
を
緝
め
、
其
の
煩
重
を
褫
き
、
上
は
周
の
始
め
よ
り
、
下
は
魯
の
僖
に

暨
ぶ
ま
で
、
四
百
年
間
に
、
六
詩
備
は
れ
り
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

頸
聯
の
う
ち
、
第
五
句
に
あ
る
「
律
呂
克
諧
」
も
ま
た
、「
毛
詩
正
義
序
」
に
依
拠
し
た
表
現
と
み
ら
れ
る
。「
毛
詩
正
義
序
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
箇
所

が
見
ら
れ
る
。 

 

六
情
静
於
中
、
百
物
盪
於
外
、
情
縁
物
動
、
物
感
情
遷
。
若
政
遇
醇
和
、
則
歓
娯
被
於
朝
野
、
時
当
惨
黷
、
亦
怨
刺
形
於
詠
歌
。
作
之
者
、
所
以
暢
懐

舒
憤
、
聞
之
者
、
足
以
塞
違
従
正
。
発
諸
情
性
、
諧
於
律
呂
。
故
曰
、
感
天
地
、
動
鬼
神
、
莫
近
於
詩
。
此
乃
詩
之
為
用
。
其
利
大
矣
。 

（
六
情
は
中
に
静
ま
り
、
百
物
は
外
に
盪
く
も
、
情
は
物
に
縁
り
て
動
き
、
物
は
情
に
感
じ
て
遷
る
。
若
し
政
醇
和
に
遇
へ
ば
、
則
ち
歓
娯
朝
野
を
被

ひ
、
時
惨
黷
に
当
た
れ
ば
、
亦
怨
刺
詠
歌
に
形
は
る
。
之
を
作
る
者
は
、
所
以
に
懐
を
暢
べ
憤
を
舒
べ
、
之
を
聞
く
者
は
、
以
っ
て
違
を
塞
ぎ
正
に
従
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ふ
に
足
る
。
諸
を
情
性
よ
り
発
し
て
、
律
呂
に
諧
ふ
。
故
に
曰
は
く
、「
天
地
を
感
ぜ
し
め
、
鬼
神
を
動
か
す
に
、
詩
よ
り
近
き
は
莫
し
」
と
。
此
れ

乃
ち
詩
の
用
た
り
。
其
の
利
大
な
る
か
な
） 

 

詩
は
、
人
間
の
感
情
か
ら
発
露
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
発
現
は
「
律
呂
」
（
音
楽
の
韻
律
）
と
調
和
す
る
と
言
い
、
大
序
の
一
節
「
感
天
地
、
動
鬼

神
、
莫
近
於
詩
」
を
導
く
。
第
六
句
「
乾
坤
相
盛
」
は
、
そ
の
「
感
天
地
」
を
言
い
換
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
詩
の
効
用
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
第
五
句

「
毛
子
学
」
と
第
六
句
「
鄭
玄
箋
」
と
は
、
詩
題
『
毛
詩
』
を
表
す
。『
毛
詩
』
は
、
魯
の
毛
亨
お
よ
び
毛
萇
に
よ
っ
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
箋
を
加
え
た
の
が
後
漢
の
鄭
玄
（
一
二
七―

二
〇
〇
）
で
あ
る
。 

尾
聯
で
も
、「
頌
徳
論
功
」
と
あ
る
の
は
、「
毛
詩
正
義
序
」
の
冒
頭
「
夫
詩
者
、
論
功
頌
徳
之
歌
、
止
僻
防
邪
之
訓
、
雖
無
為
而
自
発
、
乃
有
益
於
生
霊
」

（
夫
れ
詩
は
、
功
を
論
じ
徳
を
頌
す
る
の
歌
、
僻
を
止
め
邪
を
防
ぐ
の
訓
へ
に
し
て
、
無
為
に
し
て
自
ら
発
す
と
雖
も
、
乃
ち
生
霊
に
有
益
な
り
）
に
基
づ

く
と
考
え
ら
れ
る
（

21
）
。
そ
も
そ
も
詩
は
、
功
績
を
評
価
し
て
徳
行
を
讃
え
る
歌
謡
と
し
て
、
何
に
も
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
本
詩
か
ら
は
、
主
に
「
毛
詩
正
義
序
」
に
あ
る
表
現
を
踏
ま
え
て
、『
毛
詩
』
と
い
う
題
意
を
満
た
す
と
い
う
手
法
を
見
て
取
る
こ
と
が

出
来
た
。 

 

む
す
び 

以
上
の
検
討
を
経
て
、
本
章
で
は
三
つ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。 

第
一
に
、
詩
の
構
成
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
章
で
取
り
上
げ
た
詩
は
、
経
書
の
書
名
を
題
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
句
題
詩
で
は
な
い
。
し
か
し
、

首
聯
に
題
字
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
り
、
頷
聯
・
頸
聯
に
於
い
て
典
拠
の
あ
る
表
現
を
用
い
て
題
意
を
言
い
換
え
て
表
現
し
た
り
す
る
構
成
方
法
は
句

題
詩
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
。
平
安
鎌
倉
期
当
時
に
於
い
て
律
詩
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
句
題
詩
の
構
成
方
法
は
意
識
せ
ず
に
い
ら
れ
な
い
ほ
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ど
に
浸
透
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。 

第
二
に
、
何
ら
か
の
書
物
を
学
習
す
る
に
際
し
て
は
、
経
書
に
つ
い
て
も
、
そ
の
注
釈
書
に
冠
さ
れ
た
序
文
が
極
め
て
重
視
さ
れ
て
い
た
様
子
が
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
。
「
賦
左
伝
」
詩
で
あ
れ
ば
注
釈
者
杜
預
に
よ
る
「
春
秋
左
氏
伝
序
」
、「
賦
論
語
」
詩
で
あ
れ
ば
皇
侃
「
論
語
義
疏
序
」
、「
賦
毛
詩
」
詩

で
あ
れ
ば
孔
穎
達
等
「
毛
詩
正
義
序
」
が
、
各
詩
の
作
成
に
当
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
『
文
選
』
の

学
習
を
開
始
す
る
に
は
、
唐
の
李
善
が
著
し
た
「
上
文
選
注
表
」
を
最
初
に
読
む
こ
と
が
慣
習
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
最
初
に
序
文
の
読
解
に
よ
っ
て
、

そ
の
書
物
の
概
要
を
知
っ
た
上
で
、
以
後
の
学
習
を
進
め
よ
う
と
す
る
学
問
姿
勢
に
連
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

で
は
、
第
三
に
、
こ
の
よ
う
に
作
詩
を
通
し
て
序
文
の
学
習
を
終
え
た
と
思
わ
れ
る
近
衛
家
実
は
、
そ
の
後
、
経
書
に
関
す
る
学
問
を
進
め
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
本
章
で
取
り
上
げ
た
詩
三
首
の
作
者
は
、
い
ず
れ
も
菅
原
家
の
人
物
で
あ
っ
た
。
菅
原
家
は
紀
伝
道
の
博
士
家
で
、
中
国
史
学
・
中
国
文
学
を
専

門
と
す
る
儒
者
の
家
柄
で
は
あ
る
が
、
経
学
を
専
門
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、『
猪
隈
関
白
記
』
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
八
月
七
日
条
を
見
る

と
、
「
補
二

家
司
一

〈
大
外
記
清
原
良
業
、
大
外
記
中
原
師
重
〉
」
と
の
記
事
が
あ
る
（

22
）
。
清
原
良
業
（
一
一
六
四―

一
二
一
〇
）
、
中
原
師
重
（
一
一
六
六

―

一
二
二
一
）
の
二
人
は
、
経
学
を
専
門
と
す
る
明
経
道
の
博
士
家
そ
れ
ぞ
れ
の
当
主
で
あ
り
、
近
衛
家
実
は
、
彼
ら
を
家
司
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経

書
の
専
門
的
学
習
の
進
展
を
企
図
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
近
衛
家
で
は
、
従
来
、
紀
伝
道
の
博
士
家
の
人
物
を
家
司
と
は
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に
至
っ

て
明
経
道
の
博
士
家
の
当
主
を
も
家
司
と
し
た
。
鎌
倉
前
期
と
い
う
時
代
の
変
革
期
の
中
、
京
で
も
、
最
上
層
の
公
家
た
ち
が
、
九
条
家
（

23
）

の
み
に
留

ま
ら
ず
、
経
学
に
関
心
を
寄
せ
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。 

    注 



- 125 - 

（
１
）
句
題
詩
の
定
型
的
な
構
成
方
法
に
つ
い
て
略
述
す
る
。
首
聯
で
は
、
詩
題
に
あ
る
文
字
を
原
則
全
て
用
い
て
、
題
意
を
直
接
的
に
表
現
す
る
。
頷
聯
・
頸

聯
で
は
、
詩
題
の
文
字
を
用
い
ず
に
、
題
意
を
展
開
さ
せ
た
り
中
国
故
事
を
踏
ま
え
た
り
し
て
言
い
換
え
る
。
尾
聯
に
至
っ
て
、
題
意
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、
作
者
自
身
の
思
い
を
綴
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
謙
譲
の
意
を
述
べ
た
上
で
、
当
該
詩
会
を
主
催
し
て
作
者
ら
を
庇
護
す
る
高
位
者
の
徳
を
称
え
る

内
容
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
詳
し
く
は
、
佐
藤
道
生
『
句
題
詩
論
考―

王
朝
漢
詩
と
は
何
ぞ
や
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
ほ
か
参
照
。 

（
２
）
佐
藤
道
生
「
平
安
時
代
の
釈
奠
詩
」
（
史
跡
足
利
学
校
研
究
紀
要
「
學
校
」
一
九
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
、
李
筱
硯
「
平
安
時
代
に
お
け
る
経
句
題
の
詩
の

制
作
方
法
に
つ
い
て―

勧
学
会
の
詩
を
中
心
に―

」
（
「
和
漢
比
較
文
学
」
六
六
、
二
〇
二
一
年
二
月
）
。 

（
３
）
こ
の
詩
懐
紙
群
は
「
猪
隈
関
白
記
紙
背
詩
懐
紙
」
と
し
て
知
ら
れ
、
大
曾
根
章
介
・
後
藤
昭
雄
・
山
崎
誠
・
佐
藤
道
生
「
陽
明
文
庫
蔵
「
猪
隈
関
白
記
紙

背
詩
懐
紙
」
」（
『
中
世
文
学
と
漢
文
学
Ｉ
』
和
漢
比
較
文
学
叢
書
5
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）
に
翻
字
が
載
る
。
本
章
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
佐
藤

道
生
氏
御
所
蔵
の
写
真
を
合
わ
せ
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
上
で
私
に
翻
字
を
改
め
た
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
当
該
「
猪
隈
関
白
記
紙
背
詩
懐

紙
」
の
研
究
に
は
、
山
崎
誠
「
陽
明
文
庫
蔵
猪
隈
関
白
記
紙
背
詩
懐
紙
に
つ
い
て
」
（
『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年
。
初
出

は
一
九
八
二
年
六
月
）
、
堀
川
貴
司
「
詩
懐
紙
通
観
」（
『
詩
の
か
た
ち
・
詩
の
こ
こ
ろ―

中
世
日
本
漢
文
学
研
究―

』
若
草
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
第
六
章
。

初
出
は
二
〇
〇
三
年
二
月
）
、
大
木
美
乃
「
近
衛
家
実
詩
壇
の
考
察
」
（
「
中
世
文
学
」
五
八
、
二
〇
一
三
年
六
月
）
な
ど
が
あ
る
。 

（
４
）
慶
應
義
塾
図
書
館
（
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
蔵
。
請
求
記
号
：1

7
9
@
6
1
@
1

。
委
細
に
つ
い
て
は
未
紹
介
の
資
料
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
に
そ
の
概

要
を
略
記
す
る
。 

〔
江
戸
中
期
〕
写
。
合
一
冊
。
香
色
刷
毛
目
表
紙
、
二
七
・
六×
二
〇
・
〇
糎
。
外
題
、
中
央
に
「
猪
隈
関
白
記
〈
建
仁
二
年
／
春
〉
」
と
打
付
書
。
内

題
な
し
。
印
記
「
宗
／
直
」
「
高
橋
家
蔵
」
（
以
上
高
橋
宗
直
）
、
「
廣
橋
／
蔵
書
」
（
広
橋
家
）
、
「
篁
園
文
庫
」
（
竹
内
篁
園
）
。 

内
容
は
、
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
春
と
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
春
の
猪
隈
関
白
記
を
書
写
し
た
も
の
で
、
冊
末
十
丁
に
詩
（
四
十
七
首
）
が
書
写

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
陽
明
文
庫
蔵
古
写
本
猪
隈
関
白
記
承
元
二
年
春
の
巻
（
第
４
函
第
17
号
）
の
紙
背
詩
懐
紙
に
あ
る
詩
（
四
十
四
首
）
と
、
後
述

「
猪
隈
関
白
家
詩
会
之
詩
」
に
そ
れ
に
加
え
て
見
ら
れ
る
と
い
う
三
首
と
に
当
た
る
。 
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建
仁
二
年
春
記
の
末
尾
に
「
享
保
拾
六
年
五
月
九
日
一
校
合
了
」
、
承
元
二
年
春
記
の
末
尾
に
「
享
保
拾
六
年
五
月
二
日
一
校
合
了
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
朱

書
が
あ
り
、
高
橋
宗
直
（
一
七
〇
三―

一
七
八
五
）
が
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
校
合
を
行
っ
た
際
の
識
語
と
み
ら
れ
る
。
元
は
別
々
の
二
冊
で
あ
っ

た
の
が
、
後
に
合
綴
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

（
５
）
注
（
３
）
前
掲
翻
字
に
補
遺
と
し
て
載
る
。
同
前
山
崎
氏
論
文
な
ど
に
よ
れ
ば
、
識
語
に
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
年
記
が
見
ら
れ
る
。 

（
６
）
書
名
で
は
な
い
が
、
白
居
易
の
「
楽
府
七
徳
舞
」
を
題
と
す
る
詩
も
一
紙
あ
る
（
『
猪
隈
関
白
記
』
第
４
函
第
23
号
第
37
紙
紙
背
詩
懐
紙
）
。 

（
７
）
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
当
該
詩
懐
紙
は
後
に
翻
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
天
地
や
左
右
が
裁
ち
切
ら
れ
た
た
め
、
判
読
不
能
の
文
字
が
所
々
に
現
れ
る
こ

と
が
あ
る
。 

（
８
）
『
猪
隈
関
白
記
』
同
日
条
に
「
雨
降
、
講
レ

詩
、
以
二

左
伝
一

為
レ

題
也
」
と
あ
る
。
因
み
に
、
同
月
六
日
に
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
釈
奠
で
の
講
書
は
『
左

伝
』
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
家
実
ら
が
そ
れ
に
触
発
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
釈
奠
で
の
講
書
に
つ
い
て
は
、
建
久
六
年
秋
の
講
書
が
『
毛
詩
』

と
知
ら
れ
る
こ
と
（
『
三
長
記
』
同
年
八
月
五
日
条
参
照
）
か
ら
、
七
経
輪
転
講
読
の
原
則
（
七
つ
の
経
書
が
、
孝
経→

礼
記→

毛
詩→

尚
書→

論
語→

周

易→

左
伝
の
順
に
、
年
二
回
春
秋
の
釈
奠
で
の
講
書
に
選
ば
れ
る
と
い
う
規
則
）
に
よ
っ
て
推
測
で
き
る
。 

（
９
）
堀
川
貴
司
「
『
本
朝
無
題
詩
』
試
論―

句
題
詩
と
の
対
比
か
ら―

」
（
注
（
３
）
前
掲
同
氏
著
書
、
第
二
章
。
初
出
は
二
〇
〇
〇
年
十
月
）
参
照
。 

（
10

）
杜
預
が
『
春
秋
経
伝
集
解
』
を
撰
定
し
た
際
に
附
載
し
た
序
文
。
『
文
選
』
巻
四
十
五
に
も
収
め
ら
れ
る
。
『
春
秋
左
氏
伝
（
一
）
』
（
新
釈
漢
文
大
系
30
、

明
治
書
院
、
一
九
七
一
年
）
に
鎌
田
正
氏
に
よ
る
注
解
が
、
『
文
選
（
文
章
篇
）
中
』
（
同
83
、
同
、
一
九
九
八
年
）
に
原
田
種
成
氏
・
大
川
忠
三
氏
・
馬

場
英
雄
氏
・
竹
田
晃
氏
に
よ
る
注
解
が
載
る
。 

（
11

）
詩
に
「
不
刊
」
と
言
わ
ず
「
不
削
」
と
言
う
の
は
、
平
仄
の
規
則
へ
の
配
慮
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、『
史
記
』
孔
子
世
家
に
は
、「
至
於
為
春
秋
、
筆
則
筆
、

削
則
削
。
子
夏
之
徒
、
不
能
賛
一
辞
。
弟
子
受
春
秋
。
孔
子
曰
、
後
世
知
丘
者
以
春
秋
、
而
罪
丘
者
亦
以
春
秋
」（
春
秋
を
為
る
に
至
り
て
は
、
筆
す
べ
き

は
則
ち
筆
し
、
削
る
べ
き
は
則
ち
削
る
。
子
夏
の
徒
、
一
辞
も
賛
く
る
こ
と
能
は
ず
。
弟
子
春
秋
を
受
く
。
孔
子
曰
は
く
、「
後
世
丘
を
知
る
者
は
春
秋
を

以
っ
て
し
、
而
し
て
丘
を
罪
す
る
者
も
亦
春
秋
を
以
っ
て
せ
ん
」
と
）
と
あ
る
。 
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（
12

）
注
（
９
）
前
掲
論
文
参
照
。 

（
13

）
む
す
び
に
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
点
に
於
い
て
、
近
衛
家
実
は
、
明
経
道
の
博
士
家
と
の
間
に
は
交
渉
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
14

）
例
え
ば
、
源
順
「
陪
右
親
衛
源
将
軍
初
読
論
語
」
詩
序
（
『
扶
桑
集
』
巻
九
83
、『
本
朝
文
粋
』
巻
九
259
）
に
「
不
知
其
先
聖
微
言
、
円
通
如
明
珠
之
義
矣
」

（
其
れ
先
聖
の
微
言
、
円
通
な
る
こ
と
明
珠
の
如
く
な
る
の
義
を
知
ら
ざ
れ
ば
な
り
）
と
、
大
江
匡
衡
「
贈
藤
原
行
成
状
」
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
七
194
）
に

「
学
者
禄
在
其
中
。
孔
聖
之
微
言
、
誠
哉
誠
哉
」
（
学
べ
ば
禄
は
其
の
中
に
在
り
。
孔
聖
の
微
言
、
誠
な
る
か
な
誠
な
る
か
な
）
と
あ
る
。 

（
15

）
注
（
９
）
前
掲
論
文
、
お
よ
び
、
同
氏
「
中
世
漢
文
学
概
観―

詩
を
中
心
に―

」
（
同
前
著
書
、
総
説
。
初
出
は
一
九
九
六
年
十
一
月
）
参
照
。 

（
16

）
鎌
倉
時
代
の
日
本
で
成
立
し
た
『
論
語
』
の
概
説
書
『
論
語
総
略
』
で
は
、
同
じ
こ
と
ば
を
引
用
す
る
に
当
た
っ
て
「
蔡
謨
云
」
と
し
、
晋
の
蔡
謨
（
二

八
一―

三
五
六
）
の
こ
と
ば
と
す
る
。 

（
17

）
引
用
箇
所
の
う
ち
「
智
者
」
の
語
は
、
現
在
の
通
行
本
で
は
「
知
者
」
と
す
る
が
、
日
本
に
伝
存
す
る
旧
鈔
本
で
は
、
多
く
の
場
合
「
智
者
」
と
す
る
。

本
詩
に
「
仁
智
情
」
と
す
る
の
も
、
そ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。 

（
18

）
第
五
句
に
「
毛
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
字
重
出
の
禁
へ
の
配
慮
か
。 

（
19

）
「
至
於
王
道
衰
、
礼
義
廃
、
政
教
失
、
国
異
政
、
家
殊
俗
、
而
変
風
変
雅
作
矣
」
（
王
道
衰
へ
、
礼
義
廃
れ
、
政
教
失
ふ
に
至
り
て
、
国
は
政
を
異
に
し
、

家
は
俗
を
殊
に
し
て
、
変
風
・
変
雅
作
こ
れ
り
）
。 

（
20

）
岡
村
繁
『
毛
詩
正
義
訳
注
』
第
一
冊
（
中
国
書
店
、
一
九
八
六
年
）
に
訳
注
が
載
る
。 

（
21

）
鄭
玄
「
詩
譜
序
」
に
も
、
「
何
者
、
論
功
頌
徳
、
所
以
将
順
其
美
、
刺
過
譏
失
、
所
以
匡
救
其
悪
」
（
何
と
な
れ
ば
、
功
を
論
じ
徳
を
頌
す
る
は
、
其
の
美

を
将
順
す
る
所
以
に
し
て
、
過
を
刺
り
失
を
譏
る
は
、
其
の
悪
を
匡
救
す
る
所
以
な
り
）
と
あ
る
。 

（
22

）
こ
れ
に
先
立
つ
同
年
六
月
二
十
二
日
、
近
衛
家
実
は
右
大
臣
に
任
官
し
た
。 

（
23

）
九
条
家
で
は
、
既
に
兼
実
が
清
原
良
業
の
父
頼
業
（
一
一
二
二―

一
一
八
九
）
と
中
原
師
重
と
を
家
司
と
し
て
い
た
。 
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♢
二
〇
一
八
年
六
月
十
三
日
、
慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会
研
究
発
表
会
（
於
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
、
主
に
第
一
節
の
内
容
を
中
心
に
、

「
『
左
伝
』
を
題
に
漢
詩
を
作
る
よ
う
言
わ
れ
た
ら―

鎌
倉
初
期
、
菅
原
在
高
の
場
合
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
。 
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第
七
章 

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
論
語
疏
』
巻
六
の
文
献
価
値 

―

日
本
漢
学
研
究
資
料
と
し
て
の
特
色 

 
は
じ
め
に 

本
章
で
は
、
附
載
の
校
記
に
基
づ
き
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
論
語
疏
』
巻
六
（
請
求
記
号
：1

3
2
X
@
2
0
5
@
1

。
本
章
で
は
、
こ
れ
を
指
し
て
「
慶
應
本
」

と
呼
ぶ
）
を
日
本
漢
学
研
究
資
料
と
し
て
位
置
付
け
た
際
の
特
色
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
『
論
語
義

疏
』
〔
南
北
朝
〕
写
本
六
冊
（
請
求
記
号
：1

-
6
6
/

ロ/
4

貴
。
本
章
で
は
、
こ
れ
を
指
し
て
「
清
家
文
庫
本
」
と
呼
ぶ
）
と
の
比
較
を
通
し
て
、
考
証
す
る

も
の
で
あ
る
。 

当
該
の
清
家
文
庫
本
は
、
巻
一
・
三
・
九
・
十
を
闕
く
も
の
の
、
近
世
以
前
に
は
、
一
条
朝
に
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
た
広
澄
（
九
三
四―

一
〇
〇
九
）
を
初

代
と
し
、
累
代
経
学
を
専
門
と
し
て
き
た
明
経
道
の
博
士
家
で
あ
る
清
原
家
の
嫡
流
で
堂
上
家
の
舟
橋
家
に
蔵
さ
れ
た
由
緒
正
し
い
品
で
あ
る
。
昭
和
二

十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
巻
八
末
尾
に
見
ら
れ
る
花
押
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
広
澄
か
ら
数
え
て
十
二
代
に
当
た
る

南
北
朝
時
代
の
清
原
良
兼
（
一
三
〇
七―

一
三
六
一
）
の
手
沢
か
と
も
思
わ
れ
る
品
で
あ
る
。
そ
の
花
押
の
真
贋
の
問
題
は
今
は
措
く
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
初
期
に
か
け
て
の
頃
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
現
存
が
知
ら
れ
て
き
た
所
謂
「
旧
抄
（
鈔
）
本
論
語
義
疏
」
の
中
で
唯
一
、

室
町
中
期
以
前
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
伝
本
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。 

こ
の
清
家
文
庫
本
は
、
従
来
、
最
古
級
写
本
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
の
特
異
な
本
文
の
あ
り
方
か
ら
、『
論
語
義
疏
』
の
校
勘
を
実
施
す
る
上
で
主
軸
と
は
考

え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
子
罕
・
郷
党
の
両
篇
に
つ
い
て
、
新
出
の
慶
應
本
と
の
比
較
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
清
家
文
庫
本
に
慶
應
本
と
符
合
す
る

記
載
が
多
く
見
出
さ
れ
、
中
世
日
本
に
於
い
て
両
者
の
接
触
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
ま
っ
た
た
め
、
日
本
漢
学
研
究
の
見
地
か
ら
、
報
告
す
る
こ
と
に
す

る
。 
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な
お
、
慶
應
本
は
、
慶
應
義
塾
大
学
論
語
疏
研
究
会
編
『
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵 

論
語
疏
巻
六 

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵 

論
語
義
疏 

影

印
と
解
題
研
究
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
に
よ
り
、
清
家
文
庫
本
は
、
「
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」（
１
）

に
よ
る
。 

 
一
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
本
所
載
校
注
と
の
対
照 

清
家
文
庫
本
『
論
語
義
疏
』
に
は
、
日
本
に
伝
存
し
た
漢
籍
古
鈔
本
に
よ
く
見
ら
れ
る
「
イ
」
の
符
号
を
伴
っ
た
書
き
入
れ
が
、
数
多
く
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
場
合
に
於
け
る
「
イ
」
の
指
し
示
す
意
味
は
、
「
異
本
」
の
頭
文
字
と
も
「
他
本
」
ま
た
は
「
伝
本
」
の
人
偏
を
取
っ
た
も
の
と
も
言
わ
れ
て
諸

説
が
あ
る
が
、
要
す
る
に
校
注
の
一
種
で
あ
り
、
校
合
の
際
、
校
勘
相
手
の
本
（
す
な
わ
ち
「
イ
」
本
）
に
は
こ
の
よ
う
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
自
前
の

本
に
書
き
入
れ
た
注
記
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
字
の
傍
ら
に
「
イ
无
」
と
あ
れ
ば
校
勘
相
手
の
本
に
は
当
該
字
の
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意

味
し
、
「
○
イ
」
な
ど
と
あ
れ
ば
当
該
字
が
校
勘
相
手
の
本
で
は
「
○
」
と
い
う
字
に
置
き
換
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 

そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
清
家
文
庫
本
に
な
さ
れ
た
書
き
入
れ
（
校
注
）
と
、
慶
應
本
の
本
文
と
の
間
に
見
ら
れ
る
興
味
深
い
符
合
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は

十
六
の
例
を
と
っ
て
紹
介
し
て
い
く
。 

一 
-
 

１
、
本
文
系
統
の
レ
ベ
ル 

例
Ａ 

慶
應
本
19
行
目 

「
當
于
周
末
」 

清
家
文
庫
本 
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「
當
于
時
《
右
下
：
イ
无
》
周
末
」 

大
槻
本 

巻
五
第
3
張
前
1
行
目 

「
當
于
時
周
末
」 

慶
應
本
19
行
目
に
、「
當
于
周
末
」
と
す
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
子
罕
篇
の
経
文
「
今
拝
乎
上
泰
也
」
に
対
す
る
疏
文
の
一
部
で
、
慶
應
義
塾

大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
文
明
十
九
年
写
の
所
謂
「
大
槻
本
」（
２
）

を
は
じ
め
、
清
家
文
庫
本
を
含
む
旧
鈔
本
で
は
軒
並
み
「
當
于
時
周
末
」

と
し
て
、「
時
」
の
一
字
が
加
わ
っ
て
い
る
。
但
し
、
清
家
文
庫
本
に
は
、「
時
」
字
の
右
下
に
、
別
の
本
と
の
校
合
の
際
に
当
該
字
の
見
出
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
「
イ
无
」
の
校
注
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
古
来
「
時
」
字
の
な
い
か
た
ち
の
本
文
が
あ
り
得
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
、
こ

の
清
家
文
庫
本
に
見
ら
れ
る
書
き
入
れ
に
よ
っ
て
の
み
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
慶
應
本
は
、
清
家
文
庫
本
の
書

き
入
れ
が
示
し
た
通
り
、
「
時
」
字
の
な
い
「
當
于
周
末
」
と
い
う
本
文
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
慶
應
本
が
、
清
家
文
庫
本
に
見

ら
れ
る
書
き
入
れ
か
ら
の
み
推
測
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
本
文
の
古
態
を
如
実
に
示
す
実
例
と
し
て
、
言
い
換
え
る
と
清
家
文
庫
本
に
記
さ
れ
た
書
き

入
れ
の
確
か
さ
を
保
証
す
る
実
例
と
し
て
、
現
れ
出
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。 

以
下
、
同
様
の
事
例
を
列
挙
す
る
。 

 例
Ｂ 

慶
應
本
32
行
目 

「
由
无
意
故
能
為
化
无
必
《
右
：
必
》
也
」 

清
家
文
庫
本 

「
无
所
抑
必
《
左
：
□
字
イ
无
》
由
无
意
故
能
為
化
无
必
也
」 

大
槻
本 

巻
五
第
3
張
後
4
行
目 
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「
无
所
抑
必
由
无
意
故
能
為
化
无
必
也
」 

慶
應
本
で
「
由
无
意
故
能
為
化
无
必
也
」
と
あ
る
箇
所
（
32
行
目
）
は
、
子
罕
篇
の
経
文
「
毋
必
」
に
対
す
る
疏
文
の
一
部
に
当
た
る
。
旧
鈔
本
で
は
、

こ
の
直
前
に
「
無
所
抑
必
」
の
四
字
が
あ
る
が
、
慶
應
本
に
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
清
家
文
庫
本
を
見
る
と
、「
无
所
抑
必
」
と
あ
る
う
ち

最
後
の
「
必
」
字
の
左
に
、「
□
字
イ
无
」
と
読
め
る
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
字
目
が
欠
損
し
て
判
読
不
能
と
な
っ
て
い
る
点
は
惜
し
ま
れ
る
が
、

仮
に
「
四
字
イ
无
」
と
あ
っ
た
と
し
て
、「
必
」
字
ま
で
の
四
字
が
な
い
本
文
と
校
勘
を
行
っ
た
際
の
成
果
を
書
き
入
れ
て
あ
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
れ

も
、
清
家
文
庫
本
に
書
き
と
ど
め
ら
れ
た
校
注
が
、
慶
應
本
の
本
文
と
合
致
す
る
内
容
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 例
Ｃ 

慶
應
本
35
行
目 

「
功
成
」 

清
家
文
庫
本 

「
功
徳
《
右
：
イ
无
》
成
」 

大
槻
本 

巻
五
第
3
張
後
8
行
目 

「
功
德
成
」 

子
罕
篇
の
経
文
「
毋
我
」
に
対
す
る
疏
文
で
、
旧
鈔
本
で
は
「
行
教
功
徳
成
」
と
す
る
箇
所
。
清
家
文
庫
本
で
は
「
徳
」
字
の
右
に
「
イ
无
」
と
書
き
入

れ
て
あ
り
、
と
あ
る
校
勘
相
手
の
本
に
は
「
徳
」
字
の
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
（
す
な
わ
ち
「
行
教
功
成
」
と
な
っ
て
い
た
）
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
慶
應
本
に
は
、
ま
さ
し
く
「
行
教
功
成
」
と
な
っ
て
い
る
本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 例
Ｄ 



- 133 - 

慶
應
本
39
行
目 

「
絶
四
」 

清
家
文
庫
本 

「
絶
此
《
右
下
：
イ
无
》
四
」 

大
槻
本 

巻
五
第
4
張
前
2
行
目 

「
絶
此
四
」 

こ
れ
も
子
罕
篇
の
経
文
「
毋
我
」
に
つ
い
て
解
説
す
る
う
ち
の
疏
文
で
、
旧
鈔
本
で
は
「
絶
此
四
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
清
家
文
庫
本
の
「
此
」
字
の
右
下

に
は
「
イ
无
」
と
の
校
注
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
慶
應
本
の
同
箇
所
（
39
行
目
）
で
は
「
絶
四
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 例
Ｅ 

慶
應
本
94
行
目 

「
生
知
」 

清
家
文
庫
本 

「
生
故
《
右
：
イ
无
》
知
」 

大
槻
本 

巻
五
第
7
張
前
7
行
目 

「
生
故
知
」 

子
罕
篇
の
経
文
「
有
鄙
夫
、
来
問
於
我
、
空
空
如
也
。
我
叩
其
両
端
而
竭
焉
」
に
つ
い
て
解
説
す
る
う
ち
の
疏
文
に
、
旧
鈔
本
で
は
「
繆
協
云
、
夫
名
由

迹
生
、
故
知
従
事
顕
」
と
記
す
箇
所
が
あ
る
。
清
家
文
庫
本
で
は
、
こ
の
う
ち
「
故
」
字
の
右
に
「
イ
无
」
と
の
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

慶
應
本
の
同
箇
所
（
94
行
目
）
を
見
る
と
、
こ
れ
に
は
「
故
」
字
が
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
、
清
家
文
庫
本
に
見
ら
れ
る
校
合
書
き
入
れ
が
、
慶
應
本
に
於
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け
る
本
文
の
実
態
と
合
致
し
て
い
る
例
で
あ
る
。 

 例
Ｆ 

慶
應
本
97
行
目 

「
无
瑞
」 

清
家
文
庫
本 

「
无
此
《
右
：
イ
无
》
瑞
」 

大
槻
本 

巻
五
第
7
張
後
1
行
目 

「
无
此
瑞
」 

子
罕
篇
の
経
文
「
子
曰
、
鳳
鳥
不
至
。
河
不
出
図
、
吾
已
矣
夫
」
に
対
す
る
疏
文
の
一
部
で
、
旧
鈔
本
で
は
「
今
天
無
此
瑞
」
と
す
る
う
ち
、
清
家
文
庫

本
で
は
「
此
」
字
の
右
に
「
イ
无
」
と
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
清
家
文
庫
本
が
以
前
に
校
合
し
た
本
の
中
に
は
「
今
天
無
瑞
」
と
す
る
本
文
を

有
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
こ
で
慶
應
本
に
目
を
遣
る
と
、
や
は
り
「
此
」
字
の
な
い
「
今
天
无
瑞
」
と
す
る
本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 例
Ｇ 

慶
應
本
308
行
目 

「
且
作
」 

清
家
文
庫
本 

「
副
《
右
：
イ
无
》
且
作
」 

大
槻
本 

巻
五
第
20
張
前
7
行
目 
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「
副
且
作
」 

郷
党
篇
の
経
文
「
揖
所
与
立
、
左
右
手
、
衣
前
後
襜
如
也
」
に
対
す
る
疏
文
の
一
部
で
あ
る
。
旧
鈔
本
で
は
「
副
且
作
歒
国
」
と
し
て
、「
副
」
字
を
入

れ
る
が
、
慶
應
本
に
「
副
」
の
一
字
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
清
家
文
庫
本
で
は
、
そ
の
慶
應
本
の
本
文
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、「
副
」
字
の
右
に
「
イ

无
」
と
の
書
き
入
れ
が
見
受
け
ら
れ
る
。 

 

例
Ｈ 

慶
應
本
356
行
目 

「
取
玉
授
与
人
」 

清
家
文
庫
本 

「
取
玉
上
《
左
：
イ
无
》
授
与
人
」 

大
槻
本 

巻
五
第
23
張
前
1
行
目 

「
取
玉
上
授
与
人
」 

郷
党
篇
の
経
文
「
上
如
揖
」
に
対
す
る
疏
文
で
、
旧
鈔
本
で
は
「
謂
就
下
取
玉
、
上
授
与
人
時
也
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
清
家
文
庫
本
で
は
「
上
」
字
の
左

傍
に
「
イ
无
」
と
の
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
慶
應
本
に
は
「
上
」
字
は
な
く
、
そ
の
字
に
「
イ
无
」
と
の
校
注
を
施
し
た
清
家
文
庫
本
の
書
き

入
れ
の
由
緒
を
保
証
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。 

 例
Ｉ 

慶
應
本
484
行
目 

「
不
焄
《
右
：
薫
》
」 
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清
家
文
庫
本 

「
不
薫
《
右
下
：
焄
イ
》
」 

大
槻
本 
巻
五
第
29
張
前
5
行
目 

「
不
薫
」 

郷
党
篇
の
経
文
「
不
撤
薑
食
」
に
対
す
る
疏
文
の
一
部
で
、
旧
鈔
本
で
は
「
薑
辛
而
不
薫
」
と
す
る
箇
所
に
関
し
、
清
家
文
庫
本
で
は
「
薫
」
字
の
右
傍

に
「
焄
イ
」
と
の
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
慶
應
本
に
は
「
焄
」
と
す
る
本
文
が
記
さ
れ
、
右
に
後
筆
か
と
思
わ
れ
る
筆
致
で
「
薫
」
と
あ
る
。
こ
こ

の
字
を
、
従
来
は
清
家
文
庫
本
の
書
き
入
れ
で
し
か
知
り
得
な
か
っ
た
と
言
え
る
「
焄
」
字
と
す
る
異
文
の
存
在
が
、
慶
應
本
と
い
う
実
例
に
よ
っ
て
証

明
さ
れ
た
場
合
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。 

 例
Ｊ 

慶
應
本
512
行
目 

「
随
而
」 

清
家
文
庫
本 

「
随
人
《
右
下
：
イ
无
》
而
」 

大
槻
本 

巻
五
第
30
張
後
2
行
目 

「
随
人
而
」 

郷
党
篇
の
経
文
「
郷
人
儺
」
に
対
す
る
疏
文
の
う
ち
に
、
旧
鈔
本
で
は
「
厲
鬼
亦
随
人
而
出
行
」
と
す
る
箇
所
が
あ
る
。
清
家
文
庫
本
で
は
「
人
」
字
の

右
下
に
「
イ
无
」
と
の
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
慶
應
本
で
は
、
ま
さ
し
く
「
人
」
字
の
な
い
「
厲
鬼
亦
随
而
出
行
」
と
い
う
清
家
文
庫
本
の
校

注
が
示
す
と
こ
ろ
と
合
致
す
る
本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。 
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 例
Ｋ 

慶
應
本
544
行
目 

「
喰
《
右
補
入
：
之
故
先
飯
〻
喰
》
也
」 

清
家
文
庫
本 

「
飡
之
故
云
《
右
：
イ
无
》
先
飯
〻
飡
也
」 

大
槻
本 

巻
五
第
32
張
前
2
行
目 

「
飯
食
之
故
云
先
飯
〻
食
也
」 

郷
党
篇
の
経
文
「
君
祭
先
飯
」
に
対
す
る
疏
文
の
う
ち
に
、
旧
鈔
本
で
は
「
臣
先
取
飯
食
之
、
故
云
先
飯
、
飯
食
也
」
と
す
る
箇
所
が
あ
り
、
清
家
文
庫

本
で
は
「
云
」
字
の
右
下
に
「
イ
无
」
と
の
書
き
入
れ
が
見
出
さ
れ
る
。
慶
應
本
で
は
当
初
に
は
書
き
漏
ら
し
た
た
め
か
、
右
に
「
之
故
先
飯
〻
喰
」
と
傍

記
し
て
補
入
し
て
あ
る
が
、
そ
こ
に
「
云
」
字
は
な
く
、
清
家
文
庫
本
の
校
合
書
き
入
れ
の
内
容
と
合
致
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
、
こ
の

場
合
、
「
之
故
先
飯
〻
喰
」
の
補
入
は
元
々
（
清
家
文
庫
本
と
の
校
合
に
供
さ
れ
る
以
前
の
古
い
段
階
か
ら
）
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

 例
Ｌ 

慶
應
本
577
行
目 

「
必
作
《
右
補
入
：
必
》
趍
」 

清
家
文
庫
本 

「
必
作
必
《
右
：
イ
无
》
趍
」 

大
槻
本 

巻
五
第
33
張
後
5
行
目 
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「
必
作
必
趨
」 

郷
党
篇
の
経
文
「
見
冕
者
与
瞽
者
、
雖
褻
必
以
貌
」
に
つ
い
て
述
べ
る
疏
文
の
う
ち
に
、
旧
鈔
本
で
は
「
然
前
篇
、
必
作
必
趨
、
謂
見
疎
者
也
」
と
す
る

箇
所
が
あ
る
。
清
家
文
庫
本
で
は
「
必
趍
」
の
「
必
」
字
の
右
傍
に
「
イ
无
」
と
あ
り
、
校
合
の
際
に
「
必
作
趨
」
と
な
っ
て
い
る
本
文
を
見
出
し
得
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
慶
應
本
を
見
る
と
、「
必
作
趍
」
と
記
し
た
上
で
、「
作
」
と
「
趍
」
と
の
間
に
「
必
」
が
補
入
さ
れ
た
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い

る
。
慶
應
本
に
、
こ
の
「
必
」
字
が
書
き
加
え
ら
れ
た
時
期
は
判
然
と
は
し
な
い
が
、
中
央
に
書
か
れ
た
本
文
は
、
清
家
文
庫
本
に
書
き
残
さ
れ
た
校
合
書

き
入
れ
と
合
致
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
清
家
文
庫
本
に
見
ら
れ
る
書
き
入
れ
の
あ
り
方
な
ど
は
、
慶
應
本
の
中
世
以
前
の
日
本
に
於
け
る
取

り
扱
わ
れ
方
（
そ
れ
ぞ
れ
の
補
入
は
何
時
ご
ろ
な
さ
れ
た
の
か
、
な
ど
）
を
考
え
る
上
で
、
興
味
深
い
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

一 
–
 

２
、
誤
写
の
レ
ベ
ル 

さ
て
、
右
に
掲
げ
た
例
に
加
え
、
慶
應
本
と
清
家
文
庫
本
と
の
密
接
な
関
係
を
考
慮
す
る
上
で
、
さ
ら
に
注
意
し
た
い
の
は
、
次
の
二
例
で
あ
る
。 

 例
Ｍ 

慶
應
本
50
行
目 

「
去
」 

清
家
文
庫
本 

「
云
《
右
下
：
去
イ
》
」 

大
槻
本 

巻
五
第
4
張
後
5
行
目 

「
云
」 
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子
罕
篇
の
経
文
「
天
之
将
喪
斯
文
也
、
後
死
者
不
得
与
於
斯
文
也
」
に
対
す
る
疏
文
の
冒
頭
、「
既
云
」
の
「
云
」
字
を
、
清
家
文
庫
本
で
見
る
と
、「
云
」

字
の
右
下
に
「
去
イ
」
と
の
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
校
合
の
際
に
、
こ
の
「
云
」
を
「
去
」
と
す
る
本
を
見
出
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
校

注
と
見
做
せ
る
が
、
こ
こ
で
「
云
」
を
「
去
」
と
す
る
の
は
意
味
的
に
考
え
れ
ば
通
じ
難
く
不
審
で
、
む
し
ろ
二
つ
の
字
は
字
形
が
似
て
い
る
か
ら
、
伝
写

の
過
程
で
「
云
」
を
「
去
」
と
誤
っ
た
本
文
を
有
す
る
本
が
中
世
の
日
本
に
は
存
在
し
た
と
み
る
の
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
慶

應
本
の
同
箇
所
（
50
行
目
）
を
見
る
と
、
「
云
」
の
上
部
に
縦
線
が
一
本
付
き
加
わ
っ
た
「
去
」
に
も
見
え
る
字
体
の
字
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 例
Ｎ 

慶
應
本
397
行
目 

「
一
法
」 

清
家
文
庫
本 

「
一
註
《
右
下
：
法
イ
》
」 

大
槻
本 

巻
五
巻
25
張
前
2
行
目 

「
一
註
」 

郷
党
篇
の
経
文
「
紅
紫
不
以
為
褻
服
」
に
つ
い
て
述
べ
た
疏
文
の
う
ち
に
、
旧
鈔
本
（
大
槻
本
）
で
は
「
又
一
註
（
３
）

云
」
と
す
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
の

箇
所
に
関
し
て
、
慶
應
本
（
397
行
目
）
を
見
る
と
、
「
又
一
法
云
」
と
、
「
法
」
に
見
え
る
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
注
」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を

慶
應
本
が
書
き
損
じ
た
誤
写
で
は
な
い
か
と
も
疑
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
清
家
文
庫
本
に
は
「
又
一
註
云
」
と
あ
る
う
ち
、「
註
」
字
の
右
下
に
「
法
イ
」
と

の
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
つ
ま
り
、
清
家
文
庫
本
と
の
校
合
に
供
さ
れ
た
『
論
語
義
疏
』
の
中
に
は
、
現
在
、
慶
應

本
に
見
ら
れ
る
の
と
同
じ
「
又
一
法
云
」
と
す
る
本
文
を
持
つ
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。 
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こ
う
し
た
二
つ
の
例
は
、
慶
應
本
に
於
け
る
誤
写
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
「
去
」「
法
」
字
を
本
文
と
し
て
有
す
る
『
論
語
義
疏
』
が
、
中
世
の
日

本
に
於
い
て
、
清
家
文
庫
本
の
周
辺
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。 

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
例
は
、
慶
應
本
の
本
文
と
、
清
家
文
庫
本
の
書
き
入
れ
と
の
間
に
見
ら
れ
る
符
合
が
、
本
文
の
根
幹
的
な
系
統
と
い
う
点
の
み

な
ら
ず
、
枝
葉
の
伝
写
の
誤
り
ま
で
含
め
た
合
致
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
興
味
深
く
、
慶
應
本
と
清
家
文
庫
本
と
が
直
接
的
に
接
触
し
た
可
能
性
を

高
め
る
記
載
と
し
て
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

一 
–
 

３
、
旧
鈔
本
論
語
義
疏
に
於
け
る
転
訛
の
問
題 

次
に
、
今
般
、
慶
應
本
と
い
う
旧
鈔
本
と
は
系
統
を
異
に
す
る
本
文
が
現
れ
出
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
鈔
本
論
語
義
疏
の
本
文
に
批
判
を
加
え
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
例
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。 

 例
Ｏ 

慶
應
本
164
行
目 

「
天
鄙
」 

清
家
文
庫
本 

「
夭
《
右
朱
：
天
イ
》
鄙
」 

大
槻
本 

巻
五
第
11
張
後
2
行
目 

「
夭
鄙
」 

当
該
部
は
、
子
罕
篇
の
経
文
「
子
欲
居
九
夷
」
に
関
す
る
疏
文
で
、
馬
融
説
に
よ
れ
ば
九
種
い
る
東
方
の
夷
だ
と
い
う
「
九
夷
」
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
を
羅

列
す
る
箇
所
に
当
た
る
。
そ
の
九
番
目
に
つ
い
て
、
慶
應
本
で
は
「
天
鄙
」
と
記
し
て
い
る
。
一
方
、
清
家
文
庫
本
で
は
「
夭
鄙
」
と
す
る
本
文
を
記
し
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た
上
で
、
「
夭
」
字
の
右
傍
に
、
朱
で
「
天
イ
」
と
の
書
き
入
れ
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
校
合
の
際
、
当
該
部
を
「
天
鄙
」
と
記
す
『
論
語
義
疏
』
の

本
文
を
見
出
し
た
こ
と
を
示
す
注
記
だ
と
言
え
る
。
な
お
、
当
該
部
は
、
大
陸
で
は
、
根
本
武
夷
（
一
六
九
九―

一
七
六
四
）
が
、
こ
れ
を
『
爾
雅
』
（
釈

地
）
の
注
に
従
い
「
天
鄙
」
と
校
改
し
て
伝
え
た
た
め
に
、
「
天
鄙
」
と
す
る
疏
文
で
知
ら
れ
て
い
る
。 

従
来
、
本
文
を
「
夭
鄙
」
と
す
る
清
家
文
庫
本
に
「
天
」
と
傍
記
さ
れ
、『
論
語
義
疏
』
本
文
間
で
の
異
同
の
存
在
を
示
す
校
注
が
伝
え
ら
れ
て
き
て
い

た
こ
と
か
ら
、
根
本
武
夷
に
よ
る
校
訂
を
経
る
以
前
の
中
世
の
日
本
に
あ
っ
て
も
、「
天
鄙
」「
夭
鄙
」
二
様
の
本
文
を
有
す
る
『
論
語
義
疏
』
が
そ
れ
ぞ
れ

存
在
し
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
た
。
し
か
し
、
今
般
、
平
安
時
代
に
は
既
に
日
本
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
慶
應
本
（
〔
中
国
・
南
北
朝
末
隋
〕

写
本
）
に
「
天
鄙
」
と
す
る
本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、「
夭
鄙
」
と
す
る
の
は
、
現
在
ま
で
伝
存
す
る
日
本
旧
鈔
本
系
統
独

特
の
転
訛
に
過
ぎ
ず
、
本
来
の
『
論
語
義
疏
』
で
は
、
当
該
部
は
「
天
鄙
」
と
さ
れ
た
ら
し
い
蓋
然
性
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 例
Ｐ 

慶
應
本
279
行
目 

「
権
而
」 

清
家
文
庫
本 

「
権
道
《
右
：
イ
无
》
而
」 

大
槻
本 

巻
五
第
18
張
後
2
行
目 

「
権
道
而
」 

こ
れ
は
、
子
罕
篇
の
経
文
「
唐
棣
之
華
、
偏
其
反
而
。
豈
不
爾
思
、
室
是
遠
而
」
に
対
す
る
注
文
（
何
晏
集
解
）
の
一
部
で
あ
る
。
通
行
の
何
晏
集
解
（
４
）

や
敦
煌
本
（
５
）

で
は
、
こ
の
箇
所
を
「
以
言
思
権
、
而
不
得
見
者
、
其
道
遠
也
」
と
す
る
が
、
旧
鈔
本
論
語
義
疏
に
は
「
以
言
思
権
道
、
而
不
得
見
者
、
其

道
遠
也
」
と
、「
道
」
字
が
加
わ
っ
た
形
で
記
載
さ
れ
る
。
そ
の
「
道
」
字
に
関
し
て
、
清
家
文
庫
本
で
は
右
傍
に
「
イ
无
」
と
書
き
入
れ
て
、
校
合
の
際
、
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同
箇
所
に
「
道
」
字
の
な
い
『
論
語
義
疏
』
本
文
が
、
別
の
本
に
は
見
出
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
慶
應
本
に
は
「
道
」
字
は
記
載
さ
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
に
、
通
行
の
集
解
本
文
や
敦
煌
本
と
慶
應
本
と
が
一
致
し
て
旧
鈔
本
論
語
義
疏
の
本
文
と
対
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
る
に
、
こ
こ
に
「
道
」

が
加
わ
る
の
は
日
本
旧
鈔
本
系
統
独
特
の
転
訛
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
直
前
の
注
文
に
「
以
言
権
道
反
而
後
、
至
於
大
順
也
」
と
、
似

た
文
章
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
書
写
時
に
見
誤
っ
た
結
果
が
、
現
存
の
旧
鈔
本
が
伝
写
さ
れ
る
間
で
は
継
承
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。 

一 
–
 

４
、
子
罕
・
郷
党
両
篇
以
外
へ
の
波
及 

以
上
に
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
清
家
文
庫
本
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
校
注
と
慶
應
本
と
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
清
家
文
庫
本
に
施
さ
れ
た
書
き
入

れ
が
、
慶
應
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
『
論
語
義
疏
』
本
文
の
古
態
を
留
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
信
憑
性
に
富
む
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。 

す
る
と
、
慶
應
本
（
旧
鈔
本
の
巻
五
に
相
当
）
に
は
な
く
て
清
家
文
庫
本
に
は
あ
る
巻
二
・
四
・
六
・
七
・
八
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
校
注
も
、
慶
應

本
同
様
の
古
い
由
緒
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
本
文
に
基
づ
く
貴
重
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。 

例
え
ば
、
里
仁
篇
の
経
文
「
朝
聞
道
、
夕
死
可
矣
」
に
対
す
る
疏
文
で
「
聖
人
存
身
」
と
あ
る
が
、
清
家
文
庫
本
で
は
「
存
」
字
の
右
下
に
「
在
イ
」
と

の
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
、
「
聖
人
在
身
」
と
す
る
異
文
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
る
と
い
っ
た
例
な
ど
の
他
に
、
述
而
篇
の
経
文
「
冉
有
曰
、
夫
子
為
衛
君
乎
」

に
対
す
る
注
文
「
鄭
玄
曰
、
為
猶
助
也
」
と
あ
る
「
鄭
玄
」
の
右
傍
に
「
孔
安
国
イ
」
と
あ
っ
た
り
、
同
じ
く
述
而
篇
「
子
不
語
怪
力
乱
神
」
に
対
す
る
注

文
「
王
肅
曰
、
怪
〻
異
也
」
と
あ
る
「
王
肅
」
の
右
傍
に
も
ま
た
「
孔
安
国
イ
」
と
あ
っ
た
り
す
る
（
６
）

の
は
、
注
釈
者
の
相
違
と
い
う
比
較
的
重
大
な
珍

し
い
異
説
を
伝
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
う
し
た
行
間
や
欄
外
へ
の
書
き
入
れ
は
、
清
家
文
庫
本
の
か
つ
て
の
所
有
者
、
す
な
わ
ち
中
世
の
日
本
に
於
い
て
経
学
を
専
門
と
し
た
清
原
家
の
人

物
に
よ
る
行
為
と
考
え
ら
れ
る
。
本
章
で
、
慶
應
本
を
日
本
漢
学
研
究
上
に
位
置
付
け
て
、
清
原
家
の
旧
蔵
本
で
あ
る
清
家
文
庫
本
と
見
比
べ
た
こ
と
を

通
し
、
清
家
文
庫
本
に
見
ら
れ
る
書
き
入
れ
、
つ
ま
り
過
去
の
日
本
人
が
行
い
、
現
在
に
ま
で
伝
え
ら
れ
た
学
問
の
営
為
、
さ
ら
に
は
、
そ
こ
か
ら
我
々
が

得
ら
れ
る
情
報
の
有
す
る
重
大
な
価
値
が
、
改
め
て
認
識
さ
れ
た
と
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 
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二
、
中
世
日
本
に
於
け
る
本
書
伝
来
に
関
す
る
仮
定 

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
清
家
文
庫
本
が
書
写
さ
れ
た
の
は
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
初
期
に
か
け
て
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。
仮
に
清
家
文
庫
本
が
慶
應

本
と
直
接
の
接
触
を
持
っ
た
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
状
況
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
慶
應
本
の
中
世
日
本
に
於
け
る
伝
来
に
関
し
て
は
現
状
全
く

不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
慶
應
本
に
近
い
歴
史
的
伝
来
過
程
を
辿
っ
た
可
能
性
の
高
い
も
の
と
し
て
、
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
蔵
国
宝
『
春

秋
経
伝
集
解
』
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
中
世
か
ら
近
世
の
日
本
に
於
け
る
慶
應
本
の
伝
来
に
関
す
る
一
仮
説
を
述
べ
た
い
。 

東
洋
文
庫
蔵
『
春
秋
経
伝
集
解
』
は
、
清
原
頼
業
（
一
一
二
二―

一
一
八
九
）
の
手
沢
本
で
あ
る
が
、
「
應
安
二
年
十
一
月
十
二
日
於
柳
市
感
得
畢
菅

在
貫
」
と
の
別
筆
の
識
語
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
応
安
二
年
（
一
三
六
九
）
に
、
「
柳
市
」
（
大
学
寮
）
に
於
い
て
、
唐
橋
在
貫
が
「
感
得
」
（
思
い
が
け

ず
入
手
）
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
南
北
朝
時
代
の
頃
は
、
様
々
な
本
が
大
学
寮
周
辺
に
於
い
て
集
散
し
て
い
た
様
子
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
期
は
、

ち
ょ
う
ど
、
清
家
文
庫
本
に
花
押
が
据
え
ら
れ
た
清
原
良
兼
が
活
動
し
た
時
代
に
当
た
る
。
平
安
時
代
に
は
藤
原
氏
の
手
許
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
慶

應
本
『
論
語
疏
』
も
ま
た
、
南
北
朝
時
代
頃
に
は
大
学
寮
周
辺
を
彷
徨
し
、
清
家
文
庫
本
『
論
語
義
疏
』
の
当
時
の
所
有
者
（
清
原
良
兼
か
）
が
利
用
で
き

る
状
態
に
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
で
あ
ろ
う
。 

現
在
、
東
洋
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
『
春
秋
経
伝
集
解
』
は
、
こ
の
後
、
中
原
康
富
（
一
四
〇
〇―

一
四
五
七
）
の
手
に
渡
っ
た
（
同
書
元
表
紙
見
返
左
端
下

部
識
語
）
。
同
書
の
近
世
に
於
け
る
所
伝
に
つ
い
て
は
、
藤
原
貞
幹
『
好
古
日
録
』
の
狩
谷
棭
斎
（
一
七
七
五―

一
八
三
五
）
書
入
本
（
慶
應
義
塾
大
学
附

属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
、
浜
野
知
三
郎
旧
蔵
。「
影
印
日
本
随
筆
集
成
」・「
日
本
藝
林
叢
書
」
底
本
）
に
、
棭
斎
に
よ
る
書
入
と
し
て
、「
寛
政
二
年
山
田
以

文
ノ
家
ニ
テ
観
ル
押
小
路
外
史
ノ
家
蔵
ナ
リ
」
と
あ
り
、
こ
の
記
載
か
ら
、
当
該
本
が
朝
廷
周
辺
を
流
転
し
て
、
近
世
、
局
務
押
小
路
家
に
蔵
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
慶
應
本
『
論
語
疏
』
が
、
近
世
、
局
務
家
と
並
ぶ
地
下
官
人
の
棟
梁
と
し
て
官
文
庫
を
掌
っ
た
官
務
壬
生
家
に
蔵
さ
れ
た

の
と
似
通
う
流
伝
と
し
て
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
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三
、
篇
首
の
総
説
に
つ
い
て
の
比
較 

最
後
に
、
篇
首
の
総
説
（
篇
題
下
に
置
か
れ
る
当
該
篇
の
大
意
に
つ
い
て
記
し
た
文
章
）
の
あ
り
様
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
（
７
）
。
慶
應
本
に
唯
一
残
さ

れ
た
郷
党
篇
首
は
、
旧
鈔
本
に
は
あ
る
篇
首
の
総
説
を
有
し
な
い
。
ま
た
、
敦
煌
本
『
論
語
疏
』（P

e
l
l
i
o
t
3
5
7
3

）
に
も
、
こ
の
総
説
は
見
出
さ
れ
な
い
。

そ
し
て
、
本
章
で
参
照
し
て
き
た
清
家
文
庫
本
『
論
語
義
疏
』
は
、
旧
鈔
本
の
中
で
は
書
写
年
代
の
古
い
も
の
で
あ
る
が
、
子
罕
・
郷
党
・
衛
霊
公
の
各
篇

に
、
総
説
は
本
文
と
し
て
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
（
８
）
。
こ
の
よ
う
に
、
『
論
語
義
疏
』
の
中
で
も
由
緒
が
古
い
と
考
え
ら
れ
る
三
点
（
敦
煌
本
、
慶
應

本
、
清
家
文
庫
本
）
が
共
通
し
て
総
説
を
整
然
と
は
記
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
見
て
も
、
従
来
、
内
容
面
か
ら
判
断
し
て
皇
侃
自
撰
と
考
え
ら
れ

て
き
た
総
説
は
、
平
安
鎌
倉
期
に
於
け
る
日
本
人
（
例
え
ば
『
論
語
総
略
』
を
作
成
し
た
よ
う
な
人
物
）
に
よ
る
偽
作
で
あ
る
と
す
る
説
が
今
後
さ
ら
に
議

論
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。 

    

注 （
１
）
二
〇
二
二
年
十
二
月
現
在
、h

t
t
p
s
:
/
/
r
m
d
a
.
k
u
l
i
b
.
k
y
o
t
o
-
u
.
a
c
.
j
p
/
i
t
e
m
/
r
b
0
0
0
0
7
9
3
7

に
て
閲
覧
可
能
。 

（
２
）
慶
應
義
塾
大
学
論
語
疏
研
究
会
編
『
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵 

論
語
疏
巻
六 

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵 

論
語
義
疏 

影
印
と
解
題
研
究
』（
勉

誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
参
照
。 

（
３
）「
註
」
、
武
内
本
作
「
注
」
。
武
内
本
は
、「
論
語
義
疏
（
校
本
）・
校
勘
記
」（
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
一
巻 

論
語
篇
、
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）
に
よ
る
。 
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（
４
）
阮
元
『
論
語
注
疏
校
勘
記
』
に
当
該
箇
所
に
つ
い
て
の
異
同
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

（
５
）
『
敦
煌
経
部
文
献
合
集
』
参
照
。 

（
６
）
阮
元
『
論
語
注
疏
校
勘
記
』
に
上
記
箇
所
に
つ
い
て
の
異
同
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

（
７
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
道
生
「
『
論
語
疏
』
中
国
六
世
紀
写
本
の
出
現
」
（
「
斯
文
」
一
三
六
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
、
住
吉
朋
彦
「
慶
應
義
塾
図
書

館
蔵 

〔
南
北
朝
末
隋
〕
写
本
『
論
語
疏
』
巻
六 

解
題
」
（
注
（
２
）
前
掲
書
収
録
）
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
８
）
清
家
文
庫
本
の
う
ち
、
こ
の
他
の
篇
首
（
八
佾
・
里
仁
、
述
而
・
泰
伯
、
先
進
・
顔
淵
、
子
路
・
憲
問
、
季
氏
）
に
は
、
邢
昺
正
義
の
引
用
も
含
め
て
総

説
が
置
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
泰
伯
篇
首
に
は
、
邢
昺
正
義
の
引
用
を
「
裏
云
昺
云
正
義
曰
」
と
し
て
始
め
る
例
が
見
ら
れ
、
元
来
は
裏
書
と
し
て
あ
っ

た
邢
昺
正
義
の
引
用
が
、
後
に
本
文
に
竄
入
し
て
、
恰
も
元
か
ら
本
文
と
し
て
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
書
写
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
傍
証
と
な
っ

て
い
る
。
清
家
文
庫
本
子
罕
・
郷
党
両
篇
首
で
は
書
き
入
れ
の
形
で
、
お
そ
ら
く
参
照
の
便
に
供
す
る
た
め
に
補
記
さ
れ
て
い
る
総
説
も
、
そ
う
し
た
経

緯
に
よ
り
、
い
ず
れ
か
の
鈔
本
が
書
写
さ
れ
る
段
階
で
篇
題
下
に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

    

♢
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
十
八
日
、
第
33
回
斯
道
文
庫
講
演
会 

文
庫
開
設
60
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
書
誌
学
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

で
口
頭
発
表
し
、
慶
應
義
塾
大
学
論
語
疏
研
究
会
編
『
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵 

論
語
疏
巻
六 

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵 

論
語
義
疏 

影

印
と
解
題
研
究
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
に
執
筆
し
た
。 
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第
七
章
附
節 

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
〔
南
北
朝
末
隋
〕
写
本
『
論
語
疏
』
巻
六 

清
家
文
庫
本
校
記 

  

凡
例 

一
、
本
校
記
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
論
語
疏
』
巻
六
（
請
求
記
号
：1

3
2
X
@
2
0
5
@
1

。
本
校
記
で
は
、
以
下
、
こ
れ
を
指
し
て
「
慶
應
本
」
と
呼
ぶ
）
を

底
本
と
し
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
〔
南
北
朝
〕
写
本
（
請
求
記
号
：1

-
6
6
/

ロ/
4

貴
。
本
校
記
で
は
、
以
下
、
こ
れ
を
指
し
て
「
清
家

本
」
と
呼
ぶ
）
巻
五
本
文
の
文
字
列
お
よ
び
書
き
入
れ
に
見
ら
れ
る
文
字
と
の
校
異
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

一
、
各
項
の
冒
頭
に
、
慶
應
本
幾
と
し
て
示
し
た
算
用
数
字
は
慶
應
本
に
お
け
る
行
数
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
大
学
論
語
疏
研
究
会
編
『
慶
應
義
塾
図
書
館

蔵 

論
語
疏
巻
六 

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵 

論
語
義
疏 

影
印
と
解
題
研
究
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
所
収
影
印
の
欄
上
に
五

行
毎
に
附
さ
れ
た
数
字
と
対
応
す
る
。 

慶
應
本
3
「
乎
八
音
」
、
清
家
本
作
「
乎
八
音
乎
」
と
あ
れ
ば
、
慶
應
本
3
行
目
に
あ
る
「
乎
八
音
」
が
、
清
家
本
で
は
「
乎
八
音
乎
」
と
な
っ
て
い

て
、
慶
應
本
と
比
べ
、
句
末
に
「
乎
」
の
一
字
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。 

一
、
《 

》
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
左
右
や
欄
外
ほ
か
に
見
ら
れ
る
補
記
（
書
き
入
れ
）
な
ど
の
状
況
を
記
載
す
る
。 

慶
應
本
4
「
一
藝
名
家
」
、
清
家
本
作
「
一
藝
取
名
焉
《
右
：
イ
无
、
左
下
：
家
イ
》
」
と
あ
れ
ば
、
慶
應
本
4
行
目
に
あ
る
「
一
藝
名
家
」
が
、
清

家
本
で
は
「
一
藝
取
名
焉
」
と
な
っ
て
い
て
、
さ
ら
に
「
焉
」
字
の
右
に
「
イ
无
」
、
同
じ
く
左
下
に
「
家
イ
」
と
傍
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。 

一
、
備
考
を
適
宜
〔 

〕
を
用
い
て
記
入
し
た
。 

一
、
慶
應
本
が
中
世
の
日
本
人
に
如
何
に
視
認
さ
れ
得
た
か
を
念
頭
に
、
両
本
の
比
較
検
討
の
た
め
、
異
体
字
の
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

相
異
ま
で
な
る
べ
く
残
し
た
形
で
示
し
た
。 
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一
、
判
読
し
難
い
字
に
つ
い
て
は
□
と
し
た
。
存
疑
の
と
き
は
「
？
」
を
使
用
し
た
。 

一
、
入
力
の
困
難
な
文
字
に
つ
い
て
は
、
●
と
し
た
。
慶
應
義
塾
大
学
論
語
疏
研
究
会
編
『
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵 

論
語
疏
巻
六 

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研

究
所
斯
道
文
庫
蔵 

論
語
義
疏 

影
印
と
解
題
研
究
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

一
、
項
目
の
末
尾
に
＊
印
の
あ
る
も
の
に
関
し
て
は
、
本
章
「
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
論
語
疏
』
巻
六
の
文
献
価
値―

日
本
漢
学
研
究
資
料
と
し
て
の
特

色
」
に
て
取
り
上
げ
た
の
で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。 

  

慶
應
本
3
「
乎
八
音
」
、
清
家
本
作
「
乎
八
音
乎
」
。 

慶
應
本
4
「
一
藝
名
家
」
、
清
家
本
作
「
一
藝
取
名
焉
《
右
：
イ
无
、
左
下
：
家
イ
》
」
。 

慶
應
本
4
「
□
」
、
清
家
本
「
大
」
。 

慶
應
本
4
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
4
「
達
巷
者
黨
名
也
」
、
清
家
本
作
「
達
巷
黨
名
也
」
。 

慶
應
本
5
「
名
一
」
、
清
家
本
作
「
一
名
」
。 

慶
應
本
6
「
□
」
、
清
家
本
「
所
」
。 

慶
應
本
7
「
也
」
、
清
家
本
「
也
《
右
下
：
之
イ
》
」
。 

慶
應
本
7
「
執
御
乎
執
射
乎
」
、
清
家
本
作
「
執
御
《
左
：
ー
車
也
》
乎
執
射
乎
吾
執
御
矣
《
右
：
イ
无
》
」
。 

慶
應
本
8
「
御
〻
車
也
」
、
清
家
本
作
「
御
〻
車
者
《
右
下
：
イ
》
也
」
。 

慶
應
本
8
「
吾
□
御
向
欲
合
《
右
：
令
》
」
、
清
家
本
作
「
向
欲
合
」
。 

慶
應
本
9
「
射
」
、
清
家
本
「
䠶
」
。 
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慶
應
本
9
「
吾
執
御
也
」
、
清
家
本
作
「
吾
執
御
者
《
右
下
：
イ
》
也
」
。 

慶
應
本
9
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
9
「
卑
者
也
」
、
清
家
本
作
「
卑
也
」
。 

慶
應
本
11
「
為
卑
也
」
、
清
家
本
「
為
卑
也
《
左
下
：
イ
无
》
」
。 

慶
應
本
11
「
子
曰
【
⿱
麻
冕
】
《
右
：
麻
𥦙
》
礼
也
」
、
清
家
本
「
子
曰
麻
冕
礼
也
」
。 

慶
應
本
11
「
《
右
補
入
：
周
礼
》
有
六
冕
」
、
清
家
本
「
周
礼
有
六
冕
」
。 

慶
應
本
12
「
曰
」
、
清
家
本
作
「
云
」
。 

慶
應
本
12
「
冕
《
右
：
𥦙
》
」
、
清
家
本
「
冕
」
。 

慶
應
本
12
「
今
也
純
」
、
清
家
本
作
「
今
也
純
倹
」
。 

慶
應
本
12
「
孔
《
右
補
入
：
子
》
時
也
」
、
清
家
本
「
孔
子
時
也
」
。 

慶
應
本
12
「
□
」
、
清
家
本
「
卅
」
。 

慶
應
本
13
「
故
云
今
也
純
《
右
補
入
：
倹
》
卅
升
布
」
、
清
家
本
作
「
故
云
今
也
純
也
倹
卅
升
布
」
。 

慶
應
本
13
「
難
〻
得
〻
」
、
清
家
本
「
難
得
〻
〻
」
。 

慶
應
本
13
「
大
者
《
右
：
奢
》
」
、
清
家
本
「
奢
」
。 

慶
應
本
14
「
易
〻
成
〻
」
、
清
家
本
「
易
成
〻
〻
」
。 

慶
應
本
14
「
故
云
儉
也
」
、
清
家
本
作
「
故
云
今
也
純
倹
也
」
。 

慶
應
本
14
「
吾
従
衆
周
末
」
、
清
家
本
作
「
吾
従
衆
〻
謂
周
末
」
。 

慶
應
本
15
「
大
者
」
、
清
家
本
「
奢
」
。 

慶
應
本
16
「
従
也
」
、
清
家
本
作
「
従
之
也
」
。 
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慶
應
本
16
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
16
「
孔
安
國
曰
冕
繙
《
右
：
緇
》
布
冠
冕
通
名
也
」
、
清
家
本
作
「
孔
安
囯
曰
冕
緇
布
冠
也
冠
冕
通
名
也
」
。 

慶
應
本
17
「
繙
《
右
：
□
》
」
、
清
家
本
作
「
緇
」
。 

慶
應
本
17
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
17
「
績
麻
卅
」
、
清
家
本
作
「
績
麻
三
十
」
。 

慶
應
本
17
「
升
為
布
以
為
之
」
、
清
家
本
作
「
升
布
以
為
之
」
。 

慶
應
本
17
「
糸
易
成
」
、
清
家
本
「
絲
易
成
」
。 

慶
應
本
17
「
撿
《
右
：
儉
》
」
、
清
家
本
「
倹
」
。 

慶
應
本
18
「
以
？
《
右
：
故
》
」
、
清
家
本
「
故
」
。 

慶
應
本
19
「
太
」
、
清
家
本
作
「
泰
」
。 

慶
應
本
19
「
求
《
右
：
末
》
」
、
清
家
本
「
末
」
。 

慶
應
本
19
「
泰
《
右
補
入
：
驕
泰
》
也
」
、
清
家
本
「
泰
驕
泰
也
」
。 

慶
應
本
19
「
當
于
周
末
」
、
清
家
本
作
「
當
于
時
《
右
下
：
イ
无
》
周
末
」
。
＊
例
Ａ 

慶
應
本
20
「
臣
得
賜
酒
」
、
清
家
本
作
「
臣
得
君
賜
酒
」
。 

慶
應
本
20
「
不
復
」
、
清
家
本
作
「
復
不
」
。 

慶
應
本
22
「
𦾔
」
、
清
家
本
作
「
旧
礼
」
。 

慶
應
本
22
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
23
「
於
旅
」
、
清
家
本
作
「
旅
於
」
。 

慶
應
本
24
「
之
」
、
清
家
本
作
「
云
」
。 
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慶
應
本
24
「
得
君
旅
」
、
清
家
本
作
「
臣
得
君
旅
」
。 

慶
應
本
24
「
「
再
《
右
補
入
：
〻
》
拜
〻
」
、
清
家
本
「
再
拜
〻
〻
」
。 

慶
應
本
25
「
成
〻
拜
〻
」
、
清
家
本
「
成
拜
〻
〻
」
。 

慶
應
本
25
「
成
也
」
、
清
家
本
作
「
成
之
者
也
云
」
。 

慶
應
本
26
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
27
「
《
右
補
入
：
子
》
絶
《
右
補
入
：
四
絶
》
者
」
、
清
家
本
「
子
絶
四
絶
者
」
。 

慶
應
本
29
「
无
意
」
、
清
家
本
作
「
毋
意
」
。 

慶
應
本
30
「
之
従
」
、
清
家
本
作
「
泛
」
。 

慶
應
本
30
「
舟
《
右
下
：
侯
》
」
、
清
家
本
「
舟
」
。 

慶
應
本
30
「
同
」
、
清
家
本
作
「
固
《
右
上
：
ヒ
、
右
下
：
同
》
」
。 

慶
應
本
30
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
31
「
无
必
」
〔
経
文
〕
、
清
家
本
作
「
毋
必
」
。 

慶
應
本
31
「
此
聖
人
」
、
清
家
本
作
「
此
謂
聖
人
」
。 

慶
應
本
31
「
赴
」
、
清
家
本
作
「
赴
應
」
。 

慶
應
本
31
「
抑
《
右
：
擇
》
无
《
右
：
見
消
符
》
必
」
、
清
家
本
「
抑
必
」
。 

慶
應
本
31
「
牙
《
右
：
牙
》
」
、
清
家
本
作
「
互
」
。 

慶
應
本
32
「
由
无
意
故
能
為
化
无
必
《
右
：
必
》
也
」
、
清
家
本
作
「
无
所
抑
必
《
左
：
□
字
イ
无
》
由
无
意
故
能
為
化
无
必
也
」
。
＊
例
Ｂ 

慶
應
本
32
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
32
「
舎
」
、
清
家
本
作
「
捨
」
。 
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慶
應
本
32
「
無
専
必
也
」
、
清
家
本
作
「
故
無
専
必
也
」
。 

慶
應
本
32
「
无
固
《
右
：
固
》
」
、
清
家
本
作
「
毋
固
」
。 

慶
應
本
33
「
後
」
、
清
家
本
作
「
故
」
。 

慶
應
本
33
「
不
能
行
」
、
清
家
本
作
「
不
能
得
行
」
。 

慶
應
本
34
「
反
」
、
清
家
本
作
「
返
」
。 

慶
應
本
34
「
无
固
也
」
、
清
家
本
作
「
无
堅
《
右
：
イ
》
固
也
」
。 

慶
應
本
34
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
34
「
无
可
无
不
可
」
、
清
家
本
「
無
可
無
不
可
」
。 

慶
應
本
35
「
无
我
」
〔
経
文
〕
、
清
家
本
作
「
毋
我
」
。 

慶
應
本
35
「
功
成
」
、
清
家
本
作
「
功
徳
《
右
：
イ
无
》
成
」
。
＊
例
Ｃ 

慶
應
本
35
「
晦
功
〻
遂
」
、
清
家
本
作
「
晦
迹
功
遂
」
。 

慶
應
本
35
「
故
无
我
也
」
、
清
家
本
「
故
無
我
也
」
。 

慶
應
本
36
「
亦
由
无
意
故
能
无
我
也
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
36
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
37
「
不
有
其
身
也
」
、
清
家
本
作
「
不
自
有
其
身
也
」
。 

慶
應
本
37
「
孺
」
、
清
家
本
作
「
【
⿰
歹
需
】
」
。 

慶
應
本
37
「
或
生
徳
」
、
清
家
本
作
「
或
天
生
徳
」
。 

慶
應
本
37
「
無
必
《
右
：
必
》
」
、
清
家
本
「
无
必
」
。 

慶
應
本
38
「
慈
《
右
：
茲
》
」
、
清
家
本
「
茲
」
。 
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慶
應
本
39
「
明
名
」
、
清
家
本
作
「
明
」
。 

慶
應
本
39
「
絶
四
」
、
清
家
本
作
「
絶
此
《
右
下
：
イ
无
》
四
」
。
＊
例
Ｄ 

慶
應
本
40
「
周
《
右
：
同
》
」
、
清
家
本
「
同
」
。 

慶
應
本
40
「
畏
之
」
、
清
家
本
作
「
畏
之
也
」
。 

慶
應
本
40
「
匡
之
」
、
清
家
本
作
「
匡
之
《
右
：
イ
》
人
《
右
：
イ
无
》
」
。 

慶
應
本
42
「
大
」
、
清
家
本
作
「
太
」
。 

慶
應
本
42
「
極
嶮
」
、
清
家
本
作
「
阻
険
」
。 

慶
應
本
42
「
無
」
、
清
家
本
「
无
」
。 

慶
應
本
43
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
43
「
昏
《
右
：
氏
曰
》
」
、
清
家
本
「
氏
曰
」
。 

慶
應
本
43
「
陽
虎
也
陽
虎
」
、
清
家
本
作
「
陽
虎
〻
〻
」
。 

慶
應
本
43
「
曽
」
、
清
家
本
作
「
甞
」
。 

慶
應
本
44
「
虎
」
、
清
家
本
作
「
《
右
補
入
：
陽
》
虎
」
。 

慶
應
本
44
「
倶
後
」
、
清
家
本
作
「
倶
徃
後
」
。 

慶
應
本
44
「
至
《
右
補
入
：
匡
》
〻
人
」
、
清
家
本
作
「
至
於
匡
〻
人
」
。 

慶
應
本
44
「
識
尅
」
、
清
家
本
作
「
識
《
右
補
入
：
顔
》
尅
」
。 

慶
應
本
45
「
正
与
」
、
清
家
本
作
「
与
」
。 

慶
應
本
45
「
以
兵
圍
也
」
、
清
家
本
作
「
以
兵
《
右
補
入
：
而
》
囲
之
《
右
：
○
印
》
也
」
。 

慶
應
本
45
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 
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慶
應
本
45
「
由
也
」
、
清
家
本
作
「
由
者
也
」
。 

慶
應
本
46
「
慈
《
右
：
茲
》
乎
」
、
清
家
本
「
茲
乎
」
。 

慶
應
本
46
「
説
」
、
清
家
本
作
「
設
」
。 

慶
應
本
46
「
也
」
、
清
家
本
「
也
《
右
：
イ
》
」
。 

慶
應
本
46
「
慈
？
此
也
」
、
清
家
本
作
「
茲
此
也
」
。 

慶
應
本
47
「
聖
徳
有
文
章
宜
須
人
傳
」
、
清
家
本
作
「
聖
徳
有
文
章
以
教
化
天
下
也
父
王
今
既
已
没
則
文
章
宜
須
人
傳
」
。 

慶
應
本
48
「
慈
？
乎
」
、
清
家
本
作
「
茲
乎
」
。 

慶
應
本
48
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
48
「
慈
？
此
也
」
、
清
家
本
作
「
茲
此
也
」
。 

慶
應
本
48
「
死
」
、
清
家
本
作
「
没
」
。 

慶
應
本
49
「
此
其
身
也
」
、
清
家
本
「
此
《
右
：
比
イ
》
其
身
也
」
。 

慶
應
本
49
「
其
身
《
右
補
入
：
夫
子
身
》
也
」
、
清
家
本
作
「
其
身
者
夫
子
之
身
也
」
。 

慶
應
本
50
「
既
去
」
、
清
家
本
作
「
旣
云
《
右
下
：
去
イ
》
」
。
＊
例
Ｍ 

慶
應
本
51
「
幾
」
、
清
家
本
作
「
然
《
右
下
：
イ
》
終
」
。 

慶
應
本
53
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
54
「
知
之
未
《
塗
り
潰
し
、
右
：
未
》
」
、
清
家
本
作
「
知
未
」
。 

慶
應
本
54
「
喪
也
」
、
清
家
本
作
「
喪
之
」
。 

慶
應
本
54
「
天
《
右
補
入
：
之
》
未
」
、
清
家
本
「
天
之
未
」
。 

慶
應
本
55
「
末
《
右
：
未
》
」
、
清
家
本
「
未
」
。 
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慶
應
本
56
「
曰
」
、
清
家
本
作
「
云
」
。 

慶
應
本
57
「
足
」
、
清
家
本
作
「
是
」
。 

慶
應
本
57
「
而
虎
」
、
清
家
本
作
「
虎
而
」
。 

慶
應
本
58
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
58
「
何
猶
」
、
清
家
本
作
「
何
者
猶
」
。 

慶
應
本
58
「
奈
我
也
」
、
清
家
本
作
「
奈
我
何
也
」
。 

慶
應
本
58
「
天
未
喪
」
、
清
家
本
作
「
天
之
未
喪
」
。 

慶
應
本
58
「
此
文
則
」
、
清
家
本
作
「
此
文
也
則
」
。 

慶
應
本
61
「
問
」
、
清
家
本
作
「
𥹢
」
。 

慶
應
本
62
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
63
「
家
《
右
：
冢
》
」
、
清
家
本
「
冢
」
。 

慶
應
本
63
「
或
《
右
補
入
：
云
》
大
」
、
清
家
本
「
或
云
大
」
。 

慶
應
本
63
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
63
「
或
宋
或
呉
」
、
清
家
本
作
「
或
呉
或
宋
」
。 

慶
應
本
64
「
云
太
宰
」
、
清
家
本
作
「
云
大
宰
」
。 

慶
應
本
65
「
七
《
右
補
入
：
年
公
》
會
」
、
清
家
本
「
七
年
公
會
」
。 

慶
應
本
65
「
呉
于
鄫
」
、
清
家
本
作
「
呉
于
鄫
呉
于
鄫
《
後
三
字
右
上
：
ヒ
》
」
。 

慶
應
本
65
「
呉
子
人
」
、
清
家
本
作
「
呉
人
」
。 

慶
應
本
66
「
於
太
宰
」
、
清
家
本
作
「
於
大
宰
」
。 
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慶
應
本
66
「
睪
」
、
清
家
本
作
「
皐
」
。 

慶
應
本
66
「
使
宰
」
、
清
家
本
作
「
使
大
宰
」
。 

慶
應
本
66
「
莅
」
、
清
家
本
「
莅
《
左
下
：
□
イ
》
」
。 

慶
應
本
67
「
此
時
宰
」
、
清
家
本
作
「
此
時
大
宰
」
。 

慶
應
本
67
「
或
至
」
、
清
家
本
作
「
或
其
《
右
下
：
イ
》
至
」
。 

慶
應
本
68
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
68
「
藝
〔
蓻
云
？
〕
」
、
清
家
本
「
藝
」
。 

慶
應
本
68
「
又
多
能
」
、
清
家
本
作
「
又
多
能
也
」
。 

慶
應
本
68
「
答
曰
」
、
清
家
本
作
「
答
云
」
。 

慶
應
本
69
「
固
故
也
」
、
清
家
本
作
「
固
縦
《
右
：
イ
》
故
也
」
。 

慶
應
本
69
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
69
「
縦
大
聖
」
、
清
家
本
作
「
縦
之
大
聖
」
。 

慶
應
本
70
「
多
使
《
右
：
雁
点
》
能
」
、
清
家
本
「
使
多
能
」
。 

慶
應
本
70
「
大
宰
知
」
、
清
家
本
作
「
太
宰
知
」
。 

慶
應
本
70
「
者
」
、
清
家
本
作
「
者
乎
」
。 

慶
應
本
70
「
大
宰
之
」
、
清
家
本
作
「
太
宰
之
」
。 

慶
應
本
71
「
大
宰
嫌
」
、
清
家
本
作
「
太
宰
嫌
」
。 

慶
應
本
72
「
謙
謙
」
、
清
家
本
作
「
謙
」
。 

慶
應
本
74
「
不
多
也
」
、
清
家
本
作
「
不
多
能
也
」
。 



- 156 - 

慶
應
本
74
「
務
〻
簡
〻
」
、
清
家
本
「
務
簡
〻
〻
」
。 

慶
應
本
75
「
達
者
不
應
」
、
清
家
本
作
「
遠
者
大
者
不
應
」
。 

慶
應
本
75
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
75
「
昏
」
、
清
家
本
「
氏
曰
」
。 

慶
應
本
76
「
多
能
鄙
人
」
、
清
家
本
作
「
多
能
為
鄙
人
」
。 

慶
應
本
77
「
兼
杖
《
右
：
材
》
」
、
清
家
本
作
「
兼
冝
《
右
：
イ
》
材
」
。 

慶
應
本
77
「
太
宰
」
、
清
家
本
作
「
大
宰
」
。 

慶
應
本
77
「
固
疑
」
、
清
家
本
作
「
因
《
右
下
：
固
イ
》
疑
」
。 

慶
應
本
78
「
聖
」
、
清
家
本
作
「
将
聖
也
」
。 

慶
應
本
78
「
非
」
、
清
家
本
作
「
排
」
。 

慶
應
本
79
「
多
〻
能
〻
」
、
清
家
本
「
多
能
〻
〻
」
。 

慶
應
本
79
「
尢
《
右
：
先
》
道
徳
」
、
清
家
本
「
先
道
徳
」
。 

慶
應
本
80
「
鑿
」
、
清
家
本
作
「
鉴
」
。 

慶
應
本
80
「
罕
曰
」
、
清
家
本
作
「
牢
曰
」
。 

慶
應
本
80
「
不
𧪖
」
、
清
家
本
作
「
不
試
」
。 

慶
應
本
80
「
用
𧪖
《
右
：
雁
点
》
也
」
、
清
家
本
作
「
試
用
也
」
。 

慶
應
本
80
「
子
罕
《
右
：
牢
》
」
、
清
家
本
「
子
牢
」
。 

慶
應
本
81
「
故
藝
云
也
」
、
清
家
本
作
「
伎
藝
也
」
。 

慶
應
本
82
「
愛
」
、
清
家
本
作
「
受
」
。 
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慶
應
本
82
「
以
藝
《
右
：
雁
点
》
」
、
清
家
本
「
藝
以
」
。 

慶
應
本
82
「
而
已
」
、
清
家
本
作
「
而
已
也
」
。 

慶
應
本
83
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
83
「
罕
《
右
：
窂
》
弟
子
〻
罕
《
上
書
き
し
て
𥤱
》
也
」
、
清
家
本
「
牢
弟
子
子
牢
也
」
。 

慶
應
本
83
「
孔
」
、
清
家
本
「
□
《
右
：
孔
》
」
。 

慶
應
本
84
「
間
」
、
清
家
本
作
「
問
《
右
下
：
聞
イ
》
」
。 

慶
應
本
84
「
明
《
右
：
見
消
符
》
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
84
「
無
」
、
清
家
本
「
无
」
。 

慶
應
本
85
「
乎
哉
」
、
清
家
本
作
「
乎
哉
也
」
。 

慶
應
本
85
「
知
〻
」
、
清
家
本
「
知
知
」
。 

慶
應
本
85
「
之
意
也
」
、
清
家
本
作
「
之
意
」
。 

慶
應
本
86
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
86
「
知
意
故
」
、
清
家
本
作
「
知
意
謂
故
」
。 

慶
應
本
86
「
无
知
〻
也
」
、
清
家
本
作
「
无
知
〻
意
也
」
。 

慶
應
本
86
「
注
知
者
言
未
必
盡
」
、
清
家
本
作
「
言
知
者
言
未
必
尽
也
」
。 

慶
應
本
87
「
即
」
、
清
家
本
作
「
則
」
。 

慶
應
本
87
「
其
言
未
必
盡
」
、
清
家
本
作
「
其
言
未
必
尽
也
」
。 

慶
應
本
87
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
87
「
今
《
右
補
入
：
我
》
誠
」
、
清
家
本
「
今
我
誠
」
。 
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慶
應
本
87
「
我
不
知
〻
」
、
清
家
本
作
「
我
以
不
知
知
」
。 

慶
應
本
88
「
无
《
右
補
入
：
不
》
盡
」
、
清
家
本
「
无
不
尽
」
。 

慶
應
本
88
「
問
」
、
清
家
本
作
「
来
問
」
。 

慶
應
本
88
「
事
《
右
補
入
：
也
》
」
、
清
家
本
「
叓
也
」
。 

慶
應
本
89
「
我
心
」
、
清
家
本
作
「
我
而
心
」
。 

慶
應
本
89
「
抱
」
、
清
家
本
作
「
懐
《
右
：
イ
》
抱
」
。 

慶
應
本
90
「
言
雖
」
、
清
家
本
作
「
雖
言
」
。 

慶
應
本
90
「
鄙
」
、
清
家
本
「
《
左
上
：
虚
》
鄙
」
。 

慶
應
本
90
「
我
我
」
、
清
家
本
「
我
〻
」
。 

慶
應
本
90
「
虚
之
」
、
清
家
本
作
「
処
之
」
。 

慶
應
本
91
「
端
《
右
：
見
消
符
》
」
、
清
家
本
作
「
竭
」
。 

慶
應
本
91
「
臨
？
《
右
：
臨
》
」
、
清
家
本
「
臨
」
。 

慶
應
本
93
「
示
」
、
清
家
本
作
「
示
之
」
。 

慶
應
本
93
「
心
」
、
清
家
本
作
「
己
心
」
。 

慶
應
本
93
「
誨
」
、
清
家
本
作
「
誨
之
」
。 

慶
應
本
93
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
93
「
問
我
」
、
清
家
本
作
「
問
於
我
」
。 

慶
應
本
93
「
然
」
、
清
家
本
作
「
如
」
。 

慶
應
本
94
「
有
愛
也
」
、
清
家
本
「
有
愛
《
行
末
補
入
：
也
》
」
。 
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慶
應
本
94
「
繆
橎
」
、
清
家
本
作
「
繆
協
」
。 

慶
應
本
94
「
生
知
」
、
清
家
本
作
「
生
故
《
右
：
イ
无
》
知
」
。
＊
例
Ｅ 

慶
應
本
95
「
無
」
、
清
家
本
「
无
」
。 

慶
應
本
96
「
已
矣
」
、
清
家
本
作
「
已
矣
夫
」
。 

慶
應
本
96
「
時
人
」
、
清
家
本
作
「
夫
《
右
下
：
イ
》
時
人
」
。 

慶
應
本
97
「
昔
之
」
、
清
家
本
「
昔
之
《
右
下
：
イ
无
》
」
。 

慶
應
本
97
「
无
瑞
」
、
清
家
本
作
「
无
此
《
右
：
イ
无
》
瑞
」
。
＊
例
Ｆ 

慶
應
本
97
「
已
矣
」
、
清
家
本
作
「
已
矣
也
」
。 

慶
應
本
99
「
望
也
」
、
清
家
本
作
「
望
者
也
」
。 

慶
應
本
99
「
今
天
无
此
瑞
吾
已
矣
夫
不
得
見
也
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
99
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
100
「
受
命
鳳
」
、
清
家
本
作
「
受
𠇮
則
鳳
」
。 

慶
應
本
100
「
皇
」
、
清
家
本
作
「
鳥
」
。 

慶
應
本
100
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
100
「
河
出
河
《
右
：
見
消
符
》
啚
」
、
清
家
本
「
河
出
囗
」
。 

慶
應
本
100
「
河
出
河
《
右
：
見
消
符
》
啚
」
下
、
清
家
本
有
「
今
天
无
此
瑞
吾
已
矣
夫
者
不
得
見
也
」
〔
慶
應
本
99
と
対
応
、
夫
者
不―

夫
不
〕
。 

慶
應
本
101
「
授
羲
？
」
、
清
家
本
作
「
授
伏
羲
」
。 

慶
應
本
101
「
【
⿱
田
丌
】
？
似
《
右
：
姒
》
」
、
清
家
本
作
「
𢌿
姒
〔
左
下
書
き
入
れ
：
禹
〕
」
。 

慶
應
本
102
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 
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慶
應
本
103
「
及
《
右
：
乃
》
」
、
清
家
本
「
乃
」
。 

慶
應
本
103
「
殊
才
」
、
清
家
本
作
「
殊
特
《
左
下
：
イ
》
」
。 

慶
應
本
103
「
命
世
」
、
清
家
本
作
「
𠇮
世
之
才
」
。 

慶
應
本
104
「
𤰞
《
右
：
乎
》
」
、
清
家
本
「
乎
」
。 

慶
應
本
104
「
秤
」
、
清
家
本
「
称
」
。 

慶
應
本
105
「
𪗋
《
右
：
齋
？
》
衰
者
」
、
清
家
本
「
斎
衰
者
」
。 

慶
應
本
105
「
此
〔
空
格
〕
孔
子
」
、
清
家
本
作
「
此
記
孔
子
」
。 

慶
應
本
105
「
𧙳
《
右
：
哀
》
人
」
、
清
家
本
「
哀
人
」
。 

慶
應
本
106
「
類
？
」
、
清
家
本
作
「
預
」
〔
＝
𩕓
〕
。 

慶
應
本
106
「
冕
？
《
右
：
𥦙
》
」
、
清
家
本
「
冕
」
。 

慶
應
本
107
「
大
夫
以
上
尊
」
、
清
家
本
作
「
大
夫
以
上
之
尊
」
。 

慶
應
本
107
「
土
《
右
：
士
》
」
、
清
家
本
「
士
」
。 

慶
應
本
107
「
瞽
与
《
右
：
雁
点
》
者
」
、
清
家
本
「
与
瞽
者
」
。 

慶
應
本
108
「
則
聾
者
則
聾
者
《
以
上
三
字
右
：
見
消
符
》
者
不
預
也
」
、
清
家
本
作
「
則
聾
者
不
預
也
」
。 

慶
應
本
109
「
疾
聾
《
右
：
雁
点
》
輕
」
、
清
家
本
「
聾
疾
輕
」
。 

慶
應
本
109
「
於
盲
者
也
」
、
清
家
本
作
「
於
盲
之
也
」
。 

慶
應
本
109
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
109
「
者
《
右
補
入
：
礼
》
冠
」
、
清
家
本
作
「
者
冠
」
。 

慶
應
本
109
「
瞽
盲
者
」
、
清
家
本
作
「
瞽
者
盲
者
」
。 
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慶
應
本
110
「
改
」
、
清
家
本
「
改
《
左
下
：
政
イ
》
」
。 

慶
應
本
111
「
苞
寗
」
、
清
家
本
作
「
范
寗
」
。 

慶
應
本
111
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
112
「
不
成
人
也
」
、
清
家
本
作
「
不
成
人
之
也
」
。 

慶
應
本
113
「
致
歎
」
、
清
家
本
作
「
致
歎
也
」
。 

慶
應
本
113
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
113
「
喟
」
、
清
家
本
作
「
喟
然
」
。 

慶
應
本
114
「
堅
」
、
清
家
本
「
賢
《
右
上
：
ヒ
、
右
：
堅
》
」
。 

慶
應
本
114
「
物
《
右
補
入
：
雖
》
堅
」
、
清
家
本
「
物
雖
堅
」
。 

慶
應
本
115
「
廣
𣱼
」
、
清
家
本
作
「
厝
力
」
。 

慶
應
本
116
「
陵
」
、
清
家
本
作
「
表
《
右
下
：
陵
イ
》
」
。 

慶
應
本
116
「
弥
《
右
補
入
：
髙
弥
》
堅
𫒔
《
朱
塗
り
潰
し
、
右
：
鑚
》
仰
」
、
清
家
本
作
「
弥
髙
弥
堅
鑚
仰
」
。 

慶
應
本
117
「
故
」
、
清
家
本
作
「
故
知
」
。 

慶
應
本
117
「
絶
域
髙
堅
」
、
清
家
本
作
「
絶
域
之
髙
堅
」
。 

慶
應
本
117
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
118
「
域
」
、
清
家
本
「
𡉃
《
右
下
：
域
》
」
。 

慶
應
本
118
「
無
」
、
清
家
本
「
无
」
。 

慶
應
本
118
「
而
●
《
右
：
瞻
》
」
、
清
家
本
「
而
瞻
」
。 

慶
應
本
118
「
尞
」
、
清
家
本
作
「
遼
」
。 
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慶
應
本
118
「
怳
？
忽
」
、
清
家
本
作
「
怳
惚
」
。 

慶
應
本
119
「
或
《
右
補
入
：
前
或
》
後
也
」
、
清
家
本
「
或
前
或
後
也
」
。 

慶
應
本
119
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
119
「
象
」
、
清
家
本
作
「
像
」
。 

慶
應
本
121
「
熟
」
、
清
家
本
作
「
孰
」
。 

慶
應
本
121
「
【
⿰
王
則
】
《
右
：
測
》
」
、
清
家
本
「
測
」
。 

慶
應
本
122
「
此
所
以
」
、
清
家
本
作
「
此
其
所
以
」
。 

慶
應
本
123
「
循
《
右
下
：
〻
》
然
」
、
清
家
本
「
循
〻
然
」
。 

慶
應
本
123
「
歎
」
、
清
家
本
作
「
欲
」
。 

慶
應
本
123
「
縣
《
右
：
懸
》
」
、
清
家
本
「
懸
」
。 

慶
應
本
123
「
仚
慕
」
、
清
家
本
作
「
企
慕
」
。 

慶
應
本
124
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
124
「
貇
」
、
清
家
本
「
貌
」
。 

慶
應
本
124
「
此
道
進
勸
？
〔
右
側
欠
〕
」
、
清
家
本
作
「
此
道
勧
進
」
。 

慶
應
本
125
「
此
以
説
」
、
清
家
本
作
「
此
説
」
。 

慶
應
本
125
「
文
文
章
也
」
、
清
家
本
「
文
〻
章
也
」
。 

慶
應
本
126
「
以
文
也
」
、
清
家
本
作
「
以
文
章
也
」
。 

慶
應
本
126
「
以
礼
也
」
、
清
家
本
作
「
以
礼
」
。 

慶
應
本
126
「
故
我
雖
」
、
清
家
本
作
「
故
𧈧
」
。 



- 163 - 

慶
應
本
127
「
不
能
文
博
礼
束
故
我
雖
欲
罷
止
而
不
能
《
以
上
十
三
字
右
：
見
消
符
〔
前
と
重
複
〕
》
止
也
」
、
清
家
本
「
不
能
止
也
」
。 

慶
應
本
128
「
又
以
礼
節
又
以
礼
節
」
、
清
家
本
作
「
又
以
礼
節
」
。 

慶
應
本
130
「
不
可
得
之
處
也
」
、
清
家
本
作
「
不
可
得
言
之
処
也
」
。 

慶
應
本
130
「
遠
」
、
清
家
本
作
「
造
《
右
下
：
遠
イ
》
」
。 

慶
應
本
130
「
【
⿱
白
亡
】
」
清
家
本
「
㒵
」
。 

慶
應
本
133
「
異
立
」
、
清
家
本
作
「
興
立
」
。 

慶
應
本
133
「
何
由
也
」
、
清
家
本
作
「
何
由
耶
」
。 

慶
應
本
134
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
134
「
張
《
右
：
見
消
符
》
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
135
「
夫
之
《
右
：
子
》
」
、
清
家
本
「
夫
子
」
。 

慶
應
本
136
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
136
「
曰
病
」
、
清
家
本
作
「
曰
病
也
」
。 

慶
應
本
137
「
大
〻
夫
〻
」
、
清
家
本
「
大
夫
〻
〻
」
。 

慶
應
本
137
「
終
亡
」
、
清
家
本
作
「
終
已
」
。 

慶
應
本
138
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
140
「
少
差
《
右
補
入
摺
消
痕
：
也
小
差
》
曰
間
」
、
清
家
本
「
小
差
也
小
差
曰
間
」
。 

慶
應
本
140
「
病
病
」
、
清
家
本
「
病
〻
」
。 

慶
應
本
140
「
相
續
」
、
清
家
本
「
相
糹
」
。 

慶
應
本
140
「
䦕
《
右
：
間
》
断
」
、
清
家
本
「
間
断
」
。 
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慶
應
本
141
「
隟
」
、
清
家
本
「
隙
」
。 

慶
應
本
142
「
歎
」
、
清
家
本
作
「
欲
」
。 

慶
應
本
142
「
行
詐
也
言
子
路
有
此
行
詐
之
心
」
、
清
家
本
作
「
行
詐
之
心
」
。 

慶
應
本
142
「
曰
」
、
清
家
本
作
「
云
」
。 

慶
應
本
142
「
无
臣
」
、
清
家
本
「
無
臣
」
。 

慶
應
本
142
「
為
為
《
右
：
見
消
符
》
」
、
清
家
本
「
為
」
。 

慶
應
本
142
「
有
所
以
」
、
清
家
本
作
「
有
臣
無
臣
而
為
有
所
以
」
。 

慶
應
本
143
「
无
臣
」
、
清
家
本
「
無
臣
」
。 

慶
應
本
143
「
天
下
《
右
補
入
：
人
》
皆
」
、
清
家
本
「
天
下
人
皆
」
。 

慶
應
本
144
「
无
臣
」
、
清
家
本
「
無
臣
」
。 

慶
應
本
144
「
立
」
、
清
家
本
作
「
立
之
」
。 

慶
應
本
144
「
是
欲
欺
天
」
、
清
家
本
作
「
是
遠
欲
欺
天
」
。 

慶
應
本
144
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
144
「
小
差
」
、
清
家
本
作
「
病
小
差
」
。 

慶
應
本
144
「
曰
間
也
」
、
清
家
本
作
「
曰
間
」
。 

慶
應
本
145
「
適
」
、
清
家
本
作
「
但
」
。 

慶
應
本
145
「
立
臣
事
大
」
、
清
家
本
作
「
立
臣
立
《
右
：
イ
无
》
叓
大
」
。 

慶
應
本
146
「
无
寧
」
、
清
家
本
「
無
寧
」
。 

慶
應
本
146
「
二
三
子
之
手
」
、
清
家
本
作
「
二
三
子
之
手
乎
」
。 



- 165 - 

慶
應
本
146
「
以
理
【
⿰
口
愈
】
之
」
、
清
家
本
作
「
以
理
喩
之
」
。 

慶
應
本
147
「
无
寧
」
、
清
家
本
「
無
寧
」
。 

慶
應
本
147
「
言
使
」
、
清
家
本
作
「
言
設
使
」
。 

慶
應
本
147
「
手
」
、
清
家
本
「
手
《
右
下
：
手
》
」
。 

慶
應
本
148
「
有
〻
方
〻
」
、
清
家
本
「
有
方
〻
〻
」
。 

慶
應
本
148
「
隔
」
、
清
家
本
作
「
則
隔
」
。 

慶
應
本
148
「
无
〻
方
〻
」
、
清
家
本
「
無
方
〻
〻
」
。 

慶
應
本
148
「
則
親
也
」
、
清
家
本
作
「
則
親
者
也
」
。 

慶
應
本
148
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
148
「
无
寧
」
、
清
家
本
「
無
寧
」
。 

慶
應
本
149
「
而
死
」
、
清
家
本
作
「
而
与
《
右
：
イ
无
？
》
死
」
。 

慶
應
本
149
「
乎
？
《
右
：
手
》
」
、
清
家
本
「
手
」
。 

慶
應
本
149
「
我
寧
死
」
、
清
家
本
作
「
我
寧
死
乎
」
。 

慶
應
本
149
「
弟
子
之
手
乎
也
」
、
清
家
本
作
「
弟
子
手
乎
」
。 

慶
應
本
149
「
太
塟
」
、
清
家
本
作
「
大
葬
」
。 

慶
應
本
150
「
大
塟
臣
」
、
清
家
本
作
「
大
葬
臣
礼
」
。 

慶
應
本
150
「
君
塟
礼
」
、
清
家
本
作
「
臣
葬
礼
」
。 

慶
應
本
150
「
太
」
、
清
家
本
作
「
大
」
。 

慶
應
本
150
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 
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慶
應
本
150
「
《
右
補
入
：
孔
》
安
國
曰
」
、
清
家
本
「
孔
安
囯
曰
」
。 

慶
應
本
150
「
礼
塟
之
也
」
、
清
家
本
作
「
礼
葬
也
」
。 

慶
應
本
150
「
死
於
道
路
」
、
清
家
本
「
死
《
右
小
字
補
入
：
於
》
道
路
」
。 

慶
應
本
151
「
有
二
三
《
右
補
入
：
在
》
予
豈
」
、
清
家
本
作
「
有
二
三
子
在
我
豈
」
。 

慶
應
本
151
「
必
《
右
：
安
》
」
、
清
家
本
「
必
」
。 

慶
應
本
151
「
塟
〻
《
右
：
見
消
符
》
」
、
清
家
本
「
葬
」
。 

慶
應
本
152
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
152
「
就
我
使
」
、
清
家
本
作
「
就
使
我
」
。 

慶
應
本
152
「
君
礼
」
、
清
家
本
作
「
君
臣
礼
」
。 

慶
應
本
152
「
當
」
、
清
家
本
作
「
黨
《
右
：
當
》
」
。 

慶
應
本
152
「
棄
於
道
路
乎
」
、
清
家
本
作
「
弃
道
路
乎
」
。 

慶
應
本
153
「
故
《
右
補
入
：
託
》
事
」
、
清
家
本
「
故
託
叓
」
。 

慶
應
本
153
「
裏
」
、
清
家
本
作
「
衰
」
。 

慶
應
本
154
「
《
右
補
入
：
言
》
孔
子
」
、
清
家
本
「
言
孔
子
」
。 

慶
應
本
154
「
孔
子
有
聖
道
」
、
清
家
本
作
「
孔
子
聖
道
」
。 

慶
應
本
154
「
在
此
也
」
、
清
家
本
作
「
而
在
此
也
」
。 

慶
應
本
154
「
韞
遺
」
、
清
家
本
作
「
韞
匱
」
。 

慶
應
本
155
「
沽
諸
諸
之
也
」
、
清
家
本
「
沽
諸
〻
之
也
」
。 

慶
應
本
155
「
韞
謂
《
右
補
入
：
韞
》
裏
之
也
」
、
清
家
本
「
韞
謂
韞
裏
之
也
」
。 
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慶
應
本
155
「
遺
謂
●
𢷺
之
也
」
、
清
家
本
作
「
匱
謂
匣
櫃
之
也
」
。 

慶
應
本
155
「
善
賈
」
、
清
家
本
作
「
善
賈
者
」
。 

慶
應
本
156
「
韞
●
而
」
、
清
家
本
作
「
韞
匱
而
」
。 

慶
應
本
156
「
得
價
」
、
清
家
本
作
「
得
貴
價
」
。 

慶
應
本
156
「
賣
之
」
、
清
家
本
作
「
賣
之
不
乎
」
。 

慶
應
本
157
「
与
之
否
耶
」
、
清
家
本
作
「
与
之
不
聊
」
。 

慶
應
本
157
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
157
「
蔵
也
」
、
清
家
本
作
「
韞
蔵
也
」
。 

慶
應
本
157
「
遺
《
上
書
き
し
て
匱
》
也
」
、
清
家
本
作
「
匵
匱
也
」
。 

慶
應
本
157
「
蔵
匱
中
也
」
、
清
家
本
作
「
蔵
匱
中
」
。 

慶
應
本
158
「
沽
賣
也
」
、
清
家
本
「
沽
賣
《
右
補
入
：
也
》
」
。 

慶
應
本
158
「
得
善
賈
寧
肯
賣
之
耶
」
、
清
家
本
作
「
得
善
價
《
右
補
入
：
寧
》
賣
乎
」
。 

慶
應
本
158
「
沽
沽
之
之
哉
哉
」
、
清
家
本
作
「
沽
之
哉
沽
之
哉
」
。 

慶
應
本
158
「
答
曰
」
、
清
家
本
作
「
答
云
」
。 

慶
應
本
158
「
求
」
、
清
家
本
作
「
我
」
。 

慶
應
本
158
「
之
也
」
、
清
家
本
作
「
之
者
也
」
。 

慶
應
本
159
「
不
衒
之
深
也
」
、
清
家
本
作
「
不
衒
賣
之
深
也
」
。 

慶
應
本
159
「
待
賈
」
、
清
家
本
作
「
待
價
」
。 

慶
應
本
159
「
求
雖
」
、
清
家
本
作
「
我
𧈧
」
。 
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慶
應
本
159
「
求
亦
」
、
清
家
本
作
「
我
亦
」
。 

慶
應
本
160
「
貴
賈
」
、
清
家
本
作
「
貴
價
」
。 

慶
應
本
160
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
160
「
不
衒
賣
之
辞
也
我
居
而
待
賈
之
辞
也
我
居
而
待
賈
者
也
」
、
清
家
本
作
「
不
衒
賣
之
辞
也
我
居
而
待
賈
者
也
」
。 

慶
應
本
162
「
欲
東
」
、
清
家
本
作
「
欲
東
方
居
」
。 

慶
應
本
162
「
於
九
《
右
補
入
：
夷
》
也
」
、
清
家
本
「
於
九
夷
也
」
。 

慶
應
本
163
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
163
「
玄
菟
」
、
清
家
本
作
「
玄
㝹
」
。 

慶
應
本
164
「
𩾜
吏
《
右
：
鳥
●
》
邊
更
」
、
清
家
本
作
「
鳧
更
《
右
朱
：
●
イ
》
」
。 

慶
應
本
164
「
天
鄙
」
、
清
家
本
作
「
夭
《
右
朱
：
天
イ
》
鄙
」
。
＊
例
Ｏ 

慶
應
本
165
「
焦
尭
」
、
清
家
本
「
焦
尭
《
右
朱
：
羌
イ
》
」
。 

慶
應
本
165
「
穴
可
？
《
右
：
穿
》
匈
」
、
清
家
本
作
「
穿
胷
」
。 

慶
應
本
165
「
狗
耶
」
、
清
家
本
作
「
狗
邦
《
右
朱
：
□
》
」
。 

慶
應
本
165
「
西
六
戎
」
、
清
家
本
作
「
西
有
六
戎
」
。 

慶
應
本
165
「
依
伯
？
」
、
清
家
本
作
「
依
㹮
《
右
朱
：
儀
怕
イ
》
」
。 

慶
應
本
165
「
四
着
羗
？
」
、
清
家
本
「
四
耆
羌
」
。 

慶
應
本
166
「
北
五
狄
」
、
清
家
本
作
「
北
有
五
狄
」
。 

慶
應
本
166
「
五
白
屋
」
、
清
家
本
作
「
五
白
屋
也
」
。 

慶
應
本
167
「
實
之
居
」
、
清
家
本
作
「
實
居
」
。 
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慶
應
本
168
「
九
夷
所
□
」
、
清
家
本
「
九
夷
所
以
」
。 

慶
應
本
169
「
无
」
、
清
家
本
「
無
」
。 

慶
應
本
169
「
陋
者
泰
也
」
、
清
家
本
作
「
陋
有
泰
也
」
。 

慶
應
本
169
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
169
「
風
化
之
也
」
、
清
家
本
作
「
皆
化
《
朱
補
入
：
也
》
」
。 

慶
應
本
170
「
憂
中
夏
也
」
、
清
家
本
作
「
変
中
夏
也
」
。 

慶
應
本
171
「
那
〔
𨚿
？
〕
《
右
：
刊
》
」
、
清
家
本
作
「
刪
」
。 

慶
應
本
171
「
詩
」
、
清
家
本
作
「
詩
書
」
。 

慶
應
本
172
「
礼
」
、
清
家
本
作
「
礼
楽
」
。 

慶
應
本
172
「
故
〻
音
〻
得
〻
正
〻
」
清
家
本
作
「
故
楽
音
正
楽
音
得
正
」
。 

慶
應
本
172
「
其
本
所
也
」
、
清
家
本
作
「
其
所
也
」
。 

慶
應
本
172
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
173
「
正
之
」
、
清
家
本
作
「
正
之
也
」
。 

慶
應
本
173
「
故
雅
頌
」
、
清
家
本
作
「
故
曰
雅
頌
」
。 

慶
應
本
173
「
其
所
也
」
、
清
家
本
作
「
其
所
」
。 

慶
應
本
174
「
美
〻
者
〻
」
、
清
家
本
「
美
者
〻
〻
」
。 

慶
應
本
174
「
則
餘
者
正
《
右
：
正
》
者
」
、
清
家
本
作
「
則
餘
者
正
」
。 

慶
應
本
175
「
苐
《
右
：
悌
》
」
、
清
家
本
「
悌
」
。 

慶
應
本
175
「
朝
𨓍
」
、
清
家
本
作
「
朝
廷
」
。 
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慶
應
本
176
「
盡
」
、
清
家
本
作
「
宜
尽
」
。 

慶
應
本
177
「
朝
𨓍
」
、
清
家
本
作
「
朝
廷
」
。 

慶
應
本
178
「
績
」
、
清
家
本
作
「
続
」
。 

慶
應
本
179
「
唯
」
、
清
家
本
作
「
𧈧
唯
」
。 

慶
應
本
179
「
无
量
」
、
清
家
本
「
無
量
」
。 

慶
應
本
179
「
多
乱
」
、
清
家
本
作
「
多
乱
酗
《
右
下
：
酌
イ
》
」
。 

慶
應
本
180
「
侃
案
」
、
清
家
本
作
「
侃
按
」
。 

慶
應
本
180
「
衛
意
朝
廷
」
、
清
家
本
作
「
衛
意
言
朝
廷
」
。 

慶
應
本
180
「
乃
」
、
清
家
本
作
「
及
」
。 

慶
應
本
181
「
於
我
我
哉
」
、
清
家
本
作
「
於
我
乎
」
。 

慶
應
本
181
「
可
」
、
清
家
本
作
「
何
」
。 

慶
應
本
181
「
故
何
有
我
於
哉
」
、
清
家
本
作
「
故
云
於
我
何
有
哉
」
。 

慶
應
本
181
「
張
《
右
：
見
消
符
》
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
182
「
復
酒
《
右
：
𣸪
湏
》
」
、
清
家
本
「
復
須
」
。 

慶
應
本
182
「
張
《
右
：
見
消
符
》
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
183
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
183
「
書
」
、
清
家
本
作
「
昼
」
〔
＝
晝
〕
。 

慶
應
本
184
「
渟
」
、
清
家
本
作
「
停
」
。 

慶
應
本
184
「
歎
」
、
清
家
本
作
「
欲
」
。 
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慶
應
本
185
「
斯
也
此
也
」
、
清
家
本
作
「
斯
此
也
」
。 

慶
應
本
186
「
【
⿱
臨
灬
】
」
、
清
家
本
作
「
臨
」
。 

慶
應
本
187
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
188
「
末
？
見
」
、
清
家
本
作
「
未
見
」
。 

慶
應
本
188
「
時
多
」
、
清
家
本
作
「
時
人
多
」
。 

慶
應
本
189
「
无
好
」
、
清
家
本
「
無
好
」
。 

慶
應
本
189
「
未
有
」
、
清
家
本
作
「
未
見
」
。 

慶
應
本
189
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
189
「
徳
厚
」
、
清
家
本
作
「
徳
而
厚
」
。 

慶
應
本
189
「
色
」
、
清
家
本
作
「
色
也
」
。 

慶
應
本
189
「
以
此
言
」
、
清
家
本
作
「
以
《
右
：
イ
无
》
發
此
言
」
。 

慶
應
本
189
「
本
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
190
「
其
心
」
、
清
家
本
作
「
其
意
」
。 

慶
應
本
190
「
蕢
」
、
清
家
本
「
簣
」
。 

慶
應
本
190
「
為
善
」
、
清
家
本
作
「
為
義
善
」
。 

慶
應
本
190
「
蕢
」
、
清
家
本
「
簣
」
。 

慶
應
本
191
「
善
善
《
右
：
見
消
符
》
」
、
清
家
本
「
善
」
。 

慶
應
本
192
「
䔍
」
、
清
家
本
「
篤
」
。 

慶
應
本
192
「
无
異
」
、
清
家
本
「
無
異
」
。 
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慶
應
本
193
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
193
「
蕢
」
、
清
家
本
「
簣
」
。 

慶
應
本
193
「
人
進
」
、
清
家
本
作
「
人
《
右
補
入
：
而
》
進
」
。 

慶
應
本
194
「
見
」
、
清
家
本
作
「
是
《
右
：
見
イ
》
」
。 

慶
應
本
195
「
蕢
」
、
清
家
本
「
簣
」
。 

慶
應
本
195
「
将
廾
《
右
：
【
⿱
将
廾
】
》
」
、
清
家
本
「
【
⿱
将
廾
】
」
。 

慶
應
本
195
「
往
《
右
：
住
》
」
、
清
家
本
「
住
」
。 

慶
應
本
196
「
一
〻
籠
〻
」
、
清
家
本
「
一
篭
〻
〻
」
。 

慶
應
本
197
「
不
重
〻
之
」
、
清
家
本
作
「
不
善
之
〻
〻
」
。 

慶
應
本
198
「
止
《
右
：
与
》
」
、
清
家
本
「
止
」
。 

慶
應
本
198
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
198
「
蕢
」
、
清
家
本
「
簣
」
。 

慶
應
本
199
「
薄
之
㩀
也
《
右
補
入
：
雁
点
》
」
、
清
家
本
「
薄
之
也
拠
」
。 

慶
應
本
199
「
不
愭
」
、
清
家
本
作
「
不
惰
」
。 

慶
應
本
199
「
其
囬
也
」
、
清
家
本
作
「
其
回
也
与
」
。 

慶
應
本
199
「
愭
疲
懈
」
、
清
家
本
作
「
惰
疲
懈
」
。 

慶
應
本
200
「
語
之
不
惰
」
、
清
家
本
作
「
語
之
而
不
惰
」
。 

慶
應
本
201
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
201
「
顔
渕
解
」
、
清
家
本
作
「
顔
渕
則
解
」
。 
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慶
應
本
201
「
語
之
不
惰
」
、
清
家
本
作
「
語
之
不
惰
也
」
。 

慶
應
本
201
「
餘
人
不
解
」
、
清
家
本
作
「
餘
人
者
不
觧
」
。 

慶
應
本
202
「
歎
」
、
清
家
本
作
「
欲
《
右
下
：
歎
イ
》
」
。 

慶
應
本
203
「
猶
長
也
」
、
清
家
本
作
「
猶
不
長
也
」
。 

慶
應
本
204
「
一
語
」
、
清
家
本
作
「
一
悟
」
。 

慶
應
本
204
「
行
」
、
清
家
本
作
「
何
」
。 

慶
應
本
205
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
205
「
馬
融
」
、
清
家
本
「
馬
《
右
：
苞
イ
》
融
《
右
：
氏
イ
》
」
。 

慶
應
本
205
「
痛
惜
之
也
」
、
清
家
本
作
「
痛
惜
之
甚
也
」
。 

慶
應
本
206
「
歎
」
、
清
家
本
作
「
欲
《
右
下
：
歎
イ
》
」
。 

慶
應
本
206
「
稼
苗
《
右
：
雁
点
》
」
、
清
家
本
「
苗
稼
」
。 

慶
應
本
207
「
蔚
䒫
？
」
、
清
家
本
作
「
蔚
茂
」
。 

慶
應
本
207
「
弥
《
右
：
沵
》
氣
」
、
清
家
本
作
「
沴
旱
𣱖
」
。 

慶
應
本
207
「
不
能
」
、
清
家
本
作
「
不
能
有
」
。 

慶
應
本
208
「
有
是
」
、
清
家
本
作
「
是
有
」
。 

慶
應
本
208
「
以
《
右
：
所
》
」
、
清
家
本
作
「
所
以
」
。 

慶
應
本
208
「
蘭
」
、
清
家
本
作
「
芳
蘭
」
。 

慶
應
本
208
「
早
年
矣
」
、
清
家
本
作
「
早
年
者
也
」
。 

慶
應
本
209
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 
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慶
應
本
209
「
云
月
《
右
：
育
》
」
、
清
家
本
「
育
」
。 

慶
應
本
210
「
生
己
《
右
：
見
消
符
》
者
」
、
清
家
本
「
生
者
」
。 

慶
應
本
210
「
可
畏
有
才
學
」
、
清
家
本
作
「
可
畏
謂
有
才
斈
」
。 

慶
應
本
210
「
来
者
不
如
今
也
」
、
清
家
本
作
「
来
者
之
不
如
今
也
」
。 

慶
應
本
211
「
未
来
之
事
也
」
、
清
家
本
作
「
未
叓
来
也
」
。 

慶
應
本
211
「
来
之
人
」
、
清
家
本
作
「
未
来
之
人
」
。 

慶
應
本
212
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
212
「
卌
」
、
清
家
本
作
「
四
十
」
。 

慶
應
本
212
「
无
聞
」
、
清
家
本
「
無
聞
」
。 

慶
應
本
213
「
也
已
」
、
清
家
本
作
「
也
已
矣
」
。 

慶
應
本
213
「
茖
《
右
：
若
》
」
、
清
家
本
「
若
」
。 

慶
應
本
213
「
卌
」
、
清
家
本
作
「
四
十
」
。 

慶
應
本
213
「
无
聲
譽
」
、
清
家
本
「
無
声
𣁎
」
。 

慶
應
本
213
「
於
人
」
、
清
家
本
作
「
此
人
」
。 

慶
應
本
214
「
夢
《
右
：
𦸑
？
》
」
、
清
家
本
作
「
蔑
」
。 

慶
應
本
214
「
无
聞
」
、
清
家
本
「
無
聞
」
。 

慶
應
本
214
「
无
従
」
、
清
家
本
「
無
従
」
。 

慶
應
本
215
「
茖
《
右
：
若
》
」
、
清
家
本
「
若
」
。 

慶
應
本
215
「
无
不
」
、
清
家
本
「
無
不
」
。 
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慶
應
本
216
「
已
」
、
清
家
本
作
「
止
」
。 

慶
應
本
216
「
也
」
、
清
家
本
作
「
也
者
」
。 

慶
應
本
216
「
无
従
」
、
清
家
本
「
無
従
」
。 

慶
應
本
217
「
所
貴
者
在
」
、
清
家
本
作
「
所
貴
在
」
。 

慶
應
本
218
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
218
「
无
所
」
、
清
家
本
「
無
所
」
。 

慶
應
本
218
「
能
必
改
」
、
清
家
本
作
「
能
必
自
改
」
。 

慶
應
本
218
「
也
」
、
清
家
本
作
「
也
矣
」
。 

慶
應
本
218
「
選
」
、
清
家
本
作
「
巽
」
。 

慶
應
本
218
「
无
悦
」
、
清
家
本
「
無
悦
」
。 

慶
應
本
219
「
為
貴
」
、
清
家
本
作
「
為
貴
也
」
。 

慶
應
本
219
「
選
」
、
清
家
本
作
「
巽
」
。 

慶
應
本
219
「
共
」
、
清
家
本
作
「
恭
」
。 

慶
應
本
220
「
持
」
、
清
家
本
作
「
特
《
右
下
：
持
》
」
。 

慶
應
本
220
「
无
悦
」
、
清
家
本
「
無
悦
」
。 

慶
應
本
220
「
尋
續
」
、
清
家
本
作
「
尋
繹
」
。 

慶
應
本
221
「
遜
事
」
、
清
家
本
作
「
此
遜
叓
」
。 

慶
應
本
221
「
是
悦
」
、
清
家
本
作
「
是
𧈧
悦
」
。 

慶
應
本
221
「
尋
續
」
、
清
家
本
作
「
尋
繹
」
。 
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慶
應
本
221
「
繹
之
為
貴
也
」
、
清
家
本
作
「
繹
之
為
貴
」
。 

慶
應
本
221
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
221
「
撰
」
、
清
家
本
作
「
巽
」
。 

慶
應
本
222
「
選
」
、
清
家
本
作
「
巽
」
。 

慶
應
本
222
「
言
也
」
、
清
家
本
作
「
言
」
。 

慶
應
本
222
「
无
不
悦
者
也
」
、
清
家
本
作
「
無
不
悦
」
。 

慶
應
本
222
「
尋
續
」
、
清
家
本
作
「
尋
繹
」
。 

慶
應
本
222
「
説
」
、
清
家
本
作
「
悦
」
。 

慶
應
本
222
「
未
？
如
之
何
」
、
清
家
本
作
「
末
如
之
何
」
。 

慶
應
本
223
「
也
已
矣
」
、
清
家
本
作
「
也
《
右
補
入
：
已
》
」
。 

慶
應
本
224
「
无
友
」
、
清
家
本
「
無
友
」
。 

慶
應
本
224
「
再
出
」
、
清
家
本
作
「
再
出
也
」
。 

慶
應
本
225
「
師
之
訓
又
書
」
、
清
家
本
作
「
師
之
訓
也
故
又
書
」
。 

慶
應
本
225
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
225
「
慎
所
主
」
、
清
家
本
作
「
慎
其
《
右
：
○
印
》
所
主
」
。 

慶
應
本
226
「
奪
師
《
右
：
帥
》
也
」
、
清
家
本
「
奪
師
《
右
訓
：
ス
イ
》
也
」
。 

慶
應
本
227
「
茖
《
右
：
若
》
」
、
清
家
本
「
若
」
。 

慶
應
本
227
「
无
回
也
」
、
清
家
本
「
無
回
也
」
。 

慶
應
本
227
「
俱
《
右
：
但
》
」
、
清
家
本
「
伹
？
」
。 
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慶
應
本
228
「
【
⿰
豆
寸
】
《
右
：
短
》
」
、
清
家
本
「
短
」
。 

慶
應
本
228
「
一
《
右
補
入
：
人
》
衣
裳
」
、
清
家
本
「
一
人
衣
裳
」
。 

慶
應
本
228
「
共
用
匹
」
、
清
家
本
作
「
共
用
一
匹
」
。 

慶
應
本
228
「
故
云
」
、
清
家
本
作
「
故
曰
」
。 

慶
應
本
228
「
匹
婦
也
」
、
清
家
本
作
「
匹
婦
」
。 

慶
應
本
229
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
229
「
曰
《
右
補
入
：
三
》
軍
」
、
清
家
本
「
曰
三
軍
」
。 

慶
應
本
229
「
不
一
」
、
清
家
本
作
「
非
一
」
。 

慶
應
本
229
「
師
」
、
清
家
本
「
師
《
右
下
：
帥
》
」
。 

慶
應
本
229
「
取
」
、
清
家
本
作
「
取
之
」
。 

慶
應
本
231
「
人
《
右
補
入
：
尚
》
大
者
《
上
書
き
し
て
奢
》
華
」
、
清
家
本
「
人
尚
奢
華
」
。 

慶
應
本
231
「
杲
敢
」
、
清
家
本
作
「
果
敢
」
。 

慶
應
本
232
「
為
」
、
清
家
本
「
為
《
右
下
：
与
》
」
。 

慶
應
本
232
「
着
《
右
：
羞
》
恥
」
、
清
家
本
「
羞
耻
」
。 

慶
應
本
233
「
其
由
与
」
、
清
家
本
作
「
其
由
也
与
」
。 

慶
應
本
233
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
233
「
枲
着
《
右
：
見
消
符
、
右
下
：
麻
》
也
」
、
清
家
本
「
枲
着
也
」
。 

慶
應
本
234
「
玉
𧁑
」
、
清
家
本
「
玉
藻
」
。 

慶
應
本
234
「
以
榮
恥
」
、
清
家
本
作
「
以
策
聖
耻
」
。 
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慶
應
本
235
「
忟
《
右
：
忮
》
」
、
清
家
本
「
忮
」
。 

慶
應
本
235
「
疾
貪
𢙣
忮
《
右
：
見
消
符
》
之
詩
」
、
清
家
本
「
疾
貪
𢙣
之
詩
」
。 

慶
應
本
236
「
意
《
右
：
徳
》
」
、
清
家
本
「
徳
」
。 

慶
應
本
237
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
237
「
伎
《
右
：
忮
》
害
」
、
清
家
本
「
忮
害
」
。 

慶
應
本
237
「
不
忮
害
」
、
清
家
本
「
不
忮
安
《
右
上
：
ヒ
、
右
下
：
害
》
」
。 

慶
應
本
238
「
子
路
得
孔
美
己
以
為
美
」
、
清
家
本
作
「
子
路
得
孔
子
義
《
右
上
：
ヒ
》
美
己
才
以
為
美
」
。 

慶
應
本
239
「
不
臧
」
、
清
家
本
作
「
不
□
《
左
下
：
□
》
」
。 

慶
應
本
239
「
以
臧
」
、
清
家
本
作
「
以
為
臧
」
。 

慶
應
本
241
「
伐
」
、
清
家
本
作
「
代
」
。 

慶
應
本
241
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
242
「
尚
後
《
右
：
𣸪
》
」
、
清
家
本
「
尚
復
」
。 

慶
應
本
242
「
彫
」
、
清
家
本
作
「
凋
」
。 

慶
應
本
243
「
欲
」
、
清
家
本
作
「
此
欲
」
。 

慶
應
本
243
「
異
也
」
、
清
家
本
作
「
矣
也
」
。 

慶
應
本
244
「
茖
《
右
：
若
》
」
、
清
家
本
「
若
」
。 

慶
應
本
244
「
善
」
、
清
家
本
作
「
美
」
。 

慶
應
本
245
「
慈
《
右
：
䓗
》
」
、
清
家
本
作
「
蓊
」
。 

慶
應
本
246
「
随
時
」
、
清
家
本
作
「
従
時
」
。 
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慶
應
本
246
「
筏
？
美
」
、
清
家
本
作
「
茂
美
」
。 

慶
應
本
246
「
茖
《
右
：
若
》
」
、
清
家
本
「
若
」
。 

慶
應
本
246
「
故
木
《
右
：
不
》
」
、
清
家
本
「
故
不
」
。 

慶
應
本
247
「
反
改
」
、
清
家
本
作
「
変
改
」
。 

慶
應
本
247
「
故
桀
紂
之
民
」
、
清
家
本
作
「
桀
紂
之
民
」
。 

慶
應
本
248
「
秋
」
、
清
家
本
「
□
《
右
下
：
秋
》
」
。 

慶
應
本
248
「
彫
」
、
清
家
本
作
「
凋
」
。 

慶
應
本
249
「
意
」
、
清
家
本
作
「
注
意
」
。 

慶
應
本
249
「
若
」
、
清
家
本
作
「
若
如
」
。 

慶
應
本
249
「
有
亦
《
右
：
雁
点
》
」
、
清
家
本
「
亦
有
」
。 

慶
應
本
250
「
而
木
《
右
：
不
》
」
、
清
家
本
「
而
不
」
。 

慶
應
本
250
「
反
」
、
清
家
本
作
「
変
」
。 

慶
應
本
250
「
唯
大
寒
則
」
、
清
家
本
作
「
唯
大
寒
亗
則
」
。 

慶
應
本
251
「
彫
」
、
清
家
本
作
「
凋
」
。 

慶
應
本
251
「
但
《
右
：
俱
》
」
、
清
家
本
「
俱
」
。 

慶
應
本
251
「
彫
」
、
清
家
本
作
「
凋
」
。 

慶
應
本
251
「
大
寒
冬
之
後
」
、
清
家
本
作
「
大
寒
之
後
」
。 

慶
應
本
251
「
形
彫
衰
」
、
清
家
本
作
「
形
小
凋
衰
」
。 

慶
應
本
252
「
遜
逰
迹
」
、
清
家
本
作
「
遜
迹
」
。 
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慶
應
本
252
「
随
時
」
、
清
家
本
作
「
亦
随
時
」
。 

慶
應
本
252
「
小
彫
」
、
清
家
本
作
「
小
凋
」
。 

慶
應
本
253
「
不
反
」
、
清
家
本
作
「
不
変
」
。 

慶
應
本
253
「
如
《
塗
り
潰
し
》
如
」
、
清
家
本
「
如
」
。 

慶
應
本
253
「
大
《
塗
り
潰
し
、
右
：
木
》
」
、
清
家
本
「
木
」
。 

慶
應
本
253
「
固
？
《
塗
り
潰
し
、
右
：
困
》
」
、
清
家
本
「
困
」
。 

慶
應
本
253
「
土
？
《
上
書
き
し
て
士
》
」
、
清
家
本
「
士
」
。 

慶
應
本
254
「
彫
」
、
清
家
本
作
「
凋
」
。 

慶
應
本
254
「
謂
凡
木
也
」
、
清
家
本
作
「
謂
異
凡
木
也
」
。 

慶
應
本
254
「
遭
世
」
、
清
家
本
作
「
遭
乱
世
」
。 

慶
應
本
254
「
反
」
、
清
家
本
作
「
変
」
。 

慶
應
本
254
「
其
撡
」
、
清
家
本
作
「
其
橾
」
。 

慶
應
本
254
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
255
「
松
栢
」
、
清
家
本
作
「
知
松
栢
」
。 

慶
應
本
255
「
彫
」
、
清
家
本
作
「
凋
」
。 

慶
應
本
255
「
歳
寒
」
、
清
家
本
「
歳
《
右
補
入
：
寒
》
」
。 

慶
應
本
256
「
脩
愸
」
、
清
家
本
作
「
修
整
」
。 

慶
應
本
256
「
心
」
、
清
家
本
作
「
正
」
。 

慶
應
本
258
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 
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慶
應
本
259
「
當
《
右
：
甞
》
」
、
清
家
本
「
甞
」
。 

慶
應
本
259
「
故
憂
之
不
且
物
𢔀
患
也
」
、
清
家
本
作
「
故
不
憂
物
之
見
侵
患
也
」
。 

慶
應
本
259
「
曰
无
憂
也
」
、
清
家
本
作
「
曰
无
憂
者
也
」
。 

慶
應
本
260
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
260
「
无
憂
患
《
右
補
入
：
也
》
」
、
清
家
本
「
無
憂
患
也
」
。 

慶
應
本
261
「
怯
懼
」
、
清
家
本
作
「
法
懼
」
。 

慶
應
本
261
「
御
《
右
：
禦
》
」
、
清
家
本
「
御
」
。 

慶
應
本
261
「
故
不
懼
」
、
清
家
本
作
「
故
不
懼
也
」
。 

慶
應
本
261
「
以
共
」
、
清
家
本
作
「
与
共
」
。 

慶
應
本
262
「
此
章
𧵂
」
、
清
家
本
作
「
此
章
明
」
。 

慶
應
本
262
「
権
《
右
補
入
：
事
難
》
達
」
）
、
清
家
本
「
権
叓
難
達
」
。 

慶
應
本
262
「
先
《
右
補
入
：
従
》
正
起
《
右
補
入
：
也
》
」
、
清
家
本
作
「
先
正
起
也
」
。 

慶
應
本
264
「
支
《
右
：
友
》
」
、
清
家
本
「
友
」
。 

慶
應
本
264
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
264
「
未
必
能
之
道
也
」
、
清
家
本
作
「
未
必
能
之
道
者
也
」
。 

慶
應
本
265
「
人
各
有
」
、
清
家
本
作
「
人
各
自
有
」
。 

慶
應
本
265
「
讀
能
《
右
：
雁
点
》
」
、
清
家
本
「
能
読
？
」
。 

慶
應
本
266
「
可
与
《
右
補
入
：
適
道
未
可
》
立
」
、
清
家
本
作
「
可
与
適
道
未
可
与
立
」
。 

慶
應
本
266
「
立
立
謂
」
、
清
家
本
「
立
〻
謂
」
。 



- 182 - 

慶
應
本
266
「
議
」
、
清
家
本
作
「
謀
議
」
。 

慶
應
本
266
「
立
也
」
、
清
家
本
作
「
立
叓
也
」
。 

慶
應
本
267
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
267
「
未
能
」
、
清
家
本
作
「
未
必
能
」
。 

慶
應
本
267
「
立
也
」
、
清
家
本
作
「
成
立
者
也
」
。 

慶
應
本
268
「
通
反
」
、
清
家
本
作
「
通
変
」
。 

慶
應
本
269
「
唯
《
右
：
雖
》
」
、
清
家
本
「
𧈧
」
。 

慶
應
本
269
「
共
立
」
、
清
家
本
作
「
与
之
」
。 

慶
應
本
269
「
未
便
与
之
」
、
清
家
本
作
「
未
可
便
之
」
。 

慶
應
本
269
「
王
権
云
」
、
清
家
本
作
「
王
弼
曰
」
。 

慶
應
本
269
「
反
〻
」
、
清
家
本
作
「
変
〻
」
。 

慶
應
本
269
「
无
常
」
、
清
家
本
「
無
常
」
。 

慶
應
本
270
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
270
「
雖
能
之
道
」
、
清
家
本
作
「
雖
有
能
所
立
」
。 

慶
應
本
271
「
張
溤
曰
」
、
清
家
本
作
「
張
憑
云
」
。 

慶
應
本
271
「
皆
級
」
、
清
家
本
作
「
階
級
」
。 

慶
應
本
272
「
未
因
？
《
右
：
固
》
」
、
清
家
本
「
未
固
」
。 

慶
應
本
273
「
既
因
？
《
右
：
固
》
」
、
清
家
本
「
既
固
」
。 

慶
應
本
273
「
反
通
」
、
清
家
本
作
「
変
《
右
下
：
変
》
通
」
。 
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慶
應
本
273
「
此
矣
」
、
清
家
本
作
「
此
乎
」
。 

慶
應
本
274
「
唐
棣
之
葉
？
《
右
：
華
》
」
、
清
家
本
「
唐
棣
之
華
」
。 

慶
應
本
274
「
唐
棣
樹
《
塗
り
潰
し
、
右
：
〻
樹
》
也
」
、
清
家
本
「
唐
棣
〻
樹
也
」
。 

慶
應
本
274
「
葉
？
《
塗
り
潰
し
、
右
：
華
》
花
也
」
、
清
家
本
「
華
花
也
」
。 

慶
應
本
274
「
樹
木
之
葉
？
《
右
：
華
》
」
、
清
家
本
作
「
樹
木
之
花
」
。 

慶
應
本
276
「
大
従
」
、
清
家
本
作
「
大
順
」
。 

慶
應
本
276
「
也
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
276
「
与
反
常
」
、
清
家
本
作
「
与
常
反
也
」
。 

慶
應
本
277
「
不
得
見
」
、
清
家
本
作
「
不
過
見
」
。 

慶
應
本
277
「
其
室
」
、
清
家
本
作
「
如
其
室
」
。 

慶
應
本
278
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
278
「
唐
棣
〻
也
」
、
清
家
本
作
「
唐
棣
栘
也
」
。 

慶
應
本
278
「
葉
？
《
右
：
華
》
反
」
、
清
家
本
「
華
反
」
。 

慶
應
本
278
「
而
《
右
小
字
補
入
：
後
》
至
」
、
清
家
本
「
而
後
至
」
。 

慶
應
本
278
「
於
太
従
《
右
小
字
：
順
》
也
」
、
清
家
本
作
「
於
《
右
補
入
：
大
》
順
也
」
。 

慶
應
本
279
「
後
従
」
、
清
家
本
作
「
後
従
也
」
。 

慶
應
本
279
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
279
「
不
得
者
其
室
」
、
清
家
本
作
「
不
得
見
者
其
室
」
。 

慶
應
本
279
「
権
而
」
、
清
家
本
作
「
権
道
《
右
：
イ
无
》
而
」
。
＊
例
Ｐ 
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慶
應
本
279
「
不
得
《
右
小
字
補
入
：
見
》
者
其
道
」
、
清
家
本
作
「
不
得
見
者
其
道
」
。 

慶
應
本
280
「
遠
之
有
」
、
清
家
本
作
「
遠
之
有
哉
」
。 

慶
應
本
280
「
【
⿰
舌
又
】
《
右
：
引
》
」
、
清
家
本
「
引
」
。 

慶
應
本
280
「
𧬋
《
右
：
證
》
」
、
清
家
本
「
證
」
。 

慶
應
本
280
「
未
有
思
之
〻
者
」
、
清
家
本
作
「
未
有
思
之
者
」
。 

慶
應
本
281
「
反
」
、
清
家
本
作
「
返
《
右
下
：
反
イ
》
」
。 

慶
應
本
281
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
283
「
次
《
右
小
字
補
入
：
序
》
斯
《
右
小
字
補
入
：
則
》
可
知
矣
」
、
清
家
本
作
「
次
序
斯
可
知
矣
」
。 

慶
應
本
284
「
郷
黨 

 
 

 

苐
十
」
、
清
家
本
作
「
論
語
郷
黨
十
〈
此
篇
明
孔
子
教
訓
在
於
郷
黨
之
時
所
以
次
前
者
／
既
朝
庭
感
希
故
退
还
應
於
郷
黨
故
為

次
之
〉 

何
晏
集
解
」〔
清
家
本
、
次
行
か
ら
以
下
小
字
4
行
「
正
義
曰
此
篇
唯
記
孔
子
在
魯
国
郷
黨
中
言
行
故
分
／
之
以
次
前
篇
也
此
篇
雖
曰
一
章
其

間
叓
義
亦
以
類
／
／
相
従
今
各
／
依
文
解
也
」
〕
。 

慶
應
本
286
「
郊
外
有
」
、
清
家
本
作
「
郊
外
道
《
右
：
イ
无
》
有
」
。 

慶
應
本
288
「
郷
黨
」
、
清
家
本
作
「
郷
黨
也
」
。 

慶
應
本
288
「
恂
〻
如
也
」
、
清
家
本
「
恂
恂
如
也
」
。 

慶
應
本
288
「
恂
温
恭
【
⿱
白
亡
】
也
」
、
清
家
本
作
「
恂
〻
温
恭
㒵
」
。 

慶
應
本
288
「
郷
〻
里
〻
」
、
清
家
本
「
郷
里
〻
〻
」
。 

慶
應
本
289
「
恂
恂
如
也
」
、
清
家
本
「
恂
〻
如
也
」
。 

慶
應
本
290
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
290
「
恂
恂
」
、
清
家
本
「
恂
〻
」
。 
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慶
應
本
290
「
其
在
宗
庿
」
、
清
家
本
「
其
《
右
補
入
：
在
》
宗
庿
」
。 

慶
應
本
290
「
哽
〻
」
、
清
家
本
作
「
便
〻
」
。 

慶
應
本
291
「
孔
」
、
清
家
本
作
「
孔
子
」
。 

慶
應
本
291
「
詡
《
右
：
訓
》
」
、
清
家
本
作
「
酬
《
右
下
：
酬
》
」
。 

慶
應
本
292
「
湏
問
」
、
清
家
本
作
「
問
」
。 

慶
應
本
292
「
流
哽
〻
言
也
」
、
清
家
本
作
「
流
哽
故
云
便
〻
言
也
」
。 

慶
應
本
292
「
流
便
」
、
清
家
本
作
「
流
哽
」
。 

慶
應
本
292
「
《
右
補
入
：
故
》
云
」
、
清
家
本
「
故
云
」
。 

慶
應
本
293
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
293
「
哽
〻
」
、
清
家
本
「
哽
《
右
下
：
便
イ
》
〻
」
。 

慶
應
本
293
「
辨
」
、
清
家
本
作
「
言
辨
」
。 

慶
應
本
293
「
而
謹
《
二
字
右
：
也
雖
辨
》
敬
」
、
清
家
本
作
「
而
謹
敬
㒵
也
雖
辨
」
。 

慶
應
本
293
「
侃
〻
《
右
補
入
：
如
》
也
」
、
清
家
本
「
侃
〻
如
也
」
。 

慶
應
本
294
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
294
「
侃
〻
《
右
補
入
：
和
》
樂
貇
也
」
、
清
家
本
「
侃
〻
和
樂
㒵
也
」
。 

慶
應
本
294
「
上
大
夫
」
、
清
家
本
作
「
上
太
夫
」
。 

慶
應
本
295
「
上
大
夫
」
、
清
家
本
作
「
上
太
夫
」
。 

慶
應
本
296
「
孔
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
297
「
而
視
」
、
清
家
本
作
「
而
出
視
」
。 
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慶
應
本
298
「
視
〻
之
〻
」
、
清
家
本
作
「
視
之
」
。 

慶
應
本
298
「
揖
二
《
朱
塗
り
潰
し
、
右
上
：
見
消
符
》
人
《
右
上
：
士
》
土
《
朱
塗
り
潰
し
》
」
、
清
家
本
「
揖
士
」
。 

慶
應
本
298
「
此
視
」
、
清
家
本
作
「
此
君
視
」
。 

慶
應
本
299
「
不
得
」
、
清
家
本
「
不
須
《
右
上
・
左
下
：
ヒ
》
得
」
。 

慶
應
本
299
「
急
速
」
、
清
家
本
作
「
急
遠
」
。 

慶
應
本
299
「
二
以
《
以
上
二
字
朱
塗
り
潰
し
》
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
300
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
300
「
君
在
君
視
朝
也
」
、
清
家
本
作
「
《
右
補
入
：
君
在
者
》
君
視
朝
也
」
。 

慶
應
本
302
「
《
右
補
入
：
君
》
召
」
、
清
家
本
「
君
召
」
。 

慶
應
本
302
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
302
「
曰
使
𢷤
」
、
清
家
本
作
「
曰
君
召
使
𢷤
」
。 

慶
應
本
302
「
有
賔
」
、
清
家
本
作
「
有
賔
《
右
補
入
：
客
》
」
。 

慶
應
本
303
「
未
𢷤
」
、
清
家
本
作
「
紹
𢷤
」
。 

慶
應
本
303
「
反
色
」
、
清
家
本
作
「
変
色
」
。 

慶
應
本
304
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
304
「
《
右
補
入
：
必
》
反
色
也
」
、
清
家
本
作
「
必
変
色
也
」
。 

慶
應
本
304
「
磐
辟
」
、
清
家
本
作
「
盤
辟
」
。 

慶
應
本
304
「
【
⿱
白
亡
】
」
、
清
家
本
「
㒵
《
右
下
：
イ
无
》
」
。 

慶
應
本
305
「
自
客
？
」
、
清
家
本
作
「
自
容
」
。 
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慶
應
本
305
「
磐
辟
」
、
清
家
本
作
「
盤
辟
」
。 

慶
應
本
305
「
躣
《
右
：
見
消
符
》
躍
」
、
清
家
本
作
「
躣
」
。 

慶
應
本
306
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
306
「
曰
」
、
清
家
本
作
「
曰
《
右
補
入
：
躣
如
》
」
。 

慶
應
本
306
「
磐
《
右
：
便
》
辟
」
、
清
家
本
作
「
盤
辟
」
。 

慶
應
本
306
「
磐
辟
」
、
清
家
本
作
「
盤
辟
」
。 

慶
應
本
306
「
手
」
、
清
家
本
作
「
其
手
」
。 

慶
應
本
307
「
介
」
、
清
家
本
作
「
命
介
」
。 

慶
應
本
308
「
且
作
」
、
清
家
本
作
「
副
《
右
：
イ
无
》
且
作
」
。
＊
例
Ｇ 

慶
應
本
308
「
茖
《
右
：
若
》
云
《
右
：
公
》
」
、
清
家
本
「
若
公
」
。 

慶
應
本
308
「
西
邊
而
？
□
□
門
」
、
清
家
本
「
西
边
向
北
去
門
」
。 

慶
應
本
309
「
麗
《
之
繞
を
上
書
き
、
右
：
邐
》
迣
《
右
：
迤
》
」
、
清
家
本
「
邐
𨒶
」
。 

慶
應
本
311
「
不
随
不
随
《
塗
り
潰
し
》
」
、
清
家
本
作
「
不
随
」
。 

慶
應
本
311
「
命
」
、
清
家
本
作
「
命
数
」
。 

慶
應
本
311
「
強
半
之
數
」
、
清
家
本
作
「
強
半
數
」
。 

慶
應
本
312
「
在
公
之
南
」
、
清
家
本
「
在
《
右
下
：
イ
无
》
公
之
南
」
。 

慶
應
本
312
「
麗
《
之
繞
を
上
書
き
》
迆
」
、
清
家
本
「
邐
𨒶
」
。 

慶
應
本
312
「
卌
五
歩
之
中
」
、
清
家
本
作
「
卌
五
歩
中
」
。 

慶
應
本
313
「
間
」
、
清
家
本
作
「
中
間
」
。 
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慶
應
本
314
「
上
賔
」
、
清
家
本
作
「
上
𢷤
」
。 

慶
應
本
314
「
至
於
」
、
清
家
本
「
至
於
《
右
下
：
イ
无
》
」
。 

慶
應
本
314
「
下
《
右
補
入
：
〻
》
𢷤
〻
」
、
清
家
本
「
下
〻
𢷤
〻
」
。 

慶
應
本
315
「
次
而
」
、
清
家
本
作
「
以
次
而
」
。 

慶
應
本
315
「
下
至
下
〻
《
塗
り
潰
し
》
介
《
右
補
入
：
下
》
介
」
、
清
家
本
作
「
下
至
下
〻
介
」
。 

慶
應
本
315
「
𢷤
〻
」
、
清
家
本
作
「
儐
〻
」
。 

慶
應
本
316
「
授
」
、
清
家
本
作
「
授
受
」
。 

慶
應
本
316
「
癈
？
手
」
、
清
家
本
作
「
戻
手
」
。 

慶
應
本
317
「
故
云
」
、
清
家
本
作
「
故
曰
」
。 

慶
應
本
317
「
揖
所
」
、
清
家
本
「
揖
《
右
下
：
イ
无
》
所
」
。 

慶
應
本
317
「
向
在
《
右
：
左
》
」
、
清
家
本
「
向
左
」
。 

慶
應
本
319
「
襜
如
」
、
清
家
本
「
襜
《
右
下
：
襜
》
如
」
。 

慶
應
本
319
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
320
「
俛
」
、
清
家
本
作
「
侻
」
。 

慶
應
本
321
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
321
「
端
好
也
」
、
清
家
本
作
「
端
正
《
左
下
：
イ
无
》
好
色
《
左
下
：
イ
无
》
如
也
」
。 

慶
應
本
322
「
至
《
右
：
矣
》
」
、
清
家
本
「
矣
」
。 

慶
應
本
323
「
返
還
」
、
清
家
本
作
「
反
還
」
。 

慶
應
本
323
「
以
白
君
也
」
、
清
家
本
作
「
以
白
君
」
。 
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慶
應
本
323
「
賔
茖
《
右
：
若
》
」
、
清
家
本
作
「
道
賔
」
。 

慶
應
本
324
「
不
足
」
、
清
家
本
作
「
未
足
」
。 

慶
應
本
325
「
則
《
右
：
見
消
符
》
明
」
、
清
家
本
作
「
明
則
」
。 

慶
應
本
325
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
325
「
鄭
玄
曰
」
、
清
家
本
作
「
孔
安
国
曰
」
。 

慶
應
本
327
「
曲
𣫍
也
」
、
清
家
本
「
曲
歛
也
」
。 

慶
應
本
327
「
則
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
327
「
曲
𣫍
身
」
、
清
家
本
「
曲
㰸
身
」
。 

慶
應
本
328
「
太
」
、
清
家
本
作
「
大
」
。 

慶
應
本
328
「
恒
曲
𣫍
」
、
清
家
本
「
恒
曲
㰸
」
。 

慶
應
本
328
「
侠
」
、
清
家
本
作
「
狹
」
。 

慶
應
本
328
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
328
「
躬
身
也
」
、
清
家
本
作
「
㰸
身
也
」
。 

慶
應
本
329
「
以
硋
？
」
、
清
家
本
作
「
以
磎
？
」
。 

慶
應
本
329
「
扇
《
右
：
扉
》
」
、
清
家
本
「
扇
」
。 

慶
應
本
329
「
交
䖏
」
、
清
家
本
作
「
交
処
也
」
。 

慶
應
本
330
「
為
棖
棖
」
、
清
家
本
「
為
棖
〻
」
。 

慶
應
本
330
「
棖
𧢻
」
、
清
家
本
作
「
棖
【
⿰
⻆
曷
】
」
。 

慶
應
本
330
「
門
也
門
《
以
上
二
字
朱
塗
り
潰
し
》
也
」
、
清
家
本
「
門
也
」
。 
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慶
應
本
331
「
賔
行
之
道
」
、
清
家
本
作
「
賔
行
之
道
也
」
。 

慶
應
本
331
「
係
屢
《
右
：
属
》
」
、
清
家
本
「
係
属
」
。 

慶
應
本
331
「
茖
《
右
：
若
》
」
、
清
家
本
「
若
」
。 

慶
應
本
332
「
悵
」
、
清
家
本
作
「
棖
」
。 

慶
應
本
332
「
中
史
《
右
：
央
》
」
、
清
家
本
「
中
央
」
。 

慶
應
本
332
「
時
」
、
清
家
本
作
「
是
」
。 

慶
應
本
332
「
不
履
閾
」
、
清
家
本
作
「
行
不
履
閾
」
。 

慶
應
本
332
「
限
【
⿰
阝
長
】
《
朱
塗
り
潰
し
、
右
：
見
消
符
》
也
」
、
清
家
本
「
限
也
」
。 

慶
應
本
333
「
土
」
、
清
家
本
作
「
出
」
。 

慶
應
本
333
「
其
有
《
右
補
入
：
二
》
儀
二
一
《
以
上
二
字
塗
り
潰
し
、
右
補
入
：
一
》
則
」
、
清
家
本
作
「
其
義
有
二
一
則
」
。 

慶
應
本
334
「
茖
《
右
：
若
》
」
、
清
家
本
「
若
」
。 

慶
應
本
334
「
洿
〻
限
〻
」
、
清
家
本
作
「
汚
〻
限
〻
」
。 

慶
應
本
334
「
洿
跨
者
之
衣
也
」
、
清
家
本
作
「
汚
跨
者
之
衣
也
」
。 

慶
應
本
334
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
335
「
過
位
《
右
：
位
》
」
、
清
家
本
「
過
位
」
。 

慶
應
本
335
「
勃
如
」
、
清
家
本
作
「
勃
如
也
」
。 

慶
應
本
335
「
謂
宁
《
右
：
宇
》
」
、
清
家
本
作
「
謂
在
宇
《
右
下
：
宁
》
」
。 

慶
應
本
336
「
此
位
可
尊
此
位
」
、
清
家
本
作
「
此
〻
位
〻
可
尊
」
。 

慶
應
本
336
「
勃
」
、
清
家
本
作
「
勃
然
」
。 
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慶
應
本
337
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
337
「
故
言
？
」
、
清
家
本
「
故
言
」
。 

慶
應
本
338
「
少
美
」
、
清
家
本
作
「
少
差
」
。 

慶
應
本
339
「
攝
摳
也
《
朱
塗
り
潰
し
、
右
：
見
消
符
》
至
君
堂
也
」
、
清
家
本
作
「
至
君
坣
也
摂
摳
也
」
。 

慶
應
本
339
「
𪗋
裳
」
、
清
家
本
作
「
𪗋
衣
裳
」
。 

慶
應
本
339
「
下
絳
《
右
：
縫
》
也
」
、
清
家
本
「
下
縫
也
」
。 

慶
應
本
339
「
君
當
《
朱
点
、
右
：
見
消
符
》
堂
」
、
清
家
本
作
「
君
坣
當
」
。 

慶
應
本
339
「
而
」
、
清
家
本
「
而
《
右
下
：
イ
无
》
」
。 

慶
應
本
340
「
故
曰
」
、
清
家
本
作
「
故
云
」
。 

慶
應
本
340
「
自
𣫍
」
、
清
家
本
「
自
㰸
」
。 

慶
應
本
340
「
鞠
躬
也
」
、
清
家
本
作
「
鞠
躬
如
也
」
。 

慶
應
本
341
「
疊
除
之
【
⿱
白
亡
】
」
、
清
家
本
作
「
疂
除
㒵
」
。 

慶
應
本
341
「
息
亦
氣
」
、
清
家
本
作
「
息
亦
𣱖
也
」
。 

慶
應
本
342
「
疊
」
、
清
家
本
作
「
疂
除
」
。 

慶
應
本
342
「
咆
𠹎
」
、
清
家
本
「
咆
【
⿱
啉
灬
】
」
。 

慶
應
本
342
「
棖
」
、
清
家
本
作
「
長
」
。 

慶
應
本
342
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
343
「
攝
𪗋
者
」
、
清
家
本
作
「
●
《
右
：
摂
、
右
補
入
：
𪗋
》
者
」
。 

慶
應
本
343
「
是
」
、
清
家
本
作
「
是
也
」
。 



- 192 - 

慶
應
本
343
「
呈
」
、
清
家
本
作
「
逞
」
。 

慶
應
本
344
「
呈
申
也
」
、
清
家
本
作
「
逞
申
也
」
。 

慶
應
本
345
「
屏
氣
氣
《
右
：
見
消
符
》
」
、
清
家
本
「
屏
𣱖
」
。 

慶
應
本
345
「
亦
申
」
、
清
家
本
作
「
亦
申
色
《
右
下
：
イ
无
》
申
《
右
：
イ
无
》
」
。 

慶
應
本
346
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
346
「
下
階
舒
氣
」
、
清
家
本
作
「
下
階
《
右
補
入
：
而
》
舒
𣱖
」
。 

慶
應
本
346
「
怡
如
」
、
清
家
本
作
「
怡
〻
如
」
。 

慶
應
本
347
「
諸
」
、
清
家
本
作
「
謂
」
。 

慶
應
本
347
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
348
「
盡
階
〻
《
右
：
見
消
符
》
也
」
、
清
家
本
作
「
尽
階
」
。 

慶
應
本
348
「
至
此
」
、
清
家
本
作
「
至
此
位
」
。 

慶
應
本
348
「
注
《
右
：
注
》
」
、
清
家
本
作
「
更
」
。 

慶
應
本
349
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
349
「
如
也
如
不
勝
」
、
清
家
本
「
如
《
右
補
入
：
也
如
》
不
勝
」
。 

慶
應
本
349
「
為
君
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
350
「
圭
者
瑞
玉
也
」
、
清
家
本
作
「
圭
瑞
玉
也
」
。 

慶
應
本
350
「
為
」
、
清
家
本
作
「
以
為
」
。 

慶
應
本
351
「
身
圭
」
、
清
家
本
作
「
信
圭
」
。 

慶
應
本
351
「
糓
𨐬
」
、
清
家
本
作
「
糓
璧
」
。 
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慶
應
本
351
「
蒲
𨐬
」
、
清
家
本
作
「
蒲
璧
」
。 

慶
應
本
351
「
若
五
等
」
、
清
家
本
作
「
五
等
若
」
。 

慶
應
本
352
「
君
使
其
臣
」
、
清
家
本
作
「
若
使
其
臣
」
。 

慶
應
本
352
「
𨉂
《
右
補
入
：
鄰
》
國
」
、
清
家
本
「
聘
鄰
国
」
。 

慶
應
本
352
「
各
咸
」
、
清
家
本
作
「
減
」
。 

慶
應
本
352
「
其
《
右
補
入
：
君
》
一
寸
」
、
清
家
本
「
其
君
一
寸
」
。 

慶
應
本
353
「
執
身
圭
」
、
清
家
本
作
「
執
信
圭
」
。 

慶
應
本
353
「
孔
子
《
右
朱
：
所
》
執
〻
」
、
清
家
本
「
孔
子
所
執
執
」
。 

慶
應
本
353
「
君
之
身
圭
」
、
清
家
本
作
「
君
之
信
圭
」
。 

慶
應
本
353
「
及
至
」
、
清
家
本
「
及
在
《
右
上
：
ヒ
》
至
」
。 

慶
應
本
353
「
至
雖
軽
」
、
清
家
本
作
「
圭
雖
軽
」
。 

慶
應
本
354
「
己
不
」
、
清
家
本
作
「
似
己
不
」
。 

慶
應
本
354
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
355
「
則
《
右
：
時
》
」
、
清
家
本
作
「
持
」
。 

慶
應
本
355
「
初
」
、
清
家
本
作
「
欲
」
。 

慶
應
本
355
「
授
」
、
清
家
本
作
「
授
受
」
。 

慶
應
本
355
「
時
」
、
清
家
本
作
「
之
」
。 

慶
應
本
356
「
取
玉
授
与
人
」
、
清
家
本
作
「
取
玉
上
《
左
：
イ
无
》
授
与
人
」
。
＊
例
Ｈ 

慶
應
本
356
「
人
《
右
：
見
消
符
》
府
」
、
清
家
本
作
「
俯
」
。 
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慶
應
本
356
「
奠
」
、
清
家
本
「
尊
《
右
上
：
ヒ
、
右
下
：
奠
》
」
。 

慶
應
本
357
「
地
《
右
：
見
消
符
》
也
」
、
清
家
本
「
也
」
。 

慶
應
本
357
「
徐
〻
府
」
、
清
家
本
作
「
徐
〻
俯
」
。 

慶
應
本
357
「
僂
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
357
「
授
受
時
」
、
清
家
本
作
「
授
時
」
。 

慶
應
本
358
「
人
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
358
「
闘
《
右
：
見
消
符
》
【
⿰
豆
寸
】
《
右
：
闘
》
」
、
清
家
本
「
闘
」
。 

慶
應
本
359
「
行
時
容
」
、
清
家
本
作
「
行
時
之
容
」
。 

慶
應
本
360
「
有
所
就
」
、
清
家
本
作
「
有
所
蹴
」
。 

慶
應
本
360
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
361
「
戦
色
敬
也
」
、
清
家
本
「
戦
色
《
右
補
入
：
敬
也
》
」
。 

慶
應
本
361
「
有
脩
？
」
、
清
家
本
作
「
有
循
」
。 

慶
應
本
361
「
电
」
、
清
家
本
「
曳
」
。 

慶
應
本
361
「
三
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
362
「
电
」
、
清
家
本
「
曳
《
右
下
：
曳
》
」
。 

慶
應
本
363
「
躬
《
右
：
𨉂
》
後
」
、
清
家
本
「
聘
後
」
。 

慶
應
本
363
「
身
《
右
：
甹
》
」
〔
＝
𨉯
〕
、
清
家
本
「
聘
」
。 

慶
應
本
363
「
行
礼
〻
玉
」
、
清
家
本
作
「
行
礼
礼
玉
《
右
下
：
王
イ
》
」
。 

慶
應
本
364
「
君
謂
之
君
謂
《
朱
塗
り
潰
し
、
右
朱
：
見
消
符
》 

之
《
朱
塗
り
潰
し
、
右
朱
：
見
消
符
》
」
、
清
家
本
「
君
謂
之
」
。 
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慶
應
本
365
「
唯
《
右
：
雖
》
」
、
清
家
本
「
唯
」
。 

慶
應
本
366
「
朝
躬
」
、
清
家
本
作
「
朝
聘
」
。 

慶
應
本
366
「
獻
」
、
清
家
本
作
「
献
物
」
。 

慶
應
本
366
「
𨉂
玉
同
」
、
清
家
本
作
「
聘
玉
◦
《
前
行
よ
り
補
入
：
同
》
也
」
。 

慶
應
本
368
「
【
⿰
禾
有
】
軽
」
、
清
家
本
作
「
猶
稍
軽
」
。 

慶
應
本
369
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
369
「
躬
礼
」
、
清
家
本
作
「
聘
礼
」
。 

慶
應
本
369
「
圭
𨐬
」
、
清
家
本
作
「
圭
璧
」
。 

慶
應
本
370
「
不
用
《
右
：
同
》
」
、
清
家
本
「
不
同
」
。 

慶
應
本
372
「
容
也
」
、
清
家
本
作
「
容
者
也
」
。 

慶
應
本
373
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
373
「
束
錦
」
、
清
家
本
「
束
錦
《
右
下
：
帛
イ
》
」
。 

慶
應
本
374
「
紺
緅
」
、
清
家
本
作
「
紺
緅
【
⿰
糸
⿱
𠂉
巾
】
」
。 

慶
應
本
374
「
自
土
」
、
清
家
本
作
「
自
士
」
。 

慶
應
本
374
「
以
上
也
衣
服
」
、
清
家
本
作
「
以
上
也
士
以
上
衣
服
」
。 

慶
應
本
375
「
玄
色
」
、
清
家
本
作
「
玄
色
也
」
。 

慶
應
本
375
「
餝
者
」
、
清
家
本
「
飾
者
」
。 

慶
應
本
375
「
所
以
」
、
清
家
本
作
「
所
色
以
」
。 

慶
應
本
376
「
縁
」
、
清
家
本
「
縁
《
右
下
：
餝
イ
》
」
。 
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慶
應
本
376
「
茖
《
右
：
若
》
」
、
清
家
本
「
若
」
。 

慶
應
本
376
「
紺
為
」
、
清
家
本
「
紺
《
右
下
：
緅
イ
》
為
」
。 

慶
應
本
377
「
衣
餝
」
、
清
家
本
作
「
衣
錦
《
右
下
：
餝
イ
》
」
。 

慶
應
本
378
「
不
用
」
、
清
家
本
作
「
不
敢
用
」
。 

慶
應
本
378
「
不
紺
緅
」
、
清
家
本
作
「
不
以
紺
緅
」
。 

慶
應
本
378
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
379
「
紺
《
右
：
見
消
符
》
緅
者
」
、
清
家
本
「
緅
者
」
。 

慶
應
本
379
「
為
餝
」
、
清
家
本
「
為
《
左
：
イ
无
》
飾
」
。 

慶
應
本
380
「
似
喪
服
」
、
清
家
本
作
「
似
衣
喪
服
」
。 

慶
應
本
380
「
不
餝
衣
」
、
清
家
本
作
「
不
《
欄
外
補
入
：
以
》
飾
衣
」
。 

慶
應
本
380
「
然
案
」
、
清
家
本
作
「
然
按
」
。 

慶
應
本
381
「
或
」
、
清
家
本
作
「
惑
」
。 

慶
應
本
381
「
緅
」
、
清
家
本
作
「
紺
」
。 

慶
應
本
382
「
頌
《
右
：
領
》
」
、
清
家
本
「
領
」
。 

慶
應
本
382
「
考
工
」
、
清
家
本
作
「
考
工
記
」
。 

慶
應
本
382
「
緟
」
、
清
家
本
作
「
【
⿰
糸
𤋱
】
」
。 

慶
應
本
383
「
●
《
右
：
矣
》
」
、
清
家
本
「
矣
」
。 

慶
應
本
384
「
私
𧃳
之
服
」
、
清
家
本
作
「
私
𧃳
衣
服
」
。 

慶
應
本
386
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 



- 197 - 

慶
應
本
387
「
服
也
」
、
清
家
本
作
「
服
者
也
」
。 

慶
應
本
387
「
无
所
施
也
」
、
清
家
本
作
「
无
所
施
」
。 

慶
應
本
387
「
鄭
」
、
清
家
本
作
「
鄭
玄
」
。 

慶
應
本
387
「
注
論
語
」
、
清
家
本
作
「
注
論
語
云
」
。 

慶
應
本
387
「
《
右
朱
補
入
：
紺
》
緅
」
、
清
家
本
「
紺
緅
」
。 

慶
應
本
388
「
紅
緟
」
、
清
家
本
作
「
紅
【
⿰
糸
𤋱
】
」
。 

慶
應
本
388
「
所
《
朱
塗
り
潰
し
》
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
388
「
玄
緟
」
、
清
家
本
作
「
玄
【
⿰
糸
𤋱
】
」
。 

慶
應
本
388
「
右
《
右
：
石
》
」
、
清
家
本
「
石
《
右
：
不
イ
》
」
。 

慶
應
本
389
「
純
？
縁
」
、
清
家
本
「
純
縁
」
。 

慶
應
本
390
「
侃
案
」
、
清
家
本
作
「
侃
按
」
。 

慶
應
本
391
「
流
黄
」
、
清
家
本
作
「
緇
」
。 

慶
應
本
391
「
黄
《
右
補
入
：
之
》
間
」
、
清
家
本
「
黄
之
間
」
。 

慶
應
本
391
「
也
之
《
右
：
見
消
符
》
」
、
清
家
本
「
也
」
。 

慶
應
本
392
「
問
？
色
」
、
清
家
本
作
「
間
色
」
。 

慶
應
本
392
「
𩒠
」
、
清
家
本
「
頴
」
。 

慶
應
本
392
「
木
〻
色
」
、
清
家
本
「
木
木
色
」
。 

慶
應
本
392
「
克
」
、
清
家
本
作
「
尅
」
。 

慶
應
本
393
「
縁
《
右
：
緑
》
」
、
清
家
本
「
緑
」
。 
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慶
應
本
393
「
東
方
間
」
、
清
家
本
作
「
東
方
之
間
」
。 

慶
應
本
393
「
火
〻
色
」
、
清
家
本
「
火
火
色
」
。 

慶
應
本
393
「
克
」
、
清
家
本
作
「
尅
」
。 

慶
應
本
393
「
金
〻
白
色
」
、
清
家
本
作
「
金
〻
色
白
」
。 

慶
應
本
394
「
為
紅
〻
南
方
問
也
」
、
清
家
本
作
「
為
紅
〻
為
南
方
間
也
」
。 

慶
應
本
394
「
克
」
、
清
家
本
作
「
尅
」
。 

慶
應
本
395
「
水
〻
色
」
、
清
家
本
「
水
水
色
」
。 

慶
應
本
395
「
克
」
、
清
家
本
作
「
尅
」
。 

慶
應
本
396
「
克
」
、
清
家
本
作
「
尅
」
。 

慶
應
本
397
「
流
〻
黄
〻
」
、
清
家
本
作
「
緇
黄
〻
〻
」
。 

慶
應
本
397
「
流
黄
」
、
清
家
本
作
「
緇
黄
」
。 

慶
應
本
397
「
一
法
」
、
清
家
本
作
「
一
註
《
右
下
：
法
イ
》
」
。
＊
例
Ｎ 

慶
應
本
398
「
康
𨐌
」
、
清
家
本
作
「
庚
辛
」
。 

慶
應
本
398
「
壬
关
」
、
清
家
本
「
壬
癸
」
。 

慶
應
本
398
「
水
」
、
清
家
本
作
「
水
〻
」
。 

慶
應
本
398
「
克
」
、
清
家
本
作
「
尅
」
。 

慶
應
本
398
「
以
戊
《
右
：
戊
》
」
、
清
家
本
作
「
戊
以
」
。 

慶
應
本
399
「
故
縁
《
右
：
緑
》
也
」
、
清
家
本
作
「
故
為
緑
也
」
。 

慶
應
本
399
「
克
《
右
：
克
》
」
、
清
家
本
作
「
尅
」
。 
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慶
應
本
399
「
康
」
、
清
家
本
作
「
庚
」
。 

慶
應
本
400
「
克
木
」
、
清
家
本
作
「
尅
木
」
。 

慶
應
本
400
「
康
」
、
清
家
本
作
「
於
庚
」
。 

慶
應
本
400
「
白
」
、
清
家
本
作
「
於
白
」
。 

慶
應
本
400
「
克
火
」
、
清
家
本
作
「
尅
火
」
。 

慶
應
本
401
「
里
」
、
清
家
本
作
「
於
黒
」
。 

慶
應
本
401
「
克
」
、
清
家
本
作
「
尅
」
。 

慶
應
本
401
「
关
」
、
清
家
本
「
癸
」
。 

慶
應
本
402
「
流
黄
」
、
清
家
本
作
「
緇
黄
」
。 

慶
應
本
402
「
也
矣
」
、
清
家
本
作
「
者
也
」
。 

慶
應
本
402
「
𥿠
絡
？
必
」
、
清
家
本
「
絺
絡
必
」
。 

慶
應
本
402
「
熱
」
、
清
家
本
作
「
爇
」
。 

慶
應
本
403
「
【
⿰
糸
⿱
𠂉
各
】
？
《
右
：
朱
点
》
大
」
、
清
家
本
「
絡
大
」
。 

慶
應
本
404
「
无
別
」
、
清
家
本
「
無
別
」
。 

慶
應
本
405
「
雖
熱
」
、
清
家
本
作
「
𧈧
爇
」
。 

慶
應
本
405
「
若
歩
」
、
清
家
本
「
若
出
」
。 

慶
應
本
405
「
上
衣
」
、
清
家
本
作
「
上
衣
也
」
。 

慶
應
本
406
「
亦
加
」
、
清
家
本
作
「
亦
必
加
」
。 

慶
應
本
407
「
衣
𫟚
裘
」
、
清
家
本
作
「
衣
裏
之
裘
」
。 
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慶
應
本
407
「
秤
」
、
清
家
本
「
称
」
。 

慶
應
本
408
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
408
「
𥿸
葛
也
」
、
清
家
本
作
「
絺
絡
葛
也
」
。 

慶
應
本
409
「
深
黒
」
、
清
家
本
作
「
染
黒
」
。 

慶
應
本
410
「
六
入
也
」
、
清
家
本
作
「
六
入
色
也
」
。 

慶
應
本
410
「
秤
」
、
清
家
本
「
称
」
。 

慶
應
本
410
「
故
羔
裘
也
」
、
清
家
本
作
「
故
内
羔
裘
也
」
。 

慶
應
本
411
「
素
積
《
右
補
入
：
裳
也
素
積
》
者
」
、
清
家
本
「
素
積
裳
也
素
積
者
」
。 

慶
應
本
411
「
辟
」
、
清
家
本
作
「
襞
衣
」
。 

慶
應
本
412
「
无
數
」
、
清
家
本
「
無
數
」
。 

慶
應
本
412
「
此
是
」
、
清
家
本
作
「
素
《
右
上
：
ヒ
》
此
」
。 

慶
應
本
412
「
視
朝
之
服
也
諸
侯
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
413
「
𨐚
《
右
上
：
朱
点
》
臣
」
、
清
家
本
作
「
群
臣
」
。 

慶
應
本
413
「
朝
君
也
」
、
清
家
本
作
「
朝
君
之
也
」
。 

慶
應
本
415
「
秤
」
、
清
家
本
「
称
」
。 

慶
應
本
415
「
羣
臣
」
、
清
家
本
作
「
郡
臣
」
。 

慶
應
本
415
「
従
」
、
清
家
本
作
「
従
之
」
。 

慶
應
本
416
「
為
裘
」
、
清
家
本
作
「
為
裘
也
」
。 

慶
應
本
416
「
軽
」
、
清
家
本
作
「
旣
軽
」
。 
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慶
應
本
417
「
𢉖
〻
子
〻
」
、
清
家
本
「
鹿
子
〻
〻
」
。 

慶
應
本
417
「
太
𢉖
《
右
下
：
朱
点
》
蜡
」
、
清
家
本
作
「
大
蜡
」
。 

慶
應
本
417
「
皮
并
」
、
清
家
本
作
「
皮
弁
」
。 

慶
應
本
418
「
鄭
」
、
清
家
本
作
「
鄭
玄
」
。 

慶
應
本
418
「
郊
持
」
、
清
家
本
作
「
郊
特
特
《
右
上
：
ヒ
、
右
下
：
牲
》
云
」
。 

慶
應
本
418
「
皮
并
」
、
清
家
本
作
「
皮
弁
」
。 

慶
應
本
419
「
抓
裘
」
、
清
家
本
作
「
𤜶
裘
」
。 

慶
應
本
419
「
太
蜡
」
、
清
家
本
作
「
大
蜡
」
。 

慶
應
本
419
「
衆
」
、
清
家
本
作
「
象
」
。 

慶
應
本
420
「
黄
冠
」
、
清
家
本
作
「
黄
冠
也
」
。 

慶
應
本
420
「
持
裘
」
、
清
家
本
作
「
特
為
裘
」
。 

慶
應
本
420
「
以
相
秤
也
」
、
清
家
本
作
「
以
相
称
【
⿰
衤
平
】
《
右
下
：
イ
无
》
礼
《
右
下
：
イ
无
》
也
」
。 

慶
應
本
421
「
随
君
之
黄
衣
也
」
、
清
家
本
作
「
随
君
着
之
《
左
下
：
イ
无
》
黄
《
左
下
：
イ
无
》
衣
也
」
。 

慶
應
本
422
「
鄭
【
⿱
玄
小
】
曰
郊
持
」
、
清
家
本
作
「
鄭
玄
註
郊
特
性
云
」
。 

慶
應
本
422
「
祭
《
右
補
入
：
云
祭
》
謂
」
、
清
家
本
「
祭
云
祭
謂
」
。 

慶
應
本
422
「
蜡
而
臈
」
、
清
家
本
作
「
蜡
臈
」
。 

慶
應
本
423
「
論
語
曰
」
、
清
家
本
作
「
論
語
云
」
。 

慶
應
本
423
「
案
」
、
清
家
本
作
「
按
」
。 

慶
應
本
423
「
姓
《
右
：
牲
》
」
、
清
家
本
作
「
性
」
。 



- 202 - 

慶
應
本
424
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
424
「
秤
」
、
清
家
本
「
称
」
。 

慶
應
本
424
「
也
」
下
、
清
家
本
有
「
私
家
裘
長
主
温
也
短
右
袂
便
作
叓
也
」
〔
次
注
に
同
文
〕
。 

慶
應
本
424
「
右
皮
《
右
：
袂
》
」
、
清
家
本
「
右
袂
」
。 

慶
應
本
424
「
家
」
、
清
家
本
作
「
家
中
」
。 

慶
應
本
425
「
无
加
衣
」
、
清
家
本
「
無
加
衣
」
。 

慶
應
本
426
「
使
《
右
補
入
：
作
息
便
》
也
」
、
清
家
本
「
使
作
息
便
也
」
。 

慶
應
本
427
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
427
「
孔
安
國
曰
私
家
～
作
事
也
」
、
清
家
本
「
孔
安
囯
《
右
：
イ
本
ニ
此
注
无
》
曰
私
家
～
作
叓
也
」
〔
前
に
同
文
〕
。 

慶
應
本
428
「
被
冝
長
」
、
清
家
本
作
「
冝
長
」
。 

慶
應
本
428
「
故
一
身
有
半
也
」
、
清
家
本
作
「
故
長
一
身
有
半
也
」
。 

慶
應
本
429
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
429
「
今
之
被
也
」
、
清
家
本
「
今
《
右
補
入
：
之
》
被
也
」
。 

慶
應
本
430
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
431
「
然
前
」
、
清
家
本
作
「
然
則
」
。 

慶
應
本
431
「
𧃳
」
、
清
家
本
作
「
𧃳
裘
」
。 

慶
應
本
431
「
无
所
」
、
清
家
本
「
無
所
」
。 

慶
應
本
432
「
喪
已
」
、
清
家
本
作
「
喪
服
已
」
。 

慶
應
本
432
「
无
所
」
、
清
家
本
「
無
所
」
。 
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慶
應
本
432
「
謂
已
今
」
、
清
家
本
作
「
謂
佩
已
今
」
。 

慶
應
本
433
「
既
経
既
喪
親
」
、
清
家
本
作
「
既
経
喪
親
」
。 

慶
應
本
433
「
持
明
之
也
」
、
清
家
本
作
「
特
明
之
者
也
」
。 

慶
應
本
433
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
434
「
所
冝
佩
也
」
、
清
家
本
作
「
佩
所
冝
佩
也
」
。 

慶
應
本
434
「
茖
《
右
：
若
》
」
、
清
家
本
「
若
」
。 

慶
應
本
434
「
太
夫
」
、
清
家
本
作
「
大
夫
」
。 

慶
應
本
435
「
【
⿳
亠
䜌
尤
】
𪅶
」
、
清
家
本
作
「
衮
𪅶
」
。 

慶
應
本
435
「
玉
佩
之
餝
」
、
清
家
本
「
玉
《
右
下
：
金
イ
》
佩
之
飾
」
。 

慶
應
本
435
「
帷
幔
《
右
：
㡢
》
之
属
」
、
清
家
本
「
帷
幔
之
属
」
。 

慶
應
本
436
「
茖
《
右
：
若
》
」
、
清
家
本
「
若
」
。 

慶
應
本
436
「
非
帷
」
、
清
家
本
作
「
非
帷
幔
」
。 

慶
應
本
436
「
裳
必
」
、
清
家
本
作
「
裳
則
必
」
。 

慶
應
本
436
「
縫
煞
《
右
補
入
：
之
以
煞
》
縫
」
、
清
家
本
「
縫
煞
之
以
煞
縫
」
。 

慶
應
本
437
「
眠
帊
《
右
：
【
⿰
巾
包
】
》
」
、
清
家
本
「
眠
帊
」
。 

慶
應
本
438
「
衰
内
削
幅
」
、
清
家
本
作
「
裳
内
削
幅
」
。 

慶
應
本
438
「
裳
外
削
幅
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
438
「
鄭
玄
注
曰
」
、
清
家
本
作
「
鄭
注
云
」
。 

慶
應
本
439
「
鄭
注
」
、
清
家
本
「
鄭
□
《
右
下
：
注
》
」
。 
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慶
應
本
440
「
倍
要
也
」
、
清
家
本
作
「
陪
腰
者
也
」
。 

慶
應
本
440
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
440
「
《
右
補
入
：
王
》
蕭
」
、
清
家
本
作
「
王
肅
」
。 

慶
應
本
440
「
有
煞
」
、
清
家
本
作
「
有
煞
縫
」
。 

慶
應
本
441
「
无
煞
」
、
清
家
本
「
無
煞
」
。 

慶
應
本
441
「
不
以
弔
〻
弔
喪
也
」
、
清
家
本
「
不
以
弔
弔
〻
喪
也
」
。 

慶
應
本
441
「
故
玄
冠
」
、
清
家
本
作
「
故
羔
玄
」
。 

慶
應
本
442
「
不
用
弔
《
右
：
予
》
也
」
、
清
家
本
「
不
用
弔
也
」
。 

慶
應
本
442
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
442
「
曰
凶
」
、
清
家
本
作
「
曰
喪
」
。 

慶
應
本
442
「
異
服
也
」
、
清
家
本
作
「
異
服
也
故
不
相
弔
也
」
。 

慶
應
本
443
「
凡
言
朝
」
、
清
家
本
作
「
凡
言
朝
服
」
。 

慶
應
本
446
「
与
君
用
《
右
：
見
消
符
》
同
服
」
、
清
家
本
「
与
君
同
服
」
。 

慶
應
本
447
「
告
朔
餼
羊
」
、
清
家
本
作
「
告
朔
之
餼
羊
」
。 

慶
應
本
447
「
无
随
君
」
、
清
家
本
「
無
随
君
」
。 

慶
應
本
448
「
必
服
也
」
、
清
家
本
作
「
必
服
之
者
」
。 

慶
應
本
448
「
君
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
448
「
必
服
以
朝
」
、
清
家
本
「
必
服
而
以
朝
」
。 

慶
應
本
449
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 
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慶
應
本
449
「
如
祭
酒
」
、
清
家
本
作
「
如
今
祭
酒
」
。 

慶
應
本
450
「
道
土
《
塗
り
潰
し
、
右
：
士
》
」
、
清
家
本
「
道
士
」
。 

慶
應
本
450
「
无
邊
葉
」
、
清
家
本
「
無
边
葉
」
。 

慶
應
本
451
「
皮
弁
皮
弁
《
以
上
二
字
右
：
見
消
符
》
服
」
、
清
家
本
「
皮
弁
服
」
。 

慶
應
本
452
「
責
？
《
右
：
青
》
犴
」
、
清
家
本
「
青
豻
」
。 

慶
應
本
453
「
袖
」
、
清
家
本
作
「
裒
」
。 

慶
應
本
453
「
齊
浴
【
⿰
日
⿱
文
巾
】
」
、
清
家
本
作
「
斉
浴
時
」
。 

慶
應
本
453
「
浴
竟
」
、
清
家
本
作
「
俗
竟
」
。 

慶
應
本
454
「
未
𤏟
」
、
清
家
本
作
「
未
故
燥
」
。 

慶
應
本
454
「
露
宍
」
、
清
家
本
「
露
肉
」
。 

慶
應
本
454
「
故
用
布
」
、
清
家
本
「
◦
《
行
頭
よ
り
補
入
：
故
》
用
布
」
。 

慶
應
本
454
「
如
私
」
、
清
家
本
作
「
如
衫
《
右
下
：
被
イ
》
」
。 

慶
應
本
455
「
玉
㵕
云
」
、
清
家
本
作
「
玉
藻
云
」
。 

慶
應
本
455
「
【
⿰
日
⿱
文
巾
】
身
是
也
」
、
清
家
本
作
「
晞
身
是
也
」
。 

慶
應
本
455
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
456
「
使
乎
」
、
清
家
本
作
「
使
乎
待
」
。 

慶
應
本
456
「
宍
𤏟
」
、
清
家
本
「
肉
燥
」
。 

慶
應
本
456
「
沐
時
」
、
清
家
本
作
「
沐
浴
時
」
。 

慶
應
本
457
「
辟
《
右
：
避
》
」
、
清
家
本
「
辟
」
。 
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慶
應
本
458
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
458
「
改
常
《
右
補
入
：
食
》
也
」
、
清
家
本
「
改
常
食
也
」
。 

慶
應
本
458
「
居
《
朱
塗
り
潰
し
、
右
：
居
》
」
、
清
家
本
「
居
」
。 

慶
應
本
458
「
恒
？
《
右
：
恒
》
居
之
室
」
、
清
家
本
作
「
垣
居
之
㘴
」
。 

慶
應
本
459
「
苞
寗
云
」
、
清
家
本
作
「
范
寗
云
」
。 

慶
應
本
459
「
主
《
右
補
入
：
□
以
》
期
」
、
清
家
本
「
主
以
期
」
。 

慶
應
本
460
「
室
」
、
清
家
本
「
室
《
右
下
：
㘴
イ
》
」
。 

慶
應
本
460
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
460
「
易
䖏
也
」
、
清
家
本
作
「
易
常
処
也
」
。 

慶
應
本
461
「
食
麁
則
」
、
清
家
本
作
「
食
若
麁
則
」
。 

慶
應
本
461
「
精
絜
」
、
清
家
本
作
「
精
㓗
」
。 

慶
應
本
462
「
細
〻
切
」
、
清
家
本
「
細
細
切
」
。 

慶
應
本
462
「
宍
」
、
清
家
本
「
完
」
。 

慶
應
本
462
「
鱠
《
右
：
膾
》
」
、
清
家
本
「
鱠
」
。 

慶
應
本
462
「
細
也
」
、
清
家
本
作
「
細
者
也
」
。 

慶
應
本
462
「
食
饐
〻
謂
食
経
久
而
腐
臰
也
而
餲
〻
謂
経
久
～
」
〔
「
食
饐
」
「
而
餲
」
が
経
文
〕
、
清
家
本
作
「
食
饐
而
餲
饐
謂
飲
食
経
久
而
腐
臰
也
餲
謂
経

久
～
」
。 

慶
應
本
463
「
味
？
《
右
：
味
》
𢙣
」
、
清
家
本
「
味
𢙣
」
。 

慶
應
本
463
「
乹
肉
《
右
：
完
》
」
、
清
家
本
作
「
飽
《
右
下
：
乹
イ
》
魚
乾
完
」
。 
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慶
應
本
463
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
464
「
臰
味
反
也
」
、
清
家
本
作
「
臰
味
変
也
」
。 

慶
應
本
464
「
餲
味
反
也
」
、
清
家
本
作
「
饐
臰
変
也
餲
味
変
也
」
。 

慶
應
本
465
「
而
宍
敗
」
、
清
家
本
「
而
完
敗
」
。 

慶
應
本
465
「
宍
臰
壊
也
」
、
清
家
本
「
完
臰
壊
也
」
。 

慶
應
本
466
「
宍
謂
」
、
清
家
本
作
「
謂
」
。 

慶
應
本
466
「
之
餧
」
、
清
家
本
作
「
之
鯘
」
。 

慶
應
本
466
「
李
巡
云
宍
敗
」
、
清
家
本
「
李
廵
云
完
敗
」
。 

慶
應
本
466
「
魚
餧
宍
䑌
」
、
清
家
本
作
「
臰
腇
完
爛
」
。 

慶
應
本
467
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
468
「
色
〻
悪
〻
」
、
清
家
本
「
色
悪
〻
〻
」
。 

慶
應
本
469
「
餧
臰
」
、
清
家
本
作
「
饌
臰
」
。 

慶
應
本
469
「
不
冝
人
」
、
清
家
本
作
「
不
冝
食
」
。 

慶
應
本
469
「
飪
《
大
字
に
て
上
書
き
し
て
食
》
食
《
右
：
雁
点
、
右
に
大
字
に
て
壬
を
上
書
き
し
て
飪
》
」
、
清
家
本
「
食
飪
」
。 

慶
應
本
469
「
謂
生
𤍨
節
也
」
、
清
家
本
作
「
謂
失
生
熟
節
也
」
。 

慶
應
本
470
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
471
「
不
冝
人
」
、
清
家
本
作
「
不
冝
食
」
。 

慶
應
本
472
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
472
「
不
朝
夕
」
、
清
家
本
作
「
非
朝
夕
」
。 
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慶
應
本
473
「
必
《
塗
り
潰
し
、
右
：
宍
必
》
」
、
清
家
本
「
完
必
」
。 

慶
應
本
474
「
将-

酉
」
、
清
家
本
「
醬
」
。 

慶
應
本
474
「
菰
《
右
：
【
⿱
艹
𠂢
】
》
」
、
清
家
本
「
菰
」
。 

慶
應
本
474
「
魚
鱠
」
、
清
家
本
作
「
魚
膾
」
。 

慶
應
本
475
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
476
「
菹
」
、
清
家
本
作
「
【
⿱
艹
殂
】
」
。 

慶
應
本
476
「
通
名
」
、
清
家
本
作
「
通
名
也
」
。 

慶
應
本
476
「
宍
」
、
清
家
本
「
肉
」
。 

慶
應
本
477
「
宍
少
」
、
清
家
本
「
肉
少
」
。 

慶
應
本
477
「
則
宍
」
、
清
家
本
「
則
完
」
。 

慶
應
本
478
「
宍
多
」
、
清
家
本
「
完
多
」
。 

慶
應
本
478
「
則
宍
」
、
清
家
本
「
則
完
」
。 

慶
應
本
478
「
宍
勝
」
、
清
家
本
「
完
勝
」
。 

慶
應
本
479
「
唯
《
右
：
雖
》
」
、
清
家
本
「
唯
」
。 

慶
應
本
479
「
无
量
」
、
清
家
本
「
無
量
」
。 

慶
應
本
479
「
礼
《
右
：
見
消
符
？
、
右
：
乱
》
」
、
清
家
本
「
乱
」
。 

慶
應
本
479
「
无
有
」
、
清
家
本
「
無
有
」
。 

慶
應
本
480
「
随
」
、
清
家
本
作
「
而
随
」
。 

慶
應
本
481
「
酒
不
《
右
補
入
：
自
》
作
」
、
清
家
本
「
酒
不
自
作
」
。 
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慶
應
本
481
「
精
浄
」
、
清
家
本
作
「
清
浄
」
。 

慶
應
本
482
「
宍
」
、
清
家
本
「
肉
」
。 

慶
應
本
483
「
无
酒
」
、
清
家
本
「
無
酒
」
。 

慶
應
本
484
「
不
撤
」
、
清
家
本
作
「
不
徹
」
。 

慶
應
本
484
「
撤
除
也
」
、
清
家
本
作
「
徹
除
也
」
。 

慶
應
本
484
「
禁
焄
《
右
：
薫
》
𨐌
《
丸
囲
み
、
右
：
見
消
符
、
右
下
丸
囲
み
：
焄
庠
？
》
薑
《
右
補
入
：
𨐌
》
而
」
、
清
家
本
作
「
禁
𤋱
物
薑
辛
而
」
。 

慶
應
本
484
「
不
焄
《
右
：
薫
》
」
、
清
家
本
作
「
不
薫
《
右
下
：
焄
イ
》
」
。
＊
例
Ｉ 

慶
應
本
485
「
薑
也
」
、
清
家
本
作
「
薑
者
也
」
。 

慶
應
本
485
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
485
「
撤
去
也
」
、
清
家
本
作
「
徹
去
也
」
。 

慶
應
本
485
「
齊
」
、
清
家
本
作
「
◦
《
右
補
入
：
文
》
斉
」
。 

慶
應
本
485
「
薑
《
右
：
薫
》
物
」
、
清
家
本
「
薫
物
」
。 

慶
應
本
486
「
不
薑
《
右
：
薫
》
」
、
清
家
本
作
「
不
薫
《
左
：
臭
イ
》
」
。 

慶
應
本
486
「
不
撤
」
、
清
家
本
作
「
不
徹
《
左
：
去
イ
》
」
。 

慶
應
本
486
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
487
「
宍
」
、
清
家
本
「
肉
」
。 

慶
應
本
488
「
得
〻
賜
〻
俎
〻
」
、
清
家
本
作
「
得
賜
爼
〻
《
右
下
：
イ
无
》
〻
《
右
下
：
无
》
〻
」
。 

慶
應
本
488
「
㽞
置
」
、
清
家
本
作
「
晋
《
右
：
ヒ
、
右
下
：
畱
》
置
」
。 

慶
應
本
488
「
経
〻
宿
〻
」
、
清
家
本
作
「
経
宿
径
宿
」
。 
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慶
應
本
489
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
490
「
不
㽞
」
、
清
家
本
作
「
不
晋
《
右
下
：
畄
》
」
。 

慶
應
本
490
「
牲
躰
」
、
清
家
本
「
牲
【
⿰
方
本
】
」
。 

慶
應
本
490
「
以
性
骨
躰
」
、
清
家
本
作
「
以
牲
骨
【
⿰
方
本
】
」
。 

慶
應
本
490
「
賜
之
」
、
清
家
本
作
「
賜
士
之
」
。 

慶
應
本
491
「
祭
捴
云
」
、
清
家
本
作
「
祭
統
云
」
。 

慶
應
本
491
「
祭
宍
」
、
清
家
本
「
祭
完
」
。 

慶
應
本
491
「
不
出
〻
三
〻
日
〻
」
、
清
家
本
作
「
不
出
三
日
出
三
日
」
。 

慶
應
本
492
「
多
宍
」
、
清
家
本
作
「
完
多
」
。 

〔
こ
こ
か
ら
清
家
本
乱
丁
〕 

慶
應
本
492
「
不
得
出
〻
三
〻
日
〻
」
、
清
家
本
作
「
不
得
出
三
日
出
三
日
」
。 

慶
應
本
493
「
亦
」
、
清
家
本
「
亦
《
右
下
：
イ
无
》
」
。 

慶
應
本
493
「
食
也
」
、
清
家
本
作
「
食
之
也
」
。 

慶
應
本
493
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
493
「
祭
宍
」
、
清
家
本
「
祭
完
」
。 

慶
應
本
494
「
是
出
己
」
、
清
家
本
作
「
是
冝
《
右
：
直
》
出
己
」
。 

慶
應
本
495
「
●
《
右
：
湏
》
」
、
清
家
本
「
須
」
。 

慶
應
本
495
「
不
語
」
、
清
家
本
作
「
不
許
語
」
。 

慶
應
本
496
「
眠
〻
卧
〻
」
、
清
家
本
作
「
眠
〻
卧
眠
卧
」
。 
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慶
應
本
496
「
●
」
、
清
家
本
「
須
」
。 

慶
應
本
496
「
不
言
也
」
、
清
家
本
作
「
不
言
之
也
」
。 

慶
應
本
496
「
【
⿱
艹
⿰
足
爪
】
《
右
：
【
⿱
艹
⿰
足
㐬
】
》
」
、
清
家
本
「
【
⿱
艹
⿰
足
㐬
】
」
。 

慶
應
本
497
「
齊
如
《
右
補
入
：
也
》
」
、
清
家
本
「
斎
如
也
」
。 

慶
應
本
497
「
用
麁
《
右
補
入
：
菜
》
食
《
右
補
入
？
：
用
》
菜
羹
」
、
清
家
本
作
「
用
麁
食
菜
羹
」
。 

慶
應
本
499
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
499
「
嚴
故
《
朱
塗
り
潰
し
、
下
：
見
消
符
、
右
：
敬
》
」
、
清
家
本
「
嚴
敬
」
。 

慶
應
本
501
「
二
重
」
、
清
家
本
作
「
再
重
」
。 

慶
應
本
501
「
其
正
也
」
、
清
家
本
作
「
其
正
者
也
」
。 

慶
應
本
502
「
斯
出
斯
出
《
後
二
字
丸
囲
み
、
後
二
字
右
：
見
消
符
》
」
、
清
家
本
「
斯
出
」
。 

慶
應
本
503
「
六
十
枚
《
右
：
杖
》
」
、
清
家
本
「
六
十
杖
」
。 

慶
應
本
503
「
為
枚
《
右
：
杖
》
者
也
」
、
清
家
本
「
為
杖
者
也
」
。 

慶
應
本
503
「
郷
《
右
補
入
：
飲
》
酒
貴
齒
」
、
清
家
本
作
「
郷
人
飲
酒
者
貴
齡
」
。 

慶
應
本
504
「
老
者
」
、
清
家
本
「
◦
《
一
字
後
よ
り
補
入
：
老
》
者
」
。 

慶
應
本
505
「
乃
従
此
而
」
、
清
家
本
作
「
乃
従
之
《
右
下
：
イ
无
》
而
」
。 

慶
應
本
505
「
故
云
枚
《
右
：
杖
》
者
」
、
清
家
本
「
故
云
杖
者
」
。 

慶
應
本
505
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
506
「
老
〻
者
〻
」
、
清
家
本
「
老
者
〻
〻
」
。 

慶
應
本
506
「
而
出
」
、
清
家
本
作
「
而
◦
《
右
補
入
：
復
イ
无
》
出
」
。 
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慶
應
本
507
「
【
⿰
阝
長
】
？
《
右
：
陰
》
陽
」
、
清
家
本
「
隂
陽
」
。 

慶
應
本
509
「
歐
」
、
清
家
本
作
「
敺
」
。 

慶
應
本
509
「
八
月
《
右
補
入
：
十
二
月
》
也
」
、
清
家
本
「
八
月
十
二
月
也
」
。 

慶
應
本
510
「
國
儺
」
、
清
家
本
作
「
囯
儺
〻
《
右
下
：
イ
无
》
」
。 

慶
應
本
510
「
此
儺
儺
」
、
清
家
本
「
此
儺
〻
」
。 

慶
應
本
511
「
又
《
右
補
入
：
云
》
天
子
」
、
清
家
本
「
又
云
天
子
」
。 

慶
應
本
511
「
陽
景
」
、
清
家
本
作
「
陽
暑
」
。 

慶
應
本
512
「
不
〻
《
朱
塗
り
潰
し
》
衰
」
、
清
家
本
「
不
衰
」
。 

慶
應
本
512
「
害
」
、
清
家
本
「
【
⿱
宀
天
】
《
右
上
：
ヒ
、
右
下
：
害
》
」
。 

慶
應
本
512
「
随
而
」
、
清
家
本
作
「
随
人
《
右
下
：
イ
无
》
而
」
。
＊
例
Ｊ 

慶
應
本
513
「
大
儺
〻
《
右
：
見
消
符
》
」
、
清
家
本
「
大
儺
」
。 

慶
應
本
513
「
鄭
玄
云
」
、
清
家
本
作
「
鄭
云
」
。 

慶
應
本
513
「
陰
氣
也
厲
鬼
」
、
清
家
本
作
「
隂
𣱖
也
至
此
不
止
害
将
及
人
厉
鬼
」
。 

慶
應
本
513
「
侃
案
」
、
清
家
本
作
「
侃
按
」
。 

慶
應
本
514
「
一
是
儺
陰
一
是
《
以
上
四
字
朱
塗
り
潰
し
》
儺
《
以
上
四
字
丸
囲
み
、
右
：
見
消
符
》
陽
」
、
清
家
本
「
一
是
儺
陽
」
。 

慶
應
本
516
「
故
秤
」
、
清
家
本
「
故
称
」
。 

慶
應
本
516
「
一
年
急
」
、
清
家
本
作
「
一
年
之
急
」
。 

慶
應
本
517
「
不
得
儺
也
」
、
清
家
本
作
「
不
得
同
儺
也
」
。 

慶
應
本
517
「
三
月
也
」
、
清
家
本
作
「
三
月
之
也
」
。 
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慶
應
本
517
「
於
阼
階
〻
東
階
」
、
清
家
本
作
「
於
阼
階
阼
東
階
」
。 

慶
應
本
518
「
之
階
《
右
補
入
：
也
》
」
、
清
家
本
「
之
階
也
」
。 

慶
應
本
518
「
着
服
」
、
清
家
本
作
「
着
朝
服
」
。 

慶
應
本
519
「
立
阼
階
」
、
清
家
本
作
「
立
於
阼
階
」
。 

慶
應
本
519
「
侍
先
祖
」
、
清
家
本
作
「
待
先
祖
」
。 

慶
應
本
519
「
朝
《
右
丸
囲
み
：
為
》
服
者
《
朱
塗
り
潰
し
、
右
：
見
消
符
、
右
：
者
》
」
、
清
家
本
作
「
朝
服
者
」
。 

慶
應
本
519
「
卿
大
夫
囙
祭
之
服
」
、
清
家
本
作
「
𣩃
大
夫
之
祭
服
」
。 

慶
應
本
520
「
𤜶
爵
弁
」
、
清
家
本
作
「
𤜶
𣩃
爵
弁
」
。 

慶
應
本
520
「
茖
《
右
：
若
》
」
、
清
家
本
「
若
」
。 

慶
應
本
520
「
齊
？
〻
祭
〻
」
、
清
家
本
作
「
斎
祭
〻
〻
」
。 

慶
應
本
521
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
521
「
歐
逐
」
、
清
家
本
作
「
驅
逐
」
。 

慶
應
本
522
「
阼
偕
」
、
清
家
本
作
「
阼
階
」
。 

慶
應
本
522
「
他
邽
」
、
清
家
本
作
「
他
拜
《
右
上
：
ヒ
、
右
下
：
邦
》
」
。 

慶
應
本
523
「
他
邽
」
、
清
家
本
「
他
邦
」
。 

慶
應
本
524
「
遣
使
〻
者
」
、
清
家
本
「
遣
使
使
者
」
。 

慶
應
本
524
「
人
臣
《
右
：
君
》
」
、
清
家
本
「
人
臣
」
。 

慶
應
本
524
「
无
？
《
右
：
无
》
外
交
」
、
清
家
本
「
無
外
交
」
。 

慶
應
本
525
「
无
疑
」
、
清
家
本
作
「
無
疑
」
。 
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慶
應
本
525
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
525
「
拜
送
使
者
」
、
清
家
本
「
拜
《
右
補
入
：
送
》
使
者
」
。 

慶
應
本
525
「
敬
也
」
、
清
家
本
作
「
敬
之
也
」
。 

慶
應
本
527
「
而
受
」
、
清
家
本
作
「
而
拜
受
」
。 

慶
應
本
527
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
528
「
敢
甞
」
、
清
家
本
作
「
敢
甞
《
右
補
入
：
之
》
」
。 

慶
應
本
528
「
秤
名
」
、
清
家
本
「
称
名
」
。 

慶
應
本
529
「
不
能
」
、
清
家
本
作
「
不
敢
」
。 

慶
應
本
529
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
529
「
孔
子
安
国
曰
」
、
清
家
本
作
「
孔
安
囯
曰
」
。 

慶
應
本
529
「
不
甞
」
、
清
家
本
作
「
不
《
右
補
入
：
敢
》
甞
」
。 

慶
應
本
530
「
養
馬
䖏
」
、
清
家
本
作
「
養
馬
之
《
右
下
：
イ
无
》
処
」
。 

慶
應
本
530
「
焼
也
《
以
上
二
字
塗
り
潰
し
、
右
：
被
焼
也
》
」
、
清
家
本
「
被
焼
也
」
。 

慶
應
本
532
「
唯
唯
問
」
、
清
家
本
作
「
唯
問
」
。 

慶
應
本
533
「
人
乎
」
、
清
家
本
作
「
人
之
《
右
：
見
消
符
？
》
乎
」
。 

慶
應
本
533
「
司
寇
」
、
清
家
本
作
「
司
冠
」
。 

慶
應
本
534
「
自
公
朝
而
」
、
清
家
本
作
「
自
公
朝
退
而
」
。 

慶
應
本
534
「
矯
重
人
也
」
、
清
家
本
作
「
矯
時
重
馬
者
也
」
。 

慶
應
本
534
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 
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慶
應
本
535
「
君
之
朝
」
、
清
家
本
作
「
魯
之
朝
」
。 

慶
應
本
536
「
嗜
？
《
右
：
嗜
》
必
正
」
、
清
家
本
作
「
嗜
食
必
正
」
。 

慶
應
本
536
「
先
甞
」
、
清
家
本
作
「
先
甞
之
」
。 

慶
應
本
536
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

〔
清
家
本
乱
丁
こ
こ
ま
で
〕 

慶
應
本
537
「
班
」
、
清
家
本
作
「
斑
」
。 

慶
應
本
537
「
腥
宍
」
、
清
家
本
「
腥
肉
」
。 

慶
應
本
538
「
薦
〻
」
、
清
家
本
「
薦
〈
〻
〻
〉
」
。 

慶
應
本
538
「
重
榮
君
也
」
、
清
家
本
作
「
重
栄
君
賜
也
」
。 

慶
應
本
539
「
為
藝
《
右
：
【
⿱
艹
褺
】
》
」
、
清
家
本
「
為
【
⿱
艹
褺
】
」
。 

慶
應
本
539
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
539
「
孔
子
安
國
曰
」
、
清
家
本
作
「
孔
安
囯
曰
」
。 

慶
應
本
541
「
共
食
時
」
、
清
家
本
作
「
共
食
之
時
也
」
。 

慶
應
本
541
「
食
之
先
」
、
清
家
本
作
「
食
之
先
也
」
。 

慶
應
本
542
「
種
〻
」
、
清
家
本
作
「
食
種
〻
」
。 

慶
應
本
542
「
出
臣
子
」
、
清
家
本
作
「
出
片
子
」
。 

慶
應
本
544
「
唯
《
右
：
見
消
符
》
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
544
「
喰
《
右
補
入
：
之
故
先
飯
〻
喰
》
也
」
、
清
家
本
作
「
飡
之
故
云
《
右
：
イ
无
》
先
飯
〻
飡
也
」
。
＊
例
Ｋ 

慶
應
本
544
「
為
君
《
右
補
入
：
先
》
甞
食
」
、
清
家
本
「
為
君
先
甞
食
」
。 
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慶
應
本
545
「
是
非
也
」
、
清
家
本
作
「
是
非
者
也
」
。 

慶
應
本
545
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
545
「
則
先
飯
矣
」
、
清
家
本
作
「
先
《
左
：
則
イ
》
飯
矣
」
。 

慶
應
本
545
「
疾
謂
」
、
清
家
本
作
「
疾
〻
謂
」
。 

慶
應
本
546
「
𧙳
《
右
：
哀
》
公
」
、
清
家
本
「
哀
公
」
。 

慶
應
本
547
「
是
生
陽
之
氣
」
、
清
家
本
作
「
病
者
欲
生
東
是
生
陽
之
氣
」
。 

慶
應
本
547
「
頭
眠
東
首
也
」
、
清
家
本
作
「
頭
眠
《
右
下
：
イ
？
》
首
東
也
」
。 

慶
應
本
548
「
當
戸
」
、
清
家
本
作
「
當
于
戸
」
。 

慶
應
本
548
「
東
首
是
也
」
、
清
家
本
作
「
東
首
者
《
右
下
補
入
：
是
》
也
」
。 

慶
應
本
548
「
地
《
右
：
拖
》
」
、
清
家
本
作
「
𢬘
」
。 

慶
應
本
549
「
視
朝
之
服
」
、
清
家
本
「
視
朝
之
《
右
下
：
イ
无
》
服
」
。 

慶
應
本
549
「
扡
《
右
：
柂
》
」
、
清
家
本
作
「
𢬘
」
。 

慶
應
本
549
「
不
能
着
衣
」
、
清
家
本
作
「
不
能
復
着
衣
」
。 

慶
應
本
551
「
着
之
為
」
、
清
家
本
作
「
着
衣
之
《
左
下
：
イ
》
為
」
。 

慶
應
本
551
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
553
「
視
之
也
」
、
清
家
本
作
「
視
之
者
也
」
。 

慶
應
本
554
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
554
「
扡
《
右
：
拖
》
紳
帯
」
、
清
家
本
作
「
𢬘
紳
〻
大
帯
《
右
朱
補
入
：
也
》
」
。 

慶
應
本
554
「
不
衣
朝
服
」
、
清
家
本
作
「
不
衣
朝
服
也
」
。 
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慶
應
本
555
「
見
見
《
朱
点
、
右
：
見
消
符
》
」
、
清
家
本
「
見
」
。 

慶
應
本
556
「
以
往
」
、
清
家
本
作
「
而
往
」
。 

慶
應
本
556
「
君
命
以
」
、
清
家
本
作
「
君
𫝇
召
以
」
。 

慶
應
本
556
「
三
節
《
右
補
入
：
一
節
以
趍
二
節
》
以
走
」
、
清
家
本
「
三
節
一
節
以
趍
二
節
以
走
」
。 

慶
應
本
557
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
557
「
君
命
」
、
清
家
本
作
「
君
命
也
」
。 

慶
應
本
557
「
行
出
」
、
清
家
本
作
「
出
行
」
。 

慶
應
本
558
「
駕
随
之
也
」
、
清
家
本
作
「
駕
随
之
」
。 

慶
應
本
558
「
太
庿
」
、
清
家
本
作
「
大
廟
」
。 

慶
應
本
559
「
𦾔
通
云
」
、
清
家
本
「
旧
道
云
」
。 

慶
應
本
559
「
是
録
」
、
清
家
本
作
「
此
是
録
」
。 

慶
應
本
560
「
兩
」
、
清
家
本
「
两
《
右
下
：
尓
イ
》
」
。 

慶
應
本
560
「
出
也
」
下
、
清
家
本
有
「
鄭
玄
曰
為
君
助
祭
也
庿
周
公
廟
也
」
。 

慶
應
本
560
「
眀
友
」
、
清
家
本
作
「
朋
友
」
。 

慶
應
本
560
「
无
所
歸
」
、
清
家
本
「
無
所
皈
」
。 

慶
應
本
561
「
有
眀
友
」
、
清
家
本
作
「
有
朋
友
」
。 

慶
應
本
561
「
孔
子
家
」
、
清
家
本
作
「
孔
子
之
家
」
。 

慶
應
本
561
「
此
眀
友
」
、
清
家
本
作
「
此
朋
友
」
。 

慶
應
本
562
「
无
親
情
」
、
清
家
本
「
無
親
情
」
。 
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慶
應
本
562
「
无
所
歸
」
、
清
家
本
「
無
所
皈
」
。 

慶
應
本
562
「
於
我
殯
」
、
清
家
本
作
「
於
我
家
殯
」
。 

慶
應
本
563
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
563
「
眀
反
《
右
：
見
消
符
、
右
：
友
》
之
恩
」
、
清
家
本
「
朋
友
之
恩
」
。 

慶
應
本
563
「
无
所
歸
」
、
清
家
本
作
「
無
所
皈
《
右
補
入
：
者
》
」
。 

慶
應
本
563
「
无
親
【
⿰
目
居
】
《
右
：
眤
》
」
、
清
家
本
「
無
親
𣆓
」
。 

慶
應
本
563
「
眀
友
之
饋
」
、
清
家
本
作
「
朋
友
之
饋
」
。 

慶
應
本
563
「
謂
眀
友
」
、
清
家
本
作
「
謂
朋
友
」
。 

慶
應
本
564
「
祭
宍
」
、
清
家
本
「
祭
肉
」
。 

慶
應
本
564
「
太
者
」
、
清
家
本
作
「
大
者
《
右
下
：
イ
无
》
」
。 

慶
應
本
564
「
眀
友
」
、
清
家
本
作
「
朋
友
」
。 

慶
應
本
565
「
所
可
」
、
清
家
本
「
◦
《
一
字
後
よ
り
補
入
：
所
》
可
」
。 

慶
應
本
566
「
茖
《
右
：
若
》
」
、
清
家
本
「
若
」
。 

慶
應
本
566
「
眀
友
」
、
清
家
本
作
「
朋
友
」
。 

慶
應
本
566
「
祭
宍
」
、
清
家
本
「
祭
完
」
。 

慶
應
本
566
「
雖
少
拜
受
之
」
、
清
家
本
作
「
雖
小
亦
能
受
之
」
。 

慶
應
本
566
「
敬
祭
也
」
、
清
家
本
作
「
敬
祭
故
也
」
。 

慶
應
本
567
「
祭
宍
」
、
清
家
本
「
祭
完
」
。 

慶
應
本
567
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 
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慶
應
本
567
「
不
拜
眀
友
《
右
：
友
》
有
」
、
清
家
本
作
「
不
拜
有
」
。 

慶
應
本
568
「
尸
謂
死
尸
也
」
、
清
家
本
作
「
謂
死
尸
也
」
。 

慶
應
本
568
「
小
欹
」
、
清
家
本
「
小
𣣱
《
右
：
㿲
イ
》
」
。 

慶
應
本
568
「
直
𨚫
《
右
：
刧
》
」
、
清
家
本
作
「
直
脚
」
。 

慶
應
本
568
「
似
死
人
也
」
、
清
家
本
作
「
似
於
死
人
者
也
」
。 

慶
應
本
568
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
569
「
優
《
上
書
き
し
て
偃
》
卧
」
、
清
家
本
「
偃
卧
」
。 

慶
應
本
569
「
四
《
右
補
入
：
體
》
布
」
、
清
家
本
「
四
躰
布
」
。 

慶
應
本
569
「
優
《
上
書
き
し
て
偃
》
𨚫
《
右
：
刧
》
眠
也
」
、
清
家
本
作
「
偃
却
眠
也
」
。 

慶
應
本
570
「
偃
卧
展
舒
」
、
清
家
本
作
「
偃
卧
四
躰
展
舒
」
。 

慶
應
本
570
「
覆
𨚫
《
右
：
刧
》
」
、
清
家
本
「
覆
却
」
。 

慶
應
本
570
「
敧
」
、
清
家
本
「
𣣱
《
右
下
：
㿲
イ
》
」
。 

慶
應
本
570
「
小
展
？
屈
」
、
清
家
本
作
「
小
屈
」
。 

慶
應
本
572
「
䖏
也
」
、
清
家
本
作
「
処
者
也
」
。 

慶
應
本
572
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
572
「
家
室
」
、
清
家
本
作
「
室
家
」
。 

慶
應
本
572
「
難
久
《
右
：
久
》
」
、
清
家
本
作
「
難
反
《
右
上
：
ヒ
、
右
下
：
久
》
」
。 

慶
應
本
572
「
見
」
、
清
家
本
作
「
子
見
」
。 

慶
應
本
572
「
𪗋
衰
」
、
清
家
本
作
「
斉
衰
」
。 
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慶
應
本
572
「
雖
押
」
、
清
家
本
作
「
雖
狎
」
。 

慶
應
本
573
「
必
反
〻
」
、
清
家
本
作
「
故
必
変
〻
〻
」
。 

慶
應
本
573
「
必
趍
」
、
清
家
本
作
「
必
起
趍
」
。 

慶
應
本
573
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
574
「
素
親
」
、
清
家
本
作
「
素
相
親
」
。 

慶
應
本
574
「
无
《
右
：
元
》
親
」
、
清
家
本
作
「
無
親
」
。 

慶
應
本
574
「
𤰞
《
右
：
早
》
𢿘
」
、
清
家
本
作
「
𤰞
數
《
右
下
：
褺
イ
》
」
。 

慶
應
本
575
「
以
〻
貇
〻
」
、
清
家
本
「
以
皃
〻
〻
」
。 

慶
應
本
575
「
𧃳
色
」
、
清
家
本
作
「
変
色
」
。 

慶
應
本
575
「
反
重
貇
」
、
清
家
本
作
「
変
重
皃
」
。 

慶
應
本
576
「
𤰞
《
右
：
早
》
𧃳
」
、
清
家
本
「
𤰞
【
⿱
艹
褺
】
」
。 

慶
應
本
576
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
577
「
必
作
《
右
補
入
：
必
》
趍
」
、
清
家
本
作
「
必
作
必
《
右
：
イ
无
》
趍
」
。
＊
例
Ｌ 

慶
應
本
578
「
送
死
之
衣
物
」
、
清
家
本
作
「
送
死
人
衣
物
」
。 

慶
應
本
579
「
式
者
」
、
清
家
本
「
式
《
左
下
：
イ
无
》
者
《
左
下
：
イ
无
》
」
。 

慶
應
本
579
「
立
」
、
清
家
本
作
「
立
〻
」
。 

慶
應
本
580
「
一
横
」
、
清
家
本
作
「
一
横
木
」
。 

慶
應
本
580
「
隠
《
右
：
【
⿰
衤
㥯
】
》
」
、
清
家
本
作
「
隠
𠗦
」
。 

慶
應
本
580
「
為
較
？
《
右
：
較
》
」
、
清
家
本
「
為
較
」
。 
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慶
應
本
580
「
詩
云
輢
《
右
：
較
》
」
、
清
家
本
作
「
詩
◦
《
一
字
後
よ
り
補
入
：
云
》
【
⿰
車
彦
】
《
左
下
：
𠋣
イ
》
」
。 

慶
應
本
580
「
童
」
、
清
家
本
作
「
重
」
。 

慶
應
本
580
「
予
《
右
：
子
》
」
、
清
家
本
「
予
」
。 

慶
應
本
581
「
一
横
」
、
清
家
本
作
「
一
横
木
」
。 

慶
應
本
582
「
【
⿱
馮
廾
】
〻
軾
〻
」
、
清
家
本
「
慿
軾
〻
〻
」
。 

慶
應
本
582
「
府
僂
」
、
清
家
本
作
「
俯
僂
」
。 

慶
應
本
582
「
式
也
」
、
清
家
本
作
「
式
之
〻
軾
也
」
。 

慶
應
本
582
「
式
？
負
板
者
」
、
清
家
本
「
式
負
板
者
」
。 

慶
應
本
583
「
𨚫
《
右
：
邽
》
國
」
、
清
家
本
「
邦
国
」
。 

慶
應
本
583
「
書
《
右
補
入
：
𦘕
》
」
、
清
家
本
「
書
𦘕
」
。 

慶
應
本
584
「
皆
式
之
也
」
、
清
家
本
作
「
皆
式
敬
之
也
」
。 

慶
應
本
584
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
585
「
送
死
《
右
補
入
：
之
》
衣
物
」
、
清
家
本
「
送
死
之
衣
物
」
。 

慶
應
本
585
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
585
「
板
」
、
清
家
本
作
「
負
板
」
。 

慶
應
本
585
「
邽
国
圖
藉
」
、
清
家
本
作
「
邦
国
之
圖
籍
」
。 

慶
應
本
586
「
官
《
右
：
宫
》
伯
軄
」
、
清
家
本
作
「
宗
伯
軄
」
。 

慶
應
本
587
「
注
内
宰
《
右
補
入
：
云
》
」
、
清
家
本
「
注
内
宰
云
」
。 

慶
應
本
587
「
官
《
右
：
宫
》
」
、
清
家
本
「
宫
」
。 
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慶
應
本
588
「
官
《
右
：
宫
》
〻
」
、
清
家
本
「
宫
〻
」
。 

慶
應
本
588
「
史
官
《
右
：
宫
》
」
、
清
家
本
「
史
官
」
。 

慶
應
本
588
「
反
色
」
、
清
家
本
作
「
変
色
」
。 

慶
應
本
589
「
反
色
」
、
清
家
本
作
「
変
色
」
。 

慶
應
本
590
「
容
」
、
清
家
本
作
「
客
」
。 

慶
應
本
590
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
591
「
謂
主
人
」
、
清
家
本
作
「
親
饋
謂
主
人
」
。 

慶
應
本
591
「
報
《
右
：
執
》
食
」
、
清
家
本
「
執
食
」
。 

慶
應
本
591
「
必
反
」
、
清
家
本
作
「
必
変
」
。 

慶
應
本
591
「
迅
急
疾
也
」
、
清
家
本
作
「
迅
疾
也
」
。 

慶
應
本
593
「
反
顔
容
」
、
清
家
本
作
「
変
顔
容
」
。 

慶
應
本
594
「
則
必
反
」
、
清
家
本
作
「
則
必
変
」
。 

慶
應
本
594
「
雖
夜
」
、
清
家
本
作
「
雖
衣
」
。 

慶
應
本
594
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
595
「
為
烈
」
、
清
家
本
作
「
為
烈
也
」
。 

慶
應
本
596
「
【
⿰
目
寸
】
《
右
：
則
》
」
、
清
家
本
「
則
」
。 

慶
應
本
597
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
597
「
必
正
立
」
、
清
家
本
「
◦
《
右
補
入
：
必
》
正
立
」
。 

慶
應
本
597
「
執
綏
所
以
」
、
清
家
本
作
「
執
綏
◦
《
朱
筆
、
右
朱
補
入
：
者
》
所
以
」
。 
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慶
應
本
597
「
頋
逥
頋
《
右
朱
：
見
消
符
？
》
頭
也
」
、
清
家
本
「
頋
逥
頭
也
」
。 

慶
應
本
598
「
以
所
」
、
清
家
本
作
「
所
以
」
。 

慶
應
本
598
「
●
一
《
以
上
二
字
塗
り
潰
し
、
右
：
然
》
、
清
家
本
「
然
」
。 

慶
應
本
599
「
顧
《
右
：
頋
》
」
、
清
家
本
「
䫃
」
。 

慶
應
本
599
「
非
《
朱
点
》
不
俻
」
、
清
家
本
作
「
私
不
備
」
。 

慶
應
本
599
「
《
右
補
入
：
非
》
大
徳
」
、
清
家
本
「
非
大
徳
」
。 

慶
應
本
599
「
所
為
《
右
補
入
：
故
不
為
也
》
」
、
清
家
本
「
所
為
故
不
為
也
」
。 

慶
應
本
600
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
600
「
輿
中
」
、
清
家
本
作
「
車
中
」
。 

慶
應
本
600
「
言
」
、
清
家
本
作
「
者
」
。 

慶
應
本
601
「
五
●
〻
」
、
清
家
本
作
「
五
嶲
〻
〻
」
。 

慶
應
本
602
「
九
大
《
右
：
丈
》
地
也
」
、
清
家
本
作
「
九
丈
九
尺
地
也
」
。 

慶
應
本
602
「
式
《
右
：
或
》
」
、
清
家
本
「
式
」
。 

慶
應
本
602
「
馬
〻
尾
〻
」
、
清
家
本
「
馬
尾
〻
〻
」
。 

慶
應
本
602
「
蘭
」
、
清
家
本
作
「
欄
」
。 

慶
應
本
603
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
603
「
旁
《
右
：
傍
》
親
《
右
：
視
》
」
、
清
家
本
作
「
旁
《
右
：
傍
イ
》
視
《
右
：
䫃
イ
》
」
。 

慶
應
本
603
「
輢
竪
在
」
、
清
家
本
作
「
輢
竪
㘴
《
右
下
：
イ
无
》
在
」
。 

慶
應
本
604
「
蒙
《
右
：
𣴎
》
較
」
、
清
家
本
「
𣴎
較
」
。 
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慶
應
本
604
「
不
遇
《
右
：
過
》
」
、
清
家
本
「
不
過
」
。 

慶
應
本
604
「
輢
●
《
右
：
見
消
符
》
轂
」
、
清
家
本
「
輢
轂
」
。 

慶
應
本
605
「
故
不
言
疾
」
、
清
家
本
作
「
故
不
疾
言
」
。 

慶
應
本
605
「
驚
人
」
、
清
家
本
作
「
驚
於
人
」
。 

慶
應
本
606
「
則
《
右
補
入
：
不
》
言
傷
疾
也
」
、
清
家
本
作
「
則
言
疾
也
」
。 

慶
應
本
606
「
恒
車
上
」
、
清
家
本
作
「
車
上
」
。 

慶
應
本
607
「
視
《
右
：
親
》
」
、
清
家
本
「
親
」
。 

慶
應
本
607
「
𢦶
《
右
：
惑
》
」
、
清
家
本
「
惑
」
。 

慶
應
本
608
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
608
「
則
去
《
右
補
入
：
矣
》
」
、
清
家
本
作
「
則
去
也
」
。 

慶
應
本
609
「
恂
〻
」
、
清
家
本
「
㧦
《
欄
上
：
恂
》
〻
」
。 

慶
應
本
611
「
所
至
〻
䖏
也
」
、
清
家
本
作
「
所
至
之
処
也
」
。 

慶
應
本
612
「
必
逥
觀
之
」
、
清
家
本
作
「
必
廻
翔
審
観
之
」
。 

慶
應
本
612
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
613
「
後
下
必
正
《
右
：
止
》
也
」
、
清
家
本
作
「
後
下
止
也
」
。 

慶
應
本
613
「
雌
《
右
補
入
：
雉
》
」
、
清
家
本
「
雌
雉
」
。 

慶
應
本
613
「
時
〻
哉
〻
」
、
清
家
本
「
時
哉
〻
〻
」
。 

慶
應
本
613
「
因
見
所
」
、
清
家
本
作
「
因
所
見
」
。 

慶
應
本
614
「
有
歎
」
、
清
家
本
「
有
嘆
」
。 
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慶
應
本
614
「
加
木
《
二
字
右
：
架
》
」
、
清
家
本
「
架
」
。 

慶
應
本
615
「
見
山
梁
」
、
清
家
本
作
「
見
山
梁
間
」
。 

慶
應
本
615
「
有
」
、
清
家
本
作
「
在
」
。 

慶
應
本
615
「
●
《
右
：
雌
》
雉
」
、
清
家
本
「
□
《
右
下
：
□
イ
》
雉
」
。 

慶
應
本
615
「
時
哉
言
」
、
清
家
本
作
「
時
□
者
言
」
。 

慶
應
本
616
「
有
歎
」
、
清
家
本
「
有
嘆
」
。 

慶
應
本
617
「
不
如
梁
間
」
、
清
家
本
作
「
不
如
山
梁
間
」
。 

慶
應
本
617
「
一
彖
《
右
：
喙
》
」
、
清
家
本
作
「
一
啄
」
。 

慶
應
本
618
「
歎
之
」
、
清
家
本
「
嘆
之
」
。 

慶
應
本
618
「
因
可
《
右
：
所
》
見
」
、
清
家
本
「
因
所
見
」
。 

慶
應
本
619
「
時
哉
之
歎
」
、
清
家
本
作
「
時
哉
〻
〻
之
歎
」
。 

慶
應
本
619
「
歎
是
」
、
清
家
本
作
「
歎
雌
雉
是
」
。 

慶
應
本
619
「
馳
逐
」
、
清
家
本
作
「
故
馳
逐
」
。 

慶
應
本
620
「
此
雉
」
、
清
家
本
作
「
雌
雉
」
。 

慶
應
本
620
「
煮
孰
」
、
清
家
本
作
「
煑
熟
」
。 

慶
應
本
621
「
三
臰
」
、
清
家
本
作
「
三
嗅
」
。 

慶
應
本
621
「
臰
謂
」
、
清
家
本
作
「
嗅
謂
」
。 

慶
應
本
622
「
此
熟
雖
」
、
清
家
本
作
「
此
熟
雉
」
。 

慶
應
本
622
「
亦
《
右
：
乖
》
」
、
清
家
本
「
乖
」
。 
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慶
應
本
622
「
孔
本
心
」
、
清
家
本
作
「
孔
子
本
心
」
。 

慶
應
本
622
「
孔
若
」
、
清
家
本
作
「
孔
子
若
」
。 

慶
應
本
622
「
不
看
」
、
清
家
本
作
「
不
食
」
。 

慶
應
本
623
「
我
心
」
、
清
家
本
作
「
我
本
心
」
。 

慶
應
本
623
「
歆
」
、
清
家
本
作
「
嗅
」
。 

慶
應
本
624
「
亦
得
」
、
清
家
本
作
「
亦
如
得
」
。 

慶
應
本
624
「
之
間
」
、
清
家
本
作
「
之
間
也
」
。 

慶
應
本
624
「
注
」
、
清
家
本
ナ
シ
。 

慶
應
本
624
「
得
性
而
」
、
清
家
本
作
「
得
其
時
而
」
。 

慶
應
本
625
「
非
本
意
」
、
清
家
本
作
「
非
其
本
意
」
。 

慶
應
本
626
「
三
臰
」
、
清
家
本
作
「
二
嗅
」
。 

慶
應
本
626
「
《
右
補
入
：
一
》
丘
」
、
清
家
本
「
一
丘
」
。 

慶
應
本
626
「
雉
之
適
」
、
清
家
本
作
「
雉
之
道
適
《
右
：
イ
》
」
。 

慶
應
本
627
「
𣸪
《
右
：
傷
》
」
、
清
家
本
「
傷
」
。 

慶
應
本
628
「
歎
偕
」
、
清
家
本
作
「
諧
」
。 

慶
應
本
629
「
失
」
、
清
家
本
「
失
《
右
下
：
𪭂
イ
》
」
。 

慶
應
本
629
「
三
臰
」
、
清
家
本
作
「
三
嗅
」
。 

慶
應
本
632
「
免
《
右
：
危
》
」
、
清
家
本
「
危
」
。 

慶
應
本
633
「
以
此
」
、
清
家
本
作
「
如
此
」
。 
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慶
應
本
633
「
是
《
右
補
入
：
也
》
」
、
清
家
本
「
是
也
」
。 

慶
應
本
634
「
牲
《
右
：
性
》
」
、
清
家
本
「
性
」
。 

慶
應
本
634
「
知
非
常
」
、
清
家
本
作
「
知
其
非
常
」
。 

慶
應
本
635
「
三
臰
」
、
清
家
本
作
「
三
嗅
」
。 

慶
應
本
635
「
而
去
」
、
清
家
本
作
「
而
作
去
」
。 

慶
應
本
637
「
論
語
䟽
巻
苐
六
《
右
：
五
》
〈
子
𥤱
／
郷
黨
〉
王
侃
」
、
清
家
本
作
「
論
語
䟽
苐
五
」
。 
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第
八
章 

『
百
二
十
詠
詩
注
』
題
下
注
と
文
明
本
節
用
集 

  
一
、
は
じ
め
に―

「
文
明
本
節
用
集
」
に
つ
い
て 

所
謂
「
文
明
本
節
用
集
」（
１
）

は
、
室
町
中
期
写
の
国
語
辞
書
で
あ
る
。『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
貴
重
書
解
題
』
第
九
巻
（
国
立
国
会
図
書
館
、
一
九
七

八
年
）
が
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
諸
学
の
研
究
を
纏
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、 

○
節
用
集
中
の
最
古
の
識
語
を
有
す
る
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
本
よ
り
更
に
古
く
、
最
古
の
部
類
に
属
す
る
。 

○
誤
写
・
誤
記
・
脱
漏
も
少
な
く
、
恐
ら
く
か
な
り
の
学
者
に
よ
っ
て
編
録
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

○
朱
墨
に
よ
っ
て
、
漢
音
・
呉
音
を
区
別
し
、
濁
点
や
不
濁
点
を
付
し
、
漢
語
を
分
析
し
て
漢
字
の
個
々
に
和
訓
を
付
す
な
ど
し
て
、
国
語
史
上
の
諸

資
料
を
豊
富
に
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。 

○
中
国
古
典
の
章
句
の
引
用
も
多
く
、
そ
れ
に
詳
細
な
訓
点
を
施
し
、
当
時
（
室
町
時
代
）
の
漢
文
訓
読
語
資
料
と
し
て
の
集
大
成
の
如
き
内
容
を

も
っ
て
い
る
。 

と
い
っ
た
点
で
特
徴
が
あ
り
、
国
語
史
研
究
上
、
貴
重
な
価
値
を
有
す
る
と
さ
れ
る
。
室
町
中
期
に
本
書
が
成
立
す
る
に
際
し
て
直
接
参
照
さ
れ
た
先
行

文
献
と
し
て
は
、
漢
籍
古
訓
点
本
や
類
書
な
ど
の
他
に
、
例
え
ば
『
下
学
集
』
、『
燈
前
夜
話
』
、『
錦
繡
段
』
、「
国
花
合
記
集
」
な
ど
と
い
っ
た
日
本
人
撰
述

の
書
も
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
２
）
。 

そ
こ
で
本
章
で
は
、
ま
ず
、
足
利
学
校
周
辺
で
作
成
、
参
照
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
百
二
十
詠
詩
注
』
に
見
ら
れ
る
各
題
下
注
と
、
文
明
本
節
用
集
の
当

該
項
と
の
間
に
記
載
の
一
致
が
あ
る
こ
と
に
関
し
て
述
べ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
手
掛
か
り
に
、
文
明
本
節
用
集
成
立
の
事
情
に
つ
い
て
、
新
た
な
角
度

か
ら
の
考
察
を
加
え
た
い
。 
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二
、
『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
諸
伝
本
と
、
そ
の
題
下
注 

『
百
二
十
詠
詩
注
』
は
、
そ
の
名
が
示
す
通
り
、
『
百
二
十
詠
』
（
『
百
詠
』
、
『
李
嶠
雑
詠
』
と
も
呼
ば
れ
る
）
の
注
釈
書
を
指
す
称
で
あ
る
。
『
百
二
十

詠
』
は
、
唐
の
李
嶠
（
六
四
四―

七
一
三
）
が
撰
し
た
詠
物
詩
集
で
、
百
二
十
の
事
物
（
３
）

を
詩
題
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
五
言
律
詩
に
仕
立
て
賦
し

て
い
る
。
日
本
で
は
、
平
安
初
期
以
来
、
中
世
に
至
る
ま
で
、
幼
学
書
と
し
て
広
く
読
ま
れ
た
（
４
）
。
伝
本
に
は
無
注
本
と
有
注
本
と
が
あ
り
、
有
注
本
に

は
天
宝
六
載
（
七
四
七
）
唐
の
張
庭
芳
に
よ
る
注
釈
が
存
す
る
。
日
本
に
伝
存
し
た
有
注
本
（
『
百
二
十
詠
詩
注
』
）
の
伝
本
系
統
は
、
１
慶
應
義
塾
図
書
館

蔵
本
系
、
２
天
理
図
書
館
蔵
本
系
、
３
陽
明
文
庫
蔵
本
系
に
分
類
で
き
る
と
さ
れ
る
（
５
）
。
但
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
注
は
全
て
張
庭
芳
に
よ
る
も
の
か
と

言
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。『
百
二
十
詠
詩
注
』
は
、
一
つ
の
事
物
を
題
と
し
た
詠
物
詩
に
対
し
て
の
注
釈
で
あ
る
か
ら
、
詩
題
と
な
っ
た
事
物
に
つ
い
て
書

か
れ
た
「
辞
書
的
役
割
」（
６
）

を
果
た
す
側
面
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
後
代
の
享
受
者
に
よ
っ
て
次
々
に
増
補
が
な
さ
れ
た
。
結
果
、
伝
本
系
統
を
異
に

す
る
写
本
間
で
注
釈
の
文
に
相
当
の
異
同
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
題
の
直
下
に
記
さ
れ
る
題
下
注
は
、
詩
題
の
事
物
そ
の
も
の
に
つ
い
て
注
し
た
箇
所
で

あ
り
、
特
に
増
補
が
甚
だ
し
い
。
張
庭
芳
が
注
を
作
成
し
た
時
に
は
題
下
注
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
唐
代
以
後
に
成
立
し
た
類
書
の
他

に
、
国
書
（
『
日
本
書
紀
』
や
『
和
名
類
聚
抄
』
）
の
引
用
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
に
於
い
て
も
随
時
、
享
受
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
増
補
を
推
し
進
め
た

に
相
違
な
い
（
７
）
。 

さ
て
、
本
章
で
は
、
諸
伝
本
の
う
ち
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
（
８
）
（
本
章
で
は
、
以
下
、
こ
れ
を
指
し
て
「
慶
應
本
」
と
呼
ぶ
）
と
文
明
本
節
用
集
と

の
比
較
を
通
し
て
、
そ
の
両
者
の
密
接
な
接
触
の
可
能
性
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。 

こ
の
慶
應
本
は
、
書
き
入
れ
を
施
す
た
め
の
空
白
部
を
欄
眉
に
有
す
る
。
こ
れ
は
、
室
町
時
代
、
下
野
国
に
あ
っ
た
足
利
学
校
に
関
係
し
た
本
に
よ
く

見
ら
れ
る
特
徴
的
な
体
式
で
あ
る
し
、
阿
部
隆
一
氏
や
太
田
晶
二
郎
氏
は
、
こ
の
本
が
慶
應
義
塾
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
た
際
の
事
情
を
書
き
残
し
て
、
こ

れ
を
足
利
学
校
関
係
の
本
で
あ
る
と
推
測
し
た
旨
を
示
唆
し
て
い
る
（
９
）
。 
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三
、
比
較
検
討 

三 
-
 

１
、
「
琴
」 

本
節
で
は
、『
百
二
十
詠
詩
注
』
慶
應
本
の
題
下
注
と
、
文
明
本
節
用
集
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
具
体
的
に
取
り
上
げ
て
い
く
。
第
一
に
、「
琴
」
の
項
を

例
と
し
た
い
。 

文
明
本
節
用
集
の
「
琴
」
の
項
を
解
説
し
て
、
中
田
祝
夫
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（

10
）
。 

 

こ
の
項
で
は
、
下
学
集
か
ら
の
転
載
が
、
ち
ょ
う
ど
文
明
本
の
中
央
に
位
置
し
、
下
学
集
の
原
字
句
の
前
部
と
後
部
と
に
、
文
明
本
特
有
の
解
説
を

付
加
し
、
大
き
な
項
目
と
な
っ
て
い
る
。
註
の
末
尾
は
、
琴
の
異
名
を
集
め
た
も
の
で
、
文
明
本
節
用
集
の
作
者
の
好
み
で
あ
り
、
本
書
の
増
補
の
方

針
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 左
に
、
『
百
二
十
詠
詩
注
』
慶
應
本
に
見
ら
れ
る
「
琴
」
詩
の
題
下
注
と
、
文
明
本
節
用
集
「
琴
」
の
項
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
る
。 

 

【
百
二
十
詠
詩
注
（
慶
應
本
）
、
101
琴
、
題
下
注
】（
11
） 

帝
王
世
説
曰
、
炎
帝
作
五
絃
之
琴
。
桓
譚
新
論
曰
、
神
農
始
制
桐
為
絃
。
又
曰
、
周
文
王
各
加
一
絃
。
礼
儀
纂
曰
、
堯
使
母
勾
作
琴
五
絃
。
礼
記
曰
、

舜
作
五
絃
琴
、
歌
南
風
。
広
雅
云
、
琴
長
三
尺
六
寸
六
分
、
象
基
之
日
。
広
六
寸
、
象
六
合
。
五
絃
、
象
五
行
。
周
文
武
時
加
二
絃
。
琴
操
曰
、
伏
羲

作
琴
、
以
修
身
理
性
。
反
其
天
真
也
。
白
虎
通
曰
、
琴
者
禁
也
。
禁
止
於
邪
、
以
正
人
心
也
。
又
上
曰
地
、
下
曰
浜
。
前
広
後
狭
、
象
尊
卑
也
。
上
円
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下
方
、
法
天
地
也
。
大
絃
為
君
、
小
絃
為
臣
。
文
武
二
絃
以
合
君
臣
之
恩
。
詩
正
義
云
、
属
乎
陽
。
舜
歌
南
風
、
以
養
万
物
馬
犬
畜
也
。
伯
牙
秣
焉
也
。 

【
文
明
本
節
用
集
、
琴
（
六
六
一
４
）
】（
12
） 

合
紀
、
賀
多
。
帝
王
世
記
曰
、
炎
帝
作
五
絃
之
琴
。
桓
譚
新
論
曰
、
神
農
始
制
桐
為
絃
。
又
曰
、
周
文
王
（

13
）

各
加
一
絃
。
礼
儀
纂
曰
、
堯
使
母
句
作

琴
五
絃
。
礼
記
曰
、
舜
作
五
絃
琴
、
歌
南
風
。
広
雅
云
、
琴
長
三
尺
六
寸
六
分
、
象
基
（

14
）

之
日
。
広
六
寸
、
象
六
合
。
五
絃
、
象
五
行
、
周
文
武
時

加
二
絃
。
琴
操
曰
、
伏
羲
作
琴
、
以
修
身
理
性
。
反
其
天
真
也
。
白
虎
通
曰
、
琴
者
禁
也
。
禁
止
於
邪
、
以
正
人
心
也
。
又
上
曰
池
、
下
曰
浜
。
前
広

後
狭
、
象
尊
卑
也
。
上
円
下
方
、
法
天
地
也
。
大
絃
為
君
、
小
絃
為
臣
。
文
武
二
絃
以
合
君
臣
之
恩
。
詩
正
義
云
、
属
乎
陽
。
舜
歌
南
風
、
以
養
万
物

馬
犬
畜
也
。
伯
牙
秣
焉
（

15
）

也
。 

又
云
、
伏
犠
始
造
琴
。
龍
池
八
寸
通
八
風
、
凰
池
四
寸
合
四
時
。
長
三
尺
六
寸
、
象
三
百
六
十
日
。
広
六
寸
、
象

六
合
。
六
合
者
天
地
四
方
也
。
前
広
後
狭
、
象
尊
卑
。
上
円
下
方
、
法
天
地
。
大
絃
君
、
小
絃
臣
。
絃
第
一
為
宮
、
次
商
角
徴
羽
、
次
少
宮
少
商
。 

首

楞
厳
曰
、
仏
謂
阿
難
、
譬
如
琴
瑟
、
箜
篌
、
琵
琶
、
雖
有
妙
音
、
若
無
妙
指
、
終
不
能
発
、
汝
与
衆
生
、
亦
復
如
是
。 

異
名
、
焦
桐
〈
万
〉
、
別
鶴

〈
同
〉
、
雅
操
、
清
商
、
糸
桐
、
響
泉
、
離
鸞
〈
並
万
〉
、
玉
指
〈
白
居
易
〉
、
雅
音
、
朱
絃
〈
杜
〉
、
高
山
、
流
水
〈
伯
牙
曲
名
〉
、
桐
声
、
龍
門
、
琴

瑟
〈
礼
記
〉
、
焦
尾
〈
蔡
〉
、
橋
梧
〈
勻
〉
、
㸑
桐
〈
同
〉、
桐
君
〈
同
〉、
獅
子
筋
〈
酉
陽
絃
也
〉、
鐘
子
、
知
音
〈
列
〉、
遞
鐘
、
清
角
、
黄
帝
、
沢
桐
、

孤
桐
、
素
桐
、
桐
尾
琴
、
得
指
鳴
、
桐
孫
、
㸑
下
残
、
没
絃
、
魚
尾
、
𦑕
氷
清
、
脩
咒
、
繞
梁
〈
楚
荘
〉
、
飛
燕
、
積
雪
、
春
波
、
離
鳴
、
五
絃
、
七

玄
。 

 

文
明
本
節
用
集
「
琴
」
の
項
で
は
、
中
田
氏
の
解
説
の
通
り
、
そ
の
中
央
に
位
置
す
る
「
又
云
」
以
下
（
波
線
部
）
が
、
『
下
学
集
』
か
ら
の
転
載
で
あ

る
（

16
）
。
冒
頭
の
「
合
紀
、
賀
多
」
は
、
「
国
花
合
記
集
」
を
利
用
し
て
「
琴
」
を
音
訳
漢
字
に
し
た
仮
名
書
き
、
そ
の
語
の
読
み
を
示
す
。
そ
し
て
、
そ

の
次
か
ら
『
下
学
集
』
に
よ
る
部
分
ま
で
の
間
に
あ
る
『
帝
王
世
紀
』
『
桓
譚
新
論
』
『
礼
儀
纂
』
『
礼
記
』
『
広
雅
』
『
琴
操
』
『
白
虎
通
』
『
詩
正
義
』
そ
れ

ぞ
れ
の
引
用
の
よ
う
に
見
え
る
記
述
（
傍
線
部
）
は
、
そ
の
文
の
一
致
か
ら
見
て
、
実
は
『
百
二
十
詠
詩
注
』（
慶
應
本
系
）
か
ら
文
明
本
節
用
集
が
孫
引

き
し
た
も
の
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
行
間
の
書
き
入
れ
が
同
様
に
な
さ
れ
て
い
た
り
（
注
13
参
照
）
、
慶
應
本
で
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
字
が
文
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明
本
節
用
集
で
も
共
通
し
た
誤
字
に
な
っ
て
い
た
り
（
注
14
・
15
参
照
）
す
る
の
は
、
こ
の
両
者
が
接
触
し
た
こ
と
の
蓋
然
性
を
さ
ら
に
高
め
て
い
る
と

言
え
よ
う
。 

ま
た
、
こ
の
「
琴
」
の
項
の
最
後
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
異
名
を
羅
列
す
る
あ
り
様
な
ど
か
ら
は
、
文
明
本
節
用
集
が
、『
下
学
集
』
と
同
様
、
詩
や

聯
句
の
制
作
に
資
す
る
た
め
の
韻
字
字
書
を
目
指
し
て
作
成
さ
れ
た
面
の
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
（

17
）
。
詩
作
へ
の
関
心
が
「
文
明
本
節
用
集
の
作
者

の
好
み
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
文
明
本
節
用
集
の
作
者
が
、
詩
に
対
す
る
注
釈
で
あ
り
且
つ
辞
書
的
要
素
を
兼
ね
備
え
る
『
百
二
十
詠
詩
注
』
に
重
大
な

注
意
を
払
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。 

三 
–
 

２
、
「
橘
」 

第
１
項
で
は
、
行
間
の
書
き
入
れ
や
誤
字
の
共
通
と
い
っ
た
文
字
間
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
文
明
本
節
用
集
と
『
百
二
十
詠
詩
注
』
慶
應
本
題
下
注

と
の
間
に
は
深
い
関
係
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
た
が
、
続
い
て
、
第
２
項
で
は
、
も
う
一
例
「
橘
」
を
取
り
上
げ
て
お
く
。
ま
ず
、
第
１
項
同

様
、
『
百
二
十
詠
詩
注
』
慶
應
本
「
橘
」
詩
の
題
下
注
と
、
文
明
本
節
用
集
「
橘
」
の
項
と
を
、
左
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
る
。 

 

【
百
二
十
詠
詩
注
（
慶
應
本
）
、
40
橘
、
題
下
注
】 

孔
安
国
云
、
小
曰
橘
、
大
曰
柚
。
異
物
志
、
橘
白
花
、
赤
実
、
皮
馨
香
、
有
味
。
春
秋
運
斗
枢
、
璇
枢
星
散
為
橘
也
。 

【
文
明
本
節
用
集
、
橘
（
三
三
二
７
）
】 

在
江
南
橘
、
在
江
北
枳
。
孔
安
国
云
、
小
曰
橘
、
大
曰
柚
。
異
物
志
曰
、
橘
白
花
、
赤
実
、
皮
馨
香
、
有
味
。
春
秋
運
斗
枢
、
璇
枢
星
散
為
橘
也
。 

異

名
、
岩
菊
〈
李
太
白
名
之
有
詩
〉
、
木
奴
〈
対
〉
、
金
衣
、
金
鈴
、
金
包
〈
苞
ト
モ
〉
、
金
丸
、
金
実
〈
毛
𢷂
詩
〉
、
霜
飽
、
半
黄
、
三
寸
黄
、
韋
郎
果
〈
又

花
〉
、
紺
橙
〈
対
〉
、
黄
苞
、
綾
霜
、
千
頭
羅
、
浮
種
〈
君
家
秋
実―

―
―

花
〉
、
果
花
、
晃
霜
、
雲
衣
、
雲
苞
、
雲
九
、
温
成
、
洞
庭
、
君
子
、
玉
蘤
、

皇
后
、
欠
霜
。 
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文
明
本
節
用
集
「
橘
」
の
項
、
冒
頭
（
波
線
部
）
は
『
下
学
集
』
に
基
づ
く
（

18
）
。
そ
の
次
の
「
孔
安
国
云
」
以
下
は
、
文
明
本
節
用
集
独
自
の
増
補
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
は
、
こ
れ
も
ま
た
『
百
二
十
詠
詩
注
』「
橘
」
詩
の
題
下
注
と
、
ほ
ぼ
同
文
な
の
で
あ
る
。
両
者
の
対
応
関
係
は
文
字
列
の
み
に

留
ま
ら
な
い
。
両
方
の
文
中
に
見
え
る
『
春
秋
運
斗
枢
』
は
書
名
だ
が
、
ど
ち
ら
も
「
春
秋
運
」
ま
で
の
三
字
の
み
に
朱
引
を
施
し
た
上
、「
運
」
字
の
右
下

に
「
ニ
」
の
仮
名
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
、
『
春
秋
運
斗
枢
』
自
体
に
よ
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
文
明
本
節
用
集
が
『
百
二
十
詠
詩
注
』
を

用
い
て
孫
引
き
し
た
こ
と
を
示
す
証
左
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
日
本
伝
存
本
は
、
三
つ
の
系
統
に
分
か
れ
る
と
さ
れ
る
が
（
第
二
節
参

照
）
、
そ
の
う
ち
陽
明
文
庫
蔵
本
は
全
く
異
な
る
題
下
注
を
有
し
て
い
る
（

19
）
。 

三 
–
 

３
、
「
鳳
」 

次
に
、
両
者
の
記
載
が
一
致
す
る
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
は
、
成
立
年
代
が
近
い
た
め
、
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、

何
故
、
文
明
本
節
用
集
が
『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
題
下
注
を
利
用
し
た
と
考
え
る
の
か
に
つ
い
て
述
べ
る
。
文
明
本
節
用
集
の
「
風
」「
露
」「
雨
」「
鳳
凰
」

「
舩
（
舟
）
」
「
酒
」
「
筆
」
「
笛
」
の
各
項
を
見
て
み
る
と
、
明
確
に
「
百
詠
云
」（
20
）

ま
た
は
「
百
詠
曰
」（
21
）

と
あ
る
。
文
明
本
節
用
集
の
中
に
、
以
下

が
『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。 

左
に
、
『
百
二
十
詠
詩
注
』
慶
應
本
「
鳳
」
詩
の
題
下
注
と
、
文
明
本
節
用
集
「
鳳
凰
」
の
項
と
を
例
に
示
そ
う
。 

 

【
百
二
十
詠
詩
注
（
慶
應
本
）
、
41
鳳
、
題
下
注
】 

雄
曰
鳳
、
雌
曰
凰
。
鸑
鷟
凰
雛
。
霊
鳥
見
則
天
下
太
平
也
。
事
林
広
記
曰
、
海
上
十
洲
。
凰
麟
洲
在
西
海
中
、
地
方
二
千
五
百
里
、
四
面
有
弱
水
、
金

毛
不
浮
。
上
多
麒
麟
鳳
凰
。
因
而
為
名
。
出
反
魂
香
、
続
絃
膠
。
又
名
集
弦
膠
。
仙
人
煮
鳳
凰
喙
、
麒
麟
角
、
合
煎
作
膠
。
青
色
如
碧
玉
。
一
名
連
金

泥
。
此
神
物
也
。
上
有
青
花
之
宮
、
素
丹
林
府
。
皆
神
仙
上
真
之
所
居
治
焉
。
世
人
不
能
得
而
到
也
。 
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【
文
明
本
節
用
集
、
鳳
凰
（
九
六
６
）
】 

五
色
瑞
鳥
也
。―

―

有
七
徳
。
戴
徳
、
揚
義
、
背
負
仁
、
翼
挟
信
、
心
抱
忠
、
足
履
正
、
尾
繫
武
。
非
梧
桐
不
栖
、
非
竹
実
不
食
、
非
醴
泉
不
飲
、
非

聖
人
時
不
出
也
。
百
詠
曰
、
雄
曰
鳳
、
雌
曰
凰
。
鸑
鷟
凰
雛
。
霊
鳥
見
則
天
下
太
平
也
。
事
林
広
記
曰
、
海
上
十
洲
。
凰
麟
洲
在
西
海
中
、
地
方
二
千

五
百
里
、
四
面
有
弱
水
、
金
毛
不
浮
。
上
多
麒
麟
鳳
凰
。
因
而
為
名
。
出
反
魂
香
、
続
絃
膠
。
又
名
集
弦
膠
。
仙
人
煮
鳳
凰
喙
、
麒
麟
角
、
合
煎
作
膠
。

青
色
如
碧
玉
。
一
名
連
金
泥
。
此
神
物
也
。
上
有
青
華
之
宮
、
素
丹
林
府
。
皆
神
仙
上
真
之
所
居
治
焉
。
世
人
不
能
得
而
到
也
。 

綵
羽
、
綵
𦏵
。
異

名
、
丹
穴
、
雛
赤
。
又
霊
禽
、
羽
虫
鳥
、
入
風
中
。
文
集
曰
、
吾
聞
鳳
凰
百
鳥
王
。
朋
凰
〈
詩
巻
頌
〉
、
鳳
皇
〈
風
雅
集
〉
。 

 

文
明
本
節
用
集
「
鳳
凰
」
の
項
の
う
ち
、
波
線
部
が
『
下
学
集
』
の
引
用
に
当
た
り
（

22
）
、
「
百
詠
曰
」
以
降
の
傍
線
部
が
『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
引
用

に
当
た
る
。
な
お
、
『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
他
系
統
の
伝
本
で
は
、
陽
明
文
庫
蔵
本
は
全
く
異
な
る
題
下
注
を
有
し
（

23
）
、
天
理
図
書
館
蔵
本
は
、
慶
應
本

の
題
下
注
が
右
掲
の
よ
う
に
文
明
本
節
用
集
に
引
用
さ
れ
た
文
と
比
較
し
て
過
不
足
な
い
の
に
対
し
、
同
様
の
注
の
後
に
さ
ら
に
文
が
加
わ
っ
た
形
に

な
っ
て
い
る
（

24
）
。 

こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
文
明
本
節
用
集
の
作
者
が
「
百
詠
」
と
呼
ぶ
の
は
、『
百
二
十
詠
詩
注
』
慶
應
本
系
に
見
ら
れ
る
当
該
標
出
語
を
題
と
す
る
詩
の

題
下
注
な
の
で
あ
る
。 

三 
–
 

４
、
「
桂
」 

次
に
、
「
桂
」
を
例
と
す
る
。 

 

【
百
二
十
詠
詩
注
（
慶
應
本
）
、
32
桂
、
題
下
注
】 

格
物
叢
話
、
桂
梫
木
也
。
一
名
木
犀
也
。
叢
生
岩
嶺
之
間
、
故
名
岩
桂
。
花
数
品
、
或
白
、
或
紅
、
或
黄
、
或
紫
也
。
黄
者
能
著
子
。
不
如
紅
紫
者
佳
。 
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※
欄
眉
に
「
本
草
経
曰
、
桂
冬
夏
常
青
不
枯
。
荘
子
曰
、
春
花
秋
英
」
。 

【
文
明
本
節
用
集
、
桂
（
二
五
八
８
）
】 

合
紀
、
價
途
瀾
。
格
物
叢
話
、
桂
梫
木
也
。
一
名
木
犀
也
。
叢
生
岩
嶺
之
間
、
故
名
岩
桂
。
花
数
品
、
或
白
、
或
紅
、
或
黄
、
或
紫
也
。
黄
者
能
著
子
。

不
如
紅
紫
者
佳
。
本
草
経
曰
、
桂
冬
夏
常
不
枯
。
荘
子
曰
、
春
花
秋
英
。 

異
名
、
夭
香
、
木
犀
香
、
天
金
粟
、
木
犀
、
金
英
、
金
粟
、
仏
友
、
海
兎
、

嬾
葉
、
碧
玉
、
鹿
梨
、
御
梨
、
丹
桂
、
蟾
林
、
仏
萼
、
花
仙
、
仙
客
。 

又
桂
花
名
、
山
香
、
花
香
、
雪
花
、
勝
梨
花
、
絶
梨
花
、
此
桂
花
、
蘇
梨
花
、

李
音
花
、
岩
菊
花
、
金
銭
花
、
堤
金
花
、
水
金
花
、
李
門
。 

 

こ
こ
に
掲
げ
た
文
明
本
節
用
集
「
桂
」
の
項
で
は
、
傍
線
部
お
よ
び
二
重
傍
線
部
が
『
百
二
十
詠
詩
注
』
を
引
用
し
た
箇
所
に
当
た
る
。
傍
線
部
は
、

『
百
二
十
詠
詩
注
』
慶
應
本
の
本
文
と
合
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
重
傍
線
部
は
、
慶
應
本
で
は
欄
眉
の
空
白
部
に
書
き
入
れ
て
あ
る
内
容
と
ほ
ぼ
一

致
す
る
。
『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
他
系
統
本
で
は
、
陽
明
文
庫
蔵
本
は
全
く
異
な
る
題
下
注
を
有
す
る
し
（

25
）
、
天
理
図
書
館
蔵
本
は
慶
應
本
と
ほ
ぼ
同
様

の
本
文
で
あ
る
一
方
で
、
慶
應
本
の
欄
眉
に
見
ら
れ
る
書
き
入
れ
を
、
そ
こ
に
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
（

26
）
。
し
た
が
っ
て
、
慶
應
本
の
欄
眉
に
な
さ
れ
た

書
き
入
れ
（
二
重
傍
線
部
）
を
書
写
し
得
た
か
ら
に
は
、
文
明
本
節
用
集
の
作
者
は
、『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
中
で
も
、
慶
應
本
系
と
の
接
触
を
も
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

三 
–
 

５
、
「
銀
」
「
羅
」
「
素
」
「
布
」 

中
田
祝
夫
氏
は
、
文
明
本
節
用
集
の
概
要
を
述
べ
る
に
際
し
、「
原
憲
」
の
項
（
五
九
〇
８
）
に
「
上
面
之
与
顔
回
之
注
一
対
也
」
と
あ
る
の
を
取
り
上

げ
て
い
る
（

27
）
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
『
下
学
集
』
の
引
用
で
あ
り
、
部
門
ご
と
に
語
を
収
め
る
『
下
学
集
』
に
於
い
て
は
「
顔
回
」
は
「
原
憲
」
の
一
つ
前

に
あ
っ
て
隣
り
合
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
説
明
で
良
い
が
、
い
ろ
は
順
の
文
明
本
節
用
集
に
於
い
て
は
、「
顔
回
」
の
項
（
二
六
一
１
）
は
遠
く
離
れ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
た
め
、
「
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
解
説
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。 
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こ
れ
と
同
様
の
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
例
を
、
『
百
二
十
詠
詩
注
』
題
下
注
の
引
用
の
中
に
も
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。 

 
【
百
二
十
詠
詩
注
（
慶
應
本
）
、
114
銀
、
題
下
注
】 

周
礼
、
荊
州
其
利
銀
也
。
爾
雅
曰
、
白
金
謂
之
銀
也
。
詳
見
金
注
也
。 

【
文
明
本
節
用
集
、
銀
（
九
二
四
８
）
】 

周
礼
、
荊
州
其
利
銀
也
。
爾
雅
曰
、
白
金
謂
之
銀
也
。
詳
見
金
注
也
。
異
名
、
丹
巨
、
黄
鴻
、
含
膏
。 

 

【
百
二
十
詠
詩
注
（
慶
應
本
）
、
117
羅
、
題
下
注
】 

羅
綺
也
。
古
者
芒
氏
初
作
羅
也
。
爾
雅
曰
、
鳥
罟
謂
之
羅
。
見
錦
注
。 

【
文
明
本
節
用
集
、
羅
（
四
五
二
７
）
】 

羅
綺
也
。
古
者
芒
氏
初
作
羅
也
。
爾
雅
曰
、
鳥
罟
謂
之
羅
。
見
錦
注
。 

 

【
百
二
十
詠
詩
注
（
慶
應
本
）
、
119
素
、
題
下
注
】 

列
子
、
太
素
者
質
之
始
也
。
又
空
也
。
故
也
。
帛
也
。
説
文
、
作
潔
白
緻
繒
也
。
見
錦
注
也
。 

【
文
明
本
節
用
集
、
素
（
三
八
六
４
）
】 

列
子
、
太
素
者
質
之
始
也
。
又
空
也
。
故
也
。
帛
也
。
説
文
、
作
潔
白
緻
繒
也
。
見
錦
注
也
。 

 

【
百
二
十
詠
詩
注
（
慶
應
本
）
、
120
布
、
題
下
注
】 

布
帛
、
又
陳
也
。
周
礼
、
銭
。
行
之
曰
布
、
蔵
之
曰
泉
。
四
声
字
苑
云
、
繊
麻
及
紵
為
帛
。
詳
見
錦
注
也
。 
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【
文
明
本
節
用
集
、
布
（
二
〇
一
８
）
】 

布
帛
、
又
陳
也
。
周
礼
、
銭
。
行
之
曰
布
、
蔵
之
曰
泉
。
四
声
字
苑
云
、
繊
麻
及
紵
為
帛
。
詳
見
錦
注
也
。 

 

右
に
掲
げ
た
の
は
、
『
百
二
十
詠
詩
注
』
（
慶
應
本
）
の
「
銀
」
「
羅
」
「
素
」
「
布
」
各
詩
の
題
下
注
、
お
よ
び
、
文
明
本
節
用
集
の
「
銀
」
「
羅
」
「
素
」

「
布
」
の
各
項
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
両
者
に
同
一
の
文
が
見
出
さ
れ
る
が
、
注
意
し
た
い
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
「
詳
見
金
注
也
」
、「
見
錦
注
」「
見

錦
注
也
」
「
詳
見
錦
注
也
」
と
い
う
記
載
で
あ
る
。
『
百
二
十
詠
詩
注
』
で
は
、
金
（
113
）
は
銀
（
114
）
の
一
つ
前
に
あ
り
、
錦
（
116
）
は
羅
（
117
）
・
素

（
118
）・
布
（
120
）
の
直
前
に
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
注
記
に
よ
っ
て
参
照
の
便
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
。
対
し
て
、
文
明
本
節
用
集
で
は
、
金
（
六
六
二

３
）
は
銀
（
九
二
四
８
）
か
ら
、
錦
（
八
八
１
）
は
羅
（
四
五
二
７
）・
素
（
三
八
六
４
）・
布
（
二
〇
一
８
）
か
ら
遠
い
位
置
に
あ
っ
て
、
参
照
の
便
に
供

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
明
本
節
用
集
の
作
者
は
、
中
田
氏
が
指
摘
す
る
『
下
学
集
』
の
例
と
同
様
、『
百
二

十
詠
詩
注
』
を
機
械
的
に
引
載
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
は
、『
百
二
十
詠
詩
注
』
が
、『
下
学
集
』
と
同
様
に
、
文
明
本
節
用
集
の
作
者
に
と
っ

て
手
軽
な
参
考
書
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
る
表
記
と
も
捉
え
ら
れ
よ
う
。 

 

四
、
む
す
び―

博
士
家
と
五
山
と
足
利
学
校 

別
表
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
『
百
二
十
詠
詩
注
』
慶
應
本
に
見
ら
れ
る
題
下
注
（
題
の
直
下
に
あ
っ
て
、
詩
題
の
事
物
そ
の
も
の
に
つ
い
て
記
し
た
注
釈
）

と
ほ
ぼ
同
文
の
記
載
が
、
文
明
本
節
用
集
の
当
該
事
物
の
項
に
見
ら
れ
る
事
例
は
、『
百
二
十
詠
詩
注
』
に
記
さ
れ
る
百
二
十
の
事
物
の
う
ち
、
九
十
七
に

及
ぶ
。 

日
本
に
伝
存
す
る
『
百
二
十
詠
詩
注
』
が
三
系
統
に
分
か
れ
る
中
で
も
、
文
明
本
節
用
集
が
密
接
な
関
係
性
を
有
し
た
の
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本

系
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
行
間
書
き
入
れ
の
共
通
お
よ
び
誤
字
や
認
識
の
誤
り
の
共
通
（
第
三
節
第
１
・
２
項
参
照
）
、
陽
明
文
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庫
蔵
本
で
は
題
下
注
が
全
く
異
な
る
点
（
同
第
２
・
３
・
４
項
参
照
）
、
天
理
図
書
館
蔵
本
で
は
本
文
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
一
節
が
引
載
さ
れ
て
い
な
い

点
（
同
第
３
項
参
照
）
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
に
限
っ
て
見
ら
れ
る
と
い
う
欄
眉
の
書
き
入
れ
を
本
文
と
し
て
取
り
込
ん
で
い
る
点
（
同
第
４
項
参
照
）

を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。 

最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
の
事
情
か
ら
、
二
つ
の
本
が
関
係
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。 

第
二
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
百
二
十
詠
詩
注
』
慶
應
本
は
、
そ
の
体
式
と
い
う
形
態
的
側
面
か
ら
い
っ
て
も
、
伝
来
の
面
か
ら
い
っ
て
も
、
足
利
学
校

周
辺
に
関
連
す
る
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
慶
應
本
に
あ
る
詩
注
、
特
に
題
下
注
の
増
補
者
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、「
玉
」
詩

（
112
）
の
題
下
注
と
、
菅
原
家
の
儒
者
が
『
文
選
』
「
上
文
選
注
表
」
を
伝
授
す
る
際
に
用
い
て
い
た
『
文
選
表
注
』
の
注
文
と
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、

菅
家
儒
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（

28
）
。
足
利
学
校
で
は
、
易
学
に
つ
い
て
は
、
菅
原
豊
長
（
一
三
六
三―

一
四
二
二
）
が
鎌
倉
で
講
義
し

た
の
を
契
機
と
し
て
菅
家
点
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
れ
以
外
の
経
書
に
つ
い
て
は
、
清
原
家
の
点
を
基
に
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（

29
）
。 

一
方
、
文
明
本
節
用
集
は
、
建
仁
寺
僧
の
手
に
よ
る
も
の
と
の
説
が
有
力
視
さ
れ
る
（

30
）

が
、
文
明
本
節
用
集
の
漢
籍
引
用
箇
所
に
見
ら
れ
る
訓
点
は
、

経
書
は
清
原
家
点
、『
三
略
』『
白
氏
文
集
』
は
菅
原
家
点
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（

31
）
。
室
町
期
当
時
、
博
士
家
の
中
で
も
中
原
・
大
江
両
家
は
下

火
と
な
り
、
足
利
学
校
も
京
の
五
山
寺
院
も
、
清
原
・
菅
原
の
両
博
士
家
点
に
依
拠
し
て
い
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
。 

以
上
、
本
章
で
は
、『
百
二
十
詠
詩
注
』
慶
應
本
系
と
文
明
本
節
用
集
と
の
間
に
は
記
載
内
容
の
合
致
が
あ
り
、
文
明
本
節
用
集
の
作
者
が
、
そ
の
『
百
二

十
詠
詩
注
』
を
参
照
、
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
文
章
の
共
通
性
、
引
用
・
被
引
用
の
関
係
は
、
室
町
中
期

に
、
京
で
学
統
を
保
持
し
た
博
士
家
、
五
山
寺
院
、
関
東
に
勃
興
し
た
足
利
学
校
を
含
め
た
全
国
的
な
学
問
の
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
的
展
開
の
中

に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 
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 注 （
１
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。
請
求
記
号
：W

A
1
6
-
2
1

。
箱
書
「
古
写
本
雑
字
類
書
」
。
本
文
中
に
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
の
年
記
を
持
つ
国
語
辞
書
で
あ
る
こ

と
か
ら
、「
文
明
本
節
用
集
」
の
称
が
あ
る
。
当
該
本
を
如
何
に
呼
称
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
山
田
忠
雄
「
橋
本
博
士
以
後
の
節
用
集
研
究
」（
「
国
語
学
」

五
、
一
九
五
一
年
二
月
）
以
来
、
「
広
本
節
用
集
」
と
呼
ぶ
べ
き
と
の
意
見
も
多
い
が
、
本
章
で
は
「
文
明
本
節
用
集
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。 

（
２
）
林
義
雄
「
文
明
本
節
用
集
所
引
の
下
学
集
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
」（
「
二
松
学
舎
大
学
論
集
」
昭
和
四
十
四
年
度
、
一
九
七
〇
年
三
月
）
、
同
氏
「
下
学
集

（
第
三
類
本
）
と
文
明
本
節
用
集
」（
中
田
祝
夫
・
林
義
雄
『
古
本
下
学
集
〈
七
種
〉
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
風
間
書
房
、
一
九
七
一
年
、
第
一
部
解
説

篇 

第
三
章
）
、
野
上
潤
一
「
文
明
本
『
節
用
集
』
と
『
燈
前
夜
話
』―

文
明
本
『
節
用
集
』
の
生
成
／
増
補
の
一
端
と
禅
林
の
学
問
の
一
隅
を
め
ぐ
っ
て

―

」
（
『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
二
五
集
、
新
典
社
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
、
木
村
晟
「
国
花
合
記
集
」
（
『
中
世
辞
書
の
基
礎
的
研
究
』
駒
澤
大
学 

国
語

研
究 

資
料
別
巻
一
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
、
付
章
第
一
節
）
。 

（
３
）
十
二
の
部
門
に
分
け
ら
れ
、
各
十
、
計
百
二
十
の
事
物
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
別
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
４
）
桃
裕
行
『
上
代
学
制
の
研
究
〔
修
訂
版
〕
』（
桃
裕
行
著
作
集 

第
一
巻
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
）
、
太
田
晶
二
郎
「
「
四
部
ノ
読
書
」
考
」（
『
太
田
晶
二

郎
著
作
集
』
第
一
冊
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
。
初
出
は
一
九
五
九
年
七
月
）
な
ど
参
照
。 

（
５
）
こ
の
他
に
敦
煌
古
籍
本
系
が
あ
る
。
山
崎
誠
「
「
李
嶠
百
詠
」
雑
考 

続
貂
」（
『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年
。
初
出
は
一
九

八
三
年
七
月
）
、
胡
志
昂
「
日
本
現
存
『
一
百
二
十
詠
詩
註
』
考
」（
「
和
漢
比
較
文
学
」
六
、
一
九
九
〇
年
十
月
）
、
山
崎
明
「
百
二
十
詠
詩
注
解
題
」（
「
斯

道
文
庫
論
集
」
五
〇
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
参
照
。 

（
６
）
三
木
雅
博
「
『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
の
方
法
」（
『
和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
享
受
』
増
訂
新
版
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
二
年
。
初
出
は
一
九
八
一
年
三
月
）
に
、

『
李
嶠
百
二
十
詠
注
（
百
詠
注
）
』
が
、
『
初
学
記
』
『
蒙
求
注
』
『
文
選
注
』
と
並
ん
で
、
「
辞
書
的
役
割
」
を
果
た
し
て
い
た
と
の
考
察
が
あ
る
。 

（
７
）
神
田
喜
一
郎
「
『
李
嶠
百
詠
』
雑
考
」
（
『
神
田
喜
一
郎
全
集
』
第
二
巻
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
三
年
。
初
出
は
一
九
四
九
年
一
月
）
、
注
（
５
）
前
掲
山
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崎
誠
氏
論
文
、
同
前
掲
胡
氏
論
文
、
杤
尾
武
「
〈
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
ペ
リ
オ
蒐
集

3
7
3
8

〉
敦
煌
本
「
李
嶠
雑
詠
注
」
残
巻
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

（
「
成
城
文
藝
」
一
五
五
、
一
九
九
六
年
七
月
）
、
福
田
俊
昭
『
李
嶠
と
雑
詠
詩
の
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
、
福
田
武
史
「
李
嶠
百
詠
詩
題
注

に
お
け
る
和
名
抄
の
利
用
」
（
「
汲
古
」
六
四
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
）
、
注
（
５
）
前
掲
山
崎
明
氏
解
題
な
ど
参
照
。 

（
８
）
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
。
請
求
記
号
：1

3
2
X
@
3
2
/
6
@
2

。『
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
和
漢
書
善
本
解
題
』（
慶
應
義
塾
図
書
館
、
一
九
五
八
年
）
四
四
頁
に
解
題
が

載
る
。 

（
９
）
阿
部
隆
一
「
和
漢
貴
重
書
の
中
か
ら 

「
李
嶠
雑
詠
注
」
な
ど
」（
『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
』
第
二
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
。
初
出
は
一
九
五
七
年
三
月
）

に
、「
今
回
入
っ
た
、「
李
嶠
雑
詠
注
」
一
巻
は
、
室
町
時
代
書
写
本
で
、
或
は
足
利
学
校
関
係
者
の
旧
蔵
本
か
と
も
推
定
さ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
漢
文
学
上

極
め
て
重
要
な
貴
本
と
称
す
べ
き
で
あ
る
」
と
言
及
が
あ
り
、
同
じ
く
慶
應
義
塾
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
『
足
利
学
校
易
伝
授
書
』（
請
求
記
号
：1

3
2
X
@
3
2
/
2
@
1

）

な
ど
と
同
時
に
収
蔵
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
注
（
４
）
前
掲
太
田
氏
論
文
（
注
三
九
）
に
も
、「
近
年
、
一
誠
堂
酒
井
氏
は
、

足
利
学
校
辺
に
関
係
有
る
ら
し
き
、
室
町
時
代
書
写
、
百
詠
注
の
完
本
を
入
手
さ
れ
た
。（
中
略
）
そ
の
本
は
慶
應
義
塾
図
書
館
に
帰
し
、『
（
慶
應
義
塾
図

書
館
蔵
）
和
漢
書
善
本
解
題
』
第
一
篇
、5

5
（4

4

頁
）
に
著
録
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
な
お
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
系
に
属
す
る
と
さ
れ
る
も
う
一

本
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
も
、
慶
應
本
と
同
じ
く
鼇
頭
本
と
い
う
。
前
掲
太
田
氏
論
文
（
注
三
九
）、
注
（
５
）
前
掲
山
崎

明
氏
解
題
（
三
九
二
頁
）
参
照
。 

（
10

）
中
田
祝
夫
「
文
明
本
節
用
集
の
た
め
に
」
（
『
改
訂
新
版 

文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
勉
誠
社
、
一
九
七
九
年
、
影
印
篇
一
三
頁
）
。 

（
11

）
山
崎
明
・
ブ
ラ
イ
ア
ン･

ス
タ
イ
ニ
ン
ガ
ー
「
百
二
十
詠
詩
注
校
本―

本
邦
伝
存
李
嶠
雑
詠
注―

」
（
「
斯
道
文
庫
論
集
」
五
〇
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
、
胡

志
昂
編
『
日
蔵
古
抄
李
嶠
詠
物
詩
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。
原
則
全
て
通
行
の
字
体
に
よ
っ
て
記
し
た
。
以
下
同
。 

（
12

）
原
則
全
て
通
行
の
字
体
に
よ
っ
て
記
し
た
。
丸
括
弧
内
の
数
字
は
、
注
（
10

）
前
掲
影
印
本
に
よ
り
、
漢
数
字
が
影
印
写
真
の
ペ
ー
ジ
、
算
用
数
字
が
行

数
を
示
す
。
以
下
同
。 

（
13

）『
百
二
十
詠
詩
注
』
慶
應
本
で
も
、
文
明
本
節
用
集
で
も
、「
文
王
」
の
右
傍
に
「
或
乍
武
」（
乍
は
作
の
略
体
）
と
書
き
入
れ
て
あ
る
。
な
お
、
注
（
11

）
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前
掲
校
本
（
三
六
四
頁
）
に
よ
る
と
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
（
天
理
本
）
で
は
「
文
王
」
で
は
な
く
「
文
武
」
と
す
る
。
陽
明
文
庫
蔵
本
は

残
闕
本
で
、
当
該
「
琴
」
詩
を
存
し
な
い
。 

（
14

）
琴
の
長
さ
三
尺
六
寸
六
分
は
一
年
の
日
数
を
象
っ
た
と
い
う
意
味
だ
か
ら
、「
基
」
で
は
な
く
「
期
（
朞
）
」
と
あ
る
べ
き
だ
が
、『
百
二
十
詠
詩
注
』
慶
應

本
で
も
、
文
明
本
節
用
集
で
も
「
基
」
と
す
る
。
注
（
11

）
前
掲
校
本
（
三
六
四
頁
）
に
よ
る
と
、『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
天
理
本
で
は
「
期
」
と
す
る
。 

（
15

）
「
焉
」
は
「
馬
」
の
誤
写
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
『
百
二
十
詠
詩
注
』
慶
應
本
で
も
、
文
明
本
節
用
集
で
も
「
焉
」
と
す
る
。
注
（
11

）
前
掲
校

本
（
三
六
四
頁
）
に
よ
る
と
、
『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
天
理
本
で
は
「
馬
」
と
す
る
。 

（
16

）
当
該
項
と
『
下
学
集
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
木
村
晟
「
『
広
本
節
用
集
』
の
支
体
門
・
飲
食
門
・
絹
布
門
・
器
財
門
に
お
け
る
『
下
学
集
』
の
享
受
」

（
「
駒
澤
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
」
六
三
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
一
〇
四
頁
に
詳
し
い
。 

（
17

）
木
村
晟
「
『
広
本
節
用
集
』
の
主
要
典
拠
［
一
］
」
（
「
駒
澤
國
文
」
四
〇
、
二
〇
〇
三
年
二
月
）
ほ
か
参
照
。 

（
18

）
木
村
晟
「
『
広
本
節
用
集
』
の
「
草
木
門
」
に
受
容
せ
ら
れ
た
る
『
下
学
集
』
」（
「
駒
澤
國
文
」
四
一
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）
一
七
一
頁
参
照
。『
下
学
集
』

（
亀
田
本
）
に
は
、
「
橘
江
南
、
枳
江
北
」
と
あ
る
。 

（
19

）
注
（
11

）
前
掲
校
本
（
二
九
二
頁
）
に
よ
る
と
、「
禹
貢
曰
、
楊
州
厥
苞
橘
柚
。
周
礼
、
橘
踰
淮
南
北
為
枳
。
淮
南
子
、
夫
橘
之
江
北
為
橙
也
」
と
あ
る
。 

（
20

）
「
風
」
（
二
五
四
２
）
、
「
露
」
（
四
一
〇
１
）
、
「
酒
」
（
七
七
九
４
）
。 

（
21

）
「
雨
」
（
七
四
三
６
）
、
「
鳳
凰
」
（
九
六
７
）
、
「
舩
（
舟
）
」
（
六
二
三
６
）
、
「
筆
」
（
六
二
四
３
）
、
「
笛
」
（
六
二
四
７
）
。 

（
22

）
木
村
晟
「
『
広
本
節
用
集
』
の
人
名
門
・
気
形
門
に
お
け
る
『
下
学
集
』
の
享
受
に
つ
い
て
」（
「
駒
澤
大
学
仏
教
文
学
研
究
」
八
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
一
二
一

頁
参
照
。 

（
23

）
注
（
11

）
前
掲
校
本
（
二
九
四
頁
）
に
よ
る
と
、
「
瑞
応
図
曰
、
鳳
大
精
也
。
有
六
像
之
。
頭
像
天
、
口
像
日
、
背
像
月
、
翼
像
風
、
足
像
地
、
尾
像
偉
。

又
行
鳴
曰
帰
嬉
、
上
鳴
曰
啼
伏
、
夜
鳴
曰
善
哉
、
昏
鳴
曰
駕
也
、
飛
鳴
曰
即
玄
。
生
出
東
方
君
子
国
。
高
六
尺
許
。
見
即
天
下
安
寧
。
又
韓
許
外
伝
云
、

父
老
説
黄
帝
鳳
凰
之
状
、
頸
載
徳
、
背
負
仁
、
首
荷
義
、
膺
抱
信
、
足
履
正
、
尾
繫
武
。
山
海
経
云
、
鳳
首
文
曰
徳
、
翼
文
曰
順
、
背
文
曰
義
、
膺
文
曰
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信
〈
云
々
〉
。
易
繫
辞
曰
、
鳳
之
毛
自
成
文
字
」
と
あ
る
。 

（
24

）
注
（
11

）
前
掲
校
本
（
二
九
四
頁
）
に
よ
る
と
、
天
理
本
で
は
、
慶
應
本
に
見
ら
れ
る
の
と
同
様
の
文
の
後
に
、「
格
物
論
、
鳳
瑞
応
鳥
、
太
平
之
世
則
見
。

其
為
形
色
、
鶏
頭
、
虵
頸
、
燕
頷
、
亀
背
、
魚
尾
、
五
彩
色
、
高
六
尺
許
。
非
梧
桐
不
栖
、
非
竹
実
不
食
、
非
醴
泉
不
飲
。
凡
所
栖
止
、
衆
禽
必
随
之
而

集
。
故
曰
、
羽
虫
三
百
有
六
十
、
而
鳳
凰
為
之
長
。
然
象
鳳
有
五
。
多
赤
者
鳳
、
多
青
者
鸞
、
多
黄
鵷
、
多
紫
者
鷟
、
多
白
者
鵠
也
」
が
加
わ
っ
て
い
る
。

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
を
、
慶
應
本
で
は
、
注
の
本
文
と
は
別
に
、
欄
眉
の
空
白
部
に
書
き
入
れ
て
あ
る
形
で
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
文
明
本
節
用
集
の
作
者

が
天
理
本
系
の
本
文
を
参
照
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
文
は
、
一
体
的
な
本
文
の
一
部
と
認
識
さ
れ
、
文
明
本
節
用
集
に
引
載
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

ら
、
こ
の
文
が
引
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
文
明
本
節
用
集
と
接
触
し
た
『
百
二
十
詠
詩
注
』
が
慶
應
本
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。 

（
25

）
注
（
11

）
前
掲
校
本
（
二
八
一
頁
）
に
よ
る
と
、「
広
州
志
、
桂
出
合
浦
、
生
女
高
山
之
嶺
。
負
霜
翠
、
即
鬱
然
如
春
。
又
曰
、
番
禺
有
八
桂
樹
。
呂
氏
春

秋
、
桂
之
美
者
、
枯
揺
之
桂
。
南
越
志
曰
、
蠹
委
桂
叢
而
為
窠
也
」
と
あ
る
。 

（
26

）
注
（
11

）
前
掲
校
本
参
照
。 

（
27

）
注
（
10

）
前
掲
中
田
氏
「
文
明
本
節
用
集
の
た
め
に
」
（
六
頁
、
一
〇
頁
）
。
上
面
は
上
掲
の
意
と
い
う
。 

（
28

）『
第
32
回
慶
應
義
塾
図
書
館
貴
重
書
展
示
会 

〈
古
代
中
世
〉
日
本
人
の
読
書
』
図
録
（
慶
應
義
塾
図
書
館
、
二
〇
二
〇
年
）
展
示
書
26
、
佐
藤
道
生
解
題
。 

（
29

）
川
瀬
一
馬
『
〈
増
補
新
訂
〉
足
利
学
校
の
研
究
』
（
講
談
社
、
一
九
七
四
年
。
新
装
版
：
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）
。 

（
30

）
注
（
10

）
前
掲
中
田
氏
「
文
明
本
節
用
集
の
た
め
に
」
、
注
（
２
）
前
掲
野
上
氏
論
文
。 

（
31

）
注
（
10

）
前
掲
中
田
氏
「
文
明
本
節
用
集
の
た
め
に
」
（
二
〇
頁
）
に
、
「
紀
伝
・
明
経
両
道
に
関
す
る
多
く
の
漢
籍
の
訓
点
本
が
、
文
明
本
に
頻
り
に
引

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
こ
れ
ら
と
は
ま
た
別
に
、
中
古
、
中
世
以
降
、
多
く
の
訓
点
本
が
現
存
し
て
い
て
、
紀
伝
・

明
経
の
訓
読
の
あ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
点
本
の
読
法
と
、
文
明
本
と
は
ど
う
関
係
し
て
い
る
か
。
こ
の
ほ
ど
、
広
島
大
学
の
小
林

芳
規
博
士
は
、
論
語
・
孝
経
は
明
経
家
の
清
原
家
点
で
あ
る
に
対
し
、
三
略
・
文
集
は
、
紀
伝
道
の
菅
原
家
点
を
引
用
し
て
い
る
と
調
査
結
果
を
送
っ
て
、
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指
摘
さ
れ
た
。
な
る
ほ
ど
、
知
恩
院
本
三
略
の
訓
点
は
、
文
明
本
の
中
の
三
略
に
全
く
一
致
す
る
し
、
書
陵
部
蔵
時
賢
本
文
集
は
、
文
明
本
の
中
の
文
集

に
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
と
も
か
く
文
明
本
中
の
訓
点
の
訓
法
上
の
系
統
が
、
現
存
の
訓
点
本
類
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
」

と
あ
る
。 

    

別
表 

・『
百
二
十
詠
詩
注
』
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
（
慶
應
本
）
に
基
づ
き
、
そ
の
題
下
注
が
文
明
本
節
用
集
に
於
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
の
所
在
を
示
す
。 

・
文
明
本
節
用
集
に
『
百
二
十
詠
詩
注
』
慶
應
本
と
ほ
ぼ
同
文
の
引
載
が
あ
る
場
合
に
は
、
文
明
本
節
用
集
に
於
け
る
そ
の
所
在
を
、
数
字
を
以
っ
て
示

す
。
数
字
は
、
中
田
祝
夫
『
改
訂
新
版 

文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』（
勉
誠
社
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
り
、
漢
数
字
が
影
印
写
真
の
ペ
ー
ジ
、
算

用
数
字
が
行
数
で
あ
る
。 

・
「
標
出
語
な
し
」
は
、
文
明
本
節
用
集
に
当
該
語
の
掲
出
が
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 

・「
引
載
な
し
」
は
、
標
出
語
と
し
て
は
存
在
す
る
が
、『
百
二
十
詠
詩
注
』
慶
應
本
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
引
載
の
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
標
出

語
の
所
在
を
括
弧
内
に
示
し
た
。 

乾
象 

１
日 

 

引
載
な
し
（
一
〇
二
七
８
） 

２
月 

 
 

四
一
〇
６ 

３
星 

 
 

 

九
七
５ 
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４
風 

 
 

二
五
四
２ 

５
雲 

 
 

四
九
七
４ 

６
烟 

 
 

五
九
四
１ 

７
露 

 
 

四
一
〇
１ 

８
霧 

 
 

八
一
〇
４ 

９
雨 

 
 

七
四
三
３ 

10
雪 

 
 

八
五
七
６ 

坤
儀 

11
山 

 
 

五
五
三
４ 

12
石 

 

引
載
な
し
（
四
８
） 

13
原 

 
 

 

五
〇
８ 

14
野 

 
 

四
九
〇
５ 

15
田 

 
 

三
三
〇
３ 

16
道 

 

引
載
な
し
（
八
八
七
３
） 

17
海 

 
 

四
六
七
８ 

18
江 

 
 

六
九
八
８ 

19
河 

 
 

二
五
三
７ 

20
洛 

 
 

四
四
八
２ 

芳
草 
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21
蘭 

 
 

四
四
九
８ 

22
菊 

 
 

八
一
一
６ 

23
竹 

 
 

三
三
三
１ 

24
藤 

 
 

六
一
九
８ 

25
萱 

 
 

二
三
五
１ 

26
萍 

 
 

四
六
九
６ 

27
菱 

 

一
〇
三
一
２ 

28
瓜 

 
 

四
七
〇
１ 

29
茅 

 
 

一
五
八
１ 

30
荷 

 
 

 

五
二
７ 

嘉
樹 

31
松 

 
 

五
六
七
３ 

32
桂 

 
 

二
五
八
８ 

33
槐 

 
 

六
九
九
３ 

34
柳 

 

引
載
な
し
（
五
五
五
３
） 

35
桐 

 
 

八
一
二
３ 

36
桃 

 

引
載
な
し
（
一
〇
六
五
２
） 

37
李 

 

一
一
二
二
８ 

38
梨 

 
 

四
三
四
２ 
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39
梅 

 
 

四
七
〇
４ 

40
橘 

 
 

三
三
二
７ 

霊
禽 

41
鳳 

 
 

 
九
六
６ 

42
鶴 

 
 

四
一
三
３ 

43
烏 

 
 

二
六
三
８ 

44
鵲 

 
 

二
六
四
１ 

45
雁 

 
 

二
六
三
６ 

46
鳧 

 
 

二
六
四
３ 

47
鶯 

 
 

四
七
三
３ 

48
雉 

 
 

八
一
五
４ 

49
燕 

 
 

四
一
三
６ 

50
雀 

 

一
一
二
三
８ 

祥
獣 

51
龍 

 

引
載
な
し
（
一
九
一
２
、
三
三
九
３
） 

52
麟 

 
 

八
一
五
１ 

53
象 

 

引
載
な
し
（
七
七
八
５
） 

54
馬 

 
 

四
七
三
８ 

55
牛 

 
 

四
七
三
６ 
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56
豹 

 
 

一
一
三
７ 

57
熊 

 
 

五
〇
二
７ 

58
鹿 

 
引
載
な
し
（
四
四
６
、
九
二
二
３
） 

59
羊 

 
一
〇
三
三
６ 

60
兔 

 
 

四
七
四
６ 

居
処 

61
城 

 
 

九
〇
七
１ 

62
門 

 

引
載
な
し
（
一
〇
六
四
５
） 

63
市 

 

引
載
な
し
（
四
７
） 

64
井 

 

引
載
な
し
（
四
６
） 

65
宅 

 

標
出
語
な
し 

66
池 

 

引
載
な
し
（
四
５
） 

67
楼 

 

引
載
な
し
（
四
三
４
） 

68
橋 

 

引
載
な
し
（
五
一
１
） 

69
舟 

 
 

六
二
三
５ 

70
車 

 
 

五
〇
四
５ 

服
翫 

71
床 

 
 

八
六
二
４ 

72
席 

 
 

四
六
一
５ 
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73
帷 

 

標
出
語
な
し 

74
簾 

 

一
一
二
五
５ 

75
屛 

 
標
出
語
な
し 

76
被 

 
 

六
二
二
２ 

77
鏡 

 

引
載
な
し
（
二
六
八
２
） 

78
扇 

 
 

七
四
九
５ 

79
燭 

 

標
出
語
な
し 

80
酒 

 
 

七
七
九
３ 

文
物 

81
経 

 
 

八
一
七
６ 

82
史 

 

標
出
語
な
し 

83
詩 

 

一
〇
二
五
４ 

84
賦 

 
 

六
五
一
２ 

85
書 

 
 

九
二
七
６ 

86
檄 

 

標
出
語
な
し 

87
紙 

 
 

二
七
〇
５ 

88
筆 

 
 

六
二
四
６ 

89
硯 

 

一
一
二
六
１ 

90
墨 

 

一
一
二
五
７ 
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武
器 

91
剣 

 

引
載
な
し
（
五
九
三
６
） 

92
刀 

 
 

二
七
〇
２ 

93
箭 

 
引
載
な
し
（
五
五
七
６
） 

94
弓 

 
 

八
六
一
４ 

95
弩 

 
 

八
六
二
１ 

96
旌 

 
 

 

五
九
３ 

97
旗 

 
 

 

五
九
４ 

98
戈 

 
 

 

九
九
５ 

99
鼓 

 
 

四
一
四
８ 

100
弾 

 
 

三
四
二
６ 

音
楽 

101
琴 

 
 

六
六
一
４ 

102
瑟 

 
 

九
二
六
４ 

103
琵
琶 

一
〇
三
五
１ 

104
箏 

 
 

九
二
六
３ 

105
鐘 

 
 

二
六
八
７ 

106
簫 

 

一
〇
八
六
５ 

107
笛 

 
 

六
二
四
２ 
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108
笙 

 
 

九
二
五
８ 

109
歌 

 
 

四
八
八
１ 

110
舞 

 
 

五
八
六
５ 

玉
帛 

111
珠 

 
 

三
四
〇
８ 

112
玉 

 
 

三
四
一
２ 

113
金 

 
 

六
六
二
３ 

114
銀 

 
 

九
二
四
８ 

115
銭 

 

一
〇
八
五
７ 

116
錦 

 
 

 

八
八
１ 

117
羅 

 
 

四
五
二
７ 

118
綾 

 
 

七
四
八
８ 

119
素 

 
 

三
八
六
４ 

120
布 

 
 

二
〇
一
８ 

    

♢
二
〇
一
九
年
十
一
月
三
十
日
、
第
四
三
〇
回
国
文
学
研
究
会
（
於
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
口
頭
発
表
し
、「
三
田
國
文
」
第
六
十
七
号
（
二
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〇
二
二
年
十
二
月
）
に
執
筆
し
た
。 
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終
章 

  

本
論
文
の
出
発
点
に
は
、
時
代
に
よ
っ
て
読
ま
れ
る
書
物
の
ジ
ャ
ン
ル
に
変
化
は
あ
る
の
か
？ 

と
い
う
疑
問
が
あ
っ
た
。
社
会
変
革
の
激
し
い
時
期

に
は
、
何
が
指
針
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
、
よ
り
本
質
的
な
も
の
を
学
ぼ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
物
事
の
〈
た
て
い
と
〉
と
言
う
べ

き
経
書
が
時
代
の
転
換
期
に
重
ん
じ
ら
れ
る
の
も
、
首
肯
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
平
安
初
期
、
平
安
末
～
鎌
倉
初
期
、
江
戸
初
期
、
こ
う
い
っ
た
時
期
に

経
書
を
重
ん
じ
る
為
政
者
が
現
れ
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
翻
っ
て
、
指
針
と
な
る
も
の
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
時
代
に
は
、
現
世
利
益
を
求

め
て
、
実
社
会
で
す
ぐ
に
役
に
立
つ
学
問
を
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
現
在
は
ま
だ
、
時
代
の
転
換
点
に
は
達
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。 


